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例言中に誤りがありましたので、訂正くださいますようお願いいたします。

誤

5. 執筆は、柴田亮平、小崎 晋(平成13年度当研究所技術作業員、平成14"-'15年度当研究所技術員)、

前嶋秀張、矢島 一、及川 司が行った。なお、執筆分担は下記のとおりである。

正

柴田亮平:第3章、第6章第l節

小崎晋:第 1章第2節 1・2項、第2章、第4章第 1節・ 2節 1項

第5章、第6章2節 1・2項、第3節~第5節

前嶋秀張:第4章第2節2項、第6章第2節3項

矢 島 一 :第 1章第2節3項

及川 司 :第 1章 1節

5.執筆は、柴田亮平、小崎 晋(平成13年度当研究所技術作業員、平成14"-'15年度当研究所技術員)、

前嶋秀張、矢島 一、及川 司が行った。なお、執筆分担は下記のとおりである。

柴田亮平:第3章、第6章第 l節

小崎晋:第 l章第2節 1・2項、第2章、第4章第2節 1項

第5章、第6章第2節2項、第3節~第5節

前嶋秀張:第4章第 1節・ 2節2項、第6章第2節 l・3項

矢 島 ー :第 1章第2節3項

及川司 :第 1章 l節
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1.本書は静岡県沼津市宮本字元野に所在する元野遺跡(第二東名駒田19地点)の発掘調査報告書である。

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位にて実施している。

沼津市では本書が1冊目であり、よって「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書沼津市

1 J とした。

2.調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、日本道路公団(現中日本高速道路株式

会社)静岡建設局の委託を受けて、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、沼津市教育委員会の協力

を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3.元野遺跡の確認調査・本調査および資料整理の期間は以下のとおりである。

確認調査 平成9年4月"'6月

本調査 I期 平成9年8月~平成10年3月

本調査E期 平成10年4月"'5月

確認調査その2 平成10年5月

確認調査その3 平成10年7月"'8月

本調査E期 平成10年9月~平成10年10月

本調査N期 平成13年 1月"'3月

資料整理・報告書作成平成17年11月~平成20年3月

4.本遺跡調査担当者は以下の通りである。

平成9年度(確認調査・本調査 I期)

所長:斎藤忠副所長:池谷和三常務理事:三田村国昭総務課長.初鹿野英治

調査研究部長:石垣英夫調査研究四課長:橋本敬之 主任調査研究員:中嶋郁夫

調査研究員.殿岡崇浩木崎道昭望月由佳子 山崎宏明岩沢猛田村隆太郎

平成10年度(本調査E期・確認調査その 2・確認調査その 3・本調査E期)

所長:斎藤忠常務理事:伊藤友雄 総務課長:杉木敏雄

調査研究部長 :石垣英夫調査研究一課長:佐野五十三 主任調査研究員:中嶋郁夫

調査研究員.殿岡崇浩 山崎宏明高野穂多果

平成12年度(本調査町期)

所長 :斎藤忠副所長 :山下晃常務理事 :伊藤友雄

調査研究部長:佐藤達雄調査研究一課長・及川 司

主任調査研究員:前嶋秀張 主任技術員:青|嶋邦夫

平成17年度(資料整理)

所長 :斎藤忠常務理事 :平松公夫

調査研究部長:石川素久

調査研究部次長 ・栗野克己

主任調査研究員 :笹原芳郎

平成18年度(資料整理)

所長:斎藤忠常務理事平松公夫総務課長:鈴木大二郎

調査研究部長:石川素久調査研究部次長:佐野五十三 及川 司(兼調査課長) 稲葉保幸

調査課係長:前11烏秀張 中鉢賢治調査研究員:成田修一矢島 一 調査課員:中鉢京子

高野穂多果

総務課長:杉木敏雄

例

総務課長:鈴木大二郎

中嶋郁夫(兼調査一課長) 佐野五十三

調査研究員:野田正人成田修一調査課員:中鉢京子



平成19年度(資料整理)

所長:斎藤忠常務理事兼事務局長:清水哲総務課長兼事務局次長:大場正夫

事務局次長:及川 司(兼調査課長) 佐野五十三稲葉保幸

調査課係長:笹原千賀子調査研究員 :矢島ー壬生亮輔常勤嘱託員:柴田亮平

調査課員 中鉢京子

5.執筆は、柴田亮平、小崎 晋(平成13年度当研究所技術作業員、平成14'"15年度当研究所技術員)、

前嶋秀張、矢島一、及川 司が行った。なお、執筆分担は下記のとおりである。

柴田亮平:第3章、第6章第 1節

小崎晋:第1章第2節 1・2項、第2章、第4章第 l節・ 2節1項

第5章、第6章2節1・2項、第3節~第5節

前嶋秀張:第4章第2節2項、第6章第2節3項

矢島ー:第 1章第2節3項

及川 司:第 1章 1節

6.黒曜石の原産地分析は、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授 望月明彦氏に、放射性炭素年代

測定・出土炭化物の樹種同定は株式会社加速器研究所に依頼した。作業の迅速化を図るため側パスコ

に実測用写真を委託した。

7.調査で実施した委託事項および委託先は下記のとおりである。

本調査W期

掘削作業委託株式会社植松建設測量・遺構実測業務および写真撮影業務委託株式会社東日

8.遺物写真は当研究所沼津現地事務所にて調査研究員 壬生亮輔が撮影した。

9.本書の編集は、財ー団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

10.発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管する。

凡 例

本書の記載については、以下の基準に従い統ーを図った。

1.調査区の方眼設定は、世界測地系変更以前の現地調査のため、日本測地系の国家座標(平面直角座

標VIII系)を基準として、国家座標 CX=-94178.01、Y= 30427 . 06)を起点とした。

2.出土遺物は各層ごとに4桁の通し番号を付して取り上げ、 土器P、石器S、機R、炭化物Cの略号

を付した。本文中の4桁の遺物番号は、現場での取り上げ番号をそのまま使用した。

3.土器挿図中の遺物番号は同一個体の場合、枝番を付した。

4.石器の実測は原則として第三角投影図法に拠った。掲載石器の欠損値については括弧書きとした。

実測図は次のように示した。

ι 一一 一一一一 樋状剥離 磨 り面 磨 りの範囲

」 オ 微細な剥離痕 蔽きの範囲

5. 出土遺物の縮尺は原則として、土器は 1/2、石器は小型石器を 4/5、中型石器を 1/3，大型

石器を 1/5とし、それぞれスケールを付してある。



6.挿図の縮尺は各図に示すとおりである。

7.本文中もしくは観察表に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色11則(農林水産省技術会

議事務局監修 1992)を使用した。

8.本文中の遺構・遺物に関する表記は以下の通りである。

RG:礁群 BL:石器ブロッ ク SF 土坑 FP 焼土跡

9.石器の石材分類は備)考古石材研究所の柴田徹氏と山本薫氏による石材標準資料を用いて、 当研究所

技術員 森嶋富士夫が実施した。

10. 黒曜石の産地判別群は独立行政法人沼津工業高等専門学校 望月明彦氏の分類によるものである。

判別群の略号は次表の通りである。試料の微細・風化、分析不可能を「分析不可等」と記した。

長野

t ::;;~~~~::: :: ::::: :: : :: : : :: ::L~~~~ |回;群 IWDKB 

l工!群 lw;:和 田 屋 橋 可 群 I WDTM 

夢科冷山群 I TSTY 
諏訪星ヶ台群 I SWHD 

神奈川
箱根畑宿群

日
一日
い

箱根黒岩橋群

天城柏峠群

神津島恩馳島群

高原山甘湯沢群

HNHJ 

HNKI 

AGKT 

KZOB 

THAY 

11. 本文中・挿図中の石材の略号は以下のとおりである。

番号 和 名 英 名 標準資料略号 番号 和 名 英 名 標準資料略号

閃緑岩 diorite Di 25 結品片岩 crystalline shist CSc 

2 玄武岩 basalt Ba 26 凝灰岩 tuff Tu 

3 玄武岩(多孔質) vesicular basalt VBa 27 凝灰岩(細粒〕 fine-grained tuff FT 

4 スコリア質玄武岩 basalt (scoria) Ba(Scr) 28 凝灰岩(中粒) medium-grained tuff MT 

5 ガフス質黒色安山岩 glassy black andesite GAn 29 硬質細粒凝灰岩 hard fine-grained tuff HFT 

6 細粒安山岩 fine-grained andesite FAn 30 軟質細粒凝灰岩 soft fi円e-grainedtuff SFT 

7 輝石安山岩 pyroxene andesite An(Py) 31 火山富事凝灰岩 lapilli tuff LT 

8 角閃石安山岩 hornblede andesite An(Ho) 32 緑色凝灰岩 green tuff GT 

9 安山岩(多孔質) vesicular andesite VAn 33 シルト岩 siltstone SiS 

10 デイサイ ト dacite Da 34 頁岩(ケツガン) shale Sh 

11 流紋岩 rhyolite Rhy 35 珪質頁岩 siliceous shale SSh 

12 黒曜石 obsidian Ob 36 硬質頁岩 hard shale HSh 

13 玉髄 chalcedony Cha 37 白滝頁岩 shirataki shale Sh(St) 

14 水品 rock crystal RC 38 粘板岩 slate SI 

15 石英 quar包 Qt 39 珪質粘板岩 siliceous slate SSI 

16 黄宝石(碧玉) yellow jasper YJa 40 砂岩 sandstone SS 

17 赤玉石(碧玉) red jasper RJa 41 砂岩(細粒) fine-grained sandstone FSS 

18 チャート chert Ch 42 砂岩(中粒) medium苧grainedsandstone MSS 

19 チャート(黒色) black chert Ch(BI) 43 砂岩(組粒) corse-grained sandsto円e CSS 

20 チャート(灰黒色) gray black chert Ch(GB) 44 撤樹(カンフン)岩 peridotite Pe 

21 チャー 卜(暗灰色) drak芭raychert Ch(DG) 45 滑石 talc Ta 

22 チャー ト(灰白色) gray white chert Ch(GW) 46 細粒斑レイ岩 fine-grained gabbro FG 

23 チャート(灰色) gray chert Ch(Gy) 47 ひん岩 porphyry PO 

24 チャー卜(黄灰色) yellow gray chert Ch(YG) 直立 ホルンフェルス hornfels Hor 

12. li擦の観察にあたり、赤化の状態は次表を用いて判別した。

記号 第17表「礁の赤化状態」欄

A 非赤化完形磯

B 非赤化破損磯

C 赤化完形磯

D 全赤化破損磯

E 割れ面非赤化礁

13.層位名の略号は、土層説明とともに、「第 2章第3節 基本層序」に明示する。

14. 第3図沼津周辺主要遺跡地図は国土地理院発行1: 25 ， 000地形図'~召津」 を複写して加工・加筆した。
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図版8 (1)縄文時代映状耳飾出土状況 図版39 旧石器時代石器31

( 2 )縄文時代 異形部分磨製石器出土状況 図版40 旧石器時代石器32

図版9 旧石器時代石器1 図版41 縄文時代 石器1

図版10 旧石器時代石器2 図版42 縄文時代 石器2

図版11 旧石器時代石器3 図版43 縄文時代 石器3

図版12 旧石器時代石器4 図版44 縄文時代 石器4

図版13 旧石器時代石器5 図版45 縄文時代 土器1

図版14 旧石器時代石器6 図版46 縄文時代 土器2

図版15 旧石器時代石器7 図版47 縄文時代 土器3

図版16 旧石器時代石器8 図版48 縄文時代 土器4

図版17 旧石器時代石器9 図版49 縄文時代 土器5

図版18 旧石器時代石器10 図版50 縄文時代 土器6

図版19 旧石器時代石器11 図版51 縄文時代 土器7

図版20 旧石器時代石器12 図版52 縄文時代 土器8



第 1章調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯

第 1節 第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

混雑化する東名・名神高速道路の抜本的な対策として、昭和62年の道路審議会において第二東名・第

二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道路建

設法の一部改正等を経て、平成元年1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、

飛島村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の基本

計画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170kmである。この基本計画

策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、教育委員会文化

課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を含む環境影響調査等が行われ、他の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成3年 9月24日には静岡県長泉町~引佐町聞の都市計画決定告示が

なされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は、平成4年2月17日付で文化庁へ通知を行うとともに、

平成4年5月11日付で、日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、長泉町~

引佐町聞の埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付で日本道路公団東

京第一建設局静岡調査事務所長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋蔵文化財包

蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は、平成4年9月29日

に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、第二

東名路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市町村教育委

員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年3月18日付で、静岡県

教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あてに回答がなされている。この

時点での調査対象箇所は136箇所、調査対象総面積が1，453，518rrrとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成5年11月19日付で日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い

等について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が側)静岡県埋蔵文化財調査研

究所へ委託を行うことが確認されている。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について

は、短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのように確保していくかが、大きな課

題となった。

さらに平成6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、具体的な調査を進

めるための状況調査を行うとともに、前年示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告・取りまとめがなされている。こうした状

況調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対

象総面積は1，286，759rrrとなっている。

平成7年度後半には、路線の一部で、は幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

てもかなり見通しがでてきた。こうした状況の中で、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議

する場と して、 日本道路公団静岡建設所(平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名
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関連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、第 1回の協議が平成7年12月13日に行われている。これ以

降、細かい埋蔵文化財の取扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、日本

道路公団静岡建設所は平成8年7月1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。

平成8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについての

確認書を締結した。さらに調査実施機関である側静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成8

年9月25日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結し、

平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真のNO.94

地点、浜北市大平のNO.136地点、岡市四大地のNo目137地点の確認調査が実施されている。その後、平成9

年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地に於いて確認調査から順次着手していった。

一方、長泉町~御殿場市聞についても日本道路公団に対し、平成9年 1月31日付で建設に係る調査開

始指示が出され、さらに平成9年12月25日付で施行命令が出されている。この区聞については、建設省

の依頼により平成6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点のリストアップが行われていたが、調査開

始指示を受けて、再度平成10年9月2日付で日本道路公団静岡建設局より静岡県教育委員会教育長あて

に「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育委員会文

化課は、関係する市町村教育委員会に平成10年9月25日付で再踏査の依頼をするとともに、 10月2日に

は踏査の実施に関する打ち合せ会を行った。 11月上旬には、長泉町・裾野市・御殿場市教育委員会から

踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年12月17日付

で県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調査の対象とな

った箇所は21地点、調査対象総面積は108，734rrfで、あった。関係者協議の結果、これらの調査対象地点に

ついても、閑静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年3月5日付で協定変更

を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサービスエリア・

パーキングエリア、排土処理場について側)静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及び

取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展に伴う調査量の

増大に側静岡県埋蔵文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、沼津市や静岡市、

浜北市、富士宮市、裾野市、富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部地域を中心に、

民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

このような経緯の中、沼津市域における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、元野遺

跡(第二東名No.l9地点)の調査が行われた。(及川)
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第 1章調査に至る経緯

第2節調査の方法と経過

1 .発掘調査の方法

元野遺跡(第二東名No.l9地点)の調査対象面積は計約14，527n:fに及び、調査対象区域内に道路が通っ

ていることから、調査区を I'"'-'ill区の 3区に分割し発掘を行うことになった(第 1図)。中央の道に固ま

れた範囲を I区(約6，875n:f)とし、 I区と道を隔てて西側の地点をE区(約1，028n:f)、 I区と道を隔て

て東側の地点をE区(約6，624n:f)とした。

遺跡全体の把握と作業の効率化を行うため、国家標準座標第四系 (X=-94178.01， Y =30427.06) 

を原点(註 1)として、 遺跡全体に10x10mのグリッドを設定した。グリッドのX軸方向 (東西方向)

をアラビア数字で 1、2、 3 ・ ・ ーとし、 Y軸方向(南北方向)をアルファベットでA、 B 、c-..~設定し

た(註2)。

確認調査ではテストピットとトレンチを併用して掘削を行い、本調査においては面的な掘削を行った。

掘削は基本的に人力で行ったものの、表土や遺構・遺物が存在しない層位においては重機を用いた。ま

た人力と重機を併用して掘削を行った場合もある。なお、掘削した土砂はベルトコンベアーで土砂を集

め、パックフォーとク ローラーダンプを用いて排出した。

写真撮影は必要に応じて随時行った。平面図・土層断面図・遺構図などの図面は 1/20を基本とし、

手実測で作成した。また、遺物の取り上げと第N期本調査は光波測距器とコンビューターを用いた。

写真撮影には35mmサイス、の小型カメラ、およびブローニー版 6X7mmサイズの中型カメラ、三脚を使

用した。また、全景写真を撮影するために高所作業車と ローリ ングタ ワーを使用した。フィルムは35mm

カラー、白黒、リバーサルの3種類及びブローニー版白黒フィルムを使用した。

註1 平成14年4月1日に測量法が改正され、日本測地系から世界測地系に変更することになった。今

回の調査はそれ以前に行われた調査であり、この座標は日本測地系による数値である。

註2 第E期本調査終了後に図面の確認を行った結果、第 I期本調査における座標の設定に誤りがあり、

左回りに5046'34ρのズレが生じていることが判明した。そのため本報告書の図面等はそのズレを修

正した任意座標で作成しており、設定したグリッドは正確な方位とは一致していない。

2.調査の経過

( 1) 1区

平成9年4月14日より第 1次確認調査を開始した。 7列・ 11列に|幅2mの南北方向のトレンチを2本、

J列とF列にも同様に1[1面2mのトレンチを東西方向に2本、計4本のトレンチを設定した。また、 2m

四方のテストピットを約20m間隔で4箇所に設定した。

第1層~第4層 (表土~黒色土層)までを重機で除去した後、 5月2日より第6層(暗褐色土層)か

ら人力によって掘削を行った。第7層(栗色土層相当層)において縄文時代のものと思われる遺物や遺

構を検出したため、検出した遺構を避けながらトレンチ内に約10m間隔で、2m四方のテストピットを新

たに設定した。さらに人力掘削を進めたところ、休場層で遺物を検出したため、テストピット数を12箇

所に減らし、かつ一辺を3'"'-'4 mに拡張した上で、 5月19日より中部ローム層上面まで重機を併用しな

がら人力掘削を行った。旧石器時代の遺物は第9層(漸移層)より出土しており、第10層~第12層(休

場層)においては30点を超え、第13層(休場層直下黒色帯)、第14層 (第 Iスコリア層)、第36層(第N

スコリア層)からも数点出土した。 6月16日に確認調査を終了した。
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確認調査の成果を受けて、平成9年8月 1日より第 I期本調査を開始した。第 1層~第4層(表士~

黒色土層)までを重機で除去した後、第6層(暗褐色土層)から第16層(ニセローム層)までを面的に

人力で掘削した。なお、第7層・第8層(栗色土層相当層・富士黒土層)は遺構・遺物が散漫であった

ため、調査範囲の約 1/2を人力によって行い、残りを重機によって掘削を行った。また、第14層(第

Iスコリア層)においても遺物を検出しなかったことから、重機を併用 しながら人力掘削を行い、第四

層(ニセローム層)まで掘り下げた。

掘削の結果、遺物では第7層・第8層(栗色土層相当層・富士黒土層)において縄文時代の早期を主

体とした土器や石銑や尖頭器、石錘、磨石などの石器、 l擦が出土した。遺構では陥し穴と思われる土坑

や焼土を検出した。焼土周辺からは映状耳飾の破片が出土している。旧石器時代のものでは、第9層~

第10層(漸移層~休場層上位)にかけて細石刃や細石核が、第10層~第11層(休場層上位~中位)から

は大型の尖頭器が出土しており、休場層を中心として遺物が出土している。遺構では第10層~第12層 (休

場層)から43箇所の磯群と 4箇所の石器ブロックを、第15層(第 I黒色帯)から 8箇所の礁群を検出し

た。また、第7層以下に地震の痕跡と思われる地割れを確認したため、地割れの平面図を手実測で、行っ

た。なお、 I区南東隅はテストピットの第16層~第37層(ニセローム層~中部ローム層)にかけて遺物

が検出されたため、慎重な調査を行うために無理な掘削は行わず第E黒色帯までにとどめ、更なる掘削

は第E期調査以降において行うことになり、平成10年3月19日、現地調査を終了した。

第E期本調査は平成10年4月6日より 開始した。第 I期調査において掘削を延期した I区南東隅の第

27層(第N黒色帯)以下の掘削を行った。テストピットにおいて遺物が確認できなかった第27層~第33

層(第N黒色帯~第VI黒色帯)までは重機を用いて掘削を行い、4月10日より第34層~第37層(スコリ

ア層~中部ローム層)までを人力掘削で、行った。第 I期本調査において検出されていた地割れを、中部

ローム層までの層位において面的に確認した。そのため I区北壁と南壁に残る地割れの土層断面図の手

実測を行った。また、約 3万年前といわれている第37層(中部ローム層)の上部にある第35層(第四黒

色帯)と第36層(第Nスコリア層)から遺物が出土しており、第35層では人頭大の赤化した磯や頁岩の

剥片やチップが、第36層では炭化物が付着した礁が出土した。

写真撮影を完了後、埋め戻しを行い、平成10年5月29日に現地調査を終了した。

(2) n区

E区は I区より道を挟んだ西側の深い谷に面した尾根の肩の部分に位置している。平成10年5月6日

より第2次確認調査を開始した。

J-3とL-5グリッドの東側に4x4mのテストピットを2箇所設定し、人カで抜根を行いながら.

第1層~第13層(表土~休場層直下黒色帯)まで各層ごとに掘削し遺構・遺物の検出を行った。第14層~

第19層(第 Iスコリア層~第E黒色帯)までは3x3m、第20層~第37層(第皿スコリア帯~中部ロー

ム上面)までは2x2mのテストピットを設定して、層位ごとに掘り下げた。第4層~第12層(黒色士

層~休場層下位) にかけて遺物が数点出土した。 5月26日、確認調査を終了した。

第2次確認調査の成果を踏まえて、本調査(第E期)を平成10年9月 1日より開始した。調査対象地

の第 1層~第4層(表土~黒色土層)までを重機によって除去し、 9月8日より第6層~第12層(暗褐

色土層~休場層上位)までを人力によって掘削した。なお、 第6層 (暗褐色土層)は遺物が散漫である

ため、調査区の半分をトレンチ状に人力で掘削し、残りを重機で掘削した。第13層~第19層(休場層直

下黒色帯~第皿黒色帯)にかけては 2x2mのテストピットを設定して、層位ごとに掘り下げた。

I区の層序に比べると第4層~第13層(黒色土層~休場層直下黒色帯)にかけては層の堆積が薄く、

不明瞭な部分が存在している。縄文時代に位置する第6・7層においてはわずかながらも土器や石器と

いった遺物が出土しており、検出した礁の 3割ほどに焼成が認められた。また、第6層(暗褐色土層)

4 
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より焼土を2基検出した。旧石器時代に相当する第10層 (休場層上位)より下位の層では遺物の検出は

なかった。写真撮影終了後、平成10年10月30日、重機による埋戻しを行い、現地調査を終了した。

(3) m区

田区は I区東側の急峻な斜面に位置している。平成10年7月6日より第3次確認調査を開始した。 4X

4mのテストピットを13箇所設定し、重機による表土除去後に、中部ローム層(第37層)まで人力によ

る掘削を行った。第6層~第13層(暗褐色土層~休場層直下黒色帯)、第四層(第E黒色帯)より土器や

石器などの遺物がわずかに出土した。 8月21日、確認調査を終了した。

平成13年 1月29日、 第N期本調査を開始した。確認調査におけるテス トピットでの遺物や遺構の検出

状況を踏まえて、田区北西側のK-16テストピットと J-18テストピット付近に第1掘削範囲、南西側

のG-14テストピットと F-13テストピット付近に第2掘削範囲、南東側のD-18テストピットやC

17テストピット付近に第3・4掘削範囲をそれぞれ設定した。なおIII-3・4区は隣接したため同一掘

削範囲とした。重機による表土の除去を行った後、 2月13日より人力による掘削を行った。掘削の結果、

それぞれの掘削地点における層位の様相は異なっており、場所によっては削平が著しく、 I区 .11区の

ような明瞭に連続する層序とはなっていなかった。 III-l、3区では、土器・石器などの遺物や所属時

期が不明の溝状遺構、縄文時代・旧石器時代における土坑、焼土坑、礁群などを検出している。 III-2

区では遺物、遺構の検出はわずかで‘あったが、 I区より続くと思われる地割れを検出した。

写真撮影などを行い、平成13年3月30日、現地調査を終了した。

3 整理作業

資料整理・報告書作成は平成17年11月~平成20年3月にかけて行った。出土遺物総点数は7，533点であ

り、出土遺物の内訳は、旧石器時代の石器3，108点、磯1，479点、炭化物18点、縄文時代の土器601点、石

器679点、棟1，648点であった。

石器、土器、礁は洗浄の後、順次遺物番号の注記作業を行った。ホルンフェルス製の製品については

薬品処理 (PARALOID B -72、ワッカ-OH-I00)によって劣化遅延措置を施した。

次に石器、礁の石材分類や層位ごとの分類を行い、あわせて接合作業も行った。石器は調整加工の施

されているもの、接合状態に特徴があるものなどを中心に実測図を作成した。また黒曜石製石器につい

ては、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授望月明彦氏に依頼して、産地推定分析を行った。縄文時

代の石器については調整加工のあるもの、旧石器時代に関しては全てを分析の対象にした。また、炭化

物の年代測定を行った。測定業務は株式会社加速器分析研究所に委託し、 C14年代測定 (AMS法)を用

いた。

土器は型式分類を行った後、文様構成が明確なものを中心に拓本及び断面実測を行った。また、残存

状態が良好な個体に関しては復原を試みた。

報告書作成に伴い、全体図や遺構図等の図版作成、出土状況の記録と台帳に基づく一覧表の作成、拓

本、実測図の図版作成、遺物写真撮影と写真図版の作成を行い、整理成果を踏まえて本文を執筆した。

- 6 -



第 2i;i 遺跡の概要

第2章遺跡の概要

第 1節地理的環境

元野遺跡は静岡県沼津市宮本字元野に所在する。沼津市中心街より北西方向約 7kmの愛鷹山東南麓に

おける緩斜面上に位置する。調査区の南側は株式会社富士通沼津工場に隣接し、さらに南に下ると東名

高速道路が東西に走る。東名高速道路沼津インターチェンジからは西北西に約3kmの距離で、ある。

愛鷹山は数10万年前の更新世後期に活動を開始し、約10万年前に活動を停止した壮年期の円錐形をし

た成層火山である。愛鷹山は、玄武岩質や凝灰角礁岩の噴出物と安山岩質の噴出物による土層の堆積が

確認されていることから、少なくとも 2回の火山活動によって愛鷹山麓の基盤が形成されたと推定され

ている。そして、これらの噴出物の上に古富士火山・新富士火山や箱根火山帯の噴出物を合んだ愛鷹ロ

ーム層と呼ばれている何層もの火山灰層が厚く堆積し、現在の愛鷹山が形成されている。駿河湾に面し

た平野部に向かつて下る南麓は富士市・沼津市・長泉町・裾野市の3市 1町にまたがって連なり、東西

方向約16kmに及ぶ。北麓は富士山東南麓とぶつかっている。山頂は複数の峰に分岐しており、主峰は愛

鷹岳で1187.5mを測り、 最高峰である越前岳は標高1，504mを測る。複数の山頂から生ずる湧き水等は南

麓に流れて無数の小さな水系となり、浸食作用によって多数の入り組んだ開析谷を形成し、黄瀬川など

の主流となる水系に合流する。また、富士市から沼津市にかけて存在した浮島沼もこれらの水系が集ま

ったものである。

愛鷹山南麓は総じて傾斜が緩やかであり、平野部から標高約300mまでの緩斜面に旧石器時代から古墳

時代にかけての多くの遺跡が形成されている。中でも東南麓にある高橋J11と黄瀬川の支流である桃沢川

に挟まれた一帯は、南北方向に平野部に向かつてせり出しており、傾斜が極めて緩やかであり、最大幅

が約 6kmにも及ぶ広大な扇形を呈する丘陵を形成している。これは、新規の噴出物によって水、流による

浸食が阻まれたことや、古富士山などの周辺火山灰の堆積によって安定した地盤が作られていたことな

どが要因と考えられる。また、この丘陵は愛鷹山南麓の中でも遺跡数が密集している地域となっており、

特に愛鷹運動公園遺跡群もしくは足高尾上遺跡群といった名称で呼称される県営愛鷹広域公園周辺には

広合遺跡、土手上遺跡、葛原沢遺跡など多数の遺跡が存在し、遺跡の分布密度が極めて高く、全国的に

も有名である。なお、愛鷹山南麓に広がる平野部においては、弥生時代後半になってから集落が本格的に

作られるようになる。古墳時代に入ると古墳や古墳群は山麓域に造られており、集落は山裾部から平野

部にかけて作られる場合が大半を占める。奈良・平安時代以降は山麓域に形成される遺跡数は減少する。

元野遺跡は愛鷹東南麓において無数に入り組んでいる舌状丘陵の南端、標高約160"'-'180mに存在する。

今回の調査区は標高約170"'-'180mに位置しており、元野馬牧土手遺跡の範囲の一部を含んでいる。また、

1975年に沼津市教委によって発掘された元野遺跡の発掘調査区と隣接しており、周知の遺跡である元野

第E遺跡や元野第E遺跡とともに、これらの遺跡は同ーの広大な範囲に及ぶ遺跡であった可能性が高い。

本遺跡の周囲には四ッ塚や馬見塚といった古墳群が存在しているものの、その他の周知の遺跡は比較的

少なく愛鷹運動公園遺跡群と異なる様相を呈しているようにも見える。しかし、愛鷹山東南麓における

第二東名建設工事に伴う発掘調査が進み、そのルート上の大半の地点に遺跡が存在していることが明ら

かになった。このことにより愛鷹山東南麓における遺跡の在り方は、場所によってその規模などに差が

あるものの、愛鷹運動公園遺跡群と極めて類似した様相を呈する遺跡群が他にも存在していたとの推測

が可能であり、元野遺跡が立地する丘陵部もこの様相が当てはまる可能性が高い。

- 7 -





瀦
N
制
問

禅
師
守
見
〉
量
制
糊

*1 ~39は第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

番号 遺 跡 名 時 代 番号 週t 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代

1桜畑上遺跡 旧石器・縄文-中世・近世 34 石川古漬群 旧石器・ 縄文・ 古墳 127 築地算北遺跡 縄文(阜)

2西山遺跡 旧石器-縄文 35 小坂上遺跡 (沼津市教育委員会により調査中〕 128 築地鼻遺跡 縄文(早)・弥生(後)

3尾よ第1遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 36 長坂遺跡 (沼津市教育委員会により誘査中) 129 長塚古漬 古墳

4ニツ澗遺跡 (沼津市教育委員会により調査中〉 37 神ヶ沢第E遺跡 縄文 130 東沢田古墳群 古墳

5植出北遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 38 神ヶ沢古墳群 縄文 131 御阻免遺跡 古墳

6中見代第 I遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 39 矢川上C遺跡 目船津古墳群 旧石器 ・縄文・古墳 132 八兵衛屋敷古墳群 古墳

7西洞遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 100 丸尾遺跡 縄文(中) 133 尾崎遺跡 古墳

8西洞遺跡 旧石器・ 縄文・古墳 101 清水柳古墳群 古墳 134 子ノ神古墳 古墳

9八兵衛洞B遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 102 清水柳遺跡 旧石器 ・縄文 135 西大曲遺跡 旧石器・縄文(早)

10 八兵衛洞A遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 103 清水柳北古墳群 古墳 136 罵見塚古墳群 古横

八兵衛洞C遺跡 (沼津市教育委員会によ り調査中) 104 清水柳北遺跡 旧石器 ・縄文(草・ 早・前) 137 芝切遺跡 弥生

12 八兵衛洞D遺跡 旧石器・縄文 105 尾上イラウネ遺跡 旧石器・縄文(早) 138 久保遺跡 弥生(後)

13 イタドリ A遺跡 旧石器-縄文 106 葛原沢第E遺跡 古墳 139 春ノ木遺跡 弥生(後)・古墳

14 イタドリ B遺跡 旧石器・縄文 107 土手よ遺跡 旧石器・ 縄文(早) 140 休場遺跡 旧石著書・縄文(早)

15 イタドリ C遺跡 旧石器-縄文 108 葛原沢遺跡 旧石器・縄文・古墳・奈良 ・平安 141 元野第E遺跡 !日石器縄文(早 -中)

16 土橋第 I遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 109 葛原沢第N遺跡 旧石器 ・縄文(草 縄早-前) 142 冗野第E遺跡 縄文(早)

17 土橋第E遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 110 広合遺跡 旧石器・縄文(中) 143 元野馬牧土手遺跡 江戸

18 土橋第E遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 111 二ツ洞遺跡 旧石器・ 縄文(中) 144 四ツ塚古墳群 古墳

19 元野遺跡 旧石器・縄文 112 西洞遺跡 縄文(早)・古墳 145 大芝原遺跡 縄文(中)

20 井戸川遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 113 尾上広合遺跡 縄文・集落跡 146 大廓遺跡 !日石器・縄文(中)・古墳

21 井戸川西遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 114 中見代第E遺跡 旧石器 ・縄文(早) 147 東原古墳群 古墳

22 第二東名No.22地点 (遺跡な し) 115 中見代第 I遺跡 旧石器・縄文(早 ・中)・弥生 148 東久保遺跡 弥生(後)

23 赤野遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 116 広合南遺跡 縄文 149 目黒身遺跡 弥生(後)・古墳・律令

24 内山遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 117 八兵衛屋敷遺跡 弥生(後)・古墳 150 根古屋古墳群 古墳

25 秋葉林遺跡 旧石器・縄文・古墳-奈良 平安-中世 118 植出遺跡 弥生 151 的場古墳群 古墳

26 的場遺跡 ・的場古墳群 18石器 ・縄文 ・弥生・古墳・平安 119 北神馬土手北遺跡 縄文(早)・弥生(後) 152 興国寺城跡 戦国

27 j費jヶ沢遺跡 旧石器 ・縄文・中世-近世 120 尾上馬牧土手遺跡 縄文(早)・弥生(後) 153 井出古墳群 古墳

28 鎌沢遺跡 旧石器 ・縄文 121 二本松遺跡 弥生 154 石川古墳群 古墳

29 銭神遺跡 旧石器 ・縄文 ・古墳~平安 122 北神馬土手遺跡 弥生(後) 155 平沼吹上遺跡 縄文~古墳

30 若荷沢遺跡 旧石器 ・縄文 123 尾上田橋遺跡 縄文(早)・弥生(後) 156 雌鹿塚古墳 弥生(後)

31 藤ボサ遺跡 旧石器 ・縄文 ・古墳~中世 124 尾よ皿橋遺跡 縄文(早)・弥生(後) 157 雄鹿縁古墳 弥生(中・後)・古墳

瓦云(後)・古墳・律令32 藤ボサ遺跡 旧石器 -縄文 ・奈良 125 大曲遺跡 縄文・弥生 158 鳥沢遺跡

33 大沢遺跡 (沼津市教育委員会により調査中) 126 木戸上遺跡 縄文・古墳

遺跡地名表第 1表

に。



第 2節歴史的環境

元野遺跡が立地する愛鷹山東南麓は、第 1節で若干触れたように多くの遺跡が存在する地域である。

本節では、旧石器時代~近世までの元野遺跡周辺を中心とした愛鷹山東南麓から平野部にかけてに存在

する遺跡の様相を概観する(第3図L

1 .旧石器時代

愛鷹山東南麓における旧石器時代の遺跡調査の端緒となったのは元野遺跡の北北東約1.5kmに存在する

休場遺跡である。昭和39(1964)年における発掘において黄褐色のローム層から細石刃や石岡炉が検出

された。そして、 昭和54(1979)年、国指定史跡となり保存されている。なお、この黄褐色のローム層

は休場遺跡の名にちなんで休場ローム層と呼ばれるようになった。また、昭和53(1978)年の駿東郡長

泉町西願寺遺跡における発掘では休場居より下層の文化層が確認され、以後、休場層より下層において

も調査が行われるようになった。沼津市内では元野遺跡より約1.3km南東に位置する西大曲遺跡における

調査がその初めであり、姶良丹沢火山灰を合んだニセローム層を挟んで4層にわたる文化層が確認され

た。また子ノ神遺跡では第Eスコリア帯より下層から礁器が検出されている。

本地域における大半の遺跡では休場層からの遺物・遺構の出土が大半を占めているものの、休場層よ

り下位の層から遺物を検出している遺跡が増加してきている。休場層より下層では黒色帯とスコリア層

が交互に堆積しており、複数の文化層は層位的に検出されている場合も多い。それらの遺跡において第

Eスコリア層からナイフ形石器などの石器群が検出されている。また、中見代第 I遺跡では第VI黒色帯

においても台形様石器を検出している。

本遺跡より南側や西側には旧石器時代の遺跡は少ないものの、約1.5km東に位置する愛鷹運動公園遺跡

群と呼ばれる一帯では、中見代 (第 I'" ill)遺跡、葛原沢遺跡、広合遺跡、広合南遺跡、二ツ洞遺跡、

土手上遺跡が密接して存在している。また愛鷹運動公園遺跡群がある丘陵と谷を挟んで東に位置する丘

陵上には尾上イラウネ遺跡、清水柳北遺跡などが、また市境を挟んで、東に位置する駿東郡長泉町には中

尾遺跡、イラウネ遺跡、野台遺跡が存在する。

2.縄文時代

縄文時代に入ると愛鷹山東南麓において遺跡数が増加する。早期中葉の押型文土器を出土する遺跡や

早期後葉~前期初頭にかけての遺跡数が多い。遺跡の大半が山麓域に存在しており、平野部では駿河湾

の沿岸流によって形成されたと考えられる千本砂磯洲に若干の遺跡が存在しているに過ぎない。

草創期の遺跡は近年増加しつつある。該期の遺跡としては、尾上イラウネ遺跡、築地鼻北遺跡、清水

柳北遺跡、葛原沢第N遺跡がある。葛原沢第N遺跡では住居跡を検出している。また、清水柳北遺跡で

は押圧縄文(絡条体圧痕文)土器と大量の石器が検出された。これらの遺跡の他にも散在的ではあるも

のの石器などの遺物を検出している遺跡が存在する。また、周辺では伊豆の国市(旧田方郡大仁町)に

所在する仲道A遺跡が有名であり、該期における多量の遺物が検出されている。

早期では前葉において、撚糸文を縦位に施文する駿豆撚糸文系土器が近年、注目されている。該期の

遺跡では広合遺跡や西洞遺跡、イラウネ遺跡がある。特に住居跡4軒を検出している尾上イラウネ遺跡

では駿豆撚糸文系ともに縦位密接押型文土器やネガティブ押型文土器が出土している。中葉では押型文

土器が数多くの遺跡から出土している。大谷津遺跡では数多くの樋沢式や細久保式併行の土器が主体と

なっている。また中葉の終わりになると田戸下層・田戸上層式といった関東系の沈線文土器が散在的に

分布するようになる、そして静岡県東部~神奈川西部を中心に分布する絡条体圧痕文土器で清水柳遺跡

を標識とする清水柳E類土器が分布するようになる。後葉ではいわゆる茅山系土器と呼ばれる員殻条痕
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第 2~ 遺跡の概要

丈土器が出土している。該期の遺跡としては元野遺跡、清水柳遺跡、清水柳北遺跡、 西大曲遺跡、木戸

上遺跡などがある。なお、早期後半は全国的にも住居跡の検出が少ない時期であり、 愛鷹山麓に分布す

る諸遺跡でも同様である。

前期初頭の遺跡としては、細線文指痕薄手土器と呼ばれる木島式期の住居跡を計40軒以上検出した清

水柳北遺跡、木島式期の住居跡を7軒検出した平沼吹上遺跡がある。前期中葉~後葉では関東系の諸磯

式を出土する遺跡が多数存在しているが住居跡の検出例は少ない。また、少量ながら関西系とされる北

白川下層式や在地の土器型式である上ノ坊式を出土する遺跡もある。

中期になると富士川以東の地域では多数の住居跡や大量の遺物を出土する集落が形成されている。中

期前半では長泉町柏窪遺跡や上山地遺跡、伊豆の国市(旧大仁町)公蔵面遺跡があり、五領ヶ台式~勝

坂式・東海系土器の北屋敷式が出土している。後半になると富士市天間沢遺跡、富士宮市千居遺跡、長

泉町中峰遺跡、 三島市押出シ遺跡や伊豆市(旧田方郡修善寺町)入谷平遺跡や出口遺跡、伊豆市(旧田

方郡中伊豆町)上白岩遺跡、賀茂郡松崎町平野山遺跡、賀茂郡河津町見高段間遺跡などが存在する。こ

れらの遺跡では曽利式が主体となっており静岡県東部における中期後半の様相を端的に示している。曽

利式は I"-'V式までの全時期に及んで・いるものの、一方で関東系の加曽利E式は加曽利E1・2式期の

遺跡数が極めて少ない。しかし加曽利E3・4式期になると遺跡数は増加する。これらの全体的な様相

に対し愛鷹山東南麓における中期の遺跡では住居跡の検出例は少なく、遺物が散在的に出土する遺跡が

大半となり、遺物量も減少する。住居跡を有するのは勝坂3式末(井戸尻E式)，，-，曽利 I式期の遺跡で

ある広合遺跡・二ツ洞遺跡の 3軒が最高で、中見代第E遺跡では 1軒、大廓遺跡で2軒が検出されてい

る。また、大谷津遺跡では敷石住居跡が検出されており、中期最終末の曽不IJV式とともに後期初頭の称

名寺式が共伴して出土している。

後期になると、富士川流域では天間沢遺跡、伊豆半島では伊豆市(旧修善寺町)大塚遺跡や三島市北

山遺跡などの遺跡が存在しているものの、愛鷹山東南麓では前述の大谷津遺跡などの遺跡で、少数の住

居跡とともに遺物が散発的に出土しているに過ぎない。

晩期の遺跡では、北駿地域の御殿場市南部に位置する関屋塚遺跡があり、大洞BC式に属する遺物が

出土している。しかし、愛鷹山東南麓では遺物の出土は散発的であり、まとまって出土する遺跡は皆無

である。

3.弥生時代

愛鷹山東南麓の丘陵上にある弥生時代の遺跡は、後期以降に位置するものが大半である。同様に沼津

市内の平野部でも前期 ~後期前半に属する遺跡は極めて少なく、後期後半から急激に増加する。

元野遺跡周辺には該期の遺跡は存在していないが、愛鷹運動公園遺跡群から約600"-'700m南に位置す

る一帯には弥生時代末葉~古墳時代初頭に属する住居跡を検出した遺跡が密集している。植出遺跡では

301軒の竪穴住居跡や54棟の掘立柱建物跡、 3基の方形周溝墓が検出された。植出遺跡に隣接する北神馬

土手遺跡では51棟の竪穴住居跡や2棟の掘立柱建物跡、 1基の方形周溝墓、畝状遺構が検出された。ま

た、西洞遺跡では52軒の竪穴住居跡や10棟の掘立柱建物跡、舌状の尾根に位置する八兵衛洞遺跡では総

計84軒に及ぶ住居跡が検出されている。これらの他にも 4基の方形周溝墓と 6軒の住居跡を検出した尾

上E橋西遺跡、 10(11)基の方形周溝墓群を検出した二本松遺跡、 2軒の住居跡を検出した築地鼻遺跡

など15を越える遺跡が存在している。

山裾部に位置する該期の遺跡は比較的少ない。昭和31・42年に発掘が行われた目黒身遺跡では14軒の

住居跡を検出している。その他には21軒の住居跡や環濠を検出している尾崎遺跡をはじめ、久保、春ノ

木、芝切、東久保遺跡などが存在する。

沼津市街地に広がる平野部には、中溝、沢田、本田町、日吉、高田第六天、豆生田遺跡などの遺跡が
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分布する。沢田遺跡は住居跡10数軒や水田を検出しており、静岡県東部における一大農耕集落の様相を

呈している。また御幸町遺跡では51軒の住居跡が検出されており、弥生時代後期前半から存続している。

駿河湾沿岸に位置する千本砂磯洲にも遺跡が形成されており、長条、伴名田、上ノ段、軒通、中通とい

った遺跡が存在する。長条遺跡で、は水田跡が検出されている。また、浮島沼に位置している雄鹿塚遺跡

や雌鹿塚遺跡は、当時低湿地であったと思われる場所に立地し、特に雌鹿塚遺跡では41軒の住居跡が検

出されている。

4.古墳時代

富士川以東の駿河東部は古墳が多数存在している地域である。特に愛鷹南麓の緩斜面には多数の古墳

が造られている。いわゆる首長墳と考えられるものは少なく、その大半が後期における群集墳である。

富士市に存在する浅間古墳(全長約100m)は4世紀後半(古墳時代前期後葉)に築造された静岡県富

士川以東における最大の古墳であり、また前方後方墳としても有名で、国指定史跡となっている。また、

駿河湾に面した千本砂磯州には庚申塚古墳、山ノ神古墳が存在している。沼津市に現存する首長墓と考

えられる古墳は浅間古墳よりも l世紀ほど遅れて出現する。砂磯州域に神明塚古墳(全長約54m、後円

部径約35m)、愛鷹山東南麓には長塚古墳(全長約54m、後円部径約31m)、子ノ神古墳(全長約48m)

の3基の前方後円墳が現存しており、いずれも 5世紀後半"'-'6世紀前半(古墳時代中期後半~後期前半)

に位置していると推定される。また、小円墳などは東南麓の山裾にも数多く分布している。

6世紀後半になると、多数の群集墳が愛鷹山南麓の山裾~標高約200mぐらいまでの地点に形成される。

元野遺跡の南に位置する附富士通沼津工場内には四ツ塚古墳群がある。また同一丘陵にも複数の群集墳

が存在しており、東には馬見塚古墳、南西約 1kmに柳沢古墳群、南約1.5kmに東原古填A群がある。馬見塚

古墳群の長さは南北2kmに及んでいる。また、谷を挟んで西側の愛鷹運動公園遺跡群が存在している丘

陵には八兵衛屋敷古墳群と清水柳古墳群、清水柳北古墳群が存在する。 26基以上の古墳からなる八兵衛

屋敷古墳群は南北方向約 3kmに及ぶ古墳群を形成している。元野遺跡から西へ約 2kmの位置に根古屋古

墳群、約3kmには井出古墳群がある。そして西方約4.5kmの位置には約120基の小円墳で構成されている

石川古墳群がある。また、砂礁洲には現在の片浜付近に松長古墳群が存在していたが大半が消滅してい

る。

一方、古墳時代の集落は山裾部を通る主要地方道三島富士線(通称、根方街道)沿いや砂磯洲部、平

野部(沼津市街)に多く、特に標高約10"'-'50m付近の山裾部で、は多数の遺跡が存在している。前述のよ

うに群集墳は集落が形成されている山裾部分から北側に向かつて続く尾根に沿って造られており、集落

の立地は後背にある丘陵斜面に形成された古墳群と連動していると推測でき、当時の集落領域に関する

様相の一端を示しているといえる。また、浮島沼対岸に位置する砂楳洲部には古墳時代から律令期にか

けての集落跡が多く、古墳群を築造したのは砂醸洲を生活空間とする集団であった可能性もある。なお、

尾根づたいに遺跡が分布するため標高100mを越える地点にも遺跡が存在する場合もあるが、弥生時代の

集落に比べると比較的低い位置に立地しているといえる。例外としては愛鷹運動公園遺跡群の標高約200m

付近に位置している西洞遺跡や葛原沢第E遺跡がある。葛原沢第E遺跡は消滅してしまったものの、西

洞遺跡 (a区)ではS字状口縁台付塑を出土した古墳時代前期の住居跡が検出されている。

5.歴史時代

律令期 愛鷹山東南麓においては平野部である現沼津市街地に律令期の遺跡が分布しており、元野遺跡

周辺には存在しない。狩野川下流に位置する下右田原因遺跡では150軒におよぶ住居跡や掘立柱建物跡96

棟、溝状遺構30条などが検出されており、大量の土師器や須恵器が出土している。「廷人」と刻まれた線

刻土器や墨書土器が出土していることから官街関連遺跡の可能性もある。との他の該期の遺跡としては

藤井原遺跡や御幸町遺跡、日吉廃寺跡、清水柳北 1号墳などがある。日吉廃寺は大岡田吉に存在する白
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第 2章遺跡の概要

鳳期~奈良時代前期にかけての大規模な寺院跡であり、その西側には三彩の陶枕が出土した上ノ段遺跡

がある。また、清水柳北 1号墳は清水柳北古墳群にある上円下方墳で、奈良時代前半の須恵器を出土し

ている。

中世 中世における駿河東部は基本的に今川氏の領国であったが、中世後期(戦国期)になると駿河を

巡って今川氏と後北条氏(相模)、武田氏(甲斐)との抗争の地となり、支配者がめまぐるしく変化して

いる。愛鷹山南麓山裾を通る根方街道沿いには中世城館や中世以来の寺院が多く存在している。元野遺

跡から西南西約 3kmには、後北条氏を開いた北条早雲の旗挙げの城として知られる興国寺城跡(国指定

史跡)がある。興国寺城は3つの曲輪からなる連郭式の城郭で堀跡や土塁、伝天守台跡に伴う石垣や礎

石が残っており、現在、沼津市教委によって保存整備計画が検討され、試掘調査が進められている。し

かし、その一方で沼津市において確認されている中世集落の数は極めて少なく、その様相をつかむこと

が困難である。沼津市内における明確な集落跡は下右田原田遺跡のみで、掘立柱建物跡3棟が検出され、

かわらけや貿易陶磁、常滑焼の査などが出土している。

近世 今回の発掘調査区の一部が合まれる元野馬牧土手遺跡は、愛鷹東南麓の緩斜面一帯に生息してい

た野生馬の補馬を目的として寛永8年 (1631)幕府により設置された官営の霞野、元野、尾上、尾上新

牧の4牧の一つに相当する。また、狩野川下流には中世末に甲斐武田氏によって築城された三枚橋城(沼

津城)跡がある。江戸時代初頭の慶長19年 (1614)に三枚橋城は廃城となったが、江戸時代中期になり

安永6年 (1777) に沼津水野藩が成立し、三枚橋城の跡地を利用して沼津城を築城した。明治時代に入

り沼津城は沼津兵学校の校舎として使用されたが廃校となり、明治5年 (1872) に城はその土地ととも

に競売にかけられ解体・売却された。その後、東海道線開通に伴って沼津市街に南北縦貰道路が建設さ

れ、また沼津市内における 2度の大火が発生したことにより堀が完全に埋められることになった。現在

では城に関する痕跡は何もとどめておらず、わずかに城に関係する地名が残るのみである。沼津市教委

によって外堀の一部の発掘調査が行われており、江戸初期の石垣が検出されている。

-13 



第 3節基本層序

1 .基本層序について

愛鷹山南麓には愛鷹ロームが堆積してお り、愛鷹ローム団体研究グループ。による火山灰層序学的区分

に準拠して考古学的基本層序が定義されている。元野遺跡の基本層序は、愛鷹山麓の考古学的基本層序

(以下、愛鷹基本層序)とほぼ一致する。第16層のニセローム層には広域火山灰である姶良・丹沢パミ

スが認められ、他の層位においても富士起源の地域火山灰の肉眼観察が可能である。 37層に分層が可能

であり、各層位は以下の通りである(第5図)。

第1層表土(耕作土)

第2層 黒色土層 スコリ ア層である。発泡のすすんでいない暗褐色のスコリ アを含む。

第3層 黒色土層 砂沢スコリアを包含する硬質のスコリア層であり、第2層との聞に数cmの黒色土が

認められる所もある。

第4層 黒色土層 カワゴ平パミスを包含する層であり、白色の細かい粒子が混じる。

第5層 黒色土層 縄文時代中期の細かい赤褐色スコリアと前期のやや大きくねづまりのスコリ アを合

む。

第6層 暗褐色土層 縄文時代前期初頭のスコリアを含む。

第7層 褐色土層 褐色のローム層に似た色調で、粒径は組く粘性に乏しい。愛鷹基本層序の栗色土層

に相当する。

第8層 黒褐色土層 愛鷹基本層序の富士黒土層である。第4・5層の黒色土層と比べると色調は明る

い。 層の厚い場合には下半に多くのスコリアが含まれる。

第9層 灰褐色土層 愛鷹基本層序の漸移層である。休場層が富士黒土層から漸移的に変化していく層

である。

第10層 黒褐色土層 愛鷹基本層序の休場層上位である。粘性が強く、スコリ アの合有は少ない。

第11層 暗褐色土層 愛鷹基本層序の休場層中位である。粒子はやや組く、スコリアを多く合む。

第12層 暗褐色土層 愛鷹基本層序の休場層下位である。スコ リアを多く合み、上・中位に比して硬度

がある。

第13層 黒褐色土屑 愛鷹基本層序の休場層直下黒色帯である。黒褐色で、赤褐色・糧色のスコリ アを

比較的多く含む。

第14層 黒褐色土居 愛鷹基本層序の第 Iスコリア層である。大粒の明褐色スコリアを合む。

第15層 黒褐色土層 愛鷹基本層序の第 I黒色帯である。約30cm程の重厚があり、クラックが入りやす

い。黒みが強く、遠くからでもはっきりと層を認めることができる。

第16層 黄褐色土層 愛鷹基本層序のニセローム層である。ローム層に似ているが、風化の進んだスコ

リアと火山ガラスからなる。中層から下層にかけて、広域テフラの姶良丹沢火山灰 (AT)がパッチ

状に認められる。

第17層 黒色土層 愛鷹基本層序の第E黒色帯である。明褐色のスコリアを合む。

第四層 褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリ ア層である。 5"""-' 10rnrn程の樺色スコリアが10cm前後の層

をなす。

第四層 黒色土層 愛鷹基本層序の第E黒色帯である。漆黒色を呈している。上部ではスコリアをほと

んど合まないが、下部ではやや多くなる。

- 14-



第2章遺跡の概要

第20層 極暗褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯スコリ ア1である。粒形の揃った明褐色のスコ

リアが密集している。

第21層 黒褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯黒色帯 1である。褐色のスコリアが合まれる。

第22層 褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯スコリア 2である。硫黄色を呈している硬いスコリ

アがパッチ状に見られる。

第23層 黒色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯黒色帯2である。層の中央部を中心に褐色のスコリ

アが比較的多く合まれる。発色が弱く、比較的硬質である。

第24層 暗褐色土居 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯スコリア 3である。硬質で青緑色石を多く合む。

第25層 褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯スコ リア4である。明褐色のスコリアを含み、硬く

締まっている。

第26層 褐色土層 愛鷹基本層序の第Eスコリア帯スコリア 5である。きめの細い硬質なスコリア層で

ある。

第27層 黒色土層 愛鷹基本層序の第N黒色帯である。明瞭な黒色で、乾くと硬く締まり脱色する。

第28層 暗褐色土層 暗褐色のスコリア層である。 3"" 10醐の赤褐色や黒色のスコリアが密集して硬質

である。

第29層 黒褐色土居 愛鷹基本層序の第V黒色帯である。色調はやや薄く灰色がかった黒褐色である。

第30層 明褐色土層 スコリア層である。第31層が確認できない場合には第32層と一括して分層してい

ない。

第31層 黒褐色土層 愛鷹基本層序の第V黒色帯に相当する。第29層の第V黒色帯と同様の色調である。

第32層 明褐色土居 スコリア層である。 5"" 10聞のスコリ アが密集している。

第33層 褐色土層 愛鷹基本層序の第VI黒色帯である。 7"" 8 mmのスコリアを多く合み、下部スコリア

層との境界がやや不明瞭である。

第34層 明褐色土層 スコ リア層である。上部は7""8 mmのスコリアを合み、 35層との境には 1"" 2 mm 

のスコリアが明確な境界を示す。

第35層 褐色土層 愛鷹基本層序の第四黒色帯である。他の黒色帯に比べて粘性が強い。

第36層 暗赤褐色土層 愛鷹基本層序の第Nスコリア層である。第37層と第35層の漸移的な色調を呈し、

樺色のスコリアがやや疎らに存在する。

第37層 明褐色土層 愛鷹基本層序の中部ローム層である。

2.各区の土層堆積状況(第6図)

( 1) I区

I区で、は地形が北から南に向かつて緩やかに傾斜して下っているため南側の土層の堆積が若干厚くな

っているものの、傾斜等の地形変化を要|左|とする堆積状況の際立つた変化は見られない。なお、中央部

から南東部にかけては表土の堆積が厚く、層序が一部で異なっており、特に南側では上層部分が耕作な

どによって撹乱土層となっている箇所や削平されている箇所が存在する。しかし、それらを除くと I区

における全体的な層序は愛鷹ローム層の比較的安定した堆積が確認できる。また、 I区では第7層以下

の層位において地震によると思われる多数の地割れが存在している。特に北側中央部から南東部にかけ

て続く大きな地割れが存在しており、中央部や北西部で土層の堆積状況や居序に若干の変化が見られる。

( 2) II区

E区は西側の深い谷に面した尾根の肩部分に位置するため、調査区においては北東端の標高が最も高

く、相対的に南方向に傾斜して下がる。また東側から西側に向かつては、傾斜が急激にきつくなって下

がる。このため、本調査区の全体的な土層堆積状況は基本的な愛鷹ローム層の堆積状況が見られるもの

rh
u
 



の、傾斜した地形が要因となって層序が若干乱れている。特に第4層~第13層(黒色土層~休場層直下

黒色帯)にかけての堆積が薄い部分が存在する。また、調査区北西側では明確な層が残らずに撹乱土層

(混土)となっている層や、調査区西部から北西部にかけては第7層や第8層、第10層~第12層が存在

しない部分も存在している。

(3) m区

E区は北西から南東にかけて傾斜して下がる単純な斜面地となっており、東側の谷へ下る斜面によっ

て土砂の流出が激しい。しかし、調査区中央部においては高低差が激しい地形になっている。調査区南

側にはテラス状の平坦地が確認できる。

本調査区の基本的層序は愛鷹ローム層の構成をなしているものの、土層堆積状況が場所によって大き

く異なっている。西側や北東側では比較的安定した土層の堆積状況が見られるが、中央や南東側では急

11俊な傾斜を呈しているため、土層の堆積状況は悪い。調査区北西から南東にかけて縦断する帯状の部分

には I区より続く地割れら しきものが存在するため、休場層より上層が他に比べて 2.-...3倍の厚さで堆

積している。休場層より下層の崩落が激しく、堆積状況も悪く、層序の確認が困難である。調査区南西

側から中央西側にかけては休場層より上層が削平されている。テストピッ トF-19では第8層中にFB

scと呼ばれるスコリア層を確認した。

元野遺跡

。 50m 

第4図遺跡周辺地図
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遺跡の概要第2章
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第 3章旧石器時代

第3章旧石器時代

旧石器時代の遺構や遺物は、休場層、休場層直下黒色帯、第 Iスコリア層、第 I黒色帯、ニセローム

層、第E黒色帯、第E黒色帯、第四黒色帯、第町スコリア層より検出された。遺構や遺物の大半は休場

層から検出されている。

第2表 旧石器時代石器層位別一覧

ナ 角 尖 細 細 ス ド グ 模 石 剥 語襲 磨 i日A 不
層位

イ ク 石錐 レ
2同』

フ レ
形

状 頭 石 石 イ 片
形 イ

石
磨

石 石 /'¥ 
/、f

蔽 計

器種 器 器 器 核 刃 jレ 器 核 類 器 石 石 明

第 N ス コ リ ア層 3 3 

第 VII 黒 色 帯 11 12 

第 m .第 E 黒色帯 7 2 16 25 

ニセローム層・第 I黒色帯
25 12 2 12 160 212 

第 ス コ リ ア層

休 場層直下黒色帯 11 5 7 229 254 

休 土景 層 100 5 37 23 68 148 2 15 15 146 1.978 2 37 2 81 2，586 

JF』コ 計 5 37 23 6州 2 16 17 168 2，397 2 38 2 913.092 

第1節資料・分類について

日本の更新世は il日石器時代」、「先土器時代」、「岩宿時代」等の呼称が研究者の時代概念や立場によ

って、統一されずに学会内で相互に認識した形で使用されている。その中から、本書では il日石器時代」

の呼称を用いる。その最大の理由は愛鷹・箱根山麓の研究において il日石器時代」の呼称を使用するこ

とが多いためである。また、これらの呼称間の差異は時代性の差異であるため、いくつかの違いは存在

するものの、読み替えることが可能で、ある。

また、「母岩別資料分類」は、砂川遺跡調査を端緒とした「個体別資料分類」とほぼ同義であるが、「個

体別資料分類」が一石核を単位とするのに対して、 「母岩別資料分類」においてはー母岩(原石)を単位

とするものであり、ー母岩から複数の石核(個体)を作出する例を規定した用語(小田 1979、織笠

昭 1997、織笠明子 2005) という見解から、学史的プライオリテイの問題はあるが「母岩別資料分類」

を用いている。
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その他に石器分類において、削器と掻器を「スクレイパー」として一括して扱った。これは形態及び

使用痕分析において両者の区分が明確にできなかったことからである。また、剥片に施された剥離痕に

ついて、使用痕、加工痕の区分を明確にできなかったため、「微細な剥離痕を有する剥片(微・剥片)J、

「微細な剥離痕を有する折断剥片(微・折断剥片)J という名称を用いている。

1醸群に関しては、 1擦が集中している地点を便宜的に呼称した。認定された牒群以外に礁の集中する地

点が認められるが、基本的に発掘調査段階の判断を尊重した。

また、本遺跡は石器の接合例が大量に確認されている。整理作業の工程は実測図の作成、写真図版の

作成という順で行われたが、整理作業の終盤になっても石器接合が確認された。そのため、実測図に書

かれている資料と写真図版に載っている資料で接合状態等に差異がある資料が存在する。実測図と写真

図版を統一することも可能だったが、整理作業の成果という点で掲載すべきと判断し、そのような方法

を取った。

旧石器時代の概要

旧石器時代の遺物は第百スコリア層から暗褐色土層までの層位において確認され、石器3，108点、 機1，479

点、炭化物18点の総計4，605点が出土した。また、遺構は第四黒色帯から漸移層にかけて確認され、石器

ブロック 8箇所、陳群56基、石器集中部4箇所が検出された。

検出された遺構・遺物は分布が重なっており、層位を超えた接合関係も確認できるため、文化層の設

定が困難、であった。そのため、本報告では文化層の設定を行わずに、出土層位ごとに考察を行った。た

だし、出土点数や分布の関係上から第E黒色帯は第E黒色帯と、ニセローム層と第 Iスコリア層は第 I

黒色帯と、それぞれ一括して報告している。その他に、遺物分布図の等高線は第四黒色帯、第Nスコリ

ア層は中部ローム上面のを、第III'II黒色帯、 ニセローム層、第 I黒色帯、第 Iスコリア層、休場層直

下黒色帯、休場層は休場層上面のものを使用している。

第 2節中部ローム層

中部ローム層から磯・機片が検出された。礁はG-lQ"'D-llグリッドに散漫に分布しているものと、

C-17"'-'D-17グリッドの10TPから密集して検出されているものの2箇所で検出されている。これらの

礁はほとんどが火山性の礁と判断され、噴火などの際に富士山や愛鷹山などから噴出した礁である可能

性が高い。また、火山礁と判断された資料の多くは表面に褐色の付着物が確認できる。この付着物は褐

鉄鉱であり、土中に埋蔵されていた際に地下水等によって付着したと考えられる。これらの礁が人為的

に持ち込まれた遺物であるかは不明である。また、 10TPからホルンフェルスの資料が2点検出されてい

る(第8図57、69、図版4 (1))。この2点は風化が激しく、礁か板状の剥片かの判断は困難である。

ホルンフェルスは変成岩であり、自然状態で入り込むことは本遺跡の立地上考えにくい。ただし、この

2点の資料が遺跡に入りこんだ理由については不明である。これらの礁は中部ローム層に包合され、最

大約11.2mの高低差を持つ垂直分布を形成していた。

出土品

20点の磯・機片が出土している。ホルンフェルス 2点、輝石安山岩16点、玄武岩2点である。 5cm以

下の亜角礁が中心であり、表面に凹凸が見られる例が多い。ホルンフェルスを除いては火山1擦が大半だ

が、 1点のみ河床礁の可能性のある円1擦が検出されている(第9図)。河床礁が自然状態で入り込むこと

は本遺跡の立地上考えにくい。しかし、この磯も遺跡に入り込んだ理由については不明である。本層か

らは遺構は確認されず、明確な人為物も検出されなかった。しかし、中部ローム層から検出される1除

機片等の資料の例示になると判断し、取り扱った。
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第3節第Nスコリア層(SCN) 

第五fスコリア層から検出された遺物はD-9 "" G -12グリッドに分布していた剥片を主体とする石器

群と点在する礁から構成されている。本層では全体的に遺物点数が少なく、定型的な石器も出土しなか

った。また、 遺構等も検出されていない。これらの石器群は最大約3.2mの高低差を持つ垂直分布を形成

していた。

1 .遺物

検出された石器の内訳は微・剥片 1点、剥片 1点、折断剥片 1点の計3点である。また、点在してい

る離が24点検出されているので、本層では合計27点が検出されている。

第3表 第Nスコリア層石器一貫
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微・華IJ片(第11図2)

2はホルンフエルス製の不定形な剥片である。打面転移を頻繁に行っている石核から剥離されている。

右側縁の基部側に一回の剥離が行われている。また、左側縁下部には、微細な剥離痕が連続して確認で

きる。これらの剥離痕が人為的な加工であるかについては不明で、ある。

折断剥片(第11図1)

黒曜石製の縦長剥片である。 900転回を行っている石核から剥離されている。打点部側が折断によって

失われている。右側縁にごく微細な剥離が見えるが、あまりに微細な為、使用や意図的な加工によって

行われた剥離ではないと判断した。

2.位置づけと問題点

本石器群は第Nスコリア層に出土層位をもっ。出土した石器が3点と非常に少数である。接合関係は

存在せず、定型的な石器も検出されていない。第11図1、2に微細な剥離痕が見られるが、一般的に台

形様石器と捉えられている石器とは様相を異にして、素材剥片の形状を大きく残している。また、第11

図1は打点部側を横にすることで、員殻状刃器(谷 2000)の一種と捉えることも可能である。

石材はホルンフェルス 2点、黒曜石 1点であった。ホルンフェルスは母岩別分類の結果、異なった母

岩であることが確認された。また、黒曜石は和田土屋橋北産の黒曜石である。第Nスコリア層の上層で

ある第四黒色帯からはホルンフェルスを中心とした在地系の石材が用いられており、黒曜石は検出され

ていない。

本層で検出された石器は第11図2を除いて第羽黒色帯の石器出土地点とズレがあることから、区分し

て記載した。しかし、文化層と して明確に上層との区分が可能かについては不明である。

また、礁が24点検出されているが、大半が中部ローム層から検出されている礁と同様に褐鉄鉱が付着

した火山礁である。 1点のみ河床1擦の可能性のある円礁が検出されているが、人為的に持ち込まれた遺

物であるかは不明である。

本層出土の石器群は点数が少なく、断片的な内容で、あった。そのため、愛鷹箱根編年第 1期の初源に

位置付けられるのか、それ以前の段階に位置付けられるのかについては不明である。
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第4節第四黒色帯(BBW)

第四黒色帯から検出された遺物はF-10'" H-11グリッドに分布していた剥片を主体とする石器群、

操群から構成されている。本層では遺物点数は少なく、定型的な石器も検出されていない。これらの石

器は第四黒色帯に包合され、最大約1.4mの高低差を持つ垂直分布を形成していた。

1 .遺構

石器ブロックは1箇所。 1繰群は1基検出した。検出された石器群はブロックから検出された10点、そ

の他2点、合計12点の石器群で構成している。ここで言う「その他」はブロック外から検出したもので

ある。また、機群及び点在していた礁等が合計6点検出されているので、 本層では合計18点が検出され

ている。

( 1 )礁群

1号操群(第13図)

G-11グリッドの東側でBBVllの最上部を中心に検出された。北西~南東方向0.5m、北東~南西0.6m

の範囲に2点の礁が隣接して出土した。礁は総重量4，680g (平均重量2，340g)である。 l点が4，000g、

もう一点も500gを超えており、本層で検出されている他の礁と比べて極端に大きい。すべての礁の礁面

は赤化しており、被熱している。

この2点の礎・膿片は接合及び母岩別資料分類によ り2個体に分類された。母岩別分類の石材は、輝

石安山岩2点である。

(2 )石器ブロック

石器ブロック 1 (第14図)

G-11グリッドの西側で確認された。南には、約 5mの距離を隔てて l号礁群が検出されている。そ

の規模は長軸約3.5m、短軸約 1mで、北西から南東に伸びる形で分布する。標高174.2mを中心に約O.lm

のレベル差が生じていた。確認された石器群は、微・剥片 1点、剥片6点、折断剥片2点、石核 1点の

合計10点である。

また、出土した10点の中で7点が接合しており、原礁の形状が確認できる状態まで復元されている。

定形的な石器は確認されていないが、剥片剥離を行った作業場である可能性が考えられる。

2.遺物

石器群の内訳は微・剥片 1点、微・折断剥片 1点、剥片 6点、折断剥片3点、石核 1点である。

第4表 第四黒色帯石器一貫
「

器 種

石核 剥片類
合計

p…Jレス
トヤ 流紋岩

Hor 10 11 

Rhy 

合 計 11 12 
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石器ブロック1(BL01) 
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第14図 BBVll石器ブロック

微・量IJ片(第16図4)

4はホルンフェルス製の幅広な剥片である。先端部が折断によって失われている。厚さがあり、反り

が少ない。 先端部右側に数回の微細な剥離が施されている。連続した剥離であるが数回の剥離であるた

め、定型的な石器ではないと判断した。単設打面石核から剥離されている。また、本層出土の石器で唯

一、打面を作出している。

微・折断剥片(第16図2、3) 

3は涜紋岩製の縦長剥片である。打点部と先端部が折断によって失われている。反りがほとんどなく、

全体的に平坦な印象を受ける。右側縁に微細な剥離痕が連続しているが、あまりに小さいため意図的な

加工であるかは不明である。そのため、定型的な石器ではないと判断して、微・折断剥片とした。 900転

回を行った石核から剥離されている。

2はホルンフェルス製の幅広な剥片である。節理に沿って剥がれており、意図的な剥離で、はなかった

と考えられる。第15図1と同一母岩であるが、接合関係は見られなかった。表面は磯面であり、縁辺に

微細な剥離が確認できるが、あまりに細かいため意図的な加工ではないと考えられる。

接合資料(第15図1) 

ブロック 1から検出されているホルンフェルスの一群である。 1点の石核と 6点の剥片類が接合して

いるが、数回の剥離を行ったものではなく、 1回、もしくは2回の剥離によって節理に沿って剥落した

ものと考えられる。加工が施された剥片は存在できず、どのような意図を持って剥離されたかについて

は不明である。
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本層出土の石器群は定型的な石器を持たず、不定形な剥片が数点検出されているのみである。そのた

め、主体となる石器も不明である。剥片剥離は目的とする形状が統一されておらず、剥片の斉一性につ

いては考慮していなかった可能性も考えられる。また、機面を残している剥片も多く、第15図lでは楳

面除去や打面作成を行わずに剥片剥離を行っている。それとは反対に第16図4のよ うに打面作成を行っ

ている石核から剥離された剥片も確認できる。第16図3は折断のため打点部が確認できないが、打面を

作成した石核から剥離されていた可能性も考えられる。

石材はホルンフェルスを主体として、その他は流紋岩がl点検出されているのみである。黒曜石は検

出されなかった。

また、 BBVlIの上面から磯群が検出されており、その中には4，OOOgを超える重さの磯も含まれている。

礁面は明確に被熱しており、持ち込まれて人為的に使用された可能性が高い。しかし、その用途につい

ては不明である。

本層出土の石器群は点数が少なく、定型的な石器も検出されなかった。そのため、愛鷹箱根編年第 1

期の初源に位置付けられるのか、それ以前の段階に位置付けられるのかについては不明である。また、

下層の第Nスコリア層と同ーの文化層である可能性も考えられるが、断片的な内容のため不明である。
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第5節第E黒色帯・第E黒色帯(BBIII・BBII)

第E黒色帯から検出された遺物はE-6"-'G-14グリッドに分布していたナイフ形石器を主体とする

石器群と大型で幅広な剥片を主体とする石器群、機群から構成されており、遺物点数が少なく定型的な

石器群も貧弱である。また、第E黒色帯は遺物が2点出土したのみであり、遺構はまったく検出されな

かった。第E黒色帯出土の遺物の分布状況などを検討してみた結果、第E黒色帯出土の資料に付随する

可能性が考えられるため、同時期の資料として取り上げることにした。これらの石器群は第E黒色帯か

ら第E黒色帯にかけて包含され、最大約5.4mの高低差を持つ垂直分布を形成していた。

1 .遺構

石器ブロックは3箇所、機群は 1基検出した。 1穣群はブロックと一部重複している。検出された石器

群はブロックから検出された17点、その他8点、合計25点の石器群で構成している。ここでいう「その

他」はブロック外から検出したものである。また、磯群及び点在していた礁等が合計14点検出されてい

るので、本層では合計39点が検出されている。ブロックや磯群は、地形的には南側の谷頭へ沿うように、

南北約10m、東西約30mの範囲に分布していた。

( 1 )礁群

2号礁群(第18図)

G-13グリッドの北側でBBillから検出された。西~東方向2m、北~南方向O.4mの範囲に8点の礁、

喋片が集中して出土した。礁は総重量1，492.5g (平均重量186.6g)である。検出された礁の中で2点

はスス状の付着物が確認できる。また、石器ブロック 3と重複する形で検出されている。

さらに膿群の東側部は炭化物が集中して検出された部分と重複している。炭化物の分布と重複してい

るのは磯群構成礁の中でも小磯片である。これらの小磯片は磯群の西側部で出土している礁とは明らか

に大きさが異なる。距離が 1m程しか離れていないため同ーの磯群としたが、 2つの磯群に区分できる

可能性も考えられる。

この 8点の牒・磯片は接合及び母岩別資料分類により 8個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石

安山岩4点、多孔質玄武岩 1点、玄武岩3点である。

(2 )石器ブロック

石器ブロック 2(第19図)

調査区中央付近のG-11 "-' F -12グリッドで確認された。東には約20mの距離を隔てて石器ブロック

3と石器ブロック 4、2号機群が検出されている。その規模は長軸7.5m、短軸2.5mで、不定形な範囲

に分布する。垂直分布はBBill層からBBII層まで拡散的な分布を示しているが、標高176.0mを中心に

約O.4mのレベル差が生じている。確認された石器群は、ナイフ形石器4点、石核1点、剥片 1点の合計

6点である。本ブロックはナイフ形石器を中心としており、ナイフ形石器が約 6mの距離に傾斜を下る

ようにして4点検出されている。ブロック内で接合関係は見られない。ナイフ形石器はそれぞれ石材も

母岩も異なるため、製品の状態で持ち込まれたと考えられる。

本ブロックでは大型で幅広な剥片を剥離した石核が確認されているが、この石核はブロック内で出土

している小型のナイフ形石器の素材を剥離したものではないと考えられる。

石器ブロック 3 (第四図)

調査区中央付近のG-13グリッドで確認された。南には、約 4mの距離を隔てて石器ブロック 4が、

西には、 20m離れて石器ブロック 2が検出されている。その規模は長軸2.5m、短軸1.3mで、不定形な

範囲に分布する。石器類は2号機群と重なる分布を示す。垂直分布はBBillからの出土が中心だが、 1 
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点のみ第Eスコリア帯スコリア 2 (S C IIT s2)からの出土である。標高176.3mを中心に約0.3mのレベ

ル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器1点、微・剥片2点、折断剥片2点の合計5点

である。

ブロック内から出土した遺物の石材すべてがガラス質黒色安山岩で構成されており、同一母岩と判断

された。しかし、接合関係は確認できなかった。大型の剥片類がブロックの主体となっている。

石器ブロック 4(第四図)

調査区中央付近のF-13"-'G-15グリッドで確認された。北には、約4mの距離を隔てて石器ブロ ッ

ク3と2号礁群が、西には20m離れて石器ブロック 2が検出されている。その規模は長軸7.5m、短軸5

mで、 不定形な範囲に分布する。垂直分布はBBIIT層から拡散的な分布を示し、標高175.9mを中心に約

0.8mのレベル差が生じていた。1擦が3点検出されているが、 2号磯群の一部である可能性も考えられる。

また、ブロックの中央部付近からは重量が約4，500gある礁が単独で、検出されている。確認された石器群

はナイフ形石器2点、微・折断剥片 1点、微・剥片 1点、折断剥片 1点、剥片 1点、機3点の合計9点

である。

ブロック内から出土した遺物の石材の大半がホルンフエノレスで、構成されており、大型で幅広な剥片類

が主体となっている。

2.遺物

( 1 )石器

石器群の内訳はナイフ形石器7点、石核2点、微・剥片 5点、剥片 6点、折断剥片5点である。

第5表 第E・第E黒色帯石器一覧

器 種

ナ 石 事l
ぷロ泊、

イ
フ

片
形
石 計

器 核 類

箱根畑宿 HNHJ 2 
黒曜石(Ob)

天城柏峠 AGKT 2 
石

ホルンフエルス Hor 3 2 7 12 

ガラス質黒色安山岩 GAn 5 6 
材

凝灰岩 Tu 2 2 

粘板岩 SI 

.g. 計 7 2 16 25 

一
ナイフ形石器(第20図1"-'6)

ナイフ形石器は7点出土している。それぞれの主要剥離面と剥離面の観察によ り単設打面石核、両設

打面石核の存在が窺える。また、 1のように90。打面転回を行っている資料も存在する。それらを加工や

形状等によって3種類に分類した。

1類:ニ側縁加工のナイフ形石器 (4)

4は粘板岩製の縦長剥片を縦位に用いている。しかし、刃部があったと考えられる先端部は折損によ

って失われており、全体の形状は不明である。両側縁に急斜度なブランティ ングが施されている。また、

右側縁の基部には主要剥離面に平坦剥離が施されている。

2類:ー側縁加工のナイフ形石器 (1"-'3)
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第 3章旧石器時代

1はホルンフェルス製の横長剥片を横位に用いている。基部側が風化によって剥落してしまっている

が、元の大きさとあまり変化のないことが形状から推測できる。右側縁に素材剥片の背面側から施され

ているプランティングはかなり急斜度であり、 900 に近い。風化のため確認が難しいが、対向剥離である

可能性も考えられる。左側面が刃部となっており、長軸と平行する形状である。表面と主要剥離面の剥

離の方向から900 の打面転移を行っていた石核から剥離されたことが確認できる。

2はホルンフェルス製の縦長剥片を縦位に用いている。器体の中央で折断しているが欠損である。右

側縁の基部側にプランティング加工が施されている。右側縁の中央付近は風化によって剥落しているた

め、加工がどこまで続いていたのか不明であるが、先端までは施されていない。プランテイングは急斜

度で900 に近い。刃部は左側縁と右側縁先端部であるが、長軸と平行している。また、左側縁基部付近は

未加工の状態で、腹面と背面の角度が800近くあるため、プランティングの代わりとなっていた可能性も

ある。そのため、二側縁加工のナイフ形石器に分類できる可能性も考えられる。

3は黒曜石製の縦長剥片を縦位に用いている。折損品の先端部であり、完形状態は不明である。ただ

し、主要剥離面のリングの状態などから、大きくても 5cm前後であることが推測される。左側縁にブラ

ンテイング加工が施されており、刃部は右側縁である。プランティングは急斜度であり、 90。に近い。

3類:部分加工のナイフ形石器 (5、6)

5は黒曜石製の石刃状の小型剥片を縦位に用いている。左側縁の先端から中央部にかけてブランティ

ングが施されている。この加工は角度が60。前後であり、 他のナイフのプランテイングと大きく異なって

いる。基部側には加工は見られない。右側縁の基部側は折断によって失われている。この折断部によっ

て縁辺が鈍角になっており、プランティングの代わりにしていた可能性も考えられる。そのため、二側

縁加工のナイフ形石器に分類できる可能性もある。刃部は右側縁先端部であり、 1繰面が残っている。ま

た、素材剥片の打点も残っており、素材剥片の形状を比較的残している。

6はガラス質黒色安山岩製の縦長剥片を縦位に用いている。大型の縦長剥片だが、打面転移を何度か

繰り返して剥離されている。 基部の左側に数回の加工を施している。打点も残存しており、素材剥片の

形状をほとんど保っている。素材剥片の湾曲が強く、先端部にかけてねじれている。そのため、刃部は

先端部ではなく、先端部付近の磯面を残している縁辺と判断した。

石核(第22図1、2)

1は幅広の剥片を素材とした板状の石核である。上下や側面に打面調整を行い、正面で1800転回、 900

転回をしながら、剥片剥離を行っている。剥離面を見ると、定型的な剥片を剥離していたのではなく、

幅広な剥片や縦長剥片を剥離している。

2は幅広の縦長剥片を素材とした板状の石核である。素材剥片の打面から背面側へ1回の剥離を行っ

ている。剥離された剥片は幅広で不定形な剥片である。

微・事IJ片、微・折断剥片(第21図1"'3)

1、2、3はガラス質黒色安山岩製、ホルンフェルス製の剥片で、あり、縁辺に数回の微細な加工を行

っている。大型で幅広な剥片が主体となっており、明確な石刃は確認できなかった。

3.位置づけと問題点

本石器群は第E黒色帯から第E黒色帯に出土層位をもっ。石材はホルンフェルスとガラス質黒色安山

岩を主体として、箱根畑宿や天城柏峠産の黒曜石などが検出されており、伊豆 ・箱根・愛鷹近辺を中心

とした在地系の石材を基本としていると考えられる。一方で、、信州産の黒曜石は一点も検出されていな

。
、‘.vν
 

石器群は大型で幅広な剥片を主体としていたと考えられる。明確に石刃と呼べるような縦長剥片は、

ほとんど検出されておらず、分厚い幅広な剥片が多く見られる。また、分厚い幅広な剥片に細かい剥離

「

D
n
4d
 



を数回施した例が何点か見られる。ナイフ形石器が7点検出されているが、それ以外の定型的な石器は

検出されなかった。

石器ブロック 3を中心に検出されたガラス質黒色安山岩は全て同一母岩である可能性が高いが、接合

関係は存在せず、その場で剥片剥離作業を行っていたかについては不明である。ただし、全体で石核が

2点しか検出されていないこと、折断以外の接合例が存在しないことから判断すると、本遺跡が剥片剥

離を行った場ではない可能性が考えられる。

また、ナイフ形石器は小型の剥片を素材とした資料が出土している。素材には縦長剥片、横長剥片の

両方が使用されているが、第20図6を除いて大型の剥片を素材としているものは見当たらない。また、

第20図5のような石刃状の小型剥片を使用した例も確認できる。プランティングに関しては急斜度な加

工が認められ、台石等を利用して両極打法による対向剥離が行われていたと推測できる。また5、6は

他のナイフ形石器とは、違った特徴を持っている。 6は基部に数回の剥離が施されているのみであり、

縁辺に連続した剥離は見られない。また、 5については他の5点が90。に近い急斜度なプランテイングで

あるのに対して、 600前後の緩やかなプランティングである。これらのことから推測すると、石材や素材、

加工にいくつかのバリエーションが存在した可能性が考えられる。石材は黒曜石、ホルンフエノレス、粘

板岩が用いられているが、同一母岩の剥片は見当たらない。

ナイフ形石器はすべてブロック内から検出されているが、石器ブロック 2からは第20図1、3、4、

5の4点が出土している。本層から 7点 (6個体)しか検出されていないナイフ形石器が集中して4点

(4個体)検出されていることから、石器ブロック 2が他とは異なった性格をもっていた可能性もある。

また、この一群は大型で幅広な剥片を主体とした石器群とは、分布を違えており別系統の石器群である

可能性も考えられる。しかし、出土した石器が僅かであること、石器ブロック 2からも大型で幅広な剥

片を剥離したと見られる石核が出土していることから、詳細は不明である。

また、ガラス質黒色安山岩を主体とした石器ブロック 3と2号棟群、炭化物が一部重複した形で検出

されている(第四図)。中でも炭化物と明確に重複している礁は15g以下の小磯片であり、一つの特徴と

して捉えられる。しかし、礁片の用途については不明である。また、詳細は附編で述べているが、この

炭化物の内の2点に放射性炭素年代測定を行った結果、それぞれ暦年較正年代が26180""""25780BC、26320，...._，.

25970B Cとなっている。

以上の内容と出土した層位を踏まえて、本層出土の石器群は愛鷹箱根編年第2期に位置づけられる可

能性を指摘できるが、断片的な内容であった。
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第 3主主 旧石器時代

第6節 ニセローム層・第I黒色帯・第 Iスコリア層

(NL・BBI・ SCI) 

第 I黒色帯からはG-llグリッドを中心に分布していたナイフ形石器を主体とする石器群と磯群が出

土している。下層のニセローム層では5点の遺物が検出され、上層の第 Iスコリア層からは2点の遺物

が検出された。両層とも遺構は検出されなかった。両層の遺物の分布状況などを検討してみた結果、第

I黒色帯出土の資料に付随する可能性が考えられるため、同時期の資料として取り上げている。これら

の石器群はニセローム層から第 Iスコリア層にかけて包含され、最大約7.5mの高低差を持つ垂直分布を

形成していた。
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1 .遺構

石器ブロックは3箇所、礁群は8基検出した。膿群はブロックと一部重複している。検出された石器

群はブロックから検出した66点、その他148点、合計214点の石器群で構成している。ここでいう「その

他」はブロック外から検出したものと検出位置不明のものである。また、 1擦群及び点在していた礁など

が合計272点検出されているので、本層では両者の合計486点が検出されている。

(1)磯群

3号操群(第27図)

K-7、L-7グリッドからBBIで検出された。北西~南東方向1.4m、北東~南西方向0.5mの範

囲に9点の離が密集して出土した。礁は総重量1，341.4g (平均重量149g)である。全ての{擦が激しく

被熱している。また、東に4号棟群が隣接しており、南へ10mの距離を隔てて石器ブロック 5が検出さ

れている。

この9点の礁は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点、玄武岩6点、玄武岩(多孔質) 1点である。

4号操群(第27図)

K-7、K-8、L-8グリッド、にまたがってBBIから検出された。北西~南東方向1.5m、北東~

南西方向2.5mの範囲に33点の礁が集中して出土した。礁は総重量9，815g (平均重量297.4g)である。

全ての礁が激しく被熱している。また、喋群と重複して台石が2点 (1個体)検出されている。西に3

号機群が隣接しており、南へ10mの距離を隔てて石器ブロック 5が検出されている。また、南東に60m

の距離を隔てた6号磯群と接合関係が確認できる。

この33点の礁は接合及び母岩別資料分類により31個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

25点、玄武岩8点である。

5号礁群(第27図)

G-12グリッドでBBIから検出された。北西~南東方向 2m、北東~南西方向0.4mの範囲に8点の

礁が集中して出土した。牒は総重量3，438.2g (平均重量429.8g)である。ほとんどの離が激しく被熱

しており、スス状の付着物が確認できる礁も検出されている。西に10mの距離を隔てて 6号機群が検出

されている。

この8点の礁は接合及び母岩別資料分類により 8個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点、玄武岩3点、玄武岩(多孔質) 3点である。

6号操群(第27図)

G-llグリッドの南側でBBIから検出された。北西~南東方向 3m、北東~南西方向2.8mの範囲に

71点の礁が集中して出土した。礁は総重量8，327.6g (平均重量119g)である。ほとんどの礁が激しく

被熱しており、 スス状の付着物が確認できる磯も検出されている。南に4mの距離を隔てて 7号機群が

検出されており、東には10mの距離を隔てて 5号操群が検出されている。北西に60mの距離を隔てた4

号棟群との接合関係も見られている。また、北西に65mの距離を隔てた地点から出土した単独礁との接

合関係も確認できるが、 この単独礁は休場層から検出されている。さらに、本磯群は石器ブロック 7と

重複して検出されている。

この70点の礁は接合及び母岩別資料分類により65個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

23点、安山岩(多孔質) 2点、玄武岩21点、玄武岩(多孔質)21点である。

7号磯群(第28図)

F-llグリッドの北側でBBIから検出された。北西~南東方向2.3m、北東~南西方向2.4mの範囲

に43点の礁が集中して出土した。礁は総重量3，496.3g (平均重量81.3g)である。ほとんどの礁が激し
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第 3章旧石器時代

L 

口¥ 
K :¥ ¥ ロ ロ ロ

亡

ロ

¥"'- ¥ ¥ 
J 口

¥ "'-R-43 ¥.R-44 ¥ 
ロ

Jト ロ
仁ロ

ロ

口 合~ ~ ¥ 口
ロ ロ

口
ロ

H ¥"'¥、口 ロ

♂ RG5 

口語口
ロ

ロロ

G ¥ ¥ 。 ¥ rEfJ5¥泊五 ♂ ロ ~ロ
[lJJ 

ロ ロ

¥ 九 ロ

巳
F 

¥ 
176伽1

E ¥ ¥ 
。¥ ¥ ~ l口一|• YL様

172伽

c 

7 8 9 10 11 12 13 

*等高線はNL上面
0 1Om 

第26図 NL・BBI・SCI礁分布図

-43-
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く被熱している。北に6号操群が隣接しており、南には4mの距離を隔てて 7号機群が検出されている。

また、本礁群は石器ブロック 7と重複して検出されている。

この43点の礁は接合及び母岩別資料分類により43個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

28点、多孔質安山岩 1点、玄武岩12点、玄武岩(多孔質) 2点である。

8号磯群(第28図)

F-llグリッドでBBIから検出された。北西~南東方向0.8m、北東~南西方向0.6mの範囲に6点

の礁が集中して出土した。礁は総重量1，340g (平均重量223.3g)である。全ての離が激しく被熱して

いる。また、北に4mの距離を隔てて 7号棟群が、南に3mの距離を隔てて 9号棟群が検出されている。

この 6点の礁は接合及び母岩別資料分類により 6個体に分類された。母岩見Ij分類の石材は輝石安山岩

4点、玄武岩2点である。

9号機群(第28図)

F-llグリッドでBBIから検出された。北西~南東方向1.5m、北東~南西方向0.7mの範囲に6点

の礁が集中して出土した。礁は総重量1，438g (平均重量239.7g)である。ほとんどの礁が激しく被熱

している。また、北に3mの距離を隔てて 8号礁群が、南に2mの距離を隔一てて10号機群が検出されて

いる。

この6点の礁は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

3点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩2点である。

10号礁群(第28図)

F-llグリッドの南側でBBIから検出された。北西~南東方向1.3m、北東~南西方向1.6mの範囲

に5点の1擦が集中して出土した。礁は総重量632g (平均重量126.4g)である。全ての離が激しく被熱

している。また、北に2mの距離を隔てて9号機群が、 5mの距離を隔てて8号機群が検出されている。

この 5点の膿・機片は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石

安山岩4点、玄武岩 1点である。

(2 )右器ブロック(石器集中部)

石器ブロック 5(第29図)

調査区北西側のK-7グリッドで確認された。北には約 8mの距離を隔てて 3号操群、 4号膿群が、

南東には約40mの距離を隔てて石器ブロック 6が、 50m離れて石器フマロック 7がそれぞれ検出されてい

る。その規模は長軸約1.8m、短軸1.4mで、不定形分布する。垂直分布は標高176.0mを中心に約0.2mの

レベル差が生じていた。確認された石器群は微・折断剥片 3点、折断剥片19点、剥片9点、石核2点の

合計33点である。

33点中、黒曜石32点、ホルンフェルス 1点の割合であり、黒曜石は天城柏峠産27点、不可5点となっ

ている。全体の 8割が天城柏峠産の黒曜石であること、Tool類が見つかっていないこと、 2点の剥片を

除いた大半が 1g以下のチップであることなどから、石器ブロック 5は剥片剥離を行った地点であり、

剥離された剥片は別の場所へ持ち出されたと推測される。

石器ブロック 6 (第29図)

調査区中央付近の日-10グリッドで確認された。南東には約10mの距離を隔てて 6号膿群、石器ブロ

ック 7が検出されている。その規模は長軸約 1m、短軸0.9mで不定形な範囲に分布する。垂直分布は標

高176.6mを中心に約O.lmのレベル差が生じていた。確認された石器群は折断剥片5点、剥片2点の合

計7点である。

7点全てがホルンフェルスであり、同一個体であると考えられる。しかし、 Tool類は出土しておらず、

石器が集中して出土しているとはいえ、どのような場の機能を持っていたかについては不明である。
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第3章旧石器時代

石器ブロック 7(第29図)

調査区中央付近のF-ll.........G-llグリッドにかけて確認された。 6号機群、 7号棟群と重複して検出

され、東方向には10mの距離を隔てて 5号礁群が、南方向には4mの距離を隔てて 8号棟群がそれぞれ

検出されている。その規模は長軸約5.1m、短軸4mで、不定形な範囲に分布する。垂直分布は標高176.6m

を中Jむに約O.3mのレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器5点、スクレイパー2点、

模形石器 1点、剥片類14点、石核5点の合計27点である。

石材の内訳は黒曜石 7点、ホルンフエルス19点、ガラス質黒色安山岩 1点である。ホルンフェルス製

の大型の縦長剥片(石刃)が主体となっており、ナイフ形石器や石核などのTool類も大型の縦長剥片(石

刃)が主体となっている。また、黒曜石は全てTool類で、あり推定産地も異なることから、外からの搬入

品であると考えられる。ガラス質黒色安山岩は小型の剥片を剥離した石核が検出されている。

母岩別分類でも同一母岩と考えられる資料は少ないため、剥片剥離が行われた場ではないことが推測

できる。しかし、ホルンフェルス製の大型の縦長剥片(石刃)が集中しており、何らかの生活の場であ

った可能性が高いと判断した。

第6表 石器ブロック組成表

石器ブロック 1 石器ブロ ック 2 石器ブロック 3 石器ブロ ック 4
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2.遺物

( 1 )石器

石器群の内容はナイフ形石器25点、スクレイパー12点、グレイパ-1点、模形石器2点、石核12点、

微・折断剥片19点、微・剥片13点、折断剥片88点、剥片40点である。

第7表 ニセローム層・第 I黒色帯・第 Iスコリア層石器一覧

器 穫

ナ ス グ 模 石 事l
i日』

，イ ク レ 形フ レ
片

形 イ
イ

石 /~ /て 石 計

器 器 核 類

箱根畑宿 HNHJ 6 4 15 26 

箱根黒岩橋 HNKI 
黒

天城柏峠 AGKT 2 35 39 曜
石 和国土屋橋南 WOTM 2 
( 

Ob 諏訪星ヶ台 8WHO 2 2 2 12 19 
石 ) 

夢科冷山 T8TY 2 3 5 

分析不可等 8 10 

ホルンフエルス Hor 10 2 74 87 

ガフス質黒色安山岩 GAn 6 7 

緑色凝灰岩 GT 

材 頁岩 8h 2 2 

珪質頁岩 88h 2 3 5 

チャート Ch 

粘板岩 81 

水晶 RC 3 5 

細粒安山岩 FAn 

一
dロ"- 言十 25 I 12 I 2 12 160 212 

ナイフ形石器(第31図 1"-'第34図24)

ナイフ形石器は25点出土している。大型の縦長剥片を素材としている資料と小型の縦長剥片を素材と

している資料が見られる。それらを加工や形状等によって6種類に分類した。

1 a類:ニ側縁加工のナイフ形石器であり、全体の形状が確認可能な資料(1"-' 8 ) 

この 1a類は全て縦長剥片を縦位に用いている。打点部側を基部にしている場合が大半だが、 7は打

点部側を先端部に用いている。また、 打点音ISは残す場合と加工によって除去する場合が存在する。単設

打面、もしくは両設打面を持った石核から剥離された剥片を素材にしている場合が大半だが、 3は90。転

回を行った石核から剥離されている。素材剥片の中には3、5のような器体に反りが強く入ったものも

石在認できる。

また、ー側縁のすべてに加工を施し、もう一方の側縁は基部のみ、もしくは基部から半ば付近まで加

工を施しているのが特徴である。また、 8のような90。に近い剥離や5のような鋸歯状に近い加工も確認

できる。

また、 4は断面が三角形で高さがあり、一部には背面と腹面の両方から加工が施されている箇所もあ

る。これは角錐状石器の特徴であり、ナイフ形石器から角錐状石器へと移行する過渡期的な石器の可能

性も考えられる。

石材については、 1、2、3、4、 5は黒曜石を、 6、7、8はホルンフェスを使用している。

1 b類:ニ側縁加工のナイフ形石器の折損品であり、全体の形状が不明な資料(9 "-' 12) 

9、10、11、12はナイフ形石器の基部である。折断によって先端部が失われており 、全体の形状は不
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信州系を原産地とするものが、それぞれ7点と 4点使用されている。ただし、伊豆箱根系の黒曜石は1

点を除いて箱根蜘横産である。本膳で検出されている黒曜石の中で最も畳の多いのは天城柏峠産の黒曜

石だが、ナイフ形石器にはあまり用いられていない。石材の梗い分けについて顕著には見られないが、

金周に加工を施したナイフ形石器は全て珪賀頁岩が用いられている。また、切出形石器も信州産黒曜石

のみが用いられている。素材の大半は離長剥片である。しかし、切出務石器に関しては横長剥片を素材

に控用している。ホルンブエルスは大型の縦長制片(石刃)を素材としているものが多く、黒曜石は小型

の縦長剥片を棄訴とする物が多いα 大型の$IJ片については棄材剥片の形状をそのまま残している倒が多

いが、一部には大きく加工されている資料も存在する。剥片剥離に関しては、石器の鶴察からほとんど

が単殻打面、あるいは1800打面転毘をした両設打面の石核から剥離を行っていたことが予測できるじ

噌
E
品作。



スクレイパーについては黒曜石7点 (58.3%)を主体とした石材構成をしており、他の石材が数点ず

つ検出されている。素材となっている剥片は幅広な剥片や縦長剥片など様々であるが、ナイフ形石器の

素材として用いられていたような大型の縦長剥片 (石刃)は確認できなかった。また、愛鷹山麓を中心

とした周辺の遺跡でBBIから安定的に出土している幅広で、刃部の厚いエンドスクレイパー (第34図1、

2、第35図3)は数点しか検出されなかった。

前述のとおり大型の縦長剥片(石刃)がナイフ形石器の素材にも多く使用されている。また、未加工

の状態でも多数出土しており、本層出土の石器群の主体をなしている。大半は、単設打面もしくは180。

打面転回をした両設打面から剥離されたと考えられ、 900転回を行っている例は少ない。しかし、出土例

が多いにも関わらず、大型の縦長剥片(石刃)を剥離した石核は確認できなかった。出土している石核

は小型の縦長剥片を剥離している資料であり、大型の縦長剥片(石刃)は外部から持ち込まれた可能性

が高い。主体として用いている石材はホルンフェルスである。

石核は黒曜石7点 (58.3%)、ホルンフエルス 2点 (16.7%) となっており、残りは様々な石材が1点

ずつで構成されている。大半が残核と考えられる小型の資料であり、打面転移を行っている回数は少な

し¥0

本層出土の石器群の石材は在地系石材である伊豆箱根系の黒曜石66点 (31.1%)とホルンフェルス87

点 (41.0%)を主体とする。それに諏訪星ヶ台産を中心と した信州系の黒曜石26点 (12.3%)が付随し

ている。黒曜石の中で最も多く出土している資料は天城柏峠産だが、 Tool類には箱根畑宿産の黒曜石が

多く用いられている。その他には水晶製の石核が1点出土している。

また、 6号棟群から検出された離が65mもの距離を隔てて接合している。傾斜に沿って落ちているわ

けではないので、自然状態での移動は考えづらく、人為的に持ち運ばれたものと考えられる。ただし、

1点の礁のみを遠くまで移動させた理由は不明である。また、接合先の礁は休場ロームから検出されて

いることから、土中での上下の移動があった可能性があると同時に、 6号棟群を形成した人間よりも後

の時期に移動が行われた可能性も考えられる。

3.位置づけと問題点

本層出土の石器群は大型の縦長剥片(石刃)と小型の縦長剥片を素材としたナイフ形石器を主体とす

る。それにスクレイパ一、グレイパ一、模形石器、大型の縦長剥片 (石刃)が伴って組成をなしている。

ナイフ形石器は二側縁加工、 一側縁加工、部分加工、全周加工、切出形石器など、の形態が揃っている。

スクレイパーは幅広で厚みのあるエンドスクレイパーが出土しており、縦長剥片を素材としたエンドス

クレイパーなどが、それに付随している。ただし、石刃を素材にしている例はあまり見られない。また、

石刃は石核が検出されず、外部から持ち込まれた可能性が高い。また、天城柏峠産の黒曜石は石器ブロ

ック 5で剥片剥離を行ったと考えられる。石材は在地系石材である伊豆箱根系の黒曜石とホルンフェル

スを多用している。剥片剥離は単設打面石核、 1800打面転移を行った石核、 900打面転移石核が存在して

いるが、打面調整は一回の剥離で行われることが多く、打面転移は頻繁には行われていない。以上の内

容と出土層位を踏まえて、本層出土の石器群は愛鷹箱根編年3期B段階に位置づけられる可能性を指摘

できる。
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第7節休場層直下黒色帯(BBO)

休場層直下黒色帯からはK-12"'-'G-12グリッドを中心に分布していたナイフ形石器を主体とする石

器群と喋群が出土している。なお、何点かの石器が上部層である休場層から出土した石器と接合した。

そのため、土中に包合している状態から、本層と上部層との間で、移動があったと判断している。その中

でも、 G-12グリッドから検出された石器群の一部が休場層出土の遺物と接合して、なおかつ両石器群

に共通性が確認できたため、上層の石器群と同一であると判断して第8節 休場層 (YL)で考察を行

った。

これらの石器群は休場層直下黒色帯に包含され、最大約3.6mの高低差を持つ垂直分布を形成していた。
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石器ブロックは1箇所、機群は3基検出した。ただし、石器ブロック、機群共に全てが休場層と重複

している。検出された石器群はブロックから検出した120点、その他134点、合計254点の石器群で構成し

ている。ここでいう「その他」は、ブロック外から検出したものである。また、磯群及び点在していた

礁などが合計60点検出されているので、本層では両者の合計314点が検出されている。

( 1 )礁群

礁が集中している地点を便宜的に呼称した。ただし、本層で検出された磯群はすべて休場層出土の膿

群と重複している。そのため、記載は全て第8節 休場層 (YL)で行った。

(2 )石器ブロック

石器ブロック 8 (第44図)

調査区北側のK-12"'-'J -13グリ ッドにかけて確認された。一部、 YLから検出されている石器集中

部3と重複して出土している。この石器集中部3との接合関係が確認されたため、土中に包含している
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状態での移動があった可能性が考えられる。その規模は長軸約12m、短軸 8mで、不定形な範囲に分布

する。分布はBBOから出土しており、標高176.6mを中心に約1.2mのレベル差が生じていた。 確認さ

れた石器群は、ナイフ形石器4点、スクレイパ-4点、石核3点、微・折断剥片7点、微・剥片 5点、

折断剥片94点、剥片21点、砕片4点の合計142点である。

出土している石材のほとんどが天城柏峠産の黒曜石である。また、接合関係が複数確認されているが、

剥片剥離を行っている接合資料は南側から、 Tool類は北側から検出される傾向にある。このことから石

器製作の段階において作業場が分かれていた可能性が考えられる。

2.遺物

( 1 )石器

石器群の内容はナイフ形石器11点、スクレイパー5点、石核7点、微・折断剥片15点、微・剥片7点、

折断剥片165点、剥片36点、砕片 6点、敵石 1点、不明 1点である。

第 8表休場層直下黒色帯石器一覧

器 種

ナ ス 石 剥 蔽 不
ぷロ〉、

イ ク
フ レ

片
形 イ
石 I~ 計

器 核 類 石 明

箱根畑宿 HNHJ 4 4 
箱根黒岩橋 HNKI 

黒 天城柏峠 AGKT 5 4 5 126 140 
曜 和田鷹山 WDTY 
石

和国土屋橋北 WDTK ( 

石
Ob 

諏訪星ヶ台 SWHD 2 2 ) 

重要科冷山 TSTY 2 
分析不可等 20 20 

ホルンフエルス Hor 3 57 60 
ガフス質黒色安山岩 GAn 10 11 

緑色凝灰岩 GT 2 
凝灰岩(中粒) MT 2 2 

材 珪質頁岩 SSh 

チャー卜 Ch 2 2 
チャー ト(黒色) Ch(BI) 

流紋岩 Rhy 2 2 
砂岩(中粒) MSS 

石材不明
ぷ日』 言十 11 5 7 229 254 

ナイフ形石器 (第45図 1""'"第46図11)

ナイフ形石器は11点出土している。それらを加工や形状等によって 5種類に分類した。

1類:ニ側縁加工のナイフ形石器 (5、6、11)

5、11は縦長剥片を、 6は横長剥片を素材としている。5、6は比較的厚さのある剥片を素材と して

いるのに対して、 11は薄い縦長剥片(石刃)を素材に用いている。

また、 5、6は基部を中心に加工を施している。 11は基部を中心に加工を施したのち先端部を折断し

て、 折断面に加工を施している。折断面に施された加工は、基部付近の加工に比べて急斜度であり、 ノ

ッチ状になっている。そのため、スクレイパーの役割を果たしていた可能性も考えられる。
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2類:ー側縁加工のナイフ形石器 (3、8、9)

横長剥片(3 )と縦長剥片 (8、9)の両方を素材としている。 3と8は折断によって打面を除去し

ている。また、 3の折断は90。前後の鈍角となっており、打面除去とプランティングの両方を兼ねている

と考えられる。 3点とも、右側縁の基部から中ほどにかけて加工を施しており、左側縁を刃部としてい

る。また、 3の左側縁には微細な剥離痕が確認できる。この剥離痕は微細で、あったため加工とは判断せ

ずに、一側縁加工のナイフ形石器であると判断した。

3類:部分加工のナイフ形石器 (7、10)

7は剥片の打面の脇にノッチ状の加工が施されている。打点を合めて、素材剥片の形状をほとんど残

しているため、スクレイパーの可能性も考えられたが、鋭利な縁辺を残しているということでナイフ形

石器と判断した。 10は厚さのある縦長剥片(石刃)を素材としている。先端部に数回の加工を施し、両

側縁を刃部にしている。

4類:切出形石器(1、2)

2点とも石材はホルンフェルスであるが、 1は横長剥片を、2は縦長剥片を素材としている。 1が比

較的、素材剥片の形状を残しているのに対して、 2は大きく加工して細い基部を作り出している。ブラ

ンティグは2点とも900 に近い急斜度な剥離であり、対向調整剥離が行われていると考えられる。

5類:折損品であり、全体の形状が不明な資料 (4) 

4は上下が折断によって失われており、全体の形状は不明である。縦長剥片を素材としている。また、

基部側の折断面には微細な加工が施されており、スクレイパーに転用していた可能性も考えられる。

スクレイパー(第46図スクレイパー1'"'-'3) 

2は縦長剥片を素材として、縁辺部の右側から先端にかけてノッチ状の加工を施している。 1と3は

剥片の折断面に加工を施している。 3は右側縁にブランティ ングのような加工が確認できるため、折断

したナイフ形石器をスクレイパーとして加工した可能性がある。

石核(第46図 1-2、2-1、3-1、第47図4'"'-'7) 

石核は3-1、5、6のような単設打面石核、 1-2、2-1のような両設打面石核、 4-1、7の

よう な求心的な剥離を行った石核に分類可能である。形状は3、4-1、7のような板状の石核、 1-

2、5、6のような角錐状の石核、 2-1のような角柱状の石核に分類可能である。

2-1は両端部に打面調整を行い、1800打面転移を行っている。打面調整剥片が接合しており、接合

状態から推測すると一回の打面調整から10回弱の剥片剥離を行っている。剥離された剥片は小型の縦長

剥片である。

また、7は左縁辺に小さな剥離痕が確認できること、和田土屋橋北産の黒曜石が他に出土していない

ことから、スクレイパーに転用されて持ち込まれた可能性も考えられる。

剥片(第47図 1'"'-'3、第48図4、5) 

本層では 1や5のような不定形で幅広な剥片、 4のような幅広な縦長剥片が多く検出されている。剥

片は相対的に小型の資料が多く、 3のような大型の縦長剥片(石刃)はほとんど検出されていない。

蔽石(第48図1)

1は中粒砂岩の円1擦を素材と している。細長い棒状の礁の先端を敵打に使用しており、 いわゆる槌石

と呼ばれている資料である。敵打痕の範囲は狭く、あまり使用頻度は高くなかったことがうかがえる。

石器群の様相

ナイフ形石器の素材は小型の剥片が多く、 5cmを超えるナイフ形石器は見られなかった。縦長剥片と

横長剥片の両方を素材として用いている。また、素材剥片は統一性が薄く、石刃はあまり見られない。

ナイフ形石器の石材構成は天城柏峠産の黒曜石が45% (11点中 5点)と約半数を占める。
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また、スクレイパーはBBIで見られたような幅広で厚みのあるエンドスクレイパーは検出されず、

小型で斉一性のないスクレイパーが数点検出されたのみであった。また、ナイフ形石器以外のTool類は、

ほぼ全てが天城柏峠産の黒曜石で占められている。

全体の石材構成は天城柏峠産の黒曜石が出土石器の半数以上を占めており、 Tool類(礁石器を除く)

は56%(16点中 9点)に達する。

3.位置づけと問題点

本層出土の石器群は小型の縦長剥片を素材としたナイフ形石器を主体とする。それにスクレイパーが

伴って組成をなしている。ナイフ形石器は二側縁加工、 一側縁加工、基部加工、切出形石器などの形態

があるが角錐状石器は検出されなかった。また、尖頭器は検出されていない。スクレイパーは折断した

剥片などに加工を施しているものもあり、斉一性はみられない。

石材は在地系石材である天城柏峠産の黒曜石が突出して多く、それに続いてホルンフェルスが用いら

れている。特にTool類は天城柏峠産の黒曜石が大半を占めている。他の層に比べてホルンフエノレスが出

土する割合が低く、箱根畑宿産、信州系の黒曜石がほとんど検出されていないのが本層の特徴である。

石器ブPロック 8は天城柏峠産の黒曜石を主体としたブロックだが、南側に剥片剥離を行った接合資料

が多く残されているのに対して、北側にTool類が多く検出されている。場の機能が異なったか、剥片剥

離の段階で場所を変えていた可能性が考えられる。

剥片剥離技術は打面調整を行った両設打面石核からの剥離が中心となっている。剥片のみでなく、第

46図1"-'3のように接合資料からも、それが裏付けられる。また、剥片の表面と主要剥離面から900打面

展開、 1800打面展開を行った石核の存在が確認できる。

また、剥離された剥片は幅広な縦長剥片、もしくは不定形な縦長剥片が大半である。ナイフ形石器の

素材として第45図5のような厚さがあり断面が三角形になるような縦長剥片や、第45図10、第46図11、

第47図3のような縦長剥片(石刃)も検出されているが、すべて接合関係がなく単品である。大型の石

刃はほとんど検出されず、大型の石刃を主体とした石器群で、あった下層 (BB 1) とは明確な差異が認

められる。

離群についてはYLLから検出された礁と接合したため、第8節で記載した。しかし、 11号"-'13号機

群ともにBBO"-'YLLの境界付近で検出されており、 BBOに帰属する可能性も考えられる。

以上の内容と出土層位を踏まえて、本層出土の石器群は愛鷹箱根編年3期C段階に位置づけられる可

能性を指摘できるが、 Tool類に乏しく断片的な内容であった。
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第3章旧石器時代

第8節休 場 層(YL)

休場層からはG-10"-'H-11、E-7グリッドなどを中心として分布していたナイフ形石器、角錐状

石器、尖頭器、細石器を主体とする石器群と磯群が出土している。休場層は上位 (YLU)、中位 (YL

M)、下位 (YL L)の3層に分層され、遺物も層位に従って取り上げている。しかし、休場層は土壌的

な特徴から上下移動が激しく、本遺跡においても層位を違えた接合が複数存在する。そのため休場層出

土の遺物を一括して報告する。

また、上部層である漸移層 (ZN)や富士黒土層 (FB)、栗色土層相当層 (KU相当)、暗褐色

土層からも旧石器時代の遺物と考えられる資料が検出され、本層出土の遺物と接合関係も確認され

た。そのため、一部の石器については、上部層で検出されている場合も本節で報告している。反対に縄

文時代の遺物と考えられる資料が本層からも出土しているため、一部の遺物に関しては次章で報告して

いる。以上のことから、土中に包含している状態から本層と上部層との聞で、も移動があったと判断して

いる。

上記の理由から一部の石器は、縄文時代の遺物との区分が非常に困難であった。そのため、尖頭器は

有舌尖頭器を除いて本節で、報告を行っている。

さらに、下部層である休場層直下黒色帯 (BB 0)から検出された石器の一部も本層と接合関係が認

められた。その中でも、 G-12グリッドから検出された石器群は両石器群に共通性が確認できたため、

上層の石器群と同一であると判断して本節で報告を行った。

これらの石器群は休場層直下黒色帯 (BBO)"-'暗褐色土層にかけて包合され、最大約17.4mの高低

差を持つ垂直分布を形成していた。

1 .遺構

石器集中部が4箇所、機群は46基検出した。ただし、その中で石器集中部は2箇所、 1際群は3基が休

場層直下黒色帯 (BB 0)と重複している。また、喋群は石器集中部と一部重複している。検出された

石器群は石器集中部から検出した1，244点、その他1，342点、合計2，586点の石器群で、構成している。 ここ

でいう「その他」は石器集中部以外から検出したものと検出位置不明のものである。また、機群及び点

在していた礁などが合計1，113点検出されているので、本層では両者の合計3，699点が検出されている。

( 1 )礁群

礁が集中している地点を便宜的に呼称した。本層で検出された膿群の一部は下層である休場層直下黒

色帯 (BB 0)や上層の漸移層 (ZN)、富士黒土層 (FB)、栗色土層相当層 (KU相当)と重複して

いる例も見られる。また、地割れによって部分的な陥没があり、 落ち込んで検出している例も見られた。

11号磯群(第61図)

E -10"-' E -11グリッドでBBO"-'YLUにかけて検出された。北西~南東方向9.5m、北東~南西7

mの範囲に21点の礁が散漫に出土した。分布は緩やかな傾斜に沿って北から南へ広がっている。また、

休場層からは9点の機、機片が出土している。総重量は5，177.3g (平均重量178.5g)である。検出さ

れた礁は基本的に激しく被熱しているが、数点の礁には被熱が確認できない。 機群の西側からは敵石が

出土している。

この29点の礁は接合及び母岩別資料分類により29個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

16点、安山岩(多孔質) 4点、玄武岩6点、玄武岩(多孔質) 3点である。
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第 3章旧石橋時代

12号操群(第61図)

G-ll"'-'H--llグリッドでBBO"'-'YLLにかけて検出された。北西~南東方向2.3m、北東~南西方

向2.8mの範囲に15点の礁が集中して出土した。また、休場層からは17点の様、 喋片が出土している。全

ての1擦が激しく被熱しており、数点の礁にはスス状の付着物が確認できる。総重量は6，750g (平均重量

210.9 g)である。また、 44号棟群、石器集中部2と重複して検出されている。

この32点の礁は接合及び母岩別資料分類により31個体に分類された。なお、 BBOとYLLから出土

した礁が接合している。母岩別分類の石材は輝石安山岩24点、安山岩(多孔質) 4点、玄武岩4点であ

る。

13号機群(第61図)

G-12グリッドでBBO"'-'YLLにかけて検出された。北西~南東方向 4m、北東~南西方向2.8mの

範囲に5点の礁が集中して出土した。また、休場層からは6点の礎、機片が出土している。本礁群は石

器集中部4と重複して検出されている。総重量は1，860g (平均重量186g)である。ほとんどの礁が激

しく被熱している。また、 石器集中部4と重複して検出されている。

この10点の礁は接合及び母岩別資料分類により 10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

7点、玄武岩1点、玄武岩(多孔質) 2点である。

14号磯群(第62図)

F-4"'-'F-5グリッドにかけてYLLから検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方向 3m

の範囲に9点の礁が集中して出土している。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、

分布もそれに沿っている。総重量は1，993g (平均重量221.4g)である。ほとんどの礁が激しく被熱し

ている。

この 9点の礁は接合及び母岩別資料分類により 6個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点、玄武岩5点、玄武岩 (多孔質) 2点である。

15号礁群(第62図)

G-5グリッ ドでYLLから検出された。北西~南東方向 5m、北東~南西方向4mの範囲に24点の

礁が二箇所に集中して出土している。離が集中している箇所が3mほどの距離を隔てており、別々の礁

群であった可能性も考えられる。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、分布もそれ

に沿っている。総重量は10，933g(平均重量455.5g)である。全ての礁が激しく被熱している。

この23点の礁は接合及び母岩別資料分類によ り19個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

1点、玄武岩8点、玄武岩(多孔質)13点、不明 1点である。

16号礁群(第62図)

F-5"'-'G-6グリッドでYLLから検出された。 北西~南東方向3m、北東~南西方向4mの範囲

に28点の礁が集中して出土している。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、分布も

それに沿っている。総重量は6，232g (平均重量222.6g)である。全ての礁が激しく被熱し、数点の礁

にはスス状の付着物が確認できる。

この28点の礁は接合及び母岩別資料分類により25個体に分類された。母岩別分類の石材は多孔質安山

岩1点、輝石安山岩4点、玄武岩20点、玄武岩(多孔質) 2点、スコリ ア質玄武岩1点である。

17号機群(第63図)

1-6グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向1.5m、北東~南西方向0.8mの範囲に6点

の礁が集中して出土している。総重量は3，225g (平均重量537.5g)である。全ての礁が激しく被熱し

ている。

この 6点の礁は接合及び母岩別資料分類により 6個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩
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第3章旧石器時代

14号機群(RG14) 16号機群(RG16)
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4点、玄武岩2点である。

18号機群(第63図)

K-6グリッドでYLMから検出された。西~東方向0.5m、北~南方向0.2mの範囲に 3点の礁

が集中して出土している。総重量は1，150g (平均重量383.3g)である。全ての{擦が激しく被熱してい

る。

この 3点の礁は接合及び母岩別資料分類により 3個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点、玄武岩 1点である。

19号操群(第63図)

L-6グリッドでYLMから検出された。西~東方向 1m、北~南方向0.5mの範囲に3点の礁が集中

して出土しているの総重量は2，770g (平均重量923.3g)である。全ての礁が激しく被熱している。

この3点の礁は接合及び母岩別資料分類により 3個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

3点である。

20号棟群(第63図)

D-6"'-'E-6グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方向 1mの範囲

に6点の礁が散漫に出土している。総重量は625g (平均重量104.2g)である。全ての礁が激しく被熱

している。

この6点の礁は接合及び母岩別資料分類により 6個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

6点である。

21号機群(第63図)

G-7グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方向0.5mの範囲に10点の

礁が密集して出土している。総重量は3，695.5g (平均重量369.6g)である。全ての礁が激しく被熱しも

数点の礁にはスス状の付着物が確認できる。

この10点の礁は接合及び母岩別資料分類により 10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

5点、安山岩(多孔質) 2点、玄武岩 1点、玄武岩(多孔質) 1点、デイサイト 1点である。

22号機群(第63図)

F-7グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向0.8m、北東~南西方向0.8mの範囲に11点

の礁が集中して出土している。また、中心からは被熱した敵石が出土している。総重量は2，967g (平均

重量296.7g)である。全ての礁が激しく被熱し、数点の礁にはスス状の付着物が確認できる。また、石

器集中部 1と重複して検出されている。

この10点の礁は接合及び母岩別資料分類により 10個体に分類された。母岩別分類の石材は、輝石安山

岩 l点、安山岩(多孔質) 2点、玄武岩2点、玄武岩(多孔質) 5点である。

23号礁群(第63図)

1-7グリッドでYLM"'-'YLUにかけて検出された。北西~南東方向1.5m、北東~南西方向0.3m

の範囲に5点の礁が集中して出土している。総重量は1，880g (平均重量376g)である。検出された全

ての礁から明確な被熱が確認できなかった。他の磯群とは異なった用途に用いられた可能性が考えられ

る。

この5点の礁は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

4点、玄武岩 1点である。

24号機群(第64図)

F-7"'-'F-8グリッドでYLM"'-'YLLにかけて検出された。西~東方向3.3m、北~南方向1.8m

の範囲に23点の離が2箇所に集中して出土している。礁が集中している箇所が3mほどの距離を隔てて
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第3章旧石器時代

おり、別々の磯群であった可能性も考えられる。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のた

め、分布もそれに沿っている。また、 1穣群に混じって被熱している磨敵石が3点出土している。総重量

は5，176.8g (平均重量272.5g)である。ほとんどの礁が激しく被熱し、数点の礁にはスス状の黒色付

着物が確認できる。また、石器集中部 lと重複して検出されている。

この19点の牒は接合及び母岩別資料分類により 19個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

5点、安山岩(多孔質) 7点、玄武岩3点、玄武岩(多孔質) 1点、デイサイト 3点である。

25号礁群(第64図)

F-8グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向 2m、北東~南西方向2.5mの範囲に11点の

礁がドーナツ状に出土している。また、 ドーナツ状の分布から少し外れる形で磨敵石が1点出土してい

る。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、分布もそれに沿っている。総重量は8，037.2g 

(平均重量803.7g)である。全ての離が激しく被熱し、数点の礁にはスス状の黒色付着物が確認できる。

また、石器集中部 lと重複して検出されている。

この10点の礁は接合及び母岩別資料分類により 10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

1点、安山岩(多孔質)2点、玄武岩2点、玄武岩(多孔質) 5点である。

26号礁群(第64図)

L-8グリッドでYLL"'"'YLMにかけて検出された。北西~南東方向1.5m、北東~南西方向0.7m

の範囲に12点の礁が集中して出土している。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、

分布もそれに沿っている。総重量は1，575g (平均重量131.3g)である。すべての離が激しく被熱して

いる。

この12点の礁は接合及び母岩別資料分類により11個体に分頬された。母岩別分類の右材は輝石安山岩

8点、玄武岩4点である。

27号操群(第65図)

1-9グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向0.3m、北東~南西方向0.3mの範囲に、 11

点の礁が密集して出土している。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、分布もそれ

に沿っている。総重量は1，820g (平均重量165.5g)である。ほとんどの礁が激しく被熱している。

この11点の礁は接合及び母岩別資料分類により 9個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

6点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩 l点、玄武岩(多孔質) 1点、デイサイト 1点であるc

28号操群(第65図)

H-10グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向0.3m、北東~南西方向0.3mの範囲に4点

の離が集中して出土している。北東から南西にかけて緩やかに傾斜している地形のため、分布もそれに

沿っている。総重量は979g (平均重量244.8g)である。全ての1擦が激しく被熱している。

この 4点の礁は接合及び母岩別資料分類により 4個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

3点、玄武岩 1点である。

29号磯群(第65図)

J-9グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向0.8m、北東~南西方向0.7mの範囲に5点

の{擦が集中して出土している。総重量は1，210g (平均重量242g)である。全ての礁が激しく被熱して

いる。

この5点の礁は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

5点である。

弓

i
口凸



17号操群 (RG17)

• 

18号礁群 (RG18)

Q 
ト6より
~tへ2m

+東へ2m
GI (lJo 

唱

九1北東i:.へへ砧7h 6伽m m 

o;l 

@ 

立色旦E

Y凶E翻 属ヨY凶

組=13
• 

量

四

組山 175. 2m 

fLut覇. ._. 
場~Y! リ 20号操群 (RG20)

<::Q 
。 主¥;

十E-6より
北へ1m
東へ伽1

• 。 十

• 号

• 。
ー

G診. 

ぎ

19号機群 (RG19)

町

+ L-6より
東へ伽

176.5m 

開
閉

• .寝ず

21号機群 (RG21) 

宅金

22号機群 (RG22)

査1;. 
@@よ2475b句1o 庖敵石

-f 十F-7より
北東へ1m

• CJ$ 
へ伽1

ま
174.5m 

• 

協オ
....t・咽

協オ

G-7より
北へ5m

~ +iI[へ2m

日生~

端材
• ..111 

物最初

23号機群 (RG23)

主性 1;
a ('t 

， a!lo 

• 守 + ト北8へよ3mり

EEE 
o 5cm I・礁|
l l I I 石器|

o 2m 

第63図 YL礁群3

-88-



第 3主主 旧石器時代

24号機群(RG24)

3通
3099庖舷石

F-8より

~ " Q +北へ加. . • 
3109庖敵右

31151U左右 ~/ e 

Q¥ @ 

dき
@ 

. .・ 世3 。..， 
。

"" 
• 

色.. 
トEE

175. 3m 

4・・
圃ー・』 . 

寵

4‘ ..・• . 
協易

3115 

3099 

o 5cm 

25号機群(RG25)

基1;
Q~ 。.・

Id匂
. ， 

~ 
& 

@ 

。
• 

• . 
@ 

• 

一i束北F-へへ8よ拘8m も

• 
3095胞蔽石

必

道 175.7m 

• •• • • • E 

城島

てコ

26号機群(RG26)

R-06 
哩

"1¥ノ4938

"昔、
点。 -G.-9より

494('一 北へ2m
司 61r;，

l'>"" q 

ヰLl旦

• 
槻 uE嗣.・ 唱、.・

一
樹

Ft 
o 5cm 

2m 

第64図 YL礁群4

-89-



30号機群(第65図)

1-9""J-9グリッドでYLLから検出された。直径 1mの範囲に13点の礁が密集して出土してい

る。総重量は1，880g (平均重量144.6g)である。全ての礁が激しく被熱している。

この13点の礁は接合及び母岩別資料分類により 10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

8点、玄武岩5点である。

31号機群(第65図)

H-9グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向0.4m、北東~南西方向0.4mの範囲に7点

の礁が密集して出土している。総重量は1，370g (平均重量195.7g)である。全ての礁が激しく被熱し

ている。

この7点の磯・機片は接合及び母岩別資料分類により 5個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石

安山岩 1点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩4点、玄武岩(多孔質) 1点である。

32号機群(第65図)

H -9 "" H -10グリッドでYLL""YLMにかけて検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方

向1mの範囲に26点の礁が密集して出土している。総重量は6，051g (平均重量232.7g)である。全て

の1擦が激しく被熱し、数点の礁からはスス状の付着物が確認されている。

この26点の礁は接合及び母岩別資料分類により26個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

22点、玄武岩2点、玄武岩(多孔質) 2点である。

33号礁群(第65図)

E-9グリッ ドでYLMから検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方向 1mの範囲に17点の

礁が集中して出土している。総重量は13，169.8g (平均重量774.7g)である。ほとんどの礁が激しく被

熱している。

この17点の礁は接合及び母岩別資料分類により 16個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

7点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩7点、玄武岩(多孔質) 2点である。

34号機群(第66図)

D-9グリッ ドでYLL""YLMにかけて検出された。 北西~南東方向9.5m、北東~南西方向 7mの

広い範囲に59点の礁が集中して出土している。中心より少し北西に集中箇所が確認でき、残りは散漫な

分布を示す。他の磯群と比較して広範囲であることから、さらに細分できる可能性もある。総重量は

14，540.1g (平均重量246.4g)である。ほとんどの様が激しく被熱し、数点の礁からはスス状の付着物

が確認されている。

この59点の礁は接合及び母岩別資料分類により58個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

37点、安山岩(多孔質) 4点、玄武岩14点、玄武岩 (多孔質) 3点、凝灰岩 1点である。

35号礁群(第67図)

1-9グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向0.7m、北東~南西方向0.7mの範囲に16点

の礁が密集して出土している。総重量は2，970g (平均重量185.6g)である。ほとんどの礁が激しく被

熱し、数点の礁からはスス状の付着物が確認されている。

この16点の礁は接合及び母岩別資料分類によ り16個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

8点、安山岩(多孔質) 2点、玄武岩3点、玄武岩(多孔質)3点である。

36号礁群(第67図)

G-10グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向 1m、北東~南西方向0.5mの範囲に7点の

礁が集中して出土している。総重量は720g (平均重量102.9g)である。全ての礁が激しく被熱し、数

点の礁からはスス状の付着物が確認されている。
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この7点の1擦は接合及び母岩別資料分類により 7個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

7点である。

37号機群(第67図)

C-10""-'D-10グリッドにかけてYLMから検出された。北西~南東方向0.8m、北東~南西方向1.2m

の範囲に7点の礁が散漫に出土している。総重量は1，236.2g (平均重量176.6g)である。全てのl擦が

激しく被熱している。

この 7点の礁は接合及び母岩別資料分類により 7個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

1点、安山岩(多孔質) 3点、玄武岩2点、玄武岩(多孔質) 1点である。

38号棟群(第67図)

H-10グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向1.2m、北東~南西方向 1mの範囲に30点の

離が密集して出土している。また、中央部からは被熱した敵石が出土している。総重量は5，693g (平

均重量196.3g)である。全ての礁が激しく被熱している。また、石器集中部2と重複して検出されてい

る。

この29点の礁は接合及び母岩別資料分類により24個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

16点、玄武岩11点、玄武岩(多孔質) 1点、不明 1点である。

39号機群(第67図)

H-10グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向0.5m、北東~南西方向1.2mの範囲に14点

のl擦が集中して出土している。総重量は1，908g (平均重量136.3g)である。ほとんどの離が激しく被

熱している。また、石器集中部2と重複して検出されている。

この14点の礁は接合及び母岩別資料分類により14個体に分類された。母岩別分類の石材は安山岩(多

孔質) 8点、玄武岩5点、玄武岩(多孔質) 1点である。

40号礁群(第68図)

H-10グリッドでYLL""-'ZNにかけて検出された。北西~南東方向3.5m、北東~南西方向3.2mの

範囲に43点の礁が集中して出土している。また、磯群の南側を中心に2個体の磨・敵石、 2個体の敵石

(7点)が出土している。総重量は26，323.6g(平均重量877.5g)である。全ての礁が激しく被熱して

いる。また、石器集中部2と重複して検出されている。

この31点の礁は接合及び母岩別資料分類により30個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

17点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩5点、玄武岩(多孔質) 4点、細粒砂岩1点、デイサイト 3点で

ある。

41号礁群(第69図)

G-10グリッドでYLLから検出された。北西~南東方向3.3m、北東~南西方向1.5mの範囲に14点

の1擦が散漫に出土している。総重量は7，481g(平均重量534.4g)である。全ての礁が激しく被熱して

いる。また、石器集中部2と重複して検出されている。

この14点の礁は接合及び母岩別資料分類により12個体に分類された。また、遺構外の礁とも接合して

おり、北北西方向へ約25m隔てた棟、南東方向へ約17m隔てた礁とそれぞれ接合している。母岩別分類

の石材は輝石安山岩9点、玄武岩5点である。

42号礁群(第69図)

H-10""-'H-11グリッドでYLL""-'YLMにかけて検出された。北西~南東方向1.2m、北東~南西方

向2mの範囲に10点の礁が集中して出土している。総重量は3，309.5g (平均重量331g)である。ほと

んどの礁が激しく被熱している。また、石器集中部2と重複して検出されている。

この10点の礁は接合及び母岩別資料分類により10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩
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3点、安山岩(多孔質) 2点、玄武岩2点、玄武岩 (多孔質) 3点である。

43号操群(第69図)

H-11グリッドでYLL""""'YLUにかけて検出された。北西~南東方向が4.3m、北東~南西が5.5m

の範囲に39点の離が集中して出土している。総重量は7，898g (平均重量202.5g)である。ほとんどの

磯が激しく被熱している。また、石器集中部2と重複して検出されている。

この39点の礁は接合及び母岩別資料分類により33個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

29点、安山岩(多孔質) 3点、玄武岩6点、流紋岩1点である。

44号礁群(第69図)

G-11""""'H-11グリッ ドにかけてYLMから検出された。北西~南東方向0.8m、北東~南西方向0.7m

の範囲に8点の1擦が密集して出土している。総重量は747g (平均重量106.7g)である。全ての礁が激

しく被熱している。また、12号操群、石器集中部2と重複して検出されている。

この8点の礁は接合及び母岩別資料分類により 4個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点、安山岩(多孔質) 1点、玄武岩5点である。

45号礁群(第70図)

G-11グリッドでYLL""""'YLMにかけて検出された。北西~南東方向3.3m、北東~南西方向 3mの

範囲に22点の礁が集中して出土している。総重量は6，397g (平均重量290.8g)である。ほとんどの礁

が激しく被熱し、数点の礁からはスス状の付着物が確認されている。石器集中部2と重複して検出され

ている。

との22点の礁は接合及び母岩別資料分類により22個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

18点、 玄武岩2点、組粒砂岩 1点、デイサイト 1点である。

46号礁群(第70図)

K-12グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向0.3m、北東~南西方向0.4mの範囲に3点

の礁が密集して出土している。また、磯群に混じって被熱した敵石が出土している。総重量は740g (平

均重量370g)である。全ての礁が激しく被熱している。

この 2点の礁は接合及び母岩別資料分類により 2個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

1点、玄武岩(多孔質) 1点である。

47号礁群(第70図)

H-12グリッ ドでYLL""""'YLMにかけて検出された。北西~南東方向3.2m、北東~南西方向3.2m

の範囲に29点の礁が集中して出土している。本磯群と重複して地割れが検出されており、一部の礁は落

ち込んで出土している。総重量は13，997g (平均重量482.7g)である。全てのl擦が激しく被熱し、数点

の礁からはスス状の付着物が確認されている。

この29点の礁は接合及び母岩別資料分類により28個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

14点、安山岩(多孔質)2点、玄武岩11点、玄武岩(多孔質) 1点、デイサイト 1点である。

48号礁群(第70図)

G-12グリッ ドでYLLから検出された。北西~南東方向1.2m、北東~南西方向1.3mの範囲に11点

の礁が集中して出土している。総重量は3，504g (平均重量318.5g)である。全ての礁が激しく被熱し、

数点の礁からはスス状の付着物が確認されている。

この11点の礁は接合及び母岩別資料分類により10個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

5点、玄武岩5点、玄武岩(多孔質) 1点である。

49号磯群(第71図)

1 -12、 1 -13、 J -12グリッドにまたがってYLL""""'YLMにかけて検出された。北西~南東方向
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2.8m、北東~南西方向3.7mの範囲に51点の礁が集中して出土している。 l擦が集中している箇所が南北

2箇所に分かれるため、 2つの礁群に分離できる可能性も考えられる。 また、集中部から少し離れた場

所から磨敵石が出土している。総重量は13，840g (平均重量276.8g)である。全ての礁が激しく被熱し

ている。

この50点の礁は接合及び母岩別資料分類により45個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

31点、安山岩(多孔質) 3点、玄武岩8点、玄武岩 (多孔質) 8点である。

50号機群(第71図)

1 -12グリッドでYLL"'"'YLMにかけて検出された。北西~南東方向2.3m、北東~南西方向

1.8mの範囲に29点の礁が集中して出土している。また、 集中部からすこし外れる形で北西方向から磨敵

石が、東方向から台石が、それぞれ出土している。総重量は8，025g (平均重量297.2g)である。すべ

てのl擦が激しく被熱し、数点の礁からはスス状の付着物が確認されている。全ての1擦が激しく被熱して

いる。

この27点の礁は接合及び母岩別資料分類により25個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安

山岩20点、細粒安山岩 1点、玄武岩1点、玄武岩(多孔質) 2点、 デイサイト 3点である。

51号機群(第71図)

H-12グリッ ドでYLLから検出された。北西~南東方向1.5m、北東~南西方向2.3mの範囲に12点

の礁が散漫に出土している。総重量は3，176.2g (平均重量264.7g)である。全ての離が激しく被熱し

ている。

この12点の喋は接合及び母岩別資料分類により12個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

8点、玄武岩1点、玄武岩(多孔質) 3点である。

52号礁群(第72図)

1 -13グリッドでYLL"'"'YLMにかけて検出された。北西~南東方向1.3m、北東~南西方向3.2m

の範囲に26点の礁が集中して出土している。総重量は3，445g (平均重量132.5g)である。全ての礁が

激しく被熱している。

この26点の礁は接合及び母岩別資料分類により25個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

21点、安山岩(多孔質)2点、玄武岩3点である。

53号礁群(第72図)

K-13グリッドでYLL"'"'YLMにかけて検出された。北西~南東方向1.6m、北東~南西方向 2mの

範囲に7点の礁が散漫に出土している。総重量は2，295g (平均重量327.9g)である。全ての礁が激し

く被熱している。また、石器集中部3が重複して検出されている。

この 7点の礁は接合及び母岩別資料分類により 7個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

6点、玄武岩(多孔質) 1点である。

54号礎群(第72図)

K -15"'"' K -16グリ ッドにかけてYLMから検出された。北西~南東方向0.5m、北東~南西方向0.8m

の範囲に6点の礁が集中して出土している。総重量は545g (平均重量90.8g)である。全ての離が激し

く被熱している。

この 6点の礁は接合及び母岩別資料分類により 6個体に分類された。母岩別分類の石材は安山岩(多

孔質) 1点、玄武岩4点、玄武岩(多孔質) 1点である。

55号機群(第72図)

D-17グリッドでYLMから検出された。北西~南東方向0.5m、北東~南西方向0.2mの範囲に3点

の礁が密集して出土している。総重量は4，523.3g (平均重量1507.8g)である。ほとんどの礁が激しく
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被熱し、 1点の礁からはスス状の付着物が確認されているG

この3点の礁は接合及び母岩別資料分類により 2個体に分類された。母岩別分類の石材は玄武岩3点

である。

56号機群(第72図)

C-19グリッドでYLL上部に見られたスコリア中から検出された。北西~南東方向0.3m、北東~南

西方向0.2mの範囲に2点の礁が密集して出土している。総重量は4，870g (平均重量2，435g)である。

全ての離が激しく被熱している。

この2点の礁は接合及び母岩別資料分類により 2個体に分類された。母岩別分類の石材は輝石安山岩

2点である。

石器集中部(第四表)

本層で、は大量の石器が遺跡の全，体に渡って検出されたため、ブロックを認定するのが非常に困難な状

態にあった。そのため石材別の分布が重複している地点を中心に石器集中部を設定した。

石器集中部 1 (第73図)

調査区南西側のE-6"-'G-8グリッドにかけて確認された。その規模は長軸約14.3m、短軸13mで、

あり、広範囲にわたって密集した形で分布する。標高174mを中心に約4mのレベル差が生じていた。出

土層位はYLが中心である。北東から南西にかけて傾斜しており、それに沿って遺物が検出されている。

また、 22号機群、 24号機群、 25号操群と重複して検出されている。石器群はナイフ形石器12点、尖頭器

7点、角錐状石器2点、細石核 1点、細石刃 5点、スクレイパ-31点、グレイパ-2点、石核24点、剥片

類401点の合計485点である。石材は箱根畑宿産黒曜石、ホルンフェルス、ガラス質黒色安山岩を主体と

しており、それに加えて神津島恩馳産、信州系の黒曜石が検出されている。

ナイフ形石器は厚さのある縦長剥片を素材とした二側縁加工のナイフ形石器が出土している(ナイフ

形石器9、18、27、34、39、67、77)。それに加えて多くはないが横長剥片素材も確認できる(ナイフ形

石器60、85、89)。ナイフ形石器に使用されている石材の多くは箱根畑宿産黒曜石である。

また、尖頭器の形状は柳葉形(尖頭器14、32)、木葉形(尖頭器16)の双方が検出されている。柳葉系

の資料はガラス質黒色安山岩を石材としている。同一母岩のガラス質黒色安山岩の剥片を剥離したと考

えられる接合資料も検出されており(石核接合3)、折断した尖頭器を再加工して作り直そうとしている

資料も確認できる(尖頭器32)。しかし、ポイントブレイクは検出されておらず、尖頭器の製作祉とは判

断できない。その他には角錐状石器が2点出土している。中でも第88図1は横長剥片を素材としており、

細身で厚さを持っており、愛鷹箱根編年3期の影響を受けていると考えられる。

垂直分布を石材別に見ていくと、集中部の北側はホルンフェルスが箱根畑宿産黒曜石よりも40cm前後

高い位置に分布している。また、南側はガラス質黒色安山岩が箱根畑宿産黒曜石よりも30cm前後高い位

置に分布している。北側に比べて一部重複しているが、基本的には区分可能である。器種別でも細石器、

尖頭器はナイフ形石器、角錐状石器と比較して高い位置に分布している。また石核からも、それが判断

できる。石器集中部 1は少なくとも二枚以上の文化層を持っていると考えられる。

石器集中部2(第74図)

調査区中央付近のH-10、11、G-10、11グリッドにまたがって確認された。その規模は長軸約14.3m、

短軸13.6mであり円形に密集した形で分布する。標高177.3mを中心に約0.5mのレベル差が生じていたG

出土層位はYLが中心である。北から南にかけて緩やかに傾斜しており、それに沿って遺物が検出され

ている。また12号機群、 38号操群"-'45号操群と重複して検出されている。石器群はナイフ形石器13点、

尖頭器3点、角錐状石器2点、細石核15点、細石刃54点、スクレイパー24点、グレイパ-3点、石核14

点、模形石器9点、剥片類380点の合計517点である。石材は箱根畑宿産、神津島恩馳産の黒曜石、ホル
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ンフェルスを主体としている。

ナイフ形石器は素材、加工共に種類が多く出土している(ナイフ形石器24、37、41、42、44、56、

58、61、65、71、72、87、90)。また、ナイフ形石器の半数以上が箱根畑宿産の黒曜石である。また、細

石器が非常に集中的に検出されており、本遺跡で確認している細石核の約55%、細石刃の約80%が石器

集中部2から検出されている。ナイフ形石器とは対照的に、石材には神津島恩馳産の黒日程石を主体とし

て用いている。また、模形石器が 9点検出されているが、これにも神棒島恩馳産の黒11撞石が用いられて

し、る。

また、木葉形の尖頭器が3点(尖頭器9、11、17)検出されている。この尖頭器は素材剥片の剥離面

が残る、縁辺の微細な加工が確認できないなど、未完成品のような様相を見せている。なお、ポイント

ブレイクは確認できなかった。さらに角錐状石器が l佃体出土している(角錐状石器 3)。

垂直分布を石材別に見ていくと、 集中部の中央付近は神津島恩馳産黒曜石とホルンフェルスが箱根畑

宿産黒曜石よりも 15~10cm程、 高い位置に分布している。同様に器種別では細石器がナイフ形石器、角

錐状石器、尖頭器よりも 15~10cm程、分布が高くなっている。石器集中部 2 は少なくとも二枚以上の文

化層を持っていると考えられる。

石器集中部3 (第75図)

調査区1:1コ央付近の J-13、K-13グリッドを中心に確認された。その規模は長軸約16m、短軸14mで、

東西に伸びながら分布する。出土問位はBBO~YL にかけて重複しており、それぞれの層から出土し

た遺物聞で接合関係も確認できる。標高179.5mを中心に約 1mのレベル差が生じていた。ほとんど傾斜

のない平坦な立地をしている。 確認された石器群はナイフ形石器 8点、尖頭器3点、細石核2点、スク

レイパー12点、 ドリノレ l点、石核 8点、 剥片類103点の合計137点である。 石材は箱根畑宿産、天城柏峠

産の黒曜石、ホルンフェルスを主体としている。接合関係は少なく、石核と剥片の接合例は 1母岩しか

確認できなかったが、その代わりに製品が多く出土している。石器の製作場ではなく、居住の空間であ

った可能性が考えられる。

ナイフ形石器は加工、 素材にいくつかの種類がみられるが、角錐状石器や尖頭器に近い二側縁加工 (ナ

イフ形石器4、47、48、49)、切出形石器(ナイフ形石器19、84)など、 3期の影響が確認できる。また、

素材は縦長剥片と横長号Ij片が半分ずつ確認できる。

尖頭器は柳業形の資料 (尖頭器10、18)、角錐状石器に準じる資料(尖頭器 1)が出土している。 石器

集中部3の中でも、尖頭器の分布は西側に集中しており、 西側と中央部が異なるブロックである可能性

も考えられる。

垂直分布を需種別に見ていくと、細石核の 1点が明らかに上部から検出されている。尖頭器は全て10cm

前後、高い位置から出土しているが、尖顕器が多く出土している西側は地形自体が緩やかに上がってお

り、そういった原因も考えられる。また、その他はホルンフェルスが黒曜石に比べて10cm前後、高い位

置から出土している。しかし、 一部に重複するところがあり、明確な区分が可能かどうかは疑問の余地

がある。

また、 53号礁群、そしてBBOから石器ブロック 8が重複して検出されている。石器ブロック 8は天

城柏峠産の黒曜石を主体としているが、石器集中部3出土の天城柏峠産黒曜石と接合関係が確認できる。

そのため、 石器集中部3と石器ブロック 8が同一層である可能性も考えられる。

石器集中部4 (第76図)

調査区中央付近のG-12グリッドで確認された。その規模は長軸約 5m、短軸約 4mで、集中部を

中心とした不定形な円状に分布する。西に約10mの距離を隔てて石器集中部 2が確認されている。ま

た、 13号操群と重複して検出されている。北西から南東にかけて傾斜しており、南東の端からは急激に

つdn
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落ち込んでいる。出土層位はBBO~YL にかけて重複しており、それぞれの層から出土した遺物の聞

で接合関係も確認できる。標高176.5mを中心に約1.4mのレベル差が生じていた。確認された石器群は

ナイフ形石器3点(ナイフ形石器1、13、14)、スクレイパー 2点、グレイパー2点、石核1点、剥片96

点の合計104点である。石材は黒曜石箱根畑宿産、ホルンフェルス、ガラス質黒色安山岩が主体となって

いる。

ナイフ形石器の素材はすべて縦長剥片(石刃)であるが、それを剥離した石核は出土していない。接

合関係は少なく、石核と剥片が接合するのは1母岩しか確認できなかった。製品が多くは確認できず、

接合関係も希薄で、あることから、場の機能に関しては不明である。

垂直分布を石材別に見ていくと、ホルンフエノレスが若干高い位置から検出されている。黒曜石とガラ

ス質黒色安山岩は重複しているが、ガラス質黒色安山岩の一部が落ち込んでいる。

2.遺物

( 1 )石器

石器群の内容はナイフ形石器100点、角錐状石器5点、尖頭器37点、細石刃68点、細石核23点、スクレ

イパー148点、 ドリル2点、グレイパ-15点、模形石器15点、石核146点、微・折断剥片185点、微・剥片

115点、折断剥片1，042点、剥片612点、砕片24点、機器2点、磨敵石・敵石37点、台石2点、不明8点で

ある。

ナイフ形石器(第77図 1~第87図96)

ナイフ形石器は100点が出土し、それらを加工や形状等によって8種類に分類した。素材には縦長剥片

が多く用いられている。石材は箱根畑宿産の黒曜石が3割以上を占め、信州系の黒曜石、ホルンフェル

スがそれに続いている。

1 a類:ニ側縁加工のナイフ形石器であり、全体の形状が確認可能な資料(1"-' 6、8"-' 10、12"-'14、

16"-' 18、21"-'25、28"-'44、48、91"-'96) 

素材には縦長剥片を主体として用いているが、横長剥片を用いている資料も 3点確認できる (4、

23、48)。平面形状は 1、22のような石刃、 30、34、40、42のような肩の出ている剥片、 10のような不

定形な剥片など様々である。加工は片側縁のすべてに施し、もう片側縁の基部から半ば付近まで施し

ている資料が多い。また、 9、12のように鋸歯状に近い加工をしている資料、 13、30、32のように対

向剥離を行っている資料もあり、いくつかのバリエーションが確認できる。

22は一定の大きさで統一された加工が施されている。おそらくは反りを除去するために主要剥離面

にも調整加工が施されており、平面形は縞麗な柳葉形である。 35は基部を周るようにして加工が施さ

れており、 U字状の基部になっている。これは4類の加工に非常に近いが、刃部を有しているため、

1 a類とした。また、 44は長軸に斜交する刃部を有しており、そこには微細な剥離痕が確認できる。

それとは反対に95は長軸に直変する縁辺に加工が確認できる。

石材は、黒曜石が箱根畑宿産11点、天城柏峠産 l点、信州系16点、風化不可等 1点、そして、ホル

ンフェルス 9点、ガラス質黒色安山岩 1点、珪質頁岩 l点、チャート 1点、流紋岩 1点である。

1 b類:ニ側縁加工のナイフ形石器であり、角錐状石器または尖頭器に類似した資料 (46、47、49)

46、47は加工が内側まで入り込んで、おり、横断面が高さのある三角形、または台形を呈している。

鋭い縁辺を残しているためにナイフ形石器としたが、角錐状石器に類似する資料と考えられる。

49は主要剥離面側から通常のブランティング加工を施した後、背面但肋λらも組い剥離を施している。

背面倒からの剥離は基部側に施されており、そのため、基部側の横断面形はひし形に近い形状をして

いる。鋭い縁辺を残しているためにナイフ形石器としたが、尖頭器に類似する特徴を持っている。

石材はすべて黒曜石で天城柏峠産が2点、諏訪星ヶ台産が1点である。

。。
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第9表休場層石器一覧

〉ぞ!
ナ 角 尖 細 細 ス ド グ 模 石 季1 E事 磨 4口2、 不
イ 錐 ク レ 形

石 ぷロ』

フ レ
形

状 頭 石 石 イ
イ 片

磨蔽
石 石 /'¥ /'¥ 石

言十
器 器 器 核 刃 Jレ 器 核 類 類 石 石 明

箱根畑宿 (HNHJ) 36 7 40 7 2 13 316 423 

箱根黒岩橋 (HNKI) 8 10 

天城柏峠 (AGKT) 4 2 33 43 

神津島恩馳島(KZOB) 18 57 14 8 75 174 
l 黒

和国土屋橋南(WOTM)
曜
石 和田鷹山 (WOTY) 6 2 6 17 33 
" Ob 和田小深沢 (WOKB) 4 2 7 7 22 
) 

諏訪星ケ台 (SWHO) 12 2 3 3 8 36 67 

重要科冷山 (TSTY) 4 6 2 20 33 

高原山甘湯沢(THAY)

分析不可等 3 2 6 3 3 3 87 108 

ホルンフエルス (Hor) 16 6 30 I 100 1 ，117 2 1，272 

ガラス質黒色安山岩 (GAn) 2 12 5 8 121 148 

凝灰岩 (Tu) 2 5 9 

緑色凝灰岩 (GT) 2 3 7 

凝灰岩(中粒) (MT) 21 25 29 

凝灰岩(細粒) (FT) 2 2 12 17 I 

硬質細粒凝灰岩 (HFT) 

軟質細粒凝灰岩 (SFT) 2 2 

シルト岩 (SiS) I 3 6 

頁岩 (Sh) i 2 2 

珪質頁岩 (SSh) 2 9 16 28 

硬質頁岩 (HSh) 

白滝頁岩 (Sh(St) ) 

チャート (Ch) 2 2 8 14 

チャー卜(陪灰色) (Ch(DG)) 

チャート(灰白色) (Ch(GW)) 

チャー卜(灰色) (Ch(Gy)) 3 4 

チャート(黄灰色) (Ch(YG)) 

流紋岩 (Rhy) 4 2 34 i 40 

黄玉石(碧玉) (YJa) 2 2 4 

赤玉石(碧玉) (RJa) 4 4 10 

玉髄 (Cha) 

石英 (QI) 

砂岩(中粒) (MSS) 15 15 

砂岩(細粒) (FSS) 2 8 12 

デイサイト (Oa) 3 3 

玄武岩 (Ba) 

玄武岩(多孔質) (VBa) 2 

細粒安山岩 (FAn) 2 8 12 

輝石安山岩 (An(Py)) 7 8 

安山岩(多孔質) (VAn) 10 10 

石材不明 8 8 

合計 100 5 37 23 68 148 2 15 15 146 1.978 2 2 8 2.586 
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部が確認できるα また、 85は背面からも加工を行っている。 79はま倒縁の基部慨が未加工であり、鋭

い縁辺が残されている。

石材は籍犠畑稽産の黒曜石が4点、残りはホルンフェルス~流紋岩を 1 点ずつ用いている。

6類:碕髄線に加工を施し、畏馳に寵支する到部を持つナイフ影石器 (78、80'"位、 83…1、路、 89)

繋材には縦強剥片と横長剥片の両方を用いている。両側繰に魚斜度な加工を施し、先端部に長軸に

直交する形で刃部を残している。刃部が直3をすることを除いて切出形石器と似ているが、加工の角度

が90。に近く、切出形石器と比べてさらに急斜度な加工を行っている。さらに、 8がや'82のように裏面に

翻撃を行っている場合もある。平面形は台形 (78、初、 83-1)か円弧状 (81、82)に近い。また、

横断面は台形状を塁する。

83-1は部分加工のナイフ形石器であるおを葉樹としており、折断した後に長軸に車吏する刃部を

121 



持つナイフとして再加工している。接合例はこの 1個体のみだが、 6類に横長剥片素材が多く使われ

ていることを考慮すると、他にもこうした再加工が行われていた可能性は考えられる。

88、89は刃部が折断によって失われているが、 88は主要剥離面に調整が施されるなど80や82に類似

した特徴を持っているため、 89は両側縁の急斜度な加工や横断面形が台形に近くなることから、それ

ぞれ6類と判断した。

石材は 1点のホルンフェルスを除いて、すべて箱根畑宿産の黒曜石である。

7類:折損品であり、全体の形状が不明な資料 (67、69、71"'-'73、86、87、90)

67、72、73、88はナイフ形石器の基部、 69、71、86は先端部である。それぞれ、先端部と基部が折

断によって失われている。また、 87は基部と先端部の両方が折断によって失われている。 90はナイフ

形石器の左部分だと考えられるが、大半が折断によって失われている。

角錐状石器(第88図角錐状石器 1"-'4)

厚手の剥片を素材としており、縦長剥片と横長剥片の両方が用いられている。粗い加工が器体の中央

まで入りこんでおり、縁辺部には細かな加工を連続して施している。また、器体の厚みがあるため、加

工が急斜度であり 1や3は900 に近い。主要剥離面は平坦であり、加工はほとんど見られない。 4点とも

横断面が台形状に近い形になっている。

なお、基本的に打点部は除去しているが、 2は打点部の一部が残っている。しかし、主要剥離面は平

坦に近く、それ以上整形の必要がなかったと考えられる。

また、石材にはすべて黒曜石を用いている。内訳は諏訪星ヶ台2個体、和田小深沢 1個体、分析不可

等1個体である。 2の原産地は分析不可等だが、肉眼鑑定では信州系の黒曜石に近い。そのため、信州

系の黒曜石を意図的に用いていた可能性も考えられる。

尖頭器(第88図1"-'第92図35)

尖頭器は37点が出土し、それらを加工や形状等によって 6種類に分類した。

1 a類:やや厚手の剥片を素材とした片面加工の尖頭器(尖頭器 1"-'7、28)

素材剥片には縦長剥片と横長剥片の両方が用いられている。粗い加工が器体の中央まで入りこんで

おり、縁辺部には細かな加工を連続して施している。主要剥離面は比較的平坦であり、器体の形状は

涙滴形、もしくは木葉形をしている。横断面は三角形状や台形状、カマボコ状となっており、素材剥

片の打点は折断、または調整剥離によって除去されている。

また、 5は両面に加工が施されているが、横断面に共通性が見られるため、この一群に分類した。

28は尖頭器の先端部である。先端から樋状剥離が施されている。樋状剥離で形成された剥離面の刃角

は鈍角であるため、いわゆる有樋尖頭器ではなく、使用時の衝撃痕だと考えられる。

これらの加工は角錐状石器と非常に似通った特徴をもっており、器体の厚さや加工の問題から尖頭

器と分類したものの、角錐状石器に準じる石器と考えられる。

この一群に使用されている石材はすべて黒曜石となっている。内訳は箱根畑宿3点、天城柏峠 1点、

和田鷹山l点、諏訪星ヶ台2点、分析不可等 1点である。

1 b類 :やや薄手の剥片を素材とした片面加工の尖頭器 (19"-'21、24、29)

素材剥片には縦長剥片、横長剥片の両方を用いている。形状に統一性はなく、いくつかのバリエー

ションが存在する。

19、29は表面の全面に加工を施している。中でも19は裏面の右縁辺にも加工が施されているが、加

工の範囲から両面加工とは明確に区分できるため、 1 b類とした。また、 裏面の基部側から縦方向の

剥離が入っている。樋状剥離の可能性もあるが、基部側であるこ とから偶発的な剥離と判断した。

20、24は縁辺にのみ加工を施している。 2点とも剥離角は900 に近く、プランティングに近い加工で

η
，Q
 

n.4 
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ある。形状は20は柳葉形に近く、 24は左縁辺の肩が張り出した形になっている。また、 20は横長剥片

を素材にしており、角錐状石器に分類できる可能性も考えられる。

21は分類上、尖頭器に区分したが、ナイフ形石器の特徴を多く残している。まず、打点部を残して

おり、素材剥片の形状がそのまま残っている。また、縁辺にのみ細かい加工を行っているが、左側縁

の基部には未加工の縁辺が残されていることなどが挙げられる。

石材はホルンフェルス 1点、ガラス質黒色安山岩2点、シノレト岩1点、チャート 1点である。

2a類:両面加工の尖頭器(柳葉形) (10、14、15、18、31"-'33) 

10点7個体が検出されている。両面加工の尖頭器ではあるが、全面が加工されているわけではなく、

10や14は素材剥片の面が残っている。また、縁辺に細かい剥離が施されていないものも多く、未製品

であるかのような印象を受ける。素材剥片は未加工の面や器体の反り、膨らみなどから縦長剥片と横

長剥片の両方が用いられていることが推測できる。

全体的に厚みを持ったものが多く、 14や33の横断面はひし形に近い。逆に10のように平坦な横断固

をしたものは 1点しか確認できなかった。

また、 32は折断した尖頭器をもう一度、加工している。器体の中央付近が扶れているのは、再加工

のためである。再加工によって基部の一部が突き出しており、有舌尖頭器と捉えることも可能である。

器体の長さは比較的、均一であり、 14と32の上部(折断の後、加工した資料)を除いて6"-'9 cmの

聞に収まる。石材はホルンフェルス2個体、ガラス質黒色安山岩4個体、珪質頁岩 1個体である。

2b類:両面加工の尖頭器(木葉形)(8、9、11、22)

4点が検出されている。素材剥片には縦長剥片と横長剥片の両方が用いられている。加工について

は2a類と同様に、未製品と捉えることが可能なものも多く、 11や22は素材剥片の剥離面がそのまま

残っている。また、 9は縁辺の細かい剥離が施されていない。

両面加工の尖頭器の中でも大きいものが多く、 8、9、11はいずれも 9cmを超えており、本遺跡で

最も大きい尖頭器である。また、厚みがなく平坦なものが多いことも特徴の一つで、ある。 9の裏面に

は器体を薄くするための大きな剥離が確認できる。

石材はホルンフェルス 2点、ガラス質黒色安山岩1点、珪質頁岩 1点である。

2 c類:両面加工の尖頭器(柳葉形、木葉形とは異なる資料) (12、13、16、17、23)

5点が検出されている。 12、13、16は2b類に比べて細身であるため、 2c類とした。 13は裏面に

上方向からの剥離が施されているが、先端部ごとなくなってしまっているため、樋状剥離ではなく偶

発的な剥離と判断している。

また、 17と23は剥離が少ないことから未製品と捉えることも可能かもしれない。しかし、加工が粗

く、それによって形状が変わっているなど、他のものに比べて剥離が稚拙である。特に23については、

粗い剥離によって器体に段差が生まれてしまっている。そのため、 2c類に分類した。

石材は黒曜石の箱根畑宿産2点、ホルンフェルス 1点、ガラス質黒色安山岩2点である。

3類:折損品で全体の形状が不明な尖頭器 (25"-'27、30、34、35)

25、26、27、30は尖頭器の基部、もしくは基部側の一部である。先端部は折断によって失われてい

る。 30は厚さがあるため角錐状石器、またはそれに準じる 1a類である可能性も考えられる。 34、35

は尖頭器の一部であると考えられるが、どの部位であるか不明である。大きさから石織の一部である

可能性も考えられる。

石材は黒曜石5点(箱根畑宿2点、諏訪星ヶ台 1点、夢科冷山 1点、分析不可等 l点)、ガラス質黒

色安山岩 1点である。
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細石刃(第93図1'""第94図56、 1-1 ) 

2、8、53を除いて、すべて折断している。しかし、打面側と先端側の両方を折断しているものは少

なく、どちらか一方である場合がほとんどである。また、器体の中央付近で折断しているものはあまり

見られない。

さらに2、21、36、38、48、49、50は剥離痕が見られる。ほとんどは微細な剥離痕であり、意図的な

加工であるかどうかは不明だが、 48と49はナイフ形石器のプランティング加工に近いような急斜度な剥

離が施されている。

石材は全点黒曜石であり、内訳は箱根畑宿産 1点、神津島産57点、和田鷹山産2点、和田小深沢産 1

点、諏訪星ヶ台産 1点、分析不可等6点となっている。

細石核(第94図 1-2、第95図2'""第96図22)

23点が検出されている。小型の角錐状・角柱状を呈する形状の資料が大半である。 3、8、12は角柱

状を呈する形状を作り出すための調整剥離や折断が確認できる。また、打面調整は入念に行われており、

作業面と接する縁辺部は特に顕著である。 5のように打面調整が行われていない資料はほとんど確認で

きなかった。打面転移はほとんど行われていないが、 16は器体の横方向から大きな剥離が入っており、

打面転移を試みた可能性も考えられる。

細石核の大きさは比較的統ーされており、長さは2cm弱のものが多く確認できる。逆に2.5cmを超える

ものはほとんどない。このことから、作業面の長さがある程度統一されていたことがうかがえる。長さ

2cm前後の細石刃を剥離するために同程度の大きさの細石核を製作していた可能性が高い。

また、 4、11、14、22のように細石核として使用後に模形石器に転用された資料も確認できる。

石材は全点黒曜石であり、内訳は箱根畑宿 1点、神津島18点、諏訪星ヶ台3点、分析不可等 1点とな

っている。細石刃の石材と比較してみると、和田系の細石核が検出されておらず、また諏訪星ケ台産の

細石刃も少ないため、細石刃、細石核ともに遺跡外へ持ち出されたものが多く存在する と考えられる。

スクレイパー(第97図1'""第108図72)

非常に大量に検出され、加工、形状、石材などの種類も豊富である。そのため、加工部位と形状で 6

種類に分類した。石材には黒曜石(箱根畑宿産、神津島恩馳産、信州系が中心)を主体としてホルンフ

エルス、ガラス質黒色安山岩、凝灰岩、珪質頁岩、チャート、黄玉石、赤玉石などを用いている。

1類:ラウンドスクレイパー (4'""8、55)

剥片の周縁に途切れることなく加工を施しているものをラウンドスクレイパーとした。厚みのある

円形に近い剥片を素材としている。石材は黒曜石とホルンフェルスのみであるが、黒曜石製が長さ2.5cm

程度の小型であるのに対して、ホルンフェルスは長さ 5cmを超える大型のものになっている。また、

7は高さがあり、角錐状石器である可能性も考えられるが、右上の加工部分が900を超える鈍角である

ためスクレイパーと判断した。

2類:エンドスクレイパー (9'""17、19、20、22、39、51、56、60、63、65)

素材剥片の先端部に加工が施されたスクレイパーをエンドスクレイパーとした。ラウンドスクレイ

ノ号ーとは異なり、刃部が短いのが特徴である。ただし、例外的に打面側に加工が施されている資料も

存在する (14、15、16)。素材剥片には厚みのある不定形な縦長剥片や、 円形に近い剥片を用いている。

いわゆる石刃とよばれるような縦長剥片は確認できなかった。

9は微細な剥離が縁辺を周っており、ラウンドスクレイパーである可能性も考えられたが、剥離の

大きさからエンドスクレイパーと判断した。また、 56は裏面に両極剥離のような加工が確認できる。

スクレイパーと して使用した後に、模形石器に転用されていた可能性も考えられる。

3類:サイドスクレイパー(1-1、 1- 2、2-2、3、23'""29、31、33、36、40'""50、52"""54、
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57-"-'59、61、62、64、67)

素材剥片の長軸に対して横の縁辺に加工が施されたスクレイパーをサイドスクレイパーとした。素

材剥片には縦長剥片が主体となっている。ただし、 3類では厚みのある不定形な縦長剥片に加えて、

石刃が多く用いられている (27、28、44、45、46、54、59)。

3は一度、エンドスクレイパーとして加工したものをサイドスクレイパーとして加工しなおしてい

る。エンドスクレイパーの加工が背面から施されているのに対して、サイドスクレイパーの加工は腹

面から施されているのが特徴である。 23は左縁辺に折断面を打面にして、樋状剥離が施されているの

グレイパーの可能性も考えられるが、樋状剥離で作られた縁辺は鈍角であり、刃部として適さないと

判断して、スクレイパーとした。 26は鋸歯状の組い加工を施している。また、 61、67のように模形石

器に転用されていた可能性があるものも確認できる。

4類:ノッチドスクレイパー (2-1、18、21、32、34、35、37、72)

素材の縁辺に大きく扶りの入った加工を施しているスクレイパーをノッチドスクレイパーとした。

素材剥片の形状に統一性は見られないが、ある程度の厚みを持った剥片を用いている。石材は黒曜石、

ホルンフェルス、チャートが用いられている。

32は両面に加工があり尖頭器の可能性が考えられる。また、上部の先端から樋状剥離が行われてお

り、グレイパーである可能性も考えられた。しかし、左側縁上部に剥離を繰り返し、扶りを作出して

いることからスクレイパーと判断した。

5類:コアスクレイパー (30、38)

石核を素材としているスクレイパーをコアスクレイパーとした。素材となった石核は2点とも分厚

い剥片を素材としている。また、加工は全体的に組くなっている。

30は右側縁に大きなノッチ状の加工を施している。 38は裏面の左縁辺に大きな剥離を2団施してい

る。この剥離が非常に薄かったため加工と判断した。また、加工箇所に微細な剥離が施されていたた

め、スクレイパーとした。しかし、石核である可能性も考えられる。

6類:折断などにより形状が不明なもの (66、68-"-'71)

石材はすべて箱根畑宿産の黒曜石である。 66、68は折断によって器体の大半が失われているが、ナ

イフ形石器に分類される可能性も考えられる。

ドリル(第108図l、2) 

1は素材剥片の右側縁下部と左側縁下部に加工を施し、先端を尖らせている。先端部は折断によって

失われている。先端部を作り出す際には、組い剥離で、形状を作ったのちに細かい剥離で整えている。 2

は素材剥片の周縁に加工を施し、先端を尖らせている。また、打面除去のため、主要剥離面にも調整剥

離を施している。

グレイパー(第109図 1"-'8)

1は尖頭器を、 2はナイフ形石器をそれぞれ素材としている。 2点とも基部側は折断によって失われ

ている。 2点とも石器の先端部から樋状剥離が行われていたため、それぞれ尖頭器、ナイフ形石器とし

て使用した際に偶発的に起こった剥離である可能性も考えられる。

3、5、7は打面調整を行わずに剥離を行って円る。 4は素材剥片の打面部に打面調整を行い、縦方

向へ樋状剥離を行っている。また、 6は左側縁の折断面を打面として樋状剥離を行っている。

8は素材剥片の側縁から横方向への樋状剥離を数回行っている。打面調整を行わず、なおかつ打点部

が刃部になるため、石核の可能性も考えられるが、剥離された剥片が小型で、不定形であったことから、

グレイパーと判断した。

模形石器(第110図 1-"-'12)
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第 3章 旧石器時代

6や8、10、11は厚みのある剥片を素材にしている。 2は剥離が両面にわたっており、折断した尖頭

器の先端部を素材としている。また、 12はナイフ形石器を素材としており、上下を折断した後に両極剥

離を行っている。その際に衝撃で側縁部が剥離されており、樋状剥離のようにも考えられる。長い樋状

剥離を作り出すために、両極剥離が意図的に行われていた可能性もある。

石核(第111図~第151図)

石核は146点が出土している。その内、 118点の実測を行った。小型の残核と考えられる資料だ

けではなく、大型の礁を素材とした作業面の多くを残す資料なども検出されている。その証拠に磯面を

残している石核が7割以上を占める。また、剥離面の形状から推測すると、幅広な剥片が多く剥離され

ていたようである。石核は形状や剥片剥離の方法などにより 4種類に分類した。石材はホルンフェルス

が圧倒的に多く、 65%以上を占めている。それに箱根畑宿産黒曜石、ガラス質黒色安山岩などが続いて

いる。

1類 :打面調整を行っている石核

1 a類:単設打面石核 (4-2、6、8、13、15、18、21、25、29、33、34、37、42、43、48、52'"'-'

54、58、62'"'-'67、70、72""""79、81、84、85、110、111、113、114)

打面転移を行っていない石核を 1a類とした。 打面調整を一回の剥離で行うものと、数回の剥離

を施すものが確認できる。剥離を繰り返し作業面を移動した結果、形状が船底に近い平たい円錐形

を呈する資料が確認できる (15、48、52、53、58、75、110)。

また、 29は剥片を素材にした石核であるが、樋状剥離によって打面を作り出し、剥片を剥離して

いる。本層では他にこうした剥片剥離過程を持った石核は確認できなかった。

1 b類:打面転移を行っている石核 (2-1、3-1、5、9'"'-'12、16、17、20、22'"'-'24、26、27、

36、38'"'-'40、44'"'-'46、49'"'-'51、55、57、59""""61、68、69、71、92、93、95""""97、106""109、

112、117、118)

打面転移を行っている石核を 1b類とした。打面転移は900転移と1800転移が行われている場合が

ある。また、打面転移を繰り返した結果、形状がサイコロ状を呈する資料も確認できる (5、9"-'

12、16、17、20、23、36、39、50、57、61、69、92、93、95、109、117、118)。

1 c類:求心的な剥離を行っている石核(1-4、14、19、28、30'"'-'32、35、41、47、56、94、99""""

102、116)

求心的な剥離を行っている石核を 1c類とした。平面形は木葉系、も しくは縦に長い楕円形に近

くなることが多い。ほとんどの資料が表、裏の両面に求心的な剥離を施している(1-4、14、19、

30、32、35、41、47、94、99、101)。

2類:打面調整を行っていない石核 (34、80、82、83、86""91、98、103、104、115)

剥片剥離を行う際に打面調整を行わず、離面、も しくは素材剥片の元の面を打面と している石核を

2類とした。 1類と同様に打面転移を行っている資料と行っていない資料が見られたが、資料数が少

ないため一括して報告する。

2類の特徴として、剥片剥離を数回行っただけで止めてしまった資料が見られる (34、80、82、83、

89、103)。こうした資料の大半はホルンフェルスであり、中には一回の剥離で止めてしまった資料も

確認できる。そのため、剥片剥離というより は石材の良し悪しを確かめていただけの可能性も考えら

れる。これは 1類には見られなかった特徴である。

また、それとは反対に何度も剥片剥離を行い、打面転移を行っている資料も確認できる (86""錦、

90、91、98、104、115)。こうした資料は平坦な磯面を持つ板状の礁を素材と した石核が多い。元の礁

面が打面として適当だったため、打面調整の必要がなく剥片剥離が行われたと考えられる。そうした
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第 3章 |日石器時代

意味では 1b類に近い資料と区分できる。

剥片(第152図 1"-'第163図31)

剥片は大型で厚さのある幅広な資料や、機面を有している資料が多く検出されている。このことから、

多くの剥片が本遺跡で剥離されていると考えられる。ただし、 石核との接合例は9個体しか確認できな

かった。また、小型の石刃と呼べる資料も検出されている (19"-'30)が、それを剥離した石核はあまり

確認されていない。石材は石核に比例してホルンフエノレスが圧倒的に多く用いられているが、石刃には

黒曜石をはじめとして様々な石材が用いられている。

融石(第164図 1"-'第165図13)

全て円礁を素材としている。しかし、形状は様々であり、肩平で円盤状の磯 (1、5、6、11)、扇平

で長さのある膿 (2、3、9)、球形に近い礁 (4、10)、断面が高さのある楕円形になる礁 (7、8、

12、13) といくつかの種類に分けられる。また、敵打痕の付き方に関しても様々であり、片端あるいは

両端にあばた状の敵打痕を持つ資料(1"-' 3、7、9、11)、扇平な面に敵打痕を持つ資料(1、 6、10、

12、13)、礁の周縁を囲むような敵打痕を持つ資料 (4"-'6)、敵打の際の衝撃痕を持つ資料 (3、5、

7、 8) などの種類がある。また、 4個体は礁群中から検出されている (4、9、10、13)。

石材は中粒砂岩が9個体、細粒砂岩が1個体、輝石安山岩が2個体、安山岩(多孔質)が1個体であ

る。 l諜群構成礁に比べて砂岩が多く用いられている。

磨蔽石(第166図 1"-'第169図17)

すべて円礁を素材としている。磨敵石も形状は様々であり、肩平で円盤状の磯(3 )、肩平で長さのあ

る磯 (5、16)、球形に近い磯(7)、断面が高さのある楕円形になる楳(1、 2、10"-'15、17)、断面が

高さのある三角形になる礁 (4、6、8、9) となっている。敵石に比べて、全体的に厚さのある離が

素材として用いられている。

また、敵打痕の形状や部位も様々であり、片端あるいは両端にあばた状の敵打痕を持つ資料(1、 4"-'

8、12)、肩平な面に敵打痕を持つ資料(1、2、10、12)、礁の周縁を囲むような敵打痕を持つ資料 (5、

9、11)、全面に弱い敵打痕を持つ資料(13"-'17)などの種類がある。

磨り面に関してはあまり顕著ではなく、縄文の磨石のように明確に面を持つ資料は見当たらない。ま

た、 9個体は礁群中から検出されている(3、4、7、8、10、12"-'15)。

石材は凝灰岩 1個体、玄武岩 l個体、 玄武岩(多孔質) 1個体、細粒安山岩 1個体、輝石安山岩4個

体、安山岩(多孔質) 9個体である。敵石と比べて砂岩が検出されず、多孔質な石材が用いられている。

台石(第170図台石1、2)

1は大型で肩平な円礁であり、その一面に作業面を持っている。作業面は僅かに凹みを持っており、

たくさんの小さな凹凸が見られる。 2は小型で凹凸のある円礁である。 一面の中央に大きな凹みを持っ

ており、縄文時代の石皿のようである。石材は細粒砂岩と玄武岩(多孔質)を用いている。

磯器(第170図様器 1) 

大型の円礁を素材としている。執劫に剥離を繰り返して、刃部を作出しているが、細かい調整剥離を

行っていること、石材がホルンフェルスで、あること、剥離が両側から行われていることから、石核であ

る可能性も考えられる。

石器群の様相

ナイフ形石器は縦長剥片を素材としたこ側縁加工を主体としており、 3cm前後の資料が多い。加工は

一側縁加工、部分加工、切出形石器などの種類がある。素材には石刃、横長剥片を用いている資料も見

られる。いわゆる砂川型石刃技法を用いたナイフ形石器は、あまり見られない。 また、平面形が涙滴形

のナイフ形石器も多く は確認できなかった。さらに、下層で、は確認で、きなかった角錐状石器が検出され、
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角錐状石器に準じると考えられる尖頭器も多く出土しており、愛鷹箱根編年3期の影響が見られる。尖

頭器はその他に柳葉形、木葉形の資料があり、 10cmを超える大型品も確認できる。木葉形の資料は主要

剥離面を残すことや縁辺の細かい剥離を行っていないことが特徴としてあり、三島市の山中城跡三ノ丸

第1地点第E文化層で検出されているような未製品に属する可能性もある。細石器は石器集中 2で集中

して検出されており、それと重複して模形石器が出土している。細石核は野岳・休場型の小型の細石核

のみが確認されており、 2cm前後の細石刃を剥離している。スクレイパーは円形のラウンドスクレイパ

ーやエンドスクレイパー、石刃を素材としたサイドスクレイパーが検出される一方で、、不定形な剥片を

素材と した資料も多く確認できる。

本層の石材構成は箱根畑宿産黒曜石、ホルンフェルスが主体をなしている。中でもTool類(礎石器を

除く)の中で箱根畑宿産黒曜石が大きな比重をしめており、ナイフ形石器36.4%、尖頭器18.4%、スク

レイパー27.9%、グレイパー50%となっている。逆に角錐状石器、細石器、模形石器などは箱根畑宿産

黒曜石以外の石材を主体として用いている。また、本層の石材構成で48.8%を占めるホルンフェルスは、

あまり Tool類としては用いられず、大半が石核や剥片類である。 Tool類と して加工しない状態で在地の

石材を多用していたと考えられる。

上記の二種類の次に多いのは神津島恩馳産黒曜石である。神津島恩馳産黒曜石は一部のTool類にはほ

とんど用いられず、中でも細石核は78.3%、細石刃は83.8%、棋形石器は53.3%を占めている。検出さ

れた場所も石器集中部2にほぼ限定できるのが特徴である。また、信州系の黒曜石は156点検出されてお

り、和田系55点、諏訪星ヶ台産68点、夢科冷山産が33点となっている。諏訪星ヶ台産が最も多く検出さ

れており、ナイフ形石器や尖頭器のみでなく細石核にも用いられている。その他の信州系黒曜石は細石

核には用いられていない。

また、ガラス質黒色安山岩は148点が検出されている。ガラス質黒色安山岩は尖頭器の素材として用い

られており、 3l.6%を占めている。また、石器集中部1では尖頭器と同一個体のガラス質黒色安山岩の

接合資料が検出されており、 素材剥片を剥離したものと考えられる。しかし、ポイントフレイクは確認

できず、 尖頭器の製作祉とは確認で、きなかった。その他には凝灰岩、頁岩、チャート、流紋岩などがTool

類の素材として用いられている。

礎石器は39点が検出されており、砂岩や輝石安山婦、安山岩(多孔質)など、付近で採取可能な石材

をそのまま用いている。

3.位置づけと問題点

休場層は堆積中に上下移動が存在していることから、明確な文化層の設定は困難であった。 しかし12

号棟群と44号礁群の様に同一地点で明確に上下に分かれて分布している礁群や、石器集中部 1"'3のよ

うに石材別、器種別で上下に分布を区分できる地点が存在する。そのため、本層は最低でも 2枚の文化

層を有していることが推測できる。

石器群に用いられている石材は箱根畑宿産黒曜石、 ホルンフエノレスを主体としており、遺跡の広い範

囲から出土している。この他の石材は数量が多く出土していても、ある程度の偏りをもって分布してい

る。また、箱根畑宿産黒曜石とナイフ形石器、神津島恩馳産黒曜石と細石器、模形石器、ガラス質黒色

安山岩と尖頭器など、石材と器種が密接に関わっている例も挙げられる。集団問、あるいは時期によっ

て、ある程度の石材の使い分けがなされていたと考えられる。

器種組成はナイフ形石器、尖頭器を主体として、スクレイパーなどが共伴する。グリッ ドによっては

細石器と模形石器がこの中に入ってくる。石器集中部2のよう にナイフ形石器、 尖頭器、 細石器が重複

して検出されているグリッドも確認できる。文化層として上下で分かれるが、一部の石器は共伴関係に

あり、一点一点の明確な区分は困難で、あった。また石核が多く検出されており、中でもホルンフェルス
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中部ローム庖観察表

第10表 旧石器時代石器観察表

57 

69 

国 臨書号遺骨書骨綾番 堕種

9- 6261 圃
'位 グリッド石材

中部ローム F-Ol0 如、(Py)

中部 ローム D-017 Hor 

中部ローム ひ017 I-!or 

繁Wスコリア膚石器観察表
国 臨番号遺骨書骨設置 包橿

11-1 180 折断鞘片

11-2 6240 酷・制片

6272 刷片

第 3主主 旧石器時代

口b車地 紙週槽名量量(.)皇置{剖}短置【剖)庫さ(00) X塵偶(m) Y虚栂(m) Z直舗(m〉 植 合

40.0 4.4 3.2 2.8 52剖 1 96.322 173.278 

170.0 8.5 6.6 2.4 羽田9 162.2叩 162.6ω 
18.0 3、1 2.4 1.2 29.787 163.332 162.643 

層 位 グリッド 石材 Ob車地 毎週柵名置量(.)曇笹(00) 短径〈四)厚さ〈田) X座圃(m) Y直観(m) zm掴(m) 揖合

8CIV E-Ol0 Ob WOTK 1.5 2.1 1.5 0.6 49却2 98.787 173.742 
SCiV G-Ol1 Hor 24.6 7.4 3.1 1.2 66.520104.294 174.332 

8CIV E凹9 Hor 17.6 3.6 3.3 1.3 40.449 85.3羽 171.7叩

第四黒色帯石器観察表
図版醤毎週割審毎設置

15+ 1 62羽

15-1-2 6241 
15-1 3 6238 
15-1，4 6268 
15+-5 6243 
15-1 O 6247 
15-1-7 6267 

16・2 6245 
16-3 6236 
16-4 6249 

6244 

6246 

11 11 
朝片

石枝

折断制片

野町制片

制片

朝片

刺片

.融制片

折断制片

世折断畢1片

制片

盟主

図版番号遺骨書@綾ー

第E黒色帯・第E黒色帯石器観察表

罰種

20-1 6221 
20-2 7203 

20-2 72加
20-3 6222 

20-4 6223 
20-5 6224 

20 6 7162 
21-1 72叩
21-2 7197 
21-3 71臼

22-1 6229 
22-.2 6220 

6225 
6233 
62師

6287 
62回

7158 
71曲

7161 

7196 
71S8 
7201 
7202 

7205 

ナイフ形石署

ナイフ影石量

ナイフ形石器

ナイフ影石署

ナイフ修石聾

ナイフ影石信

ナイフ影石畢

瞳折町制片

樟制jキ

.険制片

石懐

石瞳

制片

刷片

制片

胸片

胴片

折画制片

折断筆り片

'険制片

折町制片

折断制j守

融制片

制片

街断刺片

位
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G-Oll Rhy 

G.Ol1 Hor 

G-Ol1 トlor
G-Ol1 Hor 

Ob聖地 軒遺構名量量(.)畢撞(四}短径(冊}庫さ{聞) X座繊{m】

BLOl 22.2 10.1 3.8 1.2 68.344 

8LOl 36.96.2 3.7 1.7 65.819 
BL01 2.0 2.7 1.9 0.5 槌 4拍
8LOl 0.3 0.3 1.5 0.4 65.755 
BLOl 0.1 1.2 0.7 0.3 因。34

BLOl 0.4 1.0 0.8 0.5 師 169
BLOl 3.6 1.l3 0.8 0.9 65担6

8LOl 4.2 3.1 2.0 0.8 65.319 
7.5 3.3 3.9 0.8 回 913

25.3 4.6 3，9 1.6 62.8羽

BLOl 13.34.1 3.1 1.4 65.775 
Bι01 0.1 1.1 1.8 0.2 66.155 

Y鹿領
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102.627 

103.970 
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103.713 

103.732 
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103.464 
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Obl陸地 斬遺構名量量(.)長甚(00) 煙直(cm) 属さ(聞)

BL02 (0.9) (2.2) (1.1) 0.5 
Bι04 (0.9) (2.2) 1.3 0.5 
BL04 (2.7) (2.6) 2.1 0.7 

HNHJ BL02 (0.9) (1.5) 1.3 0.5 

Bι02 1.5 2.3 1.3 0.4 
AGKT BL02 3 9 (~ . O) 2.4 0.7 

BL03 (35.1) (7.8) (3.3) 1.6 

Bし加 32.0 4.5 7.0 1.5 
59.8 5.9 ~， . 7 2.1 

BL03 76.3 8.0 6.2 1.4 

78.5 4.9 6.4 2.8 
8l02 114.9 S.i 5.6 2.4 

23.2 4.2 ，1-.5 1.6 

BL02 8.9 3.3 2.8 1.0 
16.3 4.7 4.1 1.0 
0.2 0.6 '1.4 0.4 
20.6 4.0 .L8 1.4 
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HNHJ 2.1 1.9 2.3 0.5 
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BL04 39.3 5.6 4.2 '1.9 

AGKT 4.0 2.1 3.6 1.2 
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図版番号車軸番号枝書 睦 合
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融街酷軒片

制片

制片

折断刷片

融制片

制片

折断軒片

瞳・折断輔片

融制片

制片

制片

刷片

折断刷片

刷片

骨折酷軒片

スクレイ"

スク νィパー

スクレィ ，宅

スク レイパー

スクレィ，マー

スクレィ "

慣形石盤

胸片

析断軒片

折断制片

街画制片

軒町制片

折断剥片

折断刷片

徹折眠制片

制片

折断軒片

:1F:IJ片

街断刷片

折断制片

折断制片

書作断鞘片

折画制片

折断刷片
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刺片
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折断刷片

析断制片

徹・析断輯片

剰片

折町制片

徴。制片

撤事l片
街断制片

折断胸片

制片

折断刷片

融街断軒片

街町制片

折断軒片

骨折断蜘片

折断刷)'¥ヤ

制片

折断刷片

折断制片

徹・刷片

軒町制片

制片

'険制片

睡・制片

t行画制片

剥片

折町制片

.剰片

折町制片
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畢1片
射片

畢4片
~j守
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折断制片

岨l1i断刷片

制片

析断刷片
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制片

折断刷片

街断制片

針断刷片

折断剰片

街町制片

街断剰片

折断制片

制片

111-1府町制片

国臨番骨量物醤骨荘重量

38-1 剖曲

38-1 5790 

38-2 6188 

38-3 6028 

38-4 6112 

38-5 6015 

38-6 57田

39-7 回13

39-8 6192 
39-9 印65

39-9 6075 
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6020 
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図版書毎週鞠番号控書 畢種

6033 I府断剥片

6034 折断劉片

6035 街断釦片

6038 軒町制片

印37 刷片

曲 38 折断"1片
田39 制片

印刷 折断動l片

帥42 剥片

回61 折断"1片

曲62 折断剥片

田63 析断剥片

6冊 4 折断制片

6曲6 街断制片

6067 樟・折断制片

6068 析断制片

印70 折断制片

6071 制片

6072 析画制片

6073 折画制片

6074 折町制片

6076 折画制片

同77 割片

曲78 微ー制片

田79 折断剰片

6119 岨 t野町制片

6120 析断制片

6121 軒町制片

6125 ・折断刷片

6126 刷片

6132 軒片

6139 軒片

6140 街断胸片

8141 刷片

61判 折断制片

6149 折断制片

6150 ~守断刷片

6152 軒町制片

6153 樟ー針断"1片

6155 折断制片

6156 折断制片

6157 折画制片

6158 折画劇片

6159 1街断制片

6162 折軒制片

6"174 街踊制片

6175 術町駅片

6177 折画fJl片

62凹 剥片

6202 融 制 片

6203 徹'1好断刷片

6初5 刷片

6206 ・E開片
6208 !好断鞘片

6214 微折画制片

6215 徹街断刺片

6216 折断制片

6217 世・制片

6219 祈断制片

6227 締断剰片

6228 蜘l片
6230 制片

6285 融制片

休場層直下黒色帯石器観察表

図版書毎週物骨骨横書 聾橿

45 1 引 13 ナイフ形石-

452 5日7 ナイフ影石唇

45-3 5曲7 ナイ フ影石-

45-4 5659 ナイフ彫石膏

45-5 2曲2 ナイフ影石畠

45-6 5715 ナイフ修石器

45-7 55'臼 ナイ フ彬石・

45-8 37明 ナイ フ影石器

45-9 日57 アイフ彫石器

45-10 5513 ナイ フ影石盤

46-11 2856 ナイフ影石器

46-1 5731 スク レイパ-

46・1 5753 スクレイ"

46-1 5776 スクレイパ-

46-2 砧39 スクレイパ-

46-3 5556 スク レイパ-

46・1-1 日制 制片

46-1-2 5277 石敏

46-2-1 印93 右犠

46-2-2 日92 制片

46-2-3 国97 針町制片

46 2-4 5148 指折断輔片

46-3-1 同82 析断刷片

46-3-2 5701 世・制片

47+1 5727 街断刷片

47+2 5655 剰片

47-5 5703 石檀

47 6 5512 石槙

47-7 5557 石瞳

47"" 描坦 折断制片

47-1 田77 折町制片

47-2 師団 析断刺片

47-2 匝27 折断制片

47-3 38初 制片

48-4 5730 樟折断刷片

48-4 5732 融ー折断制片

48-5 5771 折断制片

48-5 5772 折断刷片



植合

S-83 

S-83 

S-83 

S-83 

S-10 

ZIl!園
176.763 
177.191 

176.564 
1師 369
178，172 

175.474 
174.955 

177 .329 
li7.211 
177 .161 

177 .162 
177.124 
177田8
177曲5

177.124 

177.086 
177，0甜

177.1制
176.546 

176.329 
175.54 
175.394 

175.204 
175.2倒

175.2加

175.262 
175.7田
175.7咽
175.763 

175.853 
176.731 
175.5晶

175.8国
175.8田

175.812 

175.812 
175.805 
175.8田

175.805 
175曲5
172.437 

177.123 
176.223 
176.140 
176.688 
176.742 

175.952 
175.238 
176.245 

176判4

176.959 
177 .084 
177.273 
177.0届

177.9臼

178.016 
178剖9

178.35 
178.199 
178.342 

174.907 
176.683 

176.683 
176田3
176.8田

176.893 
177.139 
177田4

176.618 
177.217 

177.138 
177.138 
177.138 

176.972 

176.972 
176.972 
177 .108 
177.国4

177国4

178.018 
177.563 

177.856 

176.071 
176.031 
175.711 

175.711 
176.788 
175.8'叩

178.279 
178.266 
178.238 

178.298 

178.286 
178.275 

178.252 
178.267 
178.291 
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178.318 
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178.275 

178.274 
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56.832 
65.455 
72.330 

30.513 
102.382 
51.797 
32.875 

67.292 
砧 423
65.839 
65.192 

制 774

64.225 

63.985 
63.1お
臼槌4

64.884 
64.6叩

59.804 
58.111 
48.998 
47.7曲

38国5
38.095 
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44.327 
44.327 

44.538 
43.392 
臼 680
印 932
51.450 
51.450 

52.736 
52.736 
52.914 
52.914 

52.914 

52.914 
39.269 

61.555 
64.981 

65.871 
72.787 
73.222 

59.864 
38.756 
51.213 

54.823 
59.683 
70.657 
70.897 
78.829 
制 4制

制 877

102・74
102.1判

92.622 
100.414 

34剖5
71.171 
71.171 

71，171 
61.775 
61.750 
66.7回
65.287 

54.938 

79.269 
66.242 
66.242 

66.242 

63.859 
日 859
63.859 
65.746 

65.240 

65.240 
蝿 076

81.456 

84.876 
54.387 

55.879 
43.347 
43.347 
63.234 
58.787 

102.349 

102.822 
102.647 
102.1i2 

102.087 
102.005 
101.848 
101.9冊

101.874 
102.225 
1舵 107

102回1

101.975 
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101.528 
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名帽遭軒

BL08 

BLOS 

BL08 

日L08
Eι08 
a回

a曲

8L叩

BlO8 
Eι曲

8L08 
8L08 
8L08 
Bl08 
8L08 

Bl08 
8L曲
目L08

BL08 
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つ白

Ob車地

AGKT 

不可

SI<作m
HNHJ 

HNHJ 

TSTY 

AGKT 
AGKγ 

AGKT 
AGKT 
AGKT 

HNKI 

SWHD 

HNHJ 

AGKT 

AGKT 
AGKT 
AGKT 

AGKT 
AGKT 

AGKT 
AGKT 
AGKT 
AGKT 
AGKT 

AGKT 
AGKT 
AGKT 

AGKT 
不可

一
一附

面

白

一:

附

陶

仙

仙

江

町

糊

抽

出

同

町

仙

町

町

耐

z
z
z
w的

助

印

刷

W
E陶

同

同

町

陶

曲

宮

町

附

加

町

刷

出

町

伽

町

印

刷

印

加
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出

品

曲

伽

刷

町

町

陶

誌

な

立

町

憎
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ロ

蜘

師

陶

陶

印

刷

伽

は

白

白

山

曲

ω倒
的

白

白

白

ω白
仇

白

山

町

グリ γド

F-Oll 
G-011 

H-010 
0-017 
1、011
F .009 

0-011 
G-Ol1 
G-011 
G 011 
G-OII 

G-OII 
G-011 
G-Oll 

G-OII 
G-Oll 

G 011 
G-OII 
F-010 

F 010 
E-O田
E-O田

口一010
0-010 
0-010 
0-010 

E-010 
E-010 
E-010 

E-Oll 
F-Oll 
F叩9

F一日09
F-Q09 

F凹9
F曲9

ト田9
F-O凹

F-0Q9 

F-凹9
Dα)6 

G-011 
G一回9

G曲9

H-O叩
H-{)09 

F-凹9
0-010 
F-010 

F-010 
F-Ol1 
H-011 

H-011 
H-011 

1-013 
1-013 
K-013 

K-013 

J-012 
K-013 
0-010 

H-010 
H-010 

H-010 
白 011
G-011 

G-011 
G-Oll 
F-Ol1 
H-Qll 

G-Ol1 

G-OII 
G-Oll 
G-Oll 

G-Oll 
G-Oll 

G-Oll 
G-011 

G-Ol1 
J-012 
1-012 

1-012 
F-Ol0 
F-Ol0 

E-Oll 

E 011 
G-Oll 
F-田9

K-013 
K-013 

K-013 
K-OI3 

K-OI3 
K-013 

K-013 
K-013 
K-013 
1<-013 

K"OI3 
K-013 
K-013 
K-013 
K-013 

K-013 

一
一醐
一回

醐

一副

醐

醐

醐

札

悶

悶

醐

悶

悶

悶

回

阻

倒

醐

醐

悶

悶

醐

悶

悶

醐

回

醐

醐

醐

醐

醐

四

四

醐

醐

醐

醐

醐

回

開

醐

悶

悶

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

悶

悶

悶

阻

醐

醐

間

醐

醐

悶

悶

醐

阻

醐

醐

困

問

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

間

醐

悶

悶

悶

悶

醐

脚

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

悶

悶

醐

醐

醐

醐

醐

脚

醐

醐

醐

盤橿

蔽石

右横

石段

制片

軒断制片

制片

折断刷片

制片

蝿・折断刷片

断面制片

融制片

軒町"1片
折画t:1片

折画引片

制片

野町制片

折断馴片

折断釦片

針断刺片

軒町制片

折断制片

折断制片

折断制片

折断制片

折断剰片

制片

刷片

析町制片

制片

骨折画制片

折町制片

折断制片

曲折断制片

析断軒片

骨折画制片

折町制片

折画制片

折断制片

街断制片

野断制片

徹 ・析断剥片

折断制片

刷片

街断刷片

世析断制片

軒町制片

世相片

剰片

刺片

軒片

骨折町制片

折画制片

制片

街百個片

街断酬片

惜析町制片

制片

折断欄片

折町制片

折画制片

折断輯片

折断刷片

折断剰片

折断刷片

析断刷片

折断制片

折画制片

折断刷片

折町制片

街断制片

折画調片

折断軒片

折断制片

折断軒片

折町制片

折画制片

折画制片

折断軒片

析断制片

折断動l片
析断事l片

制片

事行断動11)キ

析断動l片
折断剃片

折断制片

析断軍司片

折断蜘片

折断制片

斬断制片

折画"1片
制片

融制片

割片

軒片

融制片

折画制片

折断刷片

制片

折断制片

析断制片

折断剥片

折町制片

世折断刷片

図版書骨量制書骨桂書

48-1 2854 
2828 

6323 
46 
1師

169 
2771 

2822 
2826 
2827 

2829 
2833 
2836 

2837 
2845 
2847 
2847 

2853 
2857 
2859 
29臼

2958 
2971 

2971 
2971 

2972 
n回

全曲。

2981 
nぉ
2由9
3054 
3058 

3058 
3059 

3059 
3国0
3師0
3冊0

3国0

3121 

3680 
3813 

3816 
3842 
お43
3974 

4023 
4038 
4加0

4肘6
4114 
4115 
削 38

5021 
5026 

5ω9 
臼01

5359 
5360 
5剖2

5514 

5514 
5514 
5519 

5520 
5臼2
5日3

5536 
5臼5
5547 
5臼7

5臼7
5臼8
5548 
5臼8
5551 

5553 
5553 
5555 
5556 

5559 
5日5

5甜6
5579 

5579 
5590 
55時
5612 
5613 
5614 

5616 
5617 

5618 

5619 
5620 
5621 
5622 

5623 
日24

5625 

5626 
5628 
5629 



旧石器時代

I!!合

8-10 

8-82 
8-82 

8-11 

h
一川

抑

制

m
m
明

捌

期

初

加

抑

制

抑

制

抑

制

n
m
掛

川

m
m
m
狐

揃

m
m
m
m
m
闘

川

出

m
m
悦

川

印

刷

蜘

ω
削

醐

即

問

蜘

鵬

川

町

叫

即

断

川

閣

制

限

加

問

捌

揃

m
m
m
m
川

町
山
抑
制

m
m
瑚

m
M
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
制
加
知
剛
湖
町
山
畑
山
町
山
叩
加

m
郷

町

加

捌

抑

制

m
m
捌

開
-8
m
C
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
市

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7

8

8
8

8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
8
8
8
8
8

8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

昌
一1
日

1

1

1

1

1
円

1
1
7
σ
η
げ

げ

H
U
H
η
刊

行

刊

汁

刊

行

日

日

円

円

げ

げ

円

η
η
口

叩

げ

げ

内

刊

行

げ

刊

げ

口

げ

げ

げ

げ

げ

け

げ

げ

日

刊

行

口

げ

げ

げ

H
H
円

げ

げ

げ

日

刊

行

口

円

げ

刊

行

刊

行

げ

口

け

げ

η
円

刊

行

日

刊

河

口

げ

叩
何
日
刊
刊
げ

1

1

1
3
1

1

?ι 

第3寧

-m一掛
川

山

間

同

加

師

嗣

制

限

市

市

制

m
m
m
叩

m
m
抑

制

川

筋

臨

刷

m
m
m
m山
知

市

制

問

蜘

川

悦

桁

脳

間
山
間
側
四

朗

m
m
川

筋

知

的

制

拙

刷

刷

町

側

聞

制

問

硝

加

湖

抑

制

嗣

m
制

的

m
m制
m
m
w
棚

細

川

町

制

抗

櫛

刑

制

刊

州

羽

m
m
m
m
m
m
m
抑

制

間

四

m
m
m
m
欄

佃

瑚

刷

m

明
一位

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
山

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
叩

m
m
m
m
m
u
悦

也

前

m
m
m
m
m
m
m
m
叩

閉

包

由

限

切

由

旬

四

泊

四

m
m
問

m
m
m
m
m
叩

m
m
m
山

山

山

山

山

山

間

山

間

川

間

叩

凶

悦

叫

由

由

也

也

惚

官

官

惚

惚

惚

惚

m
m
m
m
m
山

山

川

山

由

山

惚

担

制

W
瑚

郡

山

川

川

脱

抑

瑚

同

期

ω
m
蜘

即

m
m
旧

制

問

帥

知

市

町

抑

制

組

制

m
M
間

同

町

四

哨

蜘

捌

蜘

阻

m
m叫
蜘

叩

即

断

抑

制

m
m
m
附

m
蜘

制

制

抑

制

臨

m
m
悶

m
m
m
抑

制

問

川

m
m
瑚

初

川

明

脱

抑

制

限

鵬

悶

悶

断

醐

m
m
w
師

問

問

M
m
制

限

m
m
m
m
m山
市

川

鵬

瑚

剖
一

m
m
m
山

山

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
山

間

四

回

四

四

間

四

回

咽

問

削

叩

曲

目

捕

時

随

時

目

的

胸

部

曲

師

曲

目

田

町

田

崎

田

悦

m
m
m
m
m
m
m
m
川

m
m
m
m
m
m
叩

叩

閉

山

田

m
m
m
m
山

m
m
m
m
m
m
m
m
叩

m
m
m
m
m
聞

m
m
m
m
m
m
m
m

V
A
-

同
一
2
1
1
1
2
9
2
6
5
5
2
2
1
1
1
3
2
4
2
3
3
2
3
2
7
9
2
4
5
3
2
2
2
8
5
3
1
7

1

2

4
1
4

7

4

3
1

3
2
2
1
6
9
5
0
5
1
1
2
8
1
2
1
3
3
1
1
3
4
2
1
2
3
4
5
4
1
3
1
4
1
4

5

5
1

1
1

7

5

3
11
2
1
1
1
4
1
5
2

1
1

1

4
4

L

o
 

さ
一
O
D
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
D
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0

0

0
0

0

0

0
0
く

0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
D
O
D
O
0
0
0
的

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O

E

一
畑
一
6
6
5
8
9
2
5
2
1
9
5
6
3
6
7
9
7
1
6
7
0
4
0
5
6
4
6
7
6
6
0
5
7
4
7
2
5
5
4
8
1
2
0
5
4
7
4
4
8
9
4
0
1
4
0
1
6

5
1
2
3
8
4
8
9
8
7
2
4
9
7
7
3
7
2
3
9
9
4
7
3
8
6
8
5
5
3
3
4
6
6
4
5
7
6
6
1
9
4
6
5
8
5
7

畳
一ι
o

G

O

o
-

0

1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

1

0
0
1
0
1
0
2
2
0
0
1
1
1
0
0
1
1
1
0
1
0
0
1
2
1
1

1
0
0
0
0
0
0
2
2
1
1
1
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
o
-
-
o

D

0
0

0

0
1
1

0
0
0

0
0

1

1

煙
一

回
0

8

6
0
0
6
7
4
9
4
9
9
5
8

7

2
2

4
1

5
4
9
4
9
9
7
0
2
1
1
7
0
8
5
6
2
5
1
8
5
0
7
9
3
0
9
3
0
6
5
4
0
9
4
1
9
7
8
5
9
5
9
1

1
9
6
1
6
1
2
7
4
0
5
8
4
4
1
7
5

4

6

2
1

4

6
6

6

3
4

3

6

2
5
3
3
4
0
9
3

4

7

6

4

径
一
1

0
0
1
1
，
1

0

1
1
1

0
0

0

0

0
1
1
2
1
1
1
0
1
0
1
1

1

1

1
1
0
1
0
3
1
2
0
2
0
0
1
2
0
1
1
1
0
1
0
0
0
2
2
2
2
0
0
0
1
1
0

0
1

1

0
0
1

0
1

1
0
1

1
0

0

1

0

1
0
1
0
1
1
1
0
0
0
1
1
1
0
0
0
0
0
3
0
1
0

0

0

0

1
1

畳
一

E

1
7
7

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

断

m
O
0
0
0
2
5
0
4
7
5
0
0
0
0
0
2
1
8
0
2
4
0
4
0
1
1
1
3
7
3
1
1
1
9
0
6
0
8
0
0
4
4
4

1

3

3

0
1
0
1
0
8
0
4
9
5
0
0
3
1
0
1
0
0
2
0
?
2
2
2
0
1
5
2
2
5
0
2
0
2
0
3
1
3
0
0
0
1
8

1
0
0
0
0
0
5
0
3
0
0
0
0
6
7

E〈

く

く

く

0

1
く

0
0
0
く

く

く

く

く

0
0
0
<
0
0
く

0
く

3
2
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
く

1
く

く

0

4

0
1
0

0
く

0
く

0
く

1
3
1
1
0
く

く

0

1
く

0
く

く

0
く

0

0

0

0
く

0
0

0

0

0
く

0
く

0
く

0

0

0
く

く

く

?
0

0
く

く

く

く

く

1
く

0
く

く

く

く

0

0

名
一

園南

国

間

四

回

岡

崎

回

開

曲

四

四

国

崎

同

国

岡

田

国

国

国

師

団

岡

崎

四

曲

四

回

乱

乱

乱

臥

臥

臥

乱

臥

札

臥

乱

乱

闘

叫

乱

乱

乱

乱

臥

札

乱

乱

乱

a
a
臥

阻

ヴ

t
司
l
Aヮ“

BL国

BL曲
目L08
BL曲
目L曲

BL08 
Bι回

BL回

BL08 
BL08 

BL08 

BLω 
BL08 
BL曲
BL岨
BL08 
BL叫

BL回

BL08 

BL08 
BL国

BL08 
BL08 

BL08 
BL08 
BL08 
BL08 

BL08 
BL08 

国

曲

師

L

L

L

 

R
u
a
u
a
u
 

四

国

国

曲

四

回

国

国

国

同

国

師

開

曲

回

出

血

曲

目

曲

乱

臥

乱

乱

乱

札

乱

乱

臥

乱

乱

a
a
a
a
臥

乱

臥

乱

乱

BL08 
BL曲

Bι抽

回

開

曲

乱

乱

臥

BL08 

乱冊

BL曲

BL08 

地
一T
T
T
T
T
T
T
T
T
了

T
T
f
T
T
T
T
T
T

T
T
T
T
T
T
T

E
-k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k
商

k

k

k

k
k

k

k

k

k

k

k

k

K

M
τ
u
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
不

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
B
G
G

o
-A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

刈

A

A

A

A

A

A

w
w
w明
断

的

問

的

制
一
刊
間
…

w
w
w
w
w
w
w
w一
刊
前
則
的
一
刊
別
問
問
削
倒
的

W

W
前

判

的

前

例

間

的

問

間

前

例

前

例

制

…

山

間

前

例

的

利

別

府

別

間

前

洞

前

一刊

w
w
w
利

潤

一

刊

前

相

判

明

…

品

開

判

的

m
w

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

H

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

 

一
一白

白

白

白

助

的

価

白

血

帥

品

加

ωω
白

白

白

白

曲

白

白

血

仇

倒

的

ω立
加

価

白

白

白

血

白

白

白

白

ω白
血

ω曲
白

血

白

血

助

白

白

山

ω白
白

白

山

白

山

白

白

血

白

山

田

ω白
白

白

白

白

白

血

印

抽

出

助

的

帥

ω助
的

ω曲
白

白

山

ω加
白

血

ω白
白

白

血

帥

ω白
白

白

白

血

仇

白

ド
'
一

''
一日
山
内
旧
日
目

3
は

3
3
3
3
3
3
3
3
3

3

3

3
3
3
3
3
3
3
3

3

3

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3

2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

刊
一同
同
一
M
M
M
川

川

刊

日

付

M

M

M
問

m
m
M
M
M
問

問

問

問

問

問

問

内

問

問

印

刷

内

刊

吋

N
M
一刊
一
川
川
川
崎
一
川
崎
一
刊
川

一山
川

一川一
川
一
川
崎

山

川

川

崎

間

M
M
M
M
…M
M
M
…M
M
m
m
M
M
M

M
一
問
問
問
川
市
川

M
m
m
m
m
m
m
M
M
M
m
M
M
M
M
M
M
山
一
一
問
問
問
問

m
m
M
M

一
一醐

醐

阻

醐

醐

醐

醐

醐

阻

醐

醐

四

醐

醐

醐

阻

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

回

回

醐

醐

醐

醐

醐

悶

悶

悶

悶

悶

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

醐

四

回

醐

醐

醐

悶

悶

醐

醐

醐

醐

醐

臨

悶

醐

醐

醐

醐

醐

醐

悶

悶

悶

回

国

醐

醐

醐

醐

醐

醐

阻

醐

悶

悶

悶

醐

醐

醐

醐

醐

醐

悶

悶

醐

醐

醐

醐

悶

醐

醐

醐

醐

醐

醐

脚

醐

醐

醐

醐

主主
折断制片

砕片

折断刷片

軒断制片・E折断剥片
折断刷片

折断制片

折町制片

到片

折断剥片

折町制片

軒町制片

野断剰片

街断制片

街断朝片

折断刷片

軒断割片

徹・制片

折断軒片

折断軒片

折画制片

野厨制片

折断胴片

折断制片

折断刷片

朝片

砕片

街断制片

軒断制片

析断制片

折断刷片

折断制片

折断剥片

折断刷片

制片

街町制片

折断制片

折断軒片

砕片

刷片

軒画制片

街断制片

折断刺片

軒町制片

折断剥片

t野町制片

軒町制片

折断制片

折画制片

制片

折町制片

折町制片

折断割片

融制片

制片

jfi断剥片

折町制片

折断剥片

t好断制片

微折断刷片

砕片

街断制片

析断割片

制片

折断剰片

街町制片

制片

制片

折断制片

制片

折断制片

制片

S術面刺片

11折画制片

折断剥片

軒町制片

自野断制片

祈断制片

折断剰片

術面制片

折衝制片

制片

折断制片

続断制片

軒町制片

書作断刷片

軒町制片

折断刷片

折断制片

折断制片

折断剥片

軒断制片

街町制片

毎号断刷片

骨片

軒町制片

折断刷片

折断制片

折断輔片

街断刷片

折断制片

折画制片

制片

折断制片

国E・4号遺骨番号柱書

部却

5渇31
5溶32
5臼3
56剥

5635 
臼36

5637 
括刊

誌41
昆42
臨時

田44

日45

日46
匝47

路48

5649 
56町
田51
5652 
田53
部副

師団

5658 
5冊。
5伍2
5品4

5届5
砧66

括67
%曲
目師

団 72

日73
日74

描78
5679 

5680 
弱81

時幻

S凪4

5曲6
5槌6
5688 
白羽

田曲

目91

5692 
日93

5695 

5698 
臼99

5700 

5703 
5707 

5709 
5710 

5711 
5712 
5713 
5714 

5716 
5717 
5718 
5719 

5720 
5721 

5722 

5723 
5724 

5725 
5726 

5728 
5729 
5735 
57臼

5755 

5756 
5757 

5758 
5759 

57回

5761 
5762 
5763 
571臼

5765 
5766 
5767 

57ω 

5769 
5770 

5773 
5774 
5775 
5777 
5778 

5779 
5780 
5781 
珂38

5839 

5840 



書柱

。
E
-6
4
5
6
7
8
9
0
1
3
 

制
一拙

印

印

刷

問

問

問

日

臼

印

遭
一

-
雪

-
恒図 笠_j呈

折断軒片

折断制片

折町制片

軒町制片

折断制片

軒断刷片

砕片

制片

折町制片

胴片

用世

B回

B80 
880 

B80 
B印

B回
B80 

B80 
匝30
B80 

グリッド 石幹

口一010 Rhy 

1<-013 Ob 

K-013 Ob 

J-013 Ob 

K-013 Ob 

K-013 Ob 

K-013 Ob 

K-013 Ob 

K-OI3 Ob 
H-OIO Ob 

合檀h
一四

抑

制

蜘

制

御

お

捌

旧

日

制

標
一
4
8
8
8
8
8
m
8
m
6

E
7
7
7
7
7
7
r
7
1
7
 

?ι
-

出
山
叫
叫
山
溺
蜘
刻
加
加
知
抑
制

型

倒

叩

m
m
叩
山
由
問
山
内
出
回

ve
-

m
-a令
市

泊

9
古
川
山
叩
羽

2

0

M
一位

庶

民

m

E
匹

目

E

8
お

!

1
 

堅

訪

問

叩

引

m
m
m
m
刊

刀

V
A
-

同
一
2
3
2
3
3
2
3

3
4
3

さ

-0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

厚
一

」山
一

0
4
8
7
6
6
8
7
7
9

畳
一
1
0

0

1
0
0
0
0
0
0

煙
一

畳
一
1
?

0
1

1
0
1
1
1
1

畳
一

町
一
o
o
q
o
q
o
0
0
0

0

恒

国

団

関

四

国

国

回

国

働
一

乱

乱

臥

乱

臥

乱

a
a

軒
一

地

F

T

T
T
T
T
T
T
T
T

E
-

k

k

k

k

k

k

k

k

k

 

J

A

一
G

G
G
G
5
8
5
5
5

印
一

A

A
A
A

A

A

A

A

A

休場層石器観察表

図版番号遺物番号答書 題担

ナイフ影石醤

ナイフ影右ー

ナイフ影石・

ナイフ彫:c.

ナイフ膨石a
ナイフ彫石穏

77-7 2617 2 ナイフ修:c.

77-8 3779 ナイフ影石骨
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ナイフ彫石積

ナイフ影石信
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ナイフ影石嘗

ナイフ膨E錯
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ナイフ影石'

ナイフ影石ー

ナイフ形石盤

ナイフ酷石母

ナイフ修石信

ナイフ影石糧
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ナイフ形石醤

ナイフ影石邑
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ナイフ影石曇

ナイフ酪石'

ナイフ影石包

ナイ フ臨石曇
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第3章 旧石器時代

Y座栂(m) Z盛慣(m)

115舗1 178倒5

58.326 173.650 
97.3田 177.287 
125.304 178田9

1回 514 177 .039 
98.746 177 .259 

97.707 178.080 
57.459 113.355 

101.563 177.636 
104.475 177.188 

101.965 117.3描
56.757 177.613 

114.1国 178.705
117同8 177.578 

86.967 174.245 
割削2 174.367 
113.085 176.9お

168.933 174.425 
83.173 176.038 
72.192 174.379 

96.406 177 . 363 

117.258 178.583 
91.184 176.712 
81.8師 175田8

83.462 174.896 
60.468 174.127 

58.125 17<1.730 

97.859 1I7.331 
114.112 178.625 
97.672 176.407 

100.215 177.549 
81.709 175.971 

98.933 177.022 
43.9師 172.753

61.982 113.923 
152.113 176.918 

40.085 172.130 
102.142 176.406 
89.701 175.114 
66.539 175.787 

39田5 172.119 
89.643 177.576 

63.920 174.116 
58.851 173.699 
61.316 173.732 

69.236 175.940 
師 団5 174.658 

95.827 177 . 448 

99.443 177 . 523 
97.23日 177.524
96.463 177.115 
98.58.， 177.3臼

96.602 177 . 524 
97.845 177.464 

64.713 174.656 
96.875 177.401 
83.650 176制6

97.122 177.410 
97.219 li7.502 

97.377 177.519 
97.506 177 . 542 
98.4曲 177.530

弼 783 177.541 
96.538 177.3個
97.567 177.5明
96.828 177 . 465 

曲 783 177 .441 

97.072 177.477 

96.672 177.448 
99.867 177 .472 
99.819 177.444 
97.182 177.486 
1田 199 177.377 
描臼4 177.444 

96.885 177.451 
96.8前 177.317

61.129 174.628 

97.187 177.3倒
96.663 177.440 
曲 561 177.408 

96.601 177.460 
96.871 177.5個

師 933 177.361 
98.811 177.513 
97.980 177.3描
51.453 172.379 

95.225 177.349 
97.450 177.3ゆ5
98.1曲 177.5凹

96.704 177.515 
描 198 177.454 
1国 744 116.679 

97.314 177.326 
97.017 177.495 
54.472 113.195 
94.841 178.140 
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122.3曲 178.156
1回 197 177.064 

95.802 177.415 
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第3主主 旧石器時代

園田E番号遭軸番号枝醤 留掴 厄位 グリッド 石材 Ob車地 斬遺構名置量(.)畳恒(cm) 短径(cm) 庫さ(師) x堕慣(m) Y座視(m) Z鹿欄(m) 複 合

164-2 20個 被石 YLL G-回5 MSS 163.6 8.9 4.9 2.7 68.922 43輔9 173.719 

164-3 2539 磁石 YLU D-008 MSS 188.5 10.7 5.3 2.5 39.720 71.642 173.936 

164-4 4527 ~石 YLL H-Ol0 如、{町} RG38 101.3 6.1 4.4 3.2 74.5回 94.741 177 .225 

164-5 5484 厳石 YLL K-Ol0 MSS 188.2 i.8 6.9 2.5 107.7‘2 92.261 177.765 

164-6 2621 磁石 YLU F-Ol0 An(Py) 296.3 9.8 7.1 3.0 57.791 92.270 176.595 

164・7 2505 酷右 YLM D-007 MSS 228.5 8.7 6.3 3.1 39.213 66.816 "173.343 

164-8 2106 踏石 YLL H-005 MSS 230.6 7.3 6.5 3.4 71.184 46.664 174.111 

165-9 初日 阪石 880 E-Ol0 MSS RGll 91.2 7.3 3.4 2.6 45.719 95.8師 175.82 

165-10 4087 敵石 880 G-012 V向、 RG12 289.2 7.1 6.5 5.9 国 5田 115.4田 176切2
165-11 3258 敵石 B回 G-012 MSS RG12 7但 6 11.2 9.6 4.7 66.532 113国 1 177.u78 

165-12 3429 阪石 YLM H-Ol0 MSS RG40 27.9 4.7 1.9 2.8 70.982 同 636 177.442 S-27 

165-12 3440 舷石 YLM H-Ol0 MSS RG40 39.2 5.0 2.6 2.9 70.702 98.151 177.419 S-27 

165-12 34師 蔽石 YLM H-Ol0 MS$ RG40 18.9 3.5 3.7 1.3 70.671 弼 525 177.403 S-27 

165-12 4593 蔽石 YLM H田010 MS$ RG40 50.0 4.4 3.6 2.2 72.297 97.697 177.415 S-27 

165-12 45制 酷石 YLM H-Ol0 MSS RG40 32.9 3.6 3.7 2.1 72.242 97.662 177.416 S-27 

165-13 343to 厳石 YLM H-Ol0 MS$ RG40 213.2 8.9 8.2 3.6 70回7 98制 7 177.497 S 28 

165-13 3576 敵石 YLM H-Ol0 MSS RG40 72.265 99.156 177.489 $-28 

165-13 4剖1 厳石 YLM H-Ol0 MSS RG40 71.621 97.321 177.380 S-28 

166-1 4604 '厳石 YLU H-Ol0 加(Py) RG40 1384.0 11.9 10.3 7.8 71.300 開 228 177.4凹

166-2 180 圃蔽石 YLL K-O倒 FAn 429.0 9.2 7.4 4.8 107.446 3to.256 174.077 
166-3 5313 .厳石 YLM K-012 VAn RG46 185.5 8.3 7.3 2.6 100.134 114.220 178.532 

166-4 5198 .融石 YLL 1-012 VAn RG49 390.1 10.8 8.1 3.4 87.6田 119.993 178.241 

1回-5 3216 .蔽石 YLL 。-007 Tu 83.3 6.7 5.0 2.6 61.959 65.420 174.910 

167-6 41凹 '厳石 ZN G-Oll 加(町) 1149.4 13.9 9.2 6.8 69.134 102.712 177.260 
167-7 3095 膚敵石 YLM F一同8 V如、 RG25 486.9 8.3 8.1 7.0 54.032 75.610 175.272 

1678 4570 庖敵石 YLM H 010 VAn RG40 9羽 O 12.0 7.5 7.3 71.3却 目 277 177.434 

168-9 4111 竃車E ZN G-Oll VAn 938.3 11.8 8.5 6.7 69.251 101.591 177.227 

168-10 2751 膚厳石 YLL F戸007 Ba RG22 401.1 8.2 7.3 5.3 51.039 65.174 174.292 

1回ー11 864 .厳石 晴褐色土届 H-012 削(Py) 812.5 11.0 9.6 5.2 72.064 112.994 177.665 $-50 

168-11 874 .厳石 略構色之置 G-012 如、(Py) 68.246 114.644 177 .615 $-印

168..12 5109 膚献E YLL 1-012 刷、(Py) RG50 305.2 9.0 6.5 4.0 83.321 116.073 177.872 
168-13 3115 .厳石 YLM F-田7 VBa RG24 360.4 9.1 7.8 4.7 52.258 69.491 1 7~1 . 771 

169-14 31凹 -磁石 YLM F-008 VAn RG24 191.9 6.8 6.0 4.1 52.415 70.381 174.872 

169-15 3D!拍 .舷石 YLM F加8 vρn RG24 266.9 7.1 7.2 4.8 53.102 73.420 175.126 

169-16 5318 庫敵右 YLL ト012 VAn 218.2 8.4 o.9 3.0 82.731 119.922 178加3

169-17 5327 .舷石 YLL 1-012 VAn 85.9 5.7 4.!j 3.5 86.738 116.765 177 .963 

170-1 1870 台石 YLU F-009 VBa 25曲 。 21.1 16.7 7.8 58.020 81.913 175.941 

170-2 5134 台石 YLM 1-012 F$S RG50 4お 9 9.4 9.8 5.2 82.956 117回2 178.071 

170-1 40担 圃包 YLM D-Ol0 Hor 1曲 0.0 10.8 11.2 6.5 34.53to 93.509 174.646 $-42 

170-1 4035 圃橿 YLM D-Ol0 Hor 34.553 93.566 174.626 $-42 

825 圃石刃 暗褐色土掴 D-007 Ob 不可 0.1 0.8 0.3 0.1 37.370 67.370 174.025 

2916 掴石珂 YLM F-005 Ob KZOB 量中1 く0.1 0.4 0.7 0.1 印 4開 58.381 173.6曲

3446 蝿右刃 YLM トイー010 Ob KZOB 集中2 く0.1 0.8 0.5 0.2 70.513 97.664 177.4叩

3日3 掴石刃 YLM H-Ol0 Ob KZOB '‘骨1
く0.1 0.8 0.6 0.1 71.759 97.481 177日8

3535 岨石珂 YLM H-Ol0 Ob KZOB 陣中2 0.1 0.6 0.9 0.1 71.837 97.473 177.500 

35却 .'6刃 YLM H-Ol0 Ob KZOB 量中2 0.1 1.0 0.6 0.2 72.121 97.616 177 .485 

3881 掴石刃 ZN H-Ol0 Ob KZOB '帥1
く0.1 1.1 0.3 0.2 72.338 97.685 177.4蝿

3891 掴石E ZN 1-1-010 Ob KZO自 植<1>2 く0.1 1.0 0.4 0.2 72.532 97.346 177.547 

3898 圃石刃 YLU H-010 Ob KZOB 韓中2 <0.1 0.9 0.6 0.1 72.602 96.837 177.452 

4300 細石刃 YLL H-Ol0 Ob KZOB 鎖中2 0.1 1.6 0.5 0.2 70.914 94羽3 177.179 

4733 帽石刃 YLM H-Ol0 Ob KZOB 車中2 く0.1 1.0 0.6 0.1 71関9 97.314 177 .305 

44 スウレイ" YLL D-017 Hor 31.4 3.3 5.9 1.6 30.223 162.220 166.401 $-39 

54 スクレイ"ー YLL D-017 Hor 31.7 6.3 3.5 1.5 30.1関 162.601 1砧 .361 $-39 

160 スウレイパー YLU K-Oll Ob $WHD 2.5 1.9 2.3 0.7 104.127 103.183 178似)()

175 スクレイパー YL K-Oll Ob $WHD 0.9 1.5 1.7 0.4 101.533 101.019 178.3to9 

1285 スクレイパー YLU G-口口5 YJa 19.1 5.9 3.3 1.6 60.966 40.453 172.959 
1田3 ス ヲレイパー KU相当 J←012 GT 12.0 4.2 3.5 1.1 剖 926 111.961 178.671 $-89 

1721 スウ レイパー YLU F-Oll Ob HNHJ 5.6 2.9 2.4 1.1 58.341 103.459 177.023 

1943 スウ レイパー YLU H-005 Hor 7.9 3.0 2.7 1.2 72∞7 42.122 174.449 
2曲7 スク レイパー YLL F-005 Ob HNHJ i3.4 5.3 4.4 0.9 59.733 42.822 172.897 

2178 スク レイパー YLU J 012 Sh($t) 鎗中3 2.4 1.5 2.5 0.9 92.627 115.265 178.3to9 

2197 スクレイパー YLM G-007 Ob 不可 蝿中1 19.7 5.5 3.5 1.2 61.482 64.8出 174.941 

2219 スクレイ If.- YLU H-010 Ob KZOB 銀中2 2.8 3.1 1.5 1.0 70.027 98.939 177.408 

2220 スクレイパー YLM G-Ol0 Ob KZOB a・<1>2 3.3 2.6 2.2 0.8 69.809 剖 1羽 177担8

2295 スクレイパー YLU F-Ol0 Ob KZOB 1.9 1.3 1.6 0.8 55.273 90回6 176.265 

2359 スクレイパー YLM F似滞 GAn 11.2 4.9 4.2 0.9 58.899 81.738 175.923 

2謁8 スクレイパー YLU F-007 臼b $VI作~D 舗中1 7.2 3.7 2.9 0.9 国 528 64.269 174.671 

2397 スクレイパー YLU F-006 Ch .中1 4.8 3.0 2.6 0.9 58.117 57.779 174.0判

243to スク レイ"ー YLM E-007 RJa .中1 9.2 4.0 2.6 1.0 49羽2 63.034 174.曲3 $-20 

2454 スクレイパー YLM F-006 Ob HN同j 蝿中1 6.2 2.0 3.0 0.9 51拘6 56.642 173.622 
2制。 スクレイパー YLM 0-008 Ch (Gv) (1.3) (2.1) (1.3) 0.3 37.961 71制4 173. 740 
2邸2 スク レイパー YLM D-008 Hor 104.9 6.7 8.3 2.5 33.992 73.548 173.633 

2592 スクレイパー YLM F-Ol0 Ob T$TY 21.4 4.6 3.9 1.4 55.641 90.110 176.340 
2曲1 スクレイパー YLU E-006 Ob HNHJ 集中1 5.9 2.4 2.1 1.4 45.874 52曲2 173.037 

2611 スクレイパー YLM 。唱。09 Ob HN十-!J 0.9 1.3 1.0 0.7 35.825 83.106 174.463 

2615 スク レイパー YLM E-Ol0 Hor (25.5) (7.6) 2.9 1.6 47.815 97.401 176.022 

26!臼 スクレイパー YLU G-Oll YJa 41.5 7.4 6.3 1.2 60.963 105.127 177.211 

2892 スウレイパー YLL F-叩7 RJa 揖中1 49.4 7.1 4.5 1.6 日蜘 65.612 174.421 

2897 スクレイ"ー YLL F-007 Ob HNHJ 集中1 1.3 1.9 1.5 0.7 日 787 63.930 T74臼1

2905 スヲ レイパー YLL F-O田 Ob HNHJ 続中1 0.5 1.2 1.3 0.4 53.376 58.824 173.714 

2928 スク レイパー YLL E-006 Ob HN凡J .'ド1 7.5 2.3 2.6 1.5 48.761 59.839 173制2

2936 スクレイパー YUvl E-007 Ob HNHJ 2・<1>1 1.5 I .5 2.9 0.4 47.156 67.197 174.161 

3022 スク レイパー YLL F-008 Ob HN凡J 集中1 22.3 4.1 4.4 1.3 52.083 71.507 174.820 

3加5 スク レイパー YLL D-009 Hor 16.0 4.0 3.2 1.2 34.971 80.633 174.147 

3045 スクレイj'{- YLL 0-曲9 Hor 1.5 2.4 1.2 0.9 34.971 80.633 174.147 

3例5 スクレイパー YLL D加9 Hor 1.2 1.9 1.1 0.7 34.971 剖 6お 174.147 
却 45 スクレイパー YLL DOO9 Hor 0.2 1.5 0.8 0.4 34.971 80.633 174.147 

3刷5 スウレイパー YLL D-曲9 Hor 0.1 1.6 0.9 0.2 34.971 80.633 174.147 

3加5 スウレイ J{- YLL D加9 Hor く0.1 0.9 0.8 0.2 34.971 曲 .633 174.147 

3070 スクレイパー YLL 白一曲7 Ob HNHJ 鏑<¥>1 1.3 2.3 1.2 0.5 63.946 61.261 174.646 

3145 スクレイパー YLL E-007 Hor 蝿中1 18.1 4.0 3.2 1.4 49.732 61.876 173.904 

3208 スクレイパー YLL G-007 Hor 蝿中1 33.6 5.? 4.4 1.7 60.1叩 62.482 174.588 

3212 スクレイパー YLL G~007 Ob HNHJ 蝿中1 11.1 5.1 3.1 0.9 61.512 制 032 174.837 

3313 スクレイ"ー YLL G~012 Ob HNHJ 集中4 6.7 3.9 2.0 1.0 67.854 113.761 177.067 

3438 スクレイパー YLM H-Ol0 Ob KZOB 車中2 5.6 2.5 3.5 0.6 70.570 回 6剖 177.418 

剖55 スクレイパー YLM H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 0.7 1.5 1.1 0.6 70.934 田 729 177.3tol 

3470 スクレイパー YL 1+010 Ob KZOB 舗中2 (3.4) (3.2) 1.4 1.0 70.175 95.730 177.320 
3to75 スクレイ/¥- YLL G-Ol1 Ob HNHJ 0.7 1.6 1.7 0.4 61.240 102.459 177.002 

3698 スクレイパー YLM G-Ol0 Ob TSTY 1.7 1.1 2.4 0.6 64.2開 明 345 177.097 

3711 スクレイパー YLM G.Ol0 Ob HNHJ 4.5 2.3 2.4 0.9 68.835 四時4 171.315 

3714 スクレイパー YLM G-Ol0 Ob HNトもJ 蝿中2 0.3 1.2 1.5 0.2 曲 918 98田6 177.292 

3768 スクレイパー YLL G-Ol0 Hor 41.4 4.8 4.0 2.1 63.328 94.0国 176.886 
担お スクレイパー YLL G-009 Hor 91.5 13.0 3.4 2.1 68.390 87.471 176.494 

38弱 スクレイバー YLM G-Ol1 GAn 16.7 6.5 2.7 0.9 69.733 102.586 171謁4
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3857 スクレイパ YLM H-Ol1 HOf S眠中2 17.4 4.2 3.4 1.5 70田4 102却3 177.442 8-72 

3951 スクレイバー YLU H一回9 Ob WDKB 0.5 2.5 1.1 0.3 75.691 83.830 176.Si9 

4274 スク レイパー YLM H-Ol0 Ob HNHJ 続中2 0.3 1.9 0.7 0.3 73.766 99.562 177.393 

4420 スク レイパー YLM H-O国 Ob T8TY 1.4 1.8 2.3 0.4 76.610 72.715 176.091 

4423 スケ レイパー YLU H-008 Ob HNHJ 3.8 2.0 2.7 1.0 78.463 74.033 176.420 

4468 スク レイパー YLM H-Ol0 Ob KZOB 血中2 1.2 1.2 2.0 0.; 72.冊。 97.573 177.376 

暗制 スク レイパー YLL 1-007 HOf 17.4 2.0 4.2 2.0 89.240 61.061 176.082 S-34 
4弼2 スク レイパー YLM lくー007 HOf 47.1 4.5 4.0 1.9 108.968 68.311 176.939 8-34 

4953 スヲ レイパー YLM K-007 GAn 31.4 6.5 5.3 1.2 108.975 67.766 177.0叩
4954 スク レイパー YLM K曲7 GAn 6.; 2.5 3.8 1.3 109.082 67.156 176.943 

4980 スク レイパー YLM 1-010 Ob SWHD 2.5 3.3 2.3 0.4 89.990 91.758 177.569 

5010 スク レイパー YLM 1-012 Ob HNHJ 4.6 2.9 3.7 0.8 81.458 115.7師 177.882 
5田5 スク レイパー YLM J-013 HOf 集中3 149.2 6.7 8.4 3.2 目前6 125面 1 178.547 

5岨3 スヴ レイ"ー YLM )¥-013 Ob HN凡j 集中3 1.4 2.0 1.9 0.5 101制9 128.381 178.469 

5086 スク レイパー YLM 1(-013 Ob HNHJ 蝿<1>3 2.0 1.8 1.6 0.8 102.337 127.254 178.6叩

5104 スク レイパー YLL 1-012 SSh 54.9 7.1 5.1 1.7 89.452 116.708 178.101 

5288 スク レイパー YLL J-012 Ob AGKT 車中3 1.7 2.2 1.6 0.6 95制5 113.253 178.236 

5366 スク レイパー YLL H-Oll HOf 畠中2 32.6 6.8 3.2 1.4 70.141 102.9曲 177.293 

5479 スウレイパー YLL J-O-IO HOf 13.3 3.5 3.4 1.7 92.679 91.306 177.465 

7183 スクレイパー YLM C-019 Ob T8TY 6.7 3.2 2.7 0.9 28.320 181.427 164.764 

3189 ゲレイパ YLL F-007 Ob HNHJ 蝿φ1 0.5 1.1 1.5 0.3 58.648 64日6 174.702 
3却8 ゲレイパー BBO G-012 Ob 不可 蝿中4 <0.1 1.0 0.4 0.2 67.096 114.941 176.646 

3320 ゲレイパー YLL G-012 Ob AGKT 植中4 4.0 2.0 2.5 0.8 68.548 115.470 176.524 

3721 グレイパー YLM G-Ol0 Ob HNHJ 2.0 2.1 2.1 0.5 67.455 94.549 177.023 

3774 グレイパー YLM G-Oll HOf 17.6 4.4 3.2 i.7 62.635 1叩 745 i77 .1田

4012 ゲレイパー YLL D-∞8 Ob HNHJ 4.0 2.5 1.8 1.0 34.920 78.411 173甜2

4912 グレイパー YLM 卜邸主9 FT 22.2 6.2 3.6 1.5 87.410 84.436 177 .334 

3田3 償責診石曇 YLM H-Ol0 Ob KZOB 縄中2 0.6 1.9 0.9 0.4 72.671 96.021 177 .434 

3日。 視軍手石艶 YLM H-Ol0 Ob KZOB 構中2 0.9 2.1 1.1 0.5 71曲4 97お6 177.495 

3705 慣影石盤 YLL G-Ol0 Ob TSTY -中2 0.9 2.2 1.2 0.4 66.345 98.681 177.133 

1241 石 被 YLU J-007 Ob SWHD 2.2 3.2 1.3 1.0 99.082 67.521 177.214 

2112 石輯 YLL H-曲5 Ob HN凡J 6.3 2.6 2.1 1.1 71.257 42.720 173.6∞ 
2360 石植 YLM F一回9 HOf 110.7 7.1 6.2 2.4 58.427 82.432 175.955 

2393 石植 YLU F-O冊 Ob HN出 寝中1 1.7 1.9 0.9 1.0 57.876 59.540 174.231 

2481 石 植 YLM E-曲6 Ob HNHJ 集中1 10.5 3.2 3.0 1.3 48.730 59.9切 173.720 

2584 石 鞍 YLM D曲8 HOf 76.1 4.6 5.9 2.4 33.274 70.655 173.361 

2693 石敏 YLM F一回7 G旬、 繍中1 29.3 5.8 3.5 1.5 50.681 64.814 174.243 S-19 

2岨3 石 槙 YLL F-007 Hof '眠中1 448.2 9.4 6.3 5.5 55.017 64.010 174泊4
Z百3 石 槙 YLL E一日四 HOf 8.2 2.5 3.4 1.4 49描4 88.224 175.6届

3071 石 檀 YLL G-007 Ob HNHJ _"" 20.8 6.3 3.0 1.4 64.012 62.041 174.7日

3197 石積 YLL F-007 Ob HNHJ _"" 4.3 2.6 2.1 1.3 59.034 62.379 174.374 

3229 石檀 YLL G-007 Tu 335.8 11.5 6.1 3.5 65.214 68.346 175.214 

3432 石 控 YLM H-010 HOf 蝿"'2 69.0 4.6 7.8 2.1 71.533 99.433 177 .482 

3453 石 唖 YLM H-Ol0 Mγ 繍中2 20.4 2.6 3.1 3.2 70.830 97.032 177 .372 

3689 軒町制片 YLM G-Ol0 Ob HNKl 1.4 1.0 2.0 0.7 61.564 99.661 177.136 

3708 右横 YLM G-Ol0 Ob HN凡J 3.8 3.5 2.3 1.2 67.241 98.317 177.267 

3803 石 積 YLM G..009 ト10f 41.4 3.1 5.1 3.1 63.675 86.269 176.3曲

3827 石積 YLL G→010 GAn 65.7 4.4 5.6 2.5 68.678 剖 324 176.6岨

3831 石 敏 YLM G-009 Ob 風化 3.4 1.7 2.5 0.9 68.453 89.284 176.637 

お54 石睦 YLM G.Oll Ob 風化 5.6 2.7 2.0 1.4 69.355 101.726 177.428 

4001 石槽 YLL D-008 ト0' 27.9 3.4 3.4 2.1 37.615 71.275 173.628 

4158 石 植 YLM H-Oll Ho， 62.0 5.8 4.0 2.2 78.099 105.633 177.221 

4213 石 敏 YLL G町 011 GAn 277.1 6.5 7.1 4.5 65.318 103.7臼 177.232 

4414 石 槙 YLM H-008 Ho， 69.5 5.5 6.4 2.2 75.458 70.528 176.011 

4638 石 核 YLL H-012 Ho， 42.4 4.3 3.9 1.8 77.691 115.115 177閃1

4846 石 櫨 YLM ト∞8 Ob HNHJ 0.5 1.8 1.3 0.3 80.921 71.191 176.233 

5058 石輯 YLM J-013 HOf 園中3 24.3 3.6 2.7 1.8 95.749 127.659 178.3泊

5229 1 石横 YLL K-013 HOf 車中3 2.6 4.0 3.7 3.2 101.8描 122.702 178.455 

3 剰 片 YL H-005 HOf 14.3 2.4 4.6 1.7 71.071 41.631 177 .573 

32 骨 片 YLL K←016 Ob 不可 1.9 1.6 2.4 0.5 106.748 150.644 "176.719 

40 折断制片 YLL C-017 Hor 5.1 3.6 3.2 0.5 29.646 161.654 166.331 

41 軒 片 YLM C-017 Ho， 14.0 4.2 3.9 1.0 泊 873 161.482 166.475 

42 制 片 YLM C-017 HOf 24.9 4.7 4.7 "1.4 29.993 162.365 166.791 

43 折断制片 YLL 0-017 HOf 17.1 5.2 3.7 1.0 30.084 162.351 166.436 
45 折断制片 YLL 0-017 HOf 12.8 4.0 .1.0 1.2 30.181 162.533 1師 442

47 折断制片 YLM D-017 HOf 28.9 5.5 3.6 1.8 30.301 163.018 166.6∞ 
48 折断制片 YLM C-017 HOf 9.9 2.9 3.9 1.0 29.772 162.849 166.421 

49 徹ー刺片 YLL D-017 Hor 24.9 4.6 6.6 1.7 30叡)Q 162.772 166.537 

50 折画制片 YLM D-017 HOf 0.4 1.3 1.1 0.4 31.3国 162.776 1伍 702

50 折断制片 YLM 0-017 HOf 0.3 1.9 1.1 0.4 31.3伺 162.776 166.702 

51 制片 YLL 0-017 Hor 80.6 7.2 7.1 2.0 31.035 162.097 166.525 

52 制片 YLL 0-017 HOf 3.9 2.3 2.4 0.7 31師4 162.205 166.489 

53 制 片 YLL 0-017 HOf 40.9 4.5 6.5 1.6 却 549 161.642 1砧 441

55 制片 YLU C-020 Hor 43.6 4.8 5.0 1.6 23.669 191.070 163縦訓E

76 世・制片 YL E-007 Ob HN凡j 血中1 25.7 4.0 4.1 1.8 48.340 62.049 174.086 

79 制片 YL E-007 GAn 蝿中1 10.0 3.2 3.0 0.9 47.526 62.0剖 174.216 

回 制 片 YL E-007 HOf 植中1 24.8 5.7 4.5 1.2 47.8田 61.688 173.975 

85 制 片 YLU L-Oll HOf 104.8 7.3 5.5 2.7 112.141 101.318 178.757 

86 折断割片 YLU H-Oll Ho( 蝿中2 0.9 1.1 1.6 0.6 71.451 1凹 798 177 .493 

87 祈断剥片 YL H-Oll HOf 2圏中2 24.9 4.4 5.6 1.0 71.230 101.290 177.475 

96 折画制片 YL H-曲7 Hor 16.2 3.9 4.7 i .2 72.933 62.2佃 175.743 

97 折画制片 YL H-凹7 HOf 3.3 1.9 2.G 0.8 72前9 61.274 175.765 
由 制 片 YL H-曲7 Hor 25.7 4.8 3.9 1.4 73.465 62.268 175.762 
1曲 世・制片 YL 仲田7 Hor 38.3 5.3 6.4 1.1 72.534 61.498 175.714 
103 街断制片 YL H一回7 ト~or 14.8 3.4 4.6 1.8 71.892 61.243 175.719 

107 折町制片 YLU G-Oll 判。， 5.1 1.3 3.1 1.2 60.669 101.293 177.375 
1回 制 片 YLU K-Oll トlof 2.4 2.3 1.5 0.6 102.810 1回 .664 178.310 

111 折断制片 Yし F∞9 HOf 8.2 4.8 2.0 1.0 50.9由 81.601 175.806 

116 折断制片 YL F-009 HOf 0.9 1.2 1.4 0.5 50.869 82.373 175.783 
129 制 片 YL J即 012 HOf 52.2 5.4 5.5 1.6 92.149 110.970 178.276 

134 析町制片 YL F-Oll HOf 22.5 5.5 4.1 1.0 57.334 101.533 176時6

135 折断刷片 YL E-007 HOf 揖中1 13.5 2.6 2.0 1.2 '6ι58 61.123 173.933 

135 折断制片 Yし E-007 HOf 蝿中1 2.5 2.3 1.6 1.0 46.858 61.123 173.933 

135 折断剥片 YL E-007 HOf 畠中1 3.1 2.1 1.7 0.9 46.8伺 61.123 173.933 

135 折断制片 YL E-007 HOf 車中1 <0.1 1.4 0.6 0.3 46.8剖 61.123 173.933 

143 制片 YLL G-007 Ob HN刷 車中1 3.6 2.8 1.6 0.8 60.853 62.473 175.645 

1印 制 片 YLU F-Oll HOf 30.1 3.4 4.6 2.0 58.327 103.462 176.776 

155 折断制片 YLU K-Oll Ob HNHJ 0.4 1.6 0.8 0.3 104.294 103.226 178.607 

156 軒断剰片 YL K-Oll Ob 不可 く0.1 1.3 0.5 0.2 102.122 102.9.7 178.4'3 

159 制 片 YLL 1(-011 Ob AGKT 1.7 2.9 1.3 0.7 102.824 102.730 178.239 

167 融制片 YLL F-Oll HOf 10.2 4.4 3.6 1.0 58.657 1叩 684 176.785 

1同 .街断"1片 YL F-OO骨 卜-:or 0.1 0.8 0.5 0.2 52.526 82.147 175.831 

170 曲折断刺片 YL F-009 l-1or 10.2 3.6 2.3 1.3 52.119 制 092 175.897 

171 骨 片 YLL L-005 Ob 不可 0.2 0.8 0.6 0.2 113.148 41.178 174.477 
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第3章 旧石器時代
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172 砕片 YLL L-005 Ob 不可 0.9 2.4 0.6 0.6 111.663 41.957 174.574 
173 砕片 YLM 仲 間5 Ob 不可 1.1 2.0 1.7 0.5 108.63 40.225 174.667 
174 折断制片 YL Hor 1.8 3.1 0.9 0.7 
175 砕片 YLM K-叫4 Ob 不可 0.9 1.5 1.7 0.4 104.735 36.0羽 174.383 
178 軒町制片 YLL K-印3 Hor 2.2 2.1 2.5 0.4 102.482 27.119 173.133 
182 折断制片 YL Hor 10.0 2.6 2.7 1.7 
331 針断剥片 YLU-YLM 1-0国 Hor 1.5 2.0 1.0 0.7 80.884 57.113 176.117 
お1 折断軒片 YLU-YLM ;-006 Hor 0.2 1.1 0.6 0.4 80.884 57.113 176.117 
1199 岨 析断剥片 YLU F-曲4 Ob HNHJ 1.2 1.6 1.0 0.6 50.055 38.292 172.047 
1207 析断制片 YLU H-005 Hor 11.8 3.2 2.5 1.5 72.611 45.510 174.254 
1239 慢 締罰刺片 YLU J曲7 SSh 34.0 5.0 5.0 1.5 93.276 67.712 177.141 
1臼何日 開片 YLU H-005 Hor 11.8 2.6 4.0 1.1 73.785 44.331 174.191 
1631 制片 YLU H-005 Hor 5.2 3.0 2.i 1.9 73.2描 46.288 174.263 
1632 制片 YLU H一回S Hor 17.3 3.7 4.6 1.3 72. 285 44.7伺 174.130 
1633 制片 YLU H一回5 Hor 34.2 3.2 5.2 1.3 72.184 45.741 174.228 
1785 制片 YLU H-Ol1 Hor 2.7 3.1 1.9 0.4 73朗3 107時6 177臼8
17拍 折断剥片 YLU H-Oll Hor 32.7 6.3 3.9 2.0 75.263 105.873 177届9
1792 制片 YLU H-Oll Hor 12.9 3.5 4.0 1.0 78.256 1岨 224 177.4臼
1858 刺片 YLU F-回9 Hor 0.7 1.6 1.3 0.4 50.375 88.138 175.700 
1861 折断剥片 YLU F-009 Hor く0.1 1.0 0.7 0.3 50.940 87.638 175.8凹
1861 折断刷片 YLU F-009 Hor く0.1 0.9 0.8 0.1 50.940 87.638 175.8佃
1862 制片 YLU F-日 O~J Hor 2.9 2.4 1.6 1.0 50.943 87.248 175.8羽
1部3 折断制片 YLU F-009 Hor 1.8 2.5 1.4 0.6 50.210 部 2凹 175回7
1869 折断刷片 YLU F-009 Hor 8.7 3.6 3.0 1.0 57.021 82.576 176曲4
1881 折断剥片 YLU F"008 Hor 属中1 8.4 3.4 1.9 1.0 52曲 1 73.070 175.160 
1881 街断制片 YLU F-OOB Hor 蝿中1 3.4 1.1 3.1 1.0 52.681 73.070 175.160 
1881 折画制片 YLU F-008 Hor 蝿中1 0.9 1.0 2.0 1日 52.681 73.070 175.1曲
18剖 骨 ・折断刺片 YLU F-007 Ob HNHJ 蝿中1 4.0 3.7 1.7 1.0 53.1開 64.869 174.551 
1曲 1 制片 YLU F-005 Hor 9.3 3.9 2.8 1.1 53.152 44.251 172臼2
1剖2 軒片 YLU F-凹5 Ob HNHJ 0.6 2.0 1.4 0.3 53.021 44.386 172.7剖
1933 自作断制片 YLU G"005 Hor 0.6 1.9 1.2 0.4 63.492 46.908 174.351 
1934 折断割片 YLU G-005 Hσ 2.9 1.5 2.0 0.9 63.492 46.855 174.283 
1935 折断剰片 YLU G 凹5 Ob AGKT 1.2 1.9 0.4 1.2 62.070 47.245 17'.321 
1937 折断制片 YLM G-田5 Hor 4.5 2.7 2.5 0.9 63.559 相 985 174.374 
1945 開片 YLU H-曲5 Hor 14.4 3.8 2.1 1.3 73.316 47.204 174.943 
1倒7 剥片 YLM H-005 Hor 8.2 3.7 2.1 1.0 75国 7 46.218 174.832 
1制9 折断制片 YLM 仲 間5 Hor 0.5 1.3 1.0 0.5 73.168 40.904 174.412 
1950 軒町制片 'ILM 仲 間5 Hor 0.7 2.3 0.7 0.9 73.194 40.662 174.393 
1951 続断制片 YLM H-田5 Hor 1.5 2.0 1.0 0.6 73.549 40.400 174.373 
1952 制片 YLU G-∞4 Hor 6.1 2.6 3.6 0.6 68.229 刻印3 173.977 
1953 '般 折町制片 YLU G-似H Ob HNHJ 9.3 3.5 2.8 0.9 68.205 39.0判 174.045 
19日 軒断刷片 YLU H-∞4 Ob HNHJ 0.1 1.1 0.8 0.3 70.114 35.7制 173.6四
1959 剥片 YLM H-曲4 Hor 8.6 4.5 2.2 1.0 73.023 36.663 173.928 
1冊。 剥片 YLM G-∞5 Hor 21.9 5.6 4.7 1.2 61.472 44.445 173.902 
1描 1 折断刷片 YLU G-005 Ob AGKT 1.3 1.9 1.4 0.7 61.602 45.522 174.103 
1964 軒町制片 YLU F-田5 Ob HNト-kJ 2.6 2.9 2.2 0.5 57.851 43.118 173臼8
1967 '政 街断刷片 YLM F一回5 Ob 不可 0.5 1.2 1.2 0.3 51.494 43.406 173.047 
1970 街断制片 YLM G-∞5 Ob AGKT 1.2 1.4 2.7 0.6 63.059 ~4 . 883 174.126 
2090 制片 YLL H-ω5 Hor 8.7 3.2 3.0 0.8 72.3お 41.599 174.324 8-69 
2091 折断"1片 YLL H-005 Hor 0.2 0.7 1.4 0.5 72.263 41.5叩 174ね6 8-69 
2093 制片 YLL F-叩4 Hor 9.1 4.2 2.2 1.0 56.424 39.629 173曲2
2曲4 制片 YLL G-005 Hor 30.8 4.4 4.3 1.6 67.480 44.138 174.2師
2回5 制片 YLL G-叩5 Hor 10.1 4.4 2.3 1.2 63.0田 43.502 173.727 
2国 6 剥片 YLL G-伺5 GAn 5.9 4.2 1.6 0.9 69.847 41.016 174.189 
2凹8 折画制片 YLL 小田5 Hor 1.1 1.5 1.8 0.6 69.148 且2.834 173.862 
2098 街断制片 YLL G-田5 Hor 0.4 1.0 0.9 0.5 69.146 42.834 173.862 
2田8 折断制片 YLL G-佃5 卜or 0.2 1.5 1.1 0.4 69.148 42.834 173.662 
2100 徹 折 断 相片 YLL G-005 Hor 0.3 1.6 1.0 0.3 o8.753 44.294 173邸8
2102 制片 YLL G-005 Hor 24.7 5.1 3.9 1.5 68.410 47.087 173.974 
2103 徹・制片 YLL G-佃5 Hor 24.1 4.3 4.7 1.3 69.931 47.431 174.105 
2104 制片 YLL H-005 Hor 4.9 3.8 1.6 0.8 71.546 49.4国 174.260 
2107 剰片 YLL H-005 Hor 23.9 4.9 3.8 1.4 70.820 46.316 174.073 
2108 噛 ・折断制片 YLL H-005 Hor 3.8 2.3 2.2 0.7 71.840 46，484 174.153 
2108 折断制片 YLL H一日日5 Hor 0.2 1.1 0.5 0.3 71.840 46.4倒 174.1日
2109 制片 YLL 1+005 Hor 10.1 3.4 2.4 1.3 72.771 46.6岨 174.148 
2110 制片 YLL H-005 川町 7.6 2.2 3.3 1.2 70.744 45.454 174冊。
2111 折断制片 YLL H-005 Hor 18.2 3.5 5.3 1.2 70.7田 44.114 173.816 
2179 置制片 YLU J-012 Ob AGKT 線中3 0.4 1.7 1.0 0.3 包括。 117.417 178.449 
2184 制片 YLU 1-013 同町 17.5 3.8 3.1 1.3 86.434 123.411 178.348 
2188 制片 YLU '..011 Hor 15.5 4.6 3.5 1.3 80.275 105.73 177.452 
2190 析町制片 YLU 1-010 Hor 0.8 1.2 1.1 1.0 81.086 95.715 177.537 
2196 . .軒断制片 YLM G-007 Ob HNHJ 畠中1 0.9 1.3 1.8 0.4 61.742 65.6日 175.019 
2222 徹折町制片 YLM G-010 Ob HNHJ 集中2 0.6 1.7 1 '1 0.4 69.120 剖，1国 177 .372 
2223 世 析 断 刷片 YLM G-010 。。 HNHJ 車中2 2.3 1.8 1.8 0.7 69，573 98.2日 177.348 
2225 折断刷片 YLM G-010 GAn 揖中2 2.0 2.2 1.4 0.1 69.869 97.982 177お6
2230 折断制片 YLM G--Ol0 Ob 不可 踊中2 0.4 1.7 0.7 0.4 67.401 97.6珂 177.281 
2231 '陵 折画制片 YLM G-Ol0 Ob KZOB 車中2 0.6 1.1 1.0 0.7 67.407 開 204 177剖8
2234 折断制片 YLM G-OI1 Ob HN十-kJ 0.5 1.6 1.2 0.3 69冊2 1凹的4 177 .391 
2235 折聞朝片 γLM G-Oll Hor 貧困凹 0.4 1.7 1.3 0.5 68.841 101.020 177.441 
2236 徴。折断剰片 YLM G-Ol0 Ob WDTY 0.2 1.2 0.9 0.2 臼 597 99.895 177.378 
2237 折衝制片 YLM G-Oll Hor 蝿中2 3.2 2.0 2.3 0.7 68.278 1∞053 177お8
2237 折断刷片 YLM G-Ol1 Hor 蝿中2 0.4 0.6 1.2 0.6 68.278 1回 053 177.3担
2238 t街断刺片 YLM G-Oll Hor 0.7 3.0 1.6 0.3 67.026 iOI.661 177.424 
2239 折断刺片 YLM G-Ol1 Hor 0.9 1.3 1.1 0.5 66.927 101曲 7 177.416 
2240 折断制片 YLM G-Ol0 Rhy 1.4 1.8 1.2 1.9 制 916 岨 293 177.224 
2241 制片 YLU G-Ol0 Ob HNHJ 0.2 1.2 2.2 0.2 64，485 99.099 177.314 
2242 世・軒町制片 YLM G-Ol0 Hor 2.9 2.2 2.5 1.2 64.108 99.652 177.219 
2242 折断制片 YLM G-Ol0 Hor 0.3 1.2 2.0 2.5 64.108 99.652 177 .219 
2242 折断刷片 YLM G-Ol0 Hor く0.1 0.7 1.7 0.6 64.108 99.652 177 .219 
2242 街画制片 YLM G-Ol0 Hu< 0.7 0.8 1.7 0.6 64.108 99.652 177 .219 
2242 析断制片 YLM G-Ol0 Hor く0.1 0.7 1.1 0.1 64.108 99.652 177.219 
2242 街断割片 YLM G-010 Hor 0.1 1.5 0.7 0.4 64.108 99.652 177.219 
2242 制片 YLM G-010 Hor 4.4 2.7 2.0 1.0 64.108 99.652 177.219 
2243 唖 t舟断刷片 YLU G-010 Hor 0.7 1.3 2.1 0.5 64.077 98.830 177.257 
2244 街町制片 YLM G-010 Ob HNHJ 0.4 1.7 0.8 0.4 65.196 97.364 177.128 
2246 街断制片 YLM G-010 ob HNHJ 1ヨ 1.5 2.9 0.6 63.115 99.246 177.192 
2247 折断制片 YLM G-Ol0 GAn 1.8 2.0 1.6 0.7 63.1加 98.お8 177.2的
2248 制片 YLM G-Ol0 Hor 1.0 1.5 1.4 0.5 62.248 98.790 177 .124 
2249 制片 YLU G-010 Hor 3.0 2.1 2.1 0.8 62，417 98.503 177.230 
22印 制片 YLM G-010 Hor 2.6 1.4 3.0 0.8 61.228 99臼S 177 .184 
2251 街町制片 YLU F-010 Hor i .7 1.5 2.0 0.6 59.975 99.465 177 .143 
2253 折断制片 YLU G-Ol0 いけor 2.9 2.1 2.1 0.7 61.067 98.228 177 .197 
2253 折断刷片 YLU G-010 Hor 0.6 1.0 1.4 0.5 61.067 98.228 177.197 
2254 融制片 YLU F-Ol0 Hor 11.9 2.9 4.7 0.9 59鈎5 抑制E i77.111 
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2255 折断制片 YLM F-010 Ob HN凡j 0.1 0.8 1.1 0.1 59.467 97.404 177.017 
22日 障制片 YLM F←010 Hor 6.7 2.8 2.1 0.9 59.936 97.122 177.037 

2257 撤・折断制片 YLM F-Ol0 Hor 8.3 3.9 1.9 1.5 59.931 括的4 177.036 

2258 軒断刷片 YLM G-Ol0 Ob HNHJ 0.3 1.4 1.2 0.3 制 190 96踊7 177.015 

2259 続断輯片 YLM G 010 Rhy 8.3 4.0 3.3 1.0 60.854 96.891 177国1

匁印 折町制片 YLM G-OIO Hor 5.3 1.6 3.3 0.8 60.593 96.027 177.014 

2261 制片 YLM G-Ol0 Hor 1.6 4.1 1.2 0.7 60.465 師 190 176.979 

2262 析断胸片 YLM G 010 Ob TSTY 1.7 2.0 1.3 0.7 60.704 蝿 050 177冊 2

2263 骨折断軒片 YLM G-Ol0 Hor 車<1>2 18.4 4. i 2.9 1.3 69.613 92.591 177.036 

2264 制片 YLM G-Ol0 Hor 繍<1>2 5.2 2.8 2.8 1.1 69.570 92.860 177.059 
22凪 制片 YLM G 010 MT 5.8 2.9 2.0 1.1 68.146 93.583 177.076 

2269 世折町制片 YLU G-Ol0 FAn 揖中2 47.6 4.1 7.0 2.4 69.034 94.492 177.1曲

2270 折画制片 YLU G-Ol0 Ob 不可 .<1>2 1.2 2.5 1.3 0.4 曲目3 制印4 177.159 

2271 制片 YLU G-Ol0 Ob KZOB 揮命2 0.3 1.5 0.9 0.3 69判S 95.293 177.193 

2272 折断刺片 YLU G-Ol0 Ob KZOB 1.4 2.0 1.7 0.5 66.199 92田 1 177.012 

2273 折断制片 YLM G-010 Hor 17.8 3.5 5.1 1.2 64.6羽 93制自 176.9田

2273 折断制片 YLM G 010 Hor 3.0 1.4 3.4 0.8 64.639 93制8 176.9臼

2273 前面制片 YLM G-Ol0 Hor 0.8 0.7 2.1 0.7 64.639 93臼8 176.9田

2274 樟・刷片 YLM G-Ol0 Hor 26.1 4.7 3.8 1.7 64.351 倒閣1 176倒9

2276 制片 YLU G 010 Ob SWHD 0.3 1.3 0.7 0.3 63.224 97.496 177.179 

2277 折断制片 YLM G 010 Ob HNHJ く0.1 1.2 0.6 0.2 63.134 96.759 177 .078 

2278 制片 YLM G 010 Hor 1.5 2.2 1.6 0.4 62.978 田 828 177 .079 

2279 折断軒片 YLU G 010 Ob HN凡J 0.8 1.7 1.1 0.5 62.0羽 蝿 287 177.077 

n田 折育制片 YLU G-Ol0 Ob 不可 0.3 1.9 0.7 0.4 62同1 96.051 177 .064 

2281 障・折断軒片 YLM G-Ol0 Ob HNトiJ 0.6 1.6 1.7 0.2 62.458 95.057 176.972 

2282 街断制片 YLM G 010 Ob SWHD 0.9 2.2 2.2 0.3 62.424 制 B臼 176.959 
22酪 街断制片 YLU G-Ol0 Hor 7.9 2.2 4.1 0.9 63.267 92舗9 176.9叩

2287 制片 YLU 日 010 Hor 2.7 2.5 1.9 0.7 61.867 93.550 176鎖)8

2288 制片 YLM G-Ol0 Ob KZOB 0.7 1.8 0.9 0.7 63.511 90.898 176.781 

2292 制片 YLU F-Ol0 Hor 38.0 4.9 4.1 2.0 53.856 92.614 176.327 

22由 徹街断輔片 YLU F.Ol0 Ob KZ口日 1.5 1.5 1.4 0.9 55日7 剖日2 176.2砧

2302 11折断制片 YLM F-Ol0 Ob HN凡j 2.5 2.6 2.5 0.7 58.311 95.980 176.880 
2耳沼 軒町制片 YLM F-010 Hor 2.2 1.4 2.1 0.9 同 I田8 97.251 176.942 

2304 制片 YLM F-Ol0 Hor 8.7 3.4 2.1 1.3 58.737 97.272 177.012 

2305 祈断制片 YLM F-Ol0 Ch 0.4 1.2 1.0 0.5 59.026 97.534 177∞7 
23国 軒片 YLM F-Ol0 Hor 7.3 3.7 3.1 0.8 58.862 回 429 177.043 

2307 制片 YLM F'-OI1 Hor 6.3 2.7 3.5 0.9 59.191 100.409 177.0曲

2初8 自斤断制片 YLM F-Oll Hor 1.2 1.1 1.1 0.4 印刷4 101.2叩 177 .093 

2ぬ9 骨折断胴片 YLM F-Ol1 Ob SWHD 1.5 1.5 2.6 0.5 51.1倒 1倒鈎6 176.631 

2310 制片 YLU F-Ol1 Hor 31.6 4.6 3.9 1.8 55.665 1師3B3 176鉱員8

2311 折町制片 YLM F-Ol1 Ob AGKT 1.1 1.2 1.8 0.5 関 163 108.015 177.092 

2313 睡街断刷片 YLU F-Oll Ob AGKT 1.) 1.3 1.2 0.8 58.242 1凹 010 177.123 

2315 11析断刷片 YLM E-010 Ob 不可 2.0 1.2 2.4 0.7 47.505 98.112 176.213 

2316 折町制片 YLU E-Ol0 Hor 0.2 1.6 1.2 0.2 46.369 96.2剖 176.032 

2316 析断制片 YLU E-Ol0 Hor 0.3 0.7 1.3 0.4 46.369 描 290 176.n担

2318 制片 YLM 0-010 Hor 19.0 5.5 3.6 1.5 38制3 96.932 175.414 

2319 t好断制片 YLU 0-010 Hor 44.0 4.2 1.4 0.8 37.934 95.491 175.276 

2320 制片 YLM 0-010 Hor 25.4 4.2 4.8 1.3 37.244 97.185 175.194 

2336 制片 YLU G創19 Hor 8.6 3.1 3.2 0.8 65羽2 86.857 176.481 

2337 制片 YLM G-凹9 Hor 2.6 3.1 2.9 0.5 65.225 85.869 176.4制

2338 折断胸片 YLM GO凹 Hor 2.9 2.0 3.2 0.5 64.962 85.550 176.458 

2泊1 折断制片 YLM G-009 MT 8.0 3.7 2.7 0.8 69岱8 87.2判 176.582 S-81 

2342 '険折断制片 YLU G-009 MT 4.6 2.6 2.8 0.7 69.931 86.597 176.724 S-81 

2345 軒町制片 YLU G-009 Ob HNHJ 3.9 3.4 1.9 0.7 68.758 自9.624 176.7団

2羽S 制片 YLM G-009 Ch(OG) 7.1 2.6 3.1 1.0 62.513 86.327 176却8

2347 折断制片 YLU G-009 Hor 16.0 4.6 2.6 1.4 61.665 84.850 176.33B 
2350 制片 YLU G-OOS Hor 22.7 4.4 3.8 1.5 63田4 84.679 176.358 

2351 折断輔片 YLM G-田9 Hor 1.7 2.8 2.1 0.4 62.171 84.117 176.279 

2352 制片 YLU G凹9 Hor 15.2 4.7 2.8 1.3 62.456 的 959 176.289 

2353 融制片 YLU G-009 Hor 4.5 2.4 2.7 0.8 61.852 83.131 176.3曲

2355 融制片 YLU F-009 GAn 67.7 7.4 5.8 1.5 59.751 83.305 176.592 

2356 制片 YLU F-009 Hor 57.0 5.9 5.6 1.4 59.604 81.762 176田8
2珂? 剰片 YLM F-009 Hor 8.9 2.6 3.2 1.0 団 139 82.495 176.0包

2362 世折膏制片 YLM F-009 Oa 4.7 4.1 2.6 0.7 58.293 82.270 176.031 

2362 徴。折断制片 YLM ト帥9 Da 1.1 1.7 1.9 0.6 時 .泊3 82.270 176.031 

2363 制片 YLU F-Q()9 Hor 18.2 4.9 4.1 0.8 58.468 84.032 176.135 

2お4 制片 YLM F-叩9 Hor 41.2 6.9 3.4 2.0 羽 655 81.553 175明。

23B5 折断軒片 YLU 白一回9 Hor 1.5 2.0 1.9 0.8 63.409 81.752 176.207 
2甜7 制片 YLM G一冊9 OT 7.9 3.9 3.1 1.3 64.549 81.979 176.147 

2370 制片 YLM G曲8 Hor 3.4 3.3 1.9 1.0 61.757 75相3 175.772 

2372 折町軒片 YL叫 F一回8 Hor 6.5 4.0 2.7 1.3 57.589 77 .926 175.757 

2372 折断制片 YLM F-曲8 Hor 0.3 1.3 0.4 0.5 57日9 77.926 175.757 

2372 折断制片 YLM F凹8 Hor 0.1 1.1 0.5 0.3 57.589 77 .926 175.757 

2372 折町制片 YLM F-008 Hor く0.1 1.2 0.4 0.2 57臼9 77.926 175.757 
2373 折断刷片 YLM F-佃8 Hor 5.5 4.0 1.9 0.8 56.721 77.9拘 175.711 

2373 折町制片 YLM F一回 8 Hor 0.3 1.4 0.4 0.6 56.721 77 .999 175.711 

2373 折断制片 YLM F-曲8 Hor 0.1 1.1 0.4 0.2 同 721 77 .999 175.711 

2373 折断制片 YLM F-008 Hor く0.1 0.5 0.6 0.2 56.721 77.999 175.711 

2374 剥片 YLU F-008 Hor 3.2 2.6 1.8 0.8 57.046 79.469 175.816 

2374 折断刷片 YLU F-岨8 Hor く0.1 1.2 0.5 0.3 57.046 79.469 175.816 

2376 制片 YLM F一回 8 Hor 練中1 18.8 5.5 3.5 0.9 55.525 76.307 175.491 

2376 折断剰片 YLM F-Q08 Hor 掴中1 6.5 3.9 1.9 0.8 55.525 76.307 175.491 

2376 折断制片 YLM F叫8 Hor 蝿中1 3.9 2.9 1.6 1.0 55.525 76却7 175.491 

2377 制片 YLM F-曲8 Hor 舗中1 12.3 3.2 2.9 1.2 弱 405 76.356 175.471 

2378 折断制片 YLM F冊 8 Hor 車中1 3.3 2.2 2.2 0.6 55.917 74.2叩 175.316 

2380 制片 YLM F-008 Hor 畠中1 15.3 4.8 4.2 1.1 54.149 73目。 175.251 

2381 制片 YLM F-回S Hor 蝿中1 102.8 5.6 6.7 3.0 52.7羽 73.826 175.142 

2羽3 折断馴片 YLM F-007 Hor 蝿中1 36.2 7.4 4.5 1.1 52.765 69.934 174.813 S-70 

2お4 軒断蜘l片 YLM F-007 Hor 蝿中1 81.9 5.2 8.0 2.1 52.744 69.484 174.824 

2385 折断鞘片 YLU F-007 Hor .中1 22.3 4.4 3.9 1.3 52.619 69.053 174.7叩

23踊 制片 YLM F-007 Hor 鏑中1 12.8 5.6 2.7 1.0 57.475 67.922 174田2

2387 折町制片 YLU F-∞7 Ob HNHJ 摘中1 9.7 4.0 3.7 0.9 59.358 65.544 174.895 

2羽9 骨折断軒片 YLU F一回 7 Ob HN凡j 蝿中1 3.2 2.5 2.0 1.0 拍 476 62.513 174幻9

23叩 折断制片 YLM F凹7 Ob HN凡j 蝿中1 0.1 0.7 1.0 0.2 55.630 62.124 174.371 

2391 折断制片 YLU F-∞7 Ob HN凡j 蝿中1 0.9 1.9 1.2 0.6 58.532 60.204 174.4M 

2392 世・析断刺片 YLU F-田6 Ob HNトiJ 車中1 3.3 3.0 2.6 0.6 部 2岨 59.817 174.280 

2394 街断制片 YLU 戸ーはl6 Ob 不可 舗中1 6.1 3.4 3.0 0.9 59.180 59.832 174.365 

23掛 制片 YLM F-006 Hor 掴中1 36.2 4.5 5.9 1.3 59.759 58.662 174.1明

2398 析断制片 YLU ト叩6 Ob 不可 舗中1 0.2 1.0 0.8 0.3 55.702 58.316 173.976 

24佃 折断制片 YLU F-∞6 Ob 不可 知申1 0.2 1.1 0.8 0.4 53.643 58.871 173.878 

2401 制片 YLU G-Ol0 Hor 9.1 3.4 3.7 0.8 61.117 92.989 176.839 

2403 折町制片 YLM G-Ol0 Hor 1.7 3.0 1.0 0.7 62.715 92.182 176.885 

2403 折断制片 YLM 白-010 Hor 1.1 2.8 0.8 0.8 62.715 92.182 176.885 

2404 折断刺片 YLM G-Ol0 Hor 1.0 1.9 2.0 0.5 61.499 91.431 176.713 
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2405 軒町制片 YLM F008 Ob HNHJ 鱒<1>1 0.5 1.2 1.1 0.4 52.684 74.998 175.243 

2408 折断軒片 YLU F-007 Hor 第中1 7.7 4.0 1.4 1.3 54.664 62.5国 174.476 

2408 折断剥片 YLU F回7 Hor '眠中1 3.1 2.2 1.4 0.8 54師4 62.5回 174.476 
24，凹 軒町制片 YLM F-曲7 Ob HNHJ 蝿<1>1 0.2 0.9 1.0 0.2 日 013 61.117 174.180 

2410 析断軒片 YLM F凹7 Hor 蝿中1 8.5 4.6 1.9 1.0 51.0曲 65.877 174.376 

2411 析断制片 YLM F-007 Hor 蝿中1 3.8 3.9 1.8 0.6 51.075 66.305 174.426 
2412 軒町軒片 YLM F-007 Hor .中1 0.2 1.0 0.7 0.3 51.420 同 .616 174.436 

2413 制片 YLM F朗7 Hor 繍中1 2.0 2.1 1.9 0.7 50.780 67.121 174.411 

2414 折画制片 YLU F 007 Hor 踊中1 1.1 1.3 1.7 0.5 切 351 66.592 174.453 
2415 制片 YLM F-007 Hor 蝿中1 8.7 5.8 2.3 0.8 50.157 65.710 174.1叩

2416 街断刷片 YLM F-007 Hor 蝿中1 1.7 1.8 2.3 0.7 日 281 65.257 174.206 

2418 折断剰片 YLM E田7 GAn 車中1 1.5 1.8 1.4 0.4 拍印3 65.4制 174.192 

2419 制片 YLM E 007 Hor .中T 5.3 0.7 2.5 0.7 49.575 制 661 174.158 
2420 折断軒片 YLM E 007 口b HNトiJ 蝿中1 4.4 2.2 2.5 1.1 49.152 64.640 174.083 

2421 折断軒片 YLM E削7 Ob HN凡J .中1 0.7 1.8 0.7 0.5 49曲。 65.218 174.101 

2422 折断剥片 YLM E回7 Hor 掴<1>1 0.6 1.2 1.8 0.3 49.022 65.822 174.159 
2423 続断制片 YLM E-007 Ob HNHJ 舗中1 0.1 0.8 1.2 0.2 48.282 65.814 174.151 

2424 折断剰片 YLM E-007 Hor 集中1 0.2 0.9 0.5 0.3 48揖O 66.793 174.267 

2425 折町制片 YLM E-007 Ob HNHJ 置中1 0.3 1.1 1.3 0.3 49.429 67.423 174.320 

2426 折町制片 YLM E-口07 H町 銚中1 0.1 0.8 0.4 0.2 46.554 師 759 174.177 
2427 fIT断刷片 YLM E-007 Hor 蝿<1>1 0.5 1.7 0.8 0.5 46.625 65.693 174.057 

2427 折町制片 YLM E007 H町 録中1 0.2 0.3 0.6 0.3 46.625 65.693 174.057 

2427 軒町鞘片 YLM E←007 Hor 鎖中1 0.1 0.5 0.6 0.2 46.625 65.693 174田7

2428 析町制片 YLM E-007 Hor 蝿中1 1.3 1.9 1.0 0.7 47.425 65.617 174.124 

2428 折断刷片 YLM E-007 Hor _<1>1 0.2 1.0 0.5 0.3 47.425 65.617 174.124 

2428 折断剥片 YしM E凹7 Hor 陣中1 0.1 0.9 0.4 0.3 47.425 65.617 174.124 

2430 折断軒片 YLU E回7 Hor 摘中1 0.9 2.8 1.0 0.4 49.374 64凹8 174.132 

2432 折面開片 YLM E回7 Hor 舗中1 0.4 1.6 1.1 0.3 柑時9 64.223 174.111 

2435 析断刷片 YLM E-曲7 Hor 舗中1 0.4 1.4 1.0 0.3 49.953 63.377 174.012 

2439 野町制片 YLM E-007 Ob HNHJ 集中1 0.7 1.1 1.4 0.2 48.473 62.2闇 173.932 

2440 制片 YLM E一回7 GAn 蝿中1 32.3 1.4 5.3 1.6 48.1剖 62.330 174.041 

2441 街画制片 YLM E-凹7 Hor 蝿<1>1 0.2 0.9 1.2 日2 47.013 62.655 173回7

2441 折断刷片 YLM E∞7 Hor 篇<1>1 0.1 1.1 0.8 0.3 47.013 62.655 173田7

2442 折断刷片 YLM E-007 Ob HNHJ 績ゆ1 0.8 1.5 0.6 0.5 46.197 62.677 173.952 

2443 -険・折断制片 YLM E-叩7 Hor -中1 2.0 2.1 1.4 0.7 46.734 63.093 173.925 

2445 折画制片 YLU E曲7 H町 策中1 1.5 2.1 1.7 0.5 46.286 64.364 174.123 

2446 折断制片 YLM E一回7 Ob SWHD 続中1 0.2 1.5 1.2 0.2 42.542 印刷。 173制5

2447 刷片 YLU E-007 Hor '‘中1 1.7 2.1 1.4 0.5 47.884 61.655 173.995 

2447 t野断制片 YLU E-007 Hor 蝿<1>1 0.2 1.4 0.8 0.3 47.岨4 61.655 173回5

2447 折画調片 YLU E-007 Hor 鎖中1 0.1 1.0 0.7 0.2 47蝿4 61.655 173拍5

2447 軒町制片 YLU E-007 H町 畠中1 く0.1 1.0 0.6 0.2 47.884 61.655 173田5

2449 続断制片 YLM E-007 GAn _<1>1 0.5 2.0 1.0 0.2 48.077 62.888 173.931 

2450 世祈断刷片 YLU G-007 Ob 不可 血中1 8.8 2.7 4.7 0.9 63.8国 60.4田 174.757 

2455 折断制片 YLM F-006 Ob HNHJ 蝿中1 0.7 1.2 1.6 0.7 52.139 57.830 173.927 

2460 析町制片 YLM F-007 Ob HN凡j 集中1 0.1 0.6 1.0 0.2 50.801 60.257 173.821 

2‘61 制片 YLM F口07 Hor 蝿中1 26.2 3.7 4.6 1.8 51.765 61.248 174.013 

2461 折断剥片 YLM F-007 Hor 集中1 0.1 1.4 0.9 0.2 51.765 61.248 174.013 

2462 折断刷片 YLU F-007 Hor 掴中1 16.5 5.5 2.2 1.2 51.220 61.195 174.067 

2463 折断剥片 YLU F-007 Hor 集中1 11.6 2.8 4.1 4.1 51.052 61.598 174.065 

2464 制片 YLM F-007 Hor _<1>1 3.1 2.2 2.9 0.7 50.961 61.518 173.976 

2465 制片 YLM F-007 Hor 蝿中1 15.8 6.1 2.8 1.1 50.392 61.652 173捕O

2467 制片 YLM F-007 Hor 蝿中1 39.9 7.6 3.9 1.5 同 128 61.518 173.916 
2468 制片 YLM E-007 Hor 鎖中1 47.9 6.0 4.1 2.2 49.943 61日4 173幻2

2470 折町制片 YLM E-007 Hor 車中1 0.3 2.0 1.4 0.1 49.613 61.56Il 173.897 

2470 折断制片 YLM E-007 Hor 舗中1 0.2 1.5 1.1 0.1 49.613 61.568 173.897 

2470 剥片 YLM E-007 Hor 揖中1 0.3 1.5 0.7 0.3 49.613 61.568 173.897 

2471 剥片 YLM F-007 Hor _<1>1 19.1 2.8 3.4 1.3 50.278 61.407 173拍6

2473 剥片 YLl叫 F-007 Hor '眠中1 28.6 7.9 3.9 1.0 50.230 田崎6 173.859 

2474 .険制片 YLM F-007 Hor 続中1 63.6 8.4 6.5 4.6 50.190 61.082 173.846 

2475 制片 YLM E←007 Hor 掴命1 6.3 4.3 2.4 0.9 49.569 61.228 173.869 

2476 量折断刷片 YLU E-007 Ob HNHJ 線中1 1.4 2.3 1.2 0.7 49.442 61.183 173田3

2477 制片 YLM E-007 Hor 島中1 20.7 4.6 3.2 1.2 49.491 60.5国 173.849 

2478 析断刷片 YLM E-007 トイor 車中1 1.9 2.4 2.0 0.9 49.364 回 4剖 173制5

2478 折断制片 YLM E-007 Hor 蝿中1 0.5 1.5 0.9 0.5 49.364 60.498 173.845 

2478 析画制片 YLM E-007 Hor 揖中1 0.4 1.9 1.0 0.3 49.364 60.4岨 173.845 

2478 折厨刷片 YLM E-007 Hor 車中1 0.3 1.4 0.8 0.3 49.364 60.498 173.845 
2478 析断制片 YLM E-007 Hor 蝿中1 0.2 1.7 0.4 0.3 49.364 60.4田 173加5

2479 街断制片 YLM E-曲7 SSh 血中1 4.6 2.0 2.5 1.0 49.078 60国7 173.833 
2480 自斤断刺片 YLM F田7 Hor 揖中1 1.2 2.6 1.1 0.7 48.928 60.199 173.795 
2480 折画制片 YLM E-曲7 Hor 自民中1 0.2 0.9 0.7 0.3 柑位8 60.1叩 173.795 
24印 析断剥片 YLM E-曲7 Hor 繍<1>1 0.1 1.2 0.6 0.5 48.928 曲 1田 173.795 

2483 軒断刷片 YLM E一回7 GAn 舗中1 0.3 1.2 0.9 0.2 47.84 60.899 173.77 

2485 折断刺片 YLM E-006 Ob HNHJ 蝿中1 く0.1 1.1 0.7 0.1 48.178 59.793 173.712 

2柑8 軒断刷片 YLM E-006 Hor 蝿中1 0.2 1.0 0.8 0.3 48.377 59.462 173. 728 
2489 微細片 YLM E-006 Hor _<1>1 10.9 3.8 2.9 1.2 柑 341 58.524 173.561 

24剖 聞・刺片 YLU E-006 Hor 蝿中1 11.6 3.5 2.8 1.4 48.183 57.774 173.717 
2491 制片 YLM E-006 Hor 鎗中1 4.2 3.8 1.8 0.7 輔副7 58.279 173.543 

2491 軒町制片 YLM E-OC掲 Hor 練中1 0.2 1.4 0.4 0.4 46叩7 58.279 173臼3

2492 折断刷片 YLM E-O曲 GAn 蝿中1 3.1 3.1 2.1 0.8 47.2伺 59.364 173.718 

2493 折軒刷片 YLM E-006 Hor 車中1 4.2 2.9 2.2 0.7 47.370 59.706 173.747 

2493 析断制片 YLM E-006 Hor -中1 0.5 0.8 1.2 0.6 47.370 59.706 173.747 

2495 睡折断制片 YLM E-007 Ob HNHJ 蝿<1>1 1.7 2.1 1.6 0.7 47.122 60.230 173.731 
24曲 骨折軒輯片 YLM E-007 GAn 畠中1 0.4 1.5 1.4 0.3 46.897 60.862 173.718 

2497 制片 YLM E一回6 Hor 鏡中1 303.4 11.5 6.4 4.3 42叩1 59.245 173.218 

2498 断断鞘片 YLM E-O閣 日旬、 車中1 0.2 1.6 0.9 0.3 42.787 58.613 173.385 

2500 軒片 YLU E一氏)6 Hor '眠中1 2.3 2.5 2.2 0.7 44.373 54.462 173.1国
2印1 岨・折断刷片 YLM E-似)6 GAn _<1>1 9.9 4.2 2.8 0.9 46.8田 55.507 173.328 

2502 軒断制片 YLU E一冊6 Ob HNHJ 蝿<1>1 9.0 3.7 2.8 0.9 45臼S 53.712 173.165 

2503 折断制片 YLU E-006 GAn 蝿中1 2.0 2.5 1.8 0.4 44.358 53.7印 173.029 

2504 世 ・軒断章1片 YLM E-006 GAn 蝿医科1 1.9 3.0 1.6 0.4 43.988 臼 082 172.959 

2506 軒町制片 YLM D-007 Hor 13.0 6.2 2.2 1.4 39.664 67.425 173.434 
2切7 剥片 YLU 。-007 FAc 4.3 3.6 3.0 0.6 38.1開 69.026 173.698 

2508 制片 YLM D皿7 Hor 8.4 3.5 3.2 1.6 37.920 69.505 173.551 

2508 t野断輯片 YLM D-007 トlor 0.3 1.4 0.8 0.4 37.920 69田5 173.551 

2509 折断制片 YLM 口一回7 Hor 1.6 2.5 1.4 0.5 36曲6 69.636 173.542 

2512 折断軒片 YLM F-曲8 GAn 集中1 1.5 2.6 2.1 0.5 印 .237 75.972 175.131 

2513 制片 YLM F-O叩 Hor 園中1 20.7 5.1 3.1 1.4 51.390 71.8叩 174.931 

2513 制片 YLM F-008 Hor 蝿中1 0.2 1.4 0.8 0.2 51羽日 71.890 174.931 

2514 制片 YしM F凹8 Hor _<1>1 3.2 3.3 1.8 0.5 51.2由 71.202 174.858 

2515 折断制片 YLM F-008 Hor 蝿中1 3.1 3.0 1.7 0.9 51.392 70.171 174.8叩

2515 折断刷片 YLM F-O回 Hor 車中1 0.4 2.1 0.9 0.2 51.392 70.171 174.8叩

2516 折町制片 YLU F-008 GAn 鎖中1 13.3 3.3 4.3 1.5 50.204 70.439 174.818 

2517 折画制片 YLU E-008 Ob HNHJ 蝿園料1 0.8 2.3 1.1 0.3 49.899 70.085 174.751 

2518 制片 YLM F-007 Hor 蝿<1>1 8.9 5.5 2.6 0.9 51.778 69.145 174.721 
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2519 折厨制片 YLM F同7 Hor 集中1 4.9 3.9 2.3 0.8 51.512 69.235 174.689 
2521 折断制片 YLM F-007 Hor 鋳中1 1.1 2.3 1.3 0.4 50.566 68.614 174.547 
2522 制片 YLU F-007 Hor 揖中1 33.8 6.2 5.2 1.2 50.545 回国8 174.663 
2524 t野断制片 YLU F-007 Hor 車中1 16.2 4.2 3.9 1.4 50.917 68.396 174.5缶
2525 折断軒片 YLU F'007 Ob HNHJ 練中1 <0.1 51.024 68.173 174.6羽
2526 折断朝片 YLM F'007 Hor 車中1 12.1 4.9 3.3 1.1 51.719 68.318 174.646 
2527 制片 YLM F-007 Ob HNHJ 蝿<1>1 2.7 2.2 1.4 0.9 51.433 67.489 174.4担
2529 制片 YLM E一回7 Ob SWHO 車中1 3.5 2.0 1.8 1.1 46.666 69.395 174.357 
2531 術画制片 YLU E-凹7 Hor 集中1 1.6 2.3 1.3 0.7 46.481 62.484 173.850 
2532 軒町制片 YLM E-007 Hor 蝿中l 0.1 0.9 0.5 0.4 46.457 63.880 173.972 
2533 街町制片 YLM E 007 Hor 集中1 3.9 3.2 2.2 0.6 45お4 64.558 173.9剖
2534 折断制片 YLM E-Q07 Ob 不可 蝿中1 く0.1 0.5 0.4 く0.1 44.637 同 9n 174.107 
2535 後 析 断 制片 YLM E-007 Ob HNHJ .中1 0.5 1.3 1 2 0.3 43.367 65.994 173.8田
2537 制片 YLM E-008 Hor 11. i 4.2 2.5 1.4 40.088 71.058 173.887 
2538 析画制片 YLM O.加8 Hor <0.1 0.9 0.5 0.5 39.725 71.504 173.912 
2543 折断制片 YLM 0-008 Hor く0.1 0.9 0.6 0.2 36.527 70.401 173.515 
2544 制片 YLL 0-008 Hor 0.7 2.3 1.1 0.3 35.768 70.859 173.517 
2545 制片 YLM 0-即8 Hor 1.0 2.1 1.3 0.6 35.321 70.785 173.4鵠
2臼6 制片 YLM 0-0国 Hor 26.1 6.3 3.9 1.1 33.2珂 71.935 173.482 
2548 徹制片 YLU 0-008 Hor 8.4 4.i 1.7 0.9 33.376 73.275 173.667 
2549 制片 YLM 0-008 Hor 8.8 3.1 2.6 1.1 34.837 73.163 173.676 
25田 制片 YLM D咽8 Hor 41.5 34.916 75.127 173.792 
2551 制片 YLM 口一回8 Hor 6.6 2.7 2.3 1.0 34.135 76国1 173.828 
2552 制片 YLU 口問8 Ob 不可 0.9 2.0 1.3 0.4 33.936 7o.652 173.995 
2553 .折断軒片 YLM 口一回S Ob 不可 0.3 1.6 1.3 0.3 33.283 77.345 173.919 
2555 折聞制片 YLU 口一回9 Hor 3.4 1.3 1.5 1.0 34.035 60.016 174.219 
2558 折断刺片 YLM 口一回9 Ob TSTY 1.0 1.8 1.9 0.3 30.5回 66.477 174.1制
2日1 微折断制片 YLM 0-009 Hor 19.2 4.2 3.6 1.0 34.578 67.313 114.533 
2民3 折断制片 YLM 0-0伺 Ob TSTY 0.3 1.0 0.9 0.3 31酷5 67.075 174.4回
2566 軒町制片 YLM E-咽9 Hor 0.9 1.7 1.0 0.5 44.780 88.761 175.421 
2569 制片 YLM E回9 Hor 3.3 3.7 2.0 0.7 43明1 66.622 175.336 
2570 折断刷片 YLM E-009 SSh 3.0 2.8 2.7 0.7 44.012 66.774 175.314 
2574 制片 YLM D叩9 Hor 49.1 5.2 5.5 1.8 32.179 88.697 174.414 
2575 劃片 YLM E曲9 Hor 4.4 2.7 1.9 0.8 47.855 81.411 1i5.428 
2576 量1I片 YLM E償却 Hor 7.4 3.9 2.0 1.1 48踊9 82.411 175.487 
2576 剥片 YLM E国9 Hor 0.2 1.7 0.9 0.2 48.669 82.411 175.487 
2576 制片 YLM E-曲9 Hor 0.1 1.0 0.7 0.1 柏崎9 82.411 175.487 
2578 制片 YLM F心国 Hor 5.3 1.7 2.8 0.6 50.1師 81.977 175.632 
2579 制片 YLU E曲8 Hor 6.1 2.9 2.2 0.9 48.337 79曲。 175.296 
2588 折断蜘l片 YLM F一例主9 Hor 1.6 1.6 1.4 0.7 56.718 84.310 175.952 
25曲 t行断制片 YLM F-O凹 トlor 1.9 2.0 1.8 0.5 56.817 86.651 176.152 
2593 制片 YLU F-曲9 Hor 0.4 1.8 2.2 0.3 52.624 87邸5 175.829 
2594 折断創片 YLU F-009 Hor 4.4 2.4 2.9 0.8 52.917 87田7 175.929 
25制 折断制片 YLU E一回9 Hor 。7 2.5 1.1 0.5 52.917 87咽7 175.929 
2594 折断動l片 YLU E曲9 Hor 0.5 1.6 1.2 0.3 52.917 87田7 175.929 
2595 折断章"1片 YLU F-Q09 Hor 12.4 4.7 3.2 0.9 52.795 岨 513 175.916 
2595 街断lJI片 YLU E-009 I-lor 3.0 2.3 2.3 1.0 52.795 88.513 175.916 
2598 E府断4目l片 YLU F-Ol0 Hor 1.2 2.1 1.3 0.5 52.081 90.244 176.074 
2598 折断lJI片 YLU F-010 Hor 0.3 1.2 1.1 0.3 52.081 90.244 176.074 
2599 制片 YLM E.006 Ob HNHJ 篠中1 2.8 2.2 1.9 0.9 41.898 51.888 172.780 
2600 刷片 YLM F-009 Hor 16.3 5.2 3.6 1.1 59担8 88.047 176.302 
2602 徹 折 断 剥片 YLM D-ω5 Ob KZ08 3.9 2.9 2.2 1.2 38田4 47.938 172.181 
2603 折断制片 YLM D一例)6 Ob SWHO 0.3 1.9 0.9 0.3 35お7 57.637 172.685 
2回4 折断制片 YLM 口一似)6 Ob 不可 車中1 1.7 2.0 2.0 0.6 39.325 55.502 172.845 
2605 折断制片 YLU E-006 Ob 不可 衡中1 0.9 1.9 1.8 0.4 42.193 55.937 173.161 
2606 析断制片 YLL 0..007 Hor 2.2 38.897 62.241 173.1国
2607 制片 YLM D一回8 Hor 8.8 3.6 3.3 1.0 39.071 70.151 173.726 
2609 折断胸片 YLM E-凹8 Ob TSTY 0.6 2.3 1.4 0.2 41.531 73.793 174.3叩
2610 制片 YLM 0-田8 Hor 17.5 5.1 3.6 4.1 34.615 79.626 174.122 
2612 制片 YLM 0-回9 Hor 1.3 2.7 1.4 0.5 36.029 82.771 174.4t2 S-56 
2613 折断制片 YLM 0-田9 Hor 0.9 1.8 1.5 0.5 34.945 82.739 174.2田
2613 折断刷片 YLM 0..009 Hor 0.5 2.2 1.4 0.2 34.945 82.739 174.2釘
2616 微 折 断 割片 YLU 口一口10 Ob HNHJ "(1.0 3.7 2.8 1.2 31.176 93.328 174.733 
2619 徴・制片 YLU E-011 Ob SWHD 0.3 2.9 1.3 0.3 44.797 104.144 175.953 
2620 剥片 YLL E-01"l Hor 5.6 3.8 2.3 1.0 45.094 103.159 175.916 
2622 折断制片 YLU F-Ol0 Hor 6.4 4.1 1.8 1.0 59.076 93.650 176.639 
2624 主持断制片 YLM F"010 FT 1.5 2.1 1.1 0.8 59.477 95.395 176.808 
2625 喜作断剰片 YLU F 010 Hor 3.5 2.2 2.3 1.0 58.256 96.034 176.8羽
2627 制片 YLU F-010 Hor 3.2 3.1 2.0 0.7 59お2 97.332 176.9制
2628 制片 YLU F-Ol0 Hor 5.'1 2.8 2.9 0.8 57.踊9 曲師2 176田7
2629 折町制片 YLM F-OIO Ch 1.1 2.4 1.3 0.7 58.533 98.659 176.893 
2630 析断剰片 YLU F-Ol0 Hor 2.5 1.8 2.4 0.7 59.045 四 2日2 176曲S
26羽 折断制片 YLU F-Ol0 判。， 1.4 1.4 1.7 日7 59.045 99.202 176.993 
2図。 折断剥片 YLU F-Ol0 Hor 0.4 1.9 1.2 0.5 59.045 99.202 176四8
2631 制片 YLU F"Ol1 Hor 13.6 59.お0 100.294 177冊2
2634 制片 YLU F-Oll Hor 15.6 4.6 1.8 1.8 59.149 101.615 176.991 
2635 制片 YLU F-Ol1 Hor 12.5 3.8 2.7 1.2 58田O 102.485 177田8
2636 街断制片 YLM F-Oll Hor 2.1 3.0 1.1 0.7 出 798 101.514 176.803 
2637 折断剰片 YLM 戸ー011 Hor 2.4 2.4 1.4 0.8 52凹7 102.093 176括 8
2641 自野断剥片 YLM G-012 Hor 2.4 2.1 1.7 0.7 65.188 113.7剖 177.077 
2643 書作断制片 YLU G-Oll Hor 2.0 2.7 1.0 0.4 制 a鎚4 109倒4 177.2剖
2644 制片 YLU G-Oll GAn 21.6 4.1 4.0 1.4 64.648 109.915 177.311 
2646 制片 YLU G-012 Hor 18.9 4.3 3.1 1.5 68.118 110.7田 177.326 
2648 折断刷片 YLM G-Oll Ob HN凡j 4.1 3.5 1.8 1.0 67.475 1凹 286 177担9
2649 制片 YLU G-Oll Hor 20.6 3.4 4.9 1.4 65.468 108.001 177.324 
2649 制片 YLU G-Oll Hor 3.0 2.3 1.8 0.8 65.468 1関田1 177.324 
2650 制片 YLM G-Ol1 GAn 26.3 5.6 3.5 1.4 街 052 107.878 177 .207 
2652 融ι制片 YLM G-Oll Ob HNトもJ 13.2 4.5 '.8 1.0 65日4 106.910 177 .272 
2田3 制片 YLM G-Oll Hor 23.2 4.7 3.3 1.4 64.193 106.437 177.182 
2656 折画制片 YLU G'011 Hor 1.1 1.4 1.1 0.3 臼 871 104.8拍 177.336 
2657 '険制片 YLM G-Oll Hor 33.5 5.4 5.1 1.1 臼 793 104.088 177.245 
2658 折断刷片 YLU G-Oll Hor 10.2 5.9 2.1 0.9 66.084 104.615 177..20 
2659 制片 YLU G-Ol1 Hor 2.8 3.1 0.9 0.8 前 7師 106.3曲 177.426 
2659 街断胴片 YLU G-Oi1 Hor 0.5 1.2 1.2 0.2 田 766 1同 3描 177.426 
2660 障制片 YLM G-Oll Hor 鏑中2 23.8 7.1 3.4 1.5 同 037 105.938 177.419 
2662 析断剥片 YLL G-Oll Hor 5.1 3.1 2.7 0.6 69.449 104.574 177. 437 
2同2 t好断剰片 YLL G-Oll Hor 3.6 3.1 .9 0.7 69.449 104.574 177.437 
2回2 軒町刷片 YLL G-Oll Hor 蝿中2 0.3 1.3 0.6 0.5 69判9 104.574 177.437 
2時4 折断制片 YLM G-Oll Hor .中2 24.7 4.3 4.4 1.5 69.831 103.802 177.522 
2664 折断刷片 YLM G-Oll Hor 蝿中2 0.5 1.6 0.9 0.5 69.831 103.802 177.522 
2666 折断制片 YLM G-Oll Ob HNHJ 0.8 1.8 0.6 0.3 64.221 103.433 li7 .294 
2667 折断刷片 YLU G-Ol1 Ob HN凡j 5.1 3.4 1.9 0.9 63.419 103.184 177.328 
2668 世街断剰片 YLυ G-on Ob HNHJ 1.5 2.2 1.9 0.4 臼 391 103.220 177.349 
2669 折画制片 YLM F-Oll トlor 23.5 4.8 2.9 1.3 59.454 103.025 177.063 
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2670 軒町制片 YLM G-011 Hor 2.4 1.8 1.5 0.8 61凹1 101.127 177.161 

2671 制片 YLM G-Ol' Hor 10.5 4.3 2.3 1.0 62.697 101.315 177.215 

2672 制片 YLM G-011 Ho< 2.7 1.8 2.4 0.4 64.120 102.843 177.293 

2673 制片 YLM G-011 Hor 0.1 1.0 0.6 0.1 砧 2叩 102.018 177 .386 

2674 融・軒町制片 YLM G-011 SSh 1.5 1.8 1.3 0.6 67叩3 101開1 177 .437 

2675 折断制片 YLM G-011 Hor 蝿中2 0.4 1.4 0.9 0.4 68.235 102.281 177.4邸

2677 制片 YLM G-011 Sh '‘<1>2 28.6 5.6 3.4 1.2 68.292 101.619 177.451 

2679 桁画制片 YLU G-OIO Hor 0.3 1.2 1.2 0.1 62.431 98.4師 177 .221 

2曲2 折画制片 YLM G-OIO Hor 舗中2 0.1 1.7 0.7 0.3 69.574 92曲。 177.0判

2回2 街断輔片 YLM G-OIO Hor 鎖中2 0.1 1.4 0.8 0.1 69.574 92.8剖 177叫4

2682 折町制片 YLM G-Ol0 Hor 血中2 0.1 1.1 0.8 0.1 69.574 92曲。 177 .044 

2曲2 折画制片 YLM G-OIO Hor .'キ1 く0.1 0.8 0.7 0.2 69.574 92.8剖 177.0判

2曲2 折断制片 YLM G-OIO Hor 鎖中2 く0.1 1.0 0.7 0.4 69.574 92.880 177.0制

2691 '険制片 YLM F一回7 Hor .<1>1 130.1 8.5 6.2 1.8 50.760 65.533 174.2師

2692 融制片 YLM F田7 HO< 量中1 34.9 4.4 4.3 2.5 旬臼7 65.175 174.255 

2695 折断軒片 YLM F司αJ8 Hor 集中1 1.3 2.2 0.9 0.8 国飢泊 72.292 174.731 

2695 折断制片 YLM F-008 Hor 揖中1 0.8 1.4 1.0 0.6 50側JO 72.292 174.731 

2698 続断制片 YLL E-007 Hor .中1 42.3 6.5 4.0 2.0 43.840 68.222 174.085 

26鈎 量制片 YLL E-田7 Hor 集中1 75.2 6.0 5.7 2.0 43.788 68.248 174.082 

2706 制片 YLM E-曲8 Hor 11.6 4.0 2.5 1.5 43.644 76.3砧 174.723 

2707 締罰制片 YLM E-曲8 Hor 2.6 1.8 1.3 0.8 42.034 76.370 174.612 

2710 析断制片 YLM F-OQ7 Hor 集中1 0.8 1.9 0.6 0.3 51.859 61.298 114.012 
2711 '般軒画制片 YLM F-O曲 Ob HNHJ 蝿中1 0.9 1.6 1.3 0.6 52.260 59.508 173 .938 

2712 続断制片 YLし F似)6 Hor 蝿中1 6.1 3.8 2.1 0.8 52.425 59.938 173.853 
2712 1fT断剥片 YLL F-“お Hor 蝿中1 0.9 1.8 1.6 0.3 52.425 59.938 173.853 
2714 街画制片 YLM E-α)6 Rhy 第中1 1.0 0.8 1.1 0.8 40.4凹 55.5田 172.813 

2717 折断剰片 YLM 0-回7 Hor 0.7 羽 428 印 318 172.970 

2736 軒町制片 YLL E-ωJ9 Ob HNHJ 0.3 1.0 0.1 0.4 46国4 88.224 175.377 
2737 折断制片 YLL 口一間9 Hor 6.4 3.0 2.0 1.1 39.9臼 86.678 175田9

2738 樟 街断軒片 YLL 口一回9 MT 8.2 5.1 2.8 0.8 39.782 師 .142 174.914 

2761 折断制片 YLM E-曲8 Ob HNHJ 5.2 45.175 75.139 174.713 

2763 折断制片 YLM E-O凶 Hor 25.4 6.1 4.5 1.0 44.272 82却8 175冊 2

2765 街園野刷片 YLM E一回9 Hor 0.9 44.974 85.118 175.263 

2766 街画制片 YLM E-009 H町 0.8 判制3 85.897 175.269 

2767 折断割片 YLM E-009 Hor 0.5 45.488 86.3同 175.305 

27臼 自野町制片 Yしし E-009 Hor 0.1 4.1 1.0 0.3 45.542 85.387 175.219 
2768 折断剥片 YLL E-009 Hor 0.2 1.2 0.8 0.3 45剖2 85.387 175.219 

2774 骨・街断剰片 YLL F-012 Hor 16.7 3.0 1.5 1.2 57.385 110.003 176.957 

2775 街断軒片 YLL F-Oll Ob AGKT 0.3 1.3 0.9 0.4 68.976 108.448 177.156 

2776 街断開片 YLL F-O'1 Ob AGKT 1.9 2.0 1.5 0.6 59.051 108.422 177.128 S-77 

2777 剥片 YLL F-Ol1 Ho， 19.0 4.7 2.5 1.6 59柑4 1四 705 177.141 

2780 折断剥片 YLL F-012 Ob AGKT 4.6 2.5 2.1 1.0 59.330 110.330 177.184 
2783 制片 YLL 0-009 Hor 12.9 3.9 3.2 1.3 37.817 83.123 174部7

2785 制片 YLM 0-009 Hor 37.1 4.0 4.0 1.9 36.112 84.874 174.664 

2785 制片 YLM E一冊9 Hor 0.5 2.1 1.1 0.2 36.112 84.874 174.664 

2786 街断制片 YLM E-009 Ho， 0.6 1.2 1.1 0.2 43.837 国 2お 175.276 

2787 制片 YLL E-009 Hor 0.5 1.9 1.1 0.2 45.994 85揖8 175.35 

2788 折断劉片 YLL E-009 Hor 0.1 0.6 0.7 0.2 46田8 85.343 175.347 
2789 折断剥片 YLL E-009 Hor 0.2 0.8 1.0 0.3 45.594 85.079 175.252 
27叩 折断剰片 YLL E-009 Hor 0.2 45.857 83.881 175.267 

2791 析断制片 YLL E-009 Hor 0.7 1.6 0.8 0.3 47.062 84.2日 175.373 
2792 軒町制片 YLL E→009 Hor 2.7 2.3 1.9 0.7 47.333 83.362 175.377 

2794 析断朝片 YLし E一氏)6 Ob HNHJ 集中1 0.3 1.3 1.0 5.0 46.852 59.169 173田8

2795 骨折断軒片 YLL E-似)6 GAn 構図ド1 10.9 1.6 2.8 0.7 46.313 59.216 173臼2
2796 制片 YLL E→民)6 GAn 車中1 0.6 1.3 1.3 0.2 46.979 旬 505 173.553 

2797 折断剥片 YLL E一回6 GAr、 績中1 2.5 2.6 2.4 0.9 46.875 58.687 173.547 

2798 街断制片 YLL E-∞e GAr 蝿中1 0.6 1.1 0.8 0.1 45.564 58.231 173.405 

2799 軒町制片 礼 L E-006 GAn 集中1 1.1 1.5 1.0 0.5 44.4田 57.531 173.249 

28田 軒町制片 YLL E-006 Hor .中1 0.6 1.6 0.1 0.2 44.643 59.094 173.380 

2801 制片 YLL E-006 Hor 舗中1 15.3 3.6 4.2 1.4 44.718 56.381 173.1師

2802 徹軒断動l片 礼 L E-006 Ob HNHJ 揖中1 0.9 16.0 1.2 0.6 43.925 56.911 173.167 

2803 制片 YLL E-∞6 Hor 車中1 11.2 2.8 4.3 0.9 42.831 56.520 173.1国
28刷 折断制片 YLL E→α)6 Ob HN出 揖中1 1.5 2.3 1.4 0.6 43.626 57.082 173.144 

2805 析断制片 YLL E-α)6 GAn 蝿中1 1.1 2.0 1.5 0.1 43.029 57.194 173.219 

2806 "1片 YLL E-α)6 Ob HNHJ 蝿中1 1.5 2.5 1.4 0.7 43.4弱 54.186 172.888 

2807 折断制片 YLL 0-u06 GAn 蝿中1 1.3 1.4 1.4 0.3 39.2臼 51.314 172.253 
2813 折断制片 YLM F-Oll Hor 0.6 1.0 0.3 0.5 国 822 1田 6描 176.921 

2816 徹ー剥片 YLし G-Oll も旬、 2.3 2.8 1.2 0.8 64.4印 1国 579 177.2田

2818 折断制片 YLし G-Oll Hor 揖中2 0.7 1.3 1.0 0.4 同 926 105田4 177 .408 

2819 制片 YLM G-Oll Hor 25.5 5.8 4.1 1.2 67.655 1随印3 177 .377 
2820 折断制片 YLL G-Oll Ch(YG) 0.5 1.2 0.5 0.2 67.臼2 106.577 177 .277 

2823 析断制片 YLL G-Oll Ob HNトiJ 0.1 1.1 0.8 0.3 67.0明 108.574 177 .329 
2824 制片 YLし G-012 Ob HNHJ 0.2 1.4 0.5 0.5 67.352 110.184 177.267 
2825 .険制片 YLL G-Oll YJa 14.9 4.7 2.6 2.3 時 785 105.54 177 .316 

2830 制片 YLL G守011 Hor 陣中2 7.5 4.7 2.5 1.8 曲 9日 105.162 177 .430 

2832 析画制片 YLL G-Oll Hor <0.1 0.9 0.5 0.1 64.910 104.8制 177 .159 

2835 融制片 YLL G-Oll GAn 14.5 4.4 2.8 1.5 63.991 104.913 177.1団

2838 惜・輔片 YLし G-Oll Rhy 24.3 6.4 3.0 2.0 64.182 105.659 177.151 

2838 折断制片 YLL G-Oll Rhy 0.5 1.7 1.3 0.4 64.182 105.659 177.151 
28お 折町制片 YLL G-Oll Rhy 0.2 1.4 0.6 0.3 64.182 105.659 177.151 

却羽 折断制片 YLL G-Oll Rhy 0.1 1.1 0.7 0.4 64.182 105.659 177.151 

2839 樟・制片 YLL G-Oll Hor 28.7 5.7 3.9 1.3 63.610 1同 902 177.134 

2840 折断刷片 YLL G-Oll Ob AGKT 1.1 1.7 1.3 0.5 62.628 107.924 177.1加

2841 折断輯片 YLL G-Oll Hor 1.3 0.9 2.3 0.1 61同2 104.624 177.186 

2842 折町制片 YLL G-O刊 Hor 0.9 1.7 1.4 0.4 62.4叩 104.907 177 .176 

2844 軒町制片 YLL G-Oll Hor 0.6 1.5 1.3 0.5 62.748 104.411 177.141 

2846 制片 YLL G-Oll Ob HNHJ 6.8 3.3 2.0 1.6 日 242 104.919 177.149 

2848 折断刷片 YLし G-Oll Ob SWHD 車中2 く0.1 1.1 0.6 0.2 68側諸 104.649 177.401 
2849 折断制片 YLL G-Oll Hor 蝿ゆ2 0.4 1.1 1.1 0.4 回 1崎 104.679 177.282 

2850 剥片 YLL G-Oll Hor 集中2 19.2 7.6 3.4 0.8 69.184 104.788 177.429 

2850 折町制片 YLL G-Oll Hor 舗中2 6.1 3.8 2.2 0.8 69.184 1帥 788 177 .429 
2851 剰片 YLL G-012 Hor 9.0 4.1 3.7 0.6 臼 320 111.5臼 177.237 

2852 街断制片 YLL G-Oll Ob HNHJ 0.9 1.8 1.3 0.5 63.791 104.219 177.178 
2筋8 町・軒町制片 YLL F-OIO Ob KZOB 0.9 1.2 1.1 0.9 58.157 曲目4 176.345 

2862 析断制片 YLL F-O田 Hor 1.3 1.2 2.0 0.6 59.4制 89.849 176.222 
2田3 折町制片 YLL F-師9 Hor 1.5 2.3 1.4 0.8 57.664 田 028 175.755 

2864 刷片 YLL F-曲8 Hor a・<1>1 2.4 2.5 1.6 0.8 57.1蝿 78.829 175.692 
2867 折断制片 YLL 下回8 Hor 蝿中1 4.0 2.5 1.7 0.9 日 7臼 76蝿5 175.2勾

2868 制片 YLL F-冊8 Hor 聾中1 25.0 3.8 1.6 4.4 53.615 76.672 175.315 
2曲9 e.軒片 YLL F-008 Hor 圏中1 137.6 6.5 6.7 2.6 64.0日 76.635 175.3曲

2870 剥片 YLL F-008 Hor 集中1 5.6 3.4 3.2 0.7 64刷2 76.221 175.3臼

2872 剥片 Yしし ト凹8 Hor ，眠中? 39.3 5.6 4.9 1.2 53.701 75.892 175.3伺
2874 析画制片 Yしし F-ooa Ob HNHJ 蝿<1>1 0.2 1.4 1.3 0.3 64.346 72.973 174.8岨

2875 折断制片 YLL F-008 口b HNHJ 蝿中1 0.3 1.4 0.9 0.2 53時4 73.013 175.016 
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2876 骨折断制片 YLL FOO8 Ob 5WHD 掴命1 0.5 1.8 1.1 0.2 日開7 72.845 174.901 

2878 析町制片 YLM F-008 Hor .中1 28.2 6.0 3.6 1.2 臼却4 72お2 175.0描

2880 制片 YLし F-田8 Hor 蝿'*'1 18.2 4.4 3.8 1.1 53.028 72.469 174.948 

2882 街断刷片 YLM F-曲8 Hor 蝿，*，1 44.5 5.4 5.3 1.9 52判9 71. 721 174.929 

2剖3 骨折町制片 YLL F-伺8 Ob HNHJ 置中1 32.0 5.4 5.3 1.5 52.399 71.538 174.885 

2曲4 軒町制片 YLL F-008 Hor 舗中1 19.4 4.6 6.0 0.9 日 439 71凹1 174.833 

2885 折断制片 YLL F-007 Ob HNHJ 続中1 10.0 3.9 2.9 1.3 52.8国 69.777 174.740 

2885 制片 YLL F-007 Hor .中1 89.8 7.8 6.6 2.3 52.582 69.465 174.789 

2887 続断刷片 YLL F-凹7 Ob HNHJ 量 '*'1 0.9 2.2 1.6 0.5 52.613 69.4印 174.789 
28岨 録制片 YLL F-回7 Hor 揖中1 27.2 5.3 5.5 1.1 52.499 回 920 174.7凹

28曲 折町制片 YLL F-曲7 GM  集中1 0.1 0.9 1.1 0.1 52制9 68曲3 174.678 

2894 折断制片 YLL F一回7 MT 揮命t 17.7 4.1 3.4 1.2 55.4国 制 180 174.328 5-23 

2895 剥片 YLL F-曲 7 Hor 蝿中1 32.9 4.8 6.2 1.5 55.999 63.787 174.420 
沼田 折画制片 YLM F.007 Ob HNHJ 篇ゆ1 0.1 6.4 3.4 1.4 時 232 63.146 174.442 

28描 折断制片 YLM F-叩 7 Ob HNHJ 損中1 0.1 1.1 0.7 0.3 国 232 臼 146 174.442 

沼田 折断制片 YLL F-凹7 Ob HN凡J 揮命1 0.4 1.4 日目 0.4 国 776 64. 70s 174.512 
28田 折画制片 YLL F-007 Ob HN凡J 蝿中1 1.3 1.7 1.1 0.9 園田6 65判5 174.704 

29叩 折断刷片 YLL F-007 Ob HNHJ 蝿中T 0.4 1.3 0.9 0.4 57.278 64.895 174.642 
2剖 1 折断制片 YLL ト回7 Ob HNHJ 蝿中1 0.2 1.3 1.1 0.2 58.104 制 388 174制3
2田哩 街断制片 YLL F一回7 Ob 不可 車中1 0.4 1.5 1.0 0.3 58.127 64.240 174.631 
2叩3 折断刷片 YLL F-曲7 Ob HNHJ 蝿中1 0.2 0.5 0.9 0.4 同 747 64.1描 174.6判

油価 量制片 YLL F-006 G向、 事中1 18.4 6.4 3.3 1.0 54.418 国制。 173.724 

2907 自作断剥片 YLL F-似)6 Ob WDKB 舗中1 55.4田 国 634 173.685 

29曲 折断制片 YLL F凹6 Ob HN凡J 縄中1 0.2 0.9 1.2 0.2 日 469 57.402 173.818 
盟国 折断制片 YLし F-叩6 Hor 蝿申1 2.0 2.1 1.7 0.7 56.601 58.589 173.9曲

2910 折断制片 YLL F邸)6 Ob HNHJ 銀中1 0.4 1.1 1.0 0.4 52.178 制 321 173.378 

2911 折断刷片 YLL F-006 Ob HNHJ 蝿中1 4.9 1.4 2.9 1.6 51.041 55.4臼 173.354 

2912 析断剥片 YLし F-O曲 Ob HNHJ .'1>1 1.9 1.8 1.0 1.2 印 977 話 4倒 173.469 

2913 析断制片 YLL F-O師 Hor 集中1 0.6 51.214 57.367 173.614 

2915 折断刷片 YLL F-006 Ob HN凡J 量中1 0.4 1.1 0.8 0.7 印加1 58.553 173田5

2918 祈断制片 YLL E-006 Hor 繍中1 0.1 1.4 0.9 0.4 49.495 54.361 173.1幻

2921 折画制片 YLL E-006 G向、 蝿'1>1 0.9 2.8 0.8 0.4 47.177 57.8羽 173.455 

2922 街町制片 YLL E-006 FM  車中1 20.2 4.4 3.6 1.9 46.539 57.7釘 173.434 

2923 徹・制片 YLL E-006 GM  庫区炉1 30.5 6.1 4.6 1.3 47.288 59.072 173時。

2924 折断"1片 YLL E-006 GM  舗中1 2.5 3.6 2.6 0.3 46.379 59.357 173.502 

2925 折断制片 YLL E-006 GM  蝿中1 0.1 1.5 0.5 0.1 47.597 59.6制 173.497 

2926 鞘片 YLL E-007 Hor 蝿中1 0.1 0.3 0.9 0.1 47.195 60日4 173.613 

2929 折町tJl片 YLL E-007 Hor 蝿'1>1 0.9 1.8 1.3 0.6 49回2 60.380 173.710 

2930 制片 YLL E-007 Hor .'1>1 18.5 4.5 3.1 1.6 49.957 印刷1 173.7曲

2931 制片 YLL E-007 色刷、 車中1 8.6 3.4 3.2 0.8 47.926 61.234 173.751 

2931 毎時断剥片 YLL E-007 GM  銀中1 0.9 2.2 1.1 0.8 47.926 61.234 173.751 

2931 自野断制片 Yしし E-007 GM  蝿中1 く0.1 1.0 0.8 0.1 47.926 61.234 173.751 
29お 続画制片 YLL E-007 Hor 蝿中1 1.3 2.5 1.3 0.5 49おO 64.428 174.0∞ 
2934 折断刷片 YLM E-007 Ob HNト-tJ 銀中1 0.3 1.6 1.0 0.2 48.317 前 149 174凹2

2935 折厨刷片 YLL E-007 GM  蝿中1 0.2 1.5 1.5 0.1 唱団9 62.182 173倒9

2937 制片 YLM E-007 GAn 車中1 1.0 1.7 2.3 0.6 47.473 67制8 174.230 

29羽 折断制片 YLM E-007 Ob HNHJ 属中1 11.1 4.6 3.4 1.3 48.680 67.702 174.252 

2939 折断鞘片 YLM E-007 Hor 鎖中1 1.4 1.8 1.5 1.0 49.3国 67.308 174.236 

2941 由時断制片 YLM E-007 Ob HNHJ 翁中? 0.1 0.7 1.0 0.3 48.131 69.267 174.329 

2942 徹ー街断劉片 YLし F-008 Ob HNHJ 銭'1>1 0.5 0.7 1.5 0.6 50.193 72.385 174.650 

2944 制片 YLL E-008 Hor 5.4 2.4 3.2 1.0 43.542 76.5曲 174酷4

2制4 析断制片 YLL E-008 Hor 0.2 1.3 1.3 0.2 43.542 76日)8 174.6制

2948 折断制片 YLL E-008 Ob HNHJ <0.1 0.5 0.6 0.3 42.892 78.7判 174.697 
却52 制片 YLL E-回9 Hor 44.0 6.6 3.9 1.9 49.974 81.601 175.4田
沼田 折断制片 YLL E-009 Hor 1.5 1.6 1.2 0.8 49叩2 回 1柑 175.423 

2957 e.析断"1片 YLL E-009 Hor 7.8 2.5 2.6 1.2 47.918 89.150 175印。

2960 制片 YLM E→009 Hor 5.5 2.5 2.5 0.9 48.179 朗 078 175.732 

2961 制片 YLL E-009 Hor 87.5 7.1 5.8 2.3 47.973 何回6 175.694 

お62 制片 YLL E-似)9 Hor 1.5 1.8 3.2 0.4 45.929 四日0 175.340 

お65 軍制片 YLL 0-0倒 Ob HNHJ 1.5 1.8 2.3 0.4 39.738 82.697 174.723 

Z後潟 制片 YLM 0-009 Hor 0.6 1.9 1.2 0.3 36.041 83.747 174.577 

2969 制片 γLL 0-009 Hor 21.0 3.6 5.1 1.3 34.378 85.379 174.474 

2970 折断制片 YLL 0-009 S向、 1.4 1.6 2.5 0.4 30.524 86臼7 174.220 

2974 折断制片 YしL 0-011 Ob 5WHO 0.2 0.9 1.4 0.2 39制9 101.301 175曲2

泊77 制片 YLL E-OIO Hor 8.1 2.3 3.5 1.1 40.501 98.220 175.483 

2979 刺片 YLL E-Ol0 Hor 14.3 5.2 3.3 1.0 41.736 93.1制 175.4回

3021 折断刺片 YLL F-008 Ob HNHJ 線中1 0.3 1.9 0.9 0.3 52師 3 71.736 174.8似

3023 刷片 YLL F-007 Hor 績中? 19.7 4.2 4.5 1.4 51.920 69.358 174.790 

3024 折断制片 YLM F-007 Hor 銀中1 8.1 3.0 3.0 0.9 52.175 69.249 174.791 

3025 折断個片 YLM F←∞7 Hor .'1>1 3.8 3.4 2.2 0.8 52.033 69.142 174.8曲

3026 街断輔片 YLM F-007 Hor 蝿中1 く0.1 51.917 岡田9 174.7曲

3027 制片 YLL F-007 Hor 蝿中1 1.6 2.5 1.6 0.5 51.925 68.409 174酷3

3028 制片 YLL F-007 Hor 鍋φ1 40.3 7.4 4.8 1.5 52倒3 67.928 174.533 

3029 析画制片 YLM F-008 Hor 車中1 35.3 4.9 4.5 2.0 52.016 70.183 174.833 

3030 制片 YLM F-008 Hor 鰻中1 11.2 6.2 2.9 0.7 51.785 72加3 174.955 

3032 e.制片 YLM F-007 Hor 蝿中1 29.0 4.8 4.0 0.7 52曲3 69.645 174.778 5-70 

3033 砕片 YLM c-曲9 Hor <0.1 29砧O 85.718 174.070 

3034 折断刷片 YLM c-α)9 Hor 0.4 1.0 1.9 0.2 29.584 86.231 174.1田

3034 折断軒片 YLM 。凹9 Hor 0.2 1.2 1.0 0.4 29弱4 86.231 174.1国

3034 折断制片 YLM c-田9 Ho. 0.5 1.4 1.0 0.5 29.584 酪 231 174.106 

3034 折断制片 YLM c∞9 Ho. 0.5 1.1 1.3 0.6 泊見4 86.231 174.1回

3035 折断剰片 YLM 0-009 Hor 1.6 1.7 2.9 0.6 30.130 85.710 174.1田

3035 折画制片 YLM 口一目)9 Hor 0.2 0.9 1.7 0.2 初 130 85.710 174.106 

3036 制片 YLL 口一例)9 Hor 3.6 1.8 1.9 1.1 30お4 85.927 174.077 

3037 世胴片 YLL D曲9 Hor 62.2 5.4 6.0 2.2 30.706 85.841 174.122 

30羽 号刻片 YLL D一朗9 Hor 17.8 4.1 3.8 1.3 30.697 85.4田 174.053 

3038 剥片 YLL 0-冊9 Hor 0.7 1.8 1.6 0.8 30.697 85.486 174.053 

3038 制片 YLL D一回9 Hor 0.3 1.2 0.9 0.3 30.697 85.486 174.053 

3038 剰片 YLL 0-凹g Hor 0.4 0.9 1.3 0.4 30.697 85，486 174.0幻

3加。 折断制片 YLL D-009 Ob HNHJ 1.3 1.8 0.8 0.9 32.518 部 753 174.369 

3041 析断刺片 YLL 0-009 GM  6.1 2.1 4.2 1.2 32.955 83.376 174.101 

3042 制片 YLL 日田9 Ob 5WHO 0.3 1.2 1.0 0.4 32.134 81. 774 173.989 

3倒3 置折画制片 YLL D一回8 FT 3.1 4.1 1.4 0.9 33.042 79.968 173曲9

3044 e."片 YLL D-凹9 Hor 恒 5 9.0 6.3 1.6 34.718 80.375 174.161 

3倒6 剰片 YLL D一冊9 Hor 14.9 3.4 2.6 1.4 34.824 81叩2 174.120 

3046 折厨刷片 YLL 口一回9 Hor 0.4 1.2 0.7 0.5 34.824 81.502 174.120 

3048 制片 YLL 0-曲9 Hor 22.7 5.3 ~， . 5 1.1 36加7 80.452 174.164 

3049 制片 YLし D曲9 Hor 30.0 5.4 4.5 1.1 36.574 80.867 174.278 

3α拍 軒町制片 YLM 0-010 Hor 22.6 5.3 3.3 1.6 31.008 92.330 174制2

3052 街断剥片 YLL F-α)9 Ho( 0.5 1.4 0.9 0.4 50.436 86.814 175.762 

3052 折断剥片 Vしし F冊9 Hor 0.1 1.2 0.9 0.2 田 436 86.814 175.762 

3053 軒断刷片 YLL F一回9 Hor 0.3 1.5 0.9 0.4 回 944 師 819 175.764 
3同1 折断剥片 Yしし G-006 Ob AGKT .中1 く0.1 1.2 0.7 0.2 62.873 59.617 174.437 

3岨2 制片 YLL G-Q06 卜:or 聾'1>1 31.1 4.8 4.5 1.4 63.0価 印刷2 174切9
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3曲3 帽 t行断軒片 YLL G加7 Ob HNHJ 集中1 0.1 1.4 日8 0.1 63.550 印国4 174.511 

3曲4 制片 YLL G-007 Hor 集中1 10.8 4.9 1.8 0.8 63.111 60.395 174.515 
3師5 骨 折町制片 YLL G 曲7 Ob HNHJ 血中1 11.1 1.6 4.4 1.4 61.540 60.856 174.551 
3国8 軒町制片 YLL G一回7 Ob HNHJ 蝿中1 0.1 1.3 2.4 0.6 63.352 61.499 174.693 
3田9 折断制片 YLL G-凹7 Hor 揖'*'1 1.2 1.1 1.9 0.8 63.177 61.877 174.793 

3国9 街画制片 YLL G曲7 Hor 織中1 0.9 1.7 1.5 0.4 63.177 61.877 174.793 
3国9 折断鞘片 YLL G一回7 Hor 蝿中1 0.7 1.7 1.3 0.4 63.177 61.877 174.793 
3国9 軒町制片 YLL G-007 Hor 縄中1 0.3 1.7 0.6 0.3 63.277 61.877 174.793 

3069 折断制片 YLL G-叩7 Hor 車中1 0.2 1.8 0.9 0.1 63.177 61.877 174.793 

3071 骨 折断制片 YLL G一回7 Ob HNHJ 蝿中1 4.0 2.5 2.1 1.0 63.187 62.989 174.861 

3074 析画調片 YLL G一回7 Hor 自民中1 く0.1 1.1 0.7 0.1 64.528 61.4時 174曲2

3074 折断輔片 YLL G-007 Hor 車中1 く0.1 0.9 0.9 0.1 64.528 61.4国 174回2

3074 締罰剥片 YLL G-007 Hor 舗中1 く0.1 1.0 0.6 0.1 制 .518 61.4曲 174.682 

3074 野町制片 YLL G-007 Hor 練中1 く0.1 0.8 0.8 0.1 64.528 61.406 174.681 

3074 折断制片 YLL G凹7 Hor 蝿中1 く0.1 0.9 0.8 0.1 64.518 61.406 174回2

3074 続断制片 YLし G-回7 Hor '眠中1 く0.1 1.0 0.4 0.2 臼 528 61.406 174.682 

3075 析断制片 YLL G一回7 Hor 蝿中1 1.0 1.6 1.6 0.6 64.439 61.355 174曲。

3075 街断制片 YLL G凹7 Hor 揖，*，1 1.6 1.4 1.6 0.7 64.4羽 61.355 174曲。

3075 折断揖片 YLL G-007 Hor 蝿'*'1 0.1 0.9 0.7 0.4 64.439 61.355 174.680 

3076 軒断制片 YLL G-007 Hor 蝿中1 0.9 0.8 1.3 0.6 64.477 61.163 174.816 

3077 折断制片 YLL G叩7 Ob HNHJ 蝿，*，1 0.1 0.8 0.9 0.1 64.5印 60.611 174.638 

3079 融ー折町制片 YLL G-∞7 Ob HNHJ 舗中1 11.7 3.9 3.9 0.9 64.841 62.444 174.818 
3曲。 剥片 YLM G一朗7 Hor 6.4 4.8 1.7 1.0 68.764 62.285 175.111 

31閃 制片 YLM F-O冊 Hor 第中1 37.4 5.5 4.0 1.1 51.116 70.405 174.開。

3119 折断輔片 YLL 口一回6 Hor 1.3 2.4 1.4 0.8 36.007 日 574 171.471 

3120 析断制片 YLL 口一氏16 Hor 蝿副幹1 0.9 1.7 1.3 0.5 39.252 53.875 171.427 

3124 折町制片 YLL E-006 GAn 蝿<1>1 7.1 1.6 3.4 1.1 41.5蝿 51.853 171.528 

3126 折町制片 YLL E-“16 GAn _<1>1 0.5 1.9 1.1 0.2 41.038 54.678 171.578 

3117 折厨制片 YLL E-側諸 Ob HNHJ 第ゆ1 0.5 1.1 1.9 0.4 43.571 51.911 171.639 

3129 折断刺片 YLL E一回6 Ob HNHJ 蝿中1 10.0 3.3 4.4 0.9 41.291 57.737 173国O

3130 折断制片 YLL Eーは16 Ob HNHJ 績闘争1 0.6 1.6 1.0 0.3 41.485 届 949 171.942 

3131 折町制片 YLし E-O偶 Ob HNHJ 集中1 0.5 1.0 1.8 0.4 45.861 54.388 171田9

3131 折断剥片 YLL E-006 GAn 車中1 0.3 1.5 0.6 0.3 47.369 58.673 173.415 

3133 折断刷片 YLL E-007 GAn 踊<1>1 く0.1 1.2 0.7 0.1 47.805 61.474 173.634 

3133 刷片 YLL E-007 GAn ，血中1 く0.1 0.6 0.4 0.1 47.805 61.474 173.634 

3136 刷片 YLU E-007 GAn 車中1 <0.1 1.1 0.7 0.1 47.930 61.917 173.916 

3137 剥片 YLU E-007 GAn 集中1 く0.1 1.3 0.9 0.1 48.047 61.9羽 173.968 

3138 折断制片 YLU E-007 G釘1 鏑中1 く0.1 0.5 0.7 0.2 48.145 61.947 173輯6

3139 折断刷片 YLM E-007 G如、 蝿中1 く0.1 1.1 0.9 0.1 48.320 61.874 173.780 

3142 制片 YLL E-007 日如、 車中1 0.6 1.1 1.1 0.3 48.776 61.297 173.814 

3144 軒断刷片 YLL E-007 GAn 翁中1 1.4 1.5 1.8 0.8 49.610 62.139 173.839 

3146 軒断軒片 YLL E-007 Hor 績中1 0.4 1.1 1.1 0.4 49.863 61.587 173.825 

3147 骨折断割片 YLM F-007 ob HNHJ 蝿中1 0.9 0.9 1.4 0.6 50.叩8 61.176 174国4

3148 折断制片 YLL E-007 Hor 織<1>1 1.1 1.6 2.1 0.6 49.983 61田3 173.871 

3148 折町制片 YLL E-007 Hor 蝿<1>1 0.8 1.6 0.4 0.5 49.983 61.993 173.871 

3148 折断輔片 YLL E-007 Hor 集中1 0.2 0.9 1.6 0.4 49.9邸 61.993 173.871 

3148 折断制片 YLL E-007 Hor 蝿中1 0.1 1.5 1.4 0.3 49.983 61.993 173.871 

3148 析町制片 YLL E-007 Hor 蝿中1 0.1 0.9 0.9 0.3 49.983 61.993 173.871 

3148 析画制片 YLL E-007 Hor 蝿中1 0.1 1.1 0.5 0.4 49.983 61田3 173.871 

3148 自行断章:，片一 YLL E-007 Hor '眠中1 <0.1 0.5 0.5 0.4 49却3 61.993 173.871 

3150 制片 YLL F-007 Hor 鎖中1 46.3 5.6 5.3 1.7 50.078 61.9田 173.8田

3151 制片 YLL F-007 SSh 舗中1 0.5 3.8 2.9 0.9 50.651 60.3剖 173.718 

3155 折町制片 YLL F-006 Ob HNHJ _<1>1 。? 1.0 0.8 0.3 51.801 58.174 173.736 

3155 折断'"片 YLL F-006 Ob HNHJ 集中1 0.6 1.3 1.6 0.1 52.801 58.174 173.736 

3155 折断刷片 YLL F-006 Ob HNHJ 集中1 0.3 1.9 0.7 0.1 51.801 58.174 173.736 

3156 街断'"片 YLL F-006 Ob HNHJ 揖中1 0.4 1.6 1.5 0.1 55.041 56.429 173.626 

3156 折断制片 YLL F-006 Ob HNHJ 蝿中1 0.2 1.3 0.8 0.3 55.041 56.429 173.626 
31日 折断刷片 YLL F-006 Ob HNHJ 揖中1 <0.1 0.7 1.4 0.1 55.041 56.419 173.616 

31白 折断劇片 YLL F-006 Ob HNHJ 繍中1 く0.1 0.9 0.8 0.1 55.041 56.429 173.626 

3156 析断制片 YLL F-006 Ob HNHJ 蝿<1>1 く0.1 1.1 0.7 0.3 55.041 56.429 173.626 

3157 制片 YLL F-006 Hor -中1 3.6 4.4 1.4 0.7 55.410 59.175 173.737 

3157 制片 YLL F-006 Hor 揖<1>1 1.1 5.1 1.5 0.1 55.420 59.175 173.737 

3158 折画制片 YLL F-006 Ob HNHJ 続中1 0.1 0.8 1.0 0.3 57.231 58.6拍 173.897 

3159 街断刷片 YLL F-007 Ob HN凡J 銚中1 0.3 1.0 0.8 0.3 56刷7 60.267 173.939 

3161 析町制片 YLL F-曲7 Ob HNHJ 蝿中1 く0.1 0.9 1.4 0.1 54.885 60.598 173.830 

3161 折断軒片 YLL F一回7 Ob HNHJ 蝿中1 0.3 1.3 1.4 0.3 54.717 61.1帥 174.078 

3163 折断制片 YLL F-007 Ob HNHJ 続中1 0.9 1.4 1.7 0.5 55.070 61.214 174.001 

3164 軒断制片 YLL F-007 GAn 鎖中1 く0.1 、。 0.6 0.1 56.065 61.107 174.1部

3165 折断制片 YLL F-007 Ob HN出 舗中1 1.4 1.9 1.8 0.5 55.745 61.8曲 174朗2

3166 制片 YLL F-007 Ob HNHJ 蝿中? 0.8 2.4 0.7 0.6 臼 626 61.778 174曲1

3167 制片 YLL F-007 Hor 蝿中1 6.5 3.5 2.7 0.8 制 170 61.609 174.154 

3168 折断刷片 YLL F-007 Ob HNHJ _<1>1 0.2 1.0 0.9 0.2 54.1制 62.125 174.138 

3169 折町制片 YLし F←007 H町 績中1 1.0 1.8 1.3 0.6 臼 5初 62.499 174.241 

3169 折町制片 YLL F-007 Hor 蝿中1 0.4 1.4 1.0 0.3 54.5羽 62.4同 174.141 

3169 折断制片 YLL F-007 Hor 車中1 0.3 1.5 0.9 0.2 制 530 62.4田 174.241 

3169 折断剰片 YLL F-007 Hor 篇ゆ1 0.4 1.6 0.6 0.4 54.530 62.499 174.141 

3169 折町制片 YLL F-007 Hor 蝿中1 0.1 1.2 0.8 0.2 臼 530 62.499 174.241 

3170 毎時断制片 YLM F-007 Ob HNHJ 蝿ゆ1 1.4 2.1 1.9 0.4 割印5 62.611 174.361 

3171 搬ー折断刷片 YLL F-007 Oむ 不可 銀中1 2.7 2.7 1.3 0.5 54.207 62.773 174.123 

3172 睡・軒断刷片 YLL F-007 Ob HNHJ 蝿中1 3.8 2.5 1.0 1.1 54.136 63.151 174.125 

3173 折断剥片 YLL F-007 Ob HNHJ 量中1 0.6 1.1 1.1 0.6 54.189 63.650 174.185 

3176 街断刷片 YしL F-007 Hor 車中1 33.5 7.1 1.3 1.3 55.636 64.419 174.3田

3178 制片 YLM F-007 Ob HNHJ 篇中1 2.5 1.6 1.5 0.9 56.319 63.079 174.470 

3179 刺片 YLM F-007 Ob HNHJ _<1>1 4.0 2.5 1.1 0.8 白 852 62.844 174.541 

31朗 制片 YLM F-007 Ob HN出 揖<1>1 1.2 2.4 1.6 0.8 臼 8団 62.171 174.578 

3181 街断制片 YLL F-007 Ob HNKI 集中1 0.5 1.1 1.4 0.4 57.317 63.414 174.352 

3182 制片 YLL F-007 Ob HNHJ 蝿中1 3.2 2.2 1.5 1.0 57.4砧 63.124 174.464 

3183 置・析画制片 YLM F-007 Ob HNHJ 車中1 0.6 1.2 1.0 0.5 57制4 臼 2制 174.5田

3184 制片 YLL F-007 Hor 線中1 0.3 1.0 0.6 0.4 同 057 62.432 174.254 

3184 骨片 YLL F-007 Hor 蝿中1 <0.1 0.8 0.4 0.2 同 057 62.432 174.254 

3184 骨片 YLL F-回7 Hor 車中1 <0.1 0.7 0.4 0.3 58.057 62.432 174.254 

3185 砕片 YLL F-回7 Ob HNHJ 蝿中1 0.4 0.8 1.3 0.5 国 5印 63.434 174.511 

3186 微・折断刷片 YLL F-∞7 Ob HNHJ -中? 2.1 2.1 2.0 0.7 58.718 63.465 174.441 

3187 徴析町制片 YLL F-007 Ob HNHJ -中1 1.0 1.5 1.8 0.5 58.301 64.366 174出3

3188 軒町制片 YLL F-曲7 Ob HNHJ 続中1 0.1 1.0 0.6 0.2 58.601 64.427 174伍9

3191 折画制片 YLL F-凹7 Ob HNHJ 鎖中1 く0.1 0.6 0.9 0.2 58.870 64.579 174.685 

3192 砕片 YLL F-007 Ob HNHJ 蝿<1>1 く0.1 1.1 0.6 0.2 59国1 制 774 174.6田

3193 事斤町制片 YLL F.007 Ob HNHJ 舗中1 く0.1 1.0 0.7 0.1 58.699 何回6 174臼4

3198 '験 折画制片 YLし F-凹7 Ob HNHJ _<1>1 30.0 3.7 7.1 1.5 59.2日 63.625 174.581 

3199 搬ー軒片 YLL F-曲7 Ob HN凡j 蝿中1 1.2 2.2 1.5 0.5 59.252 64.407 174.553 

3100 折断剥片 YLL ト凶6 Ob HNHJ 蝿中1 0.5 1.7 1.0 0.5 58.596 59.078 173.977 

3202 融 e輔片 YLL F-007 Hor 揖中1 29.5 4.4 6.2 1.5 59.718 61.642 174.368 

3203 折断軒片 YLL F-007 Hor -中1 19.8 5.0 3.3 1.2 印刷8 61.627 174.467 

3205 制片 YLL G-007 Hor 蝿<1>1 0.2 1.3 1.0 0.4 60.343 61. 775 174.495 
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第3章 旧石器時代
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3435 制片 YLM H-010 H町 陣中2 24.4 5.5 6.4 1.1 71.019 99.077 177.440 

3437 折軒剥片 YLM H-010 Hor 蝿中2 0.5 0.8 0.5 0.4 70.616 98.777 177.419 

34羽 折画制片 YLM H-010 Ob HNトiJ 揖中2 く0.1 0.9 0.9 0.3 70.676 98.471 177.393 

担42 析画制片 YLM H-010 Ob 不可 踊~2 く0.1 0.6 0.5 0.1 70.684 98.065 177 .398 

3443 折町制片 YLM 同一010 Ob KZOB 蝿~2 0.5 2.3 0.9 0.4 70.470 98.019 177 .388 

3444 折断軒片 YLM H-010 Ob HN出 蝿中2 0.7 2.0 1.3 0.3 70.120 98.189 177.3肘
制判 折画制片 YLM H-010 Ob HNHJ 蝿中2 0.2 0.7 0.7 0.3 70.120 98.189 177 .304 

3445 折断制片 YLM H-010 Ob HNHJ 蝿中2 0.1 0.8 0.8 0.3 70.289 97.457 177おO

3447 自好断制片 YLM H-010 Ob HNHJ 掴中2 1.7 2.5 1.8 0.5 70.489 97.671 177.419 

3448 折画制片 YLM H-010 Ob KZOB 蝿中2 く0.1 1.1 0.9 0.2 70.810 97.704 177.447 

3449 続断剥片 YLM H-010 Ob HN出 蝿中2 0.8 1.9 1.0 0.6 70.867 97.656 177.429 

3450 折町制片 YLM H-010 Ob 不可 自眠中2 く0.1 0.7 0.6 0.1 70.972 97.737 177.418 

3452 折断刷片 YLM H-010 Hor 車中2 0.7 1.7 0.6 0.3 70.848 97.154 177.424 
抑制 折断制片 YLM H-010 Ob HNトiJ 蝿~2 3.1 2.7 2.1 0.5 70.957 96.839 177羽6

3457 折町制片 YLM H-010 Ob KZOB 練中2 く0.1 0.8 0.6 0.2 70.653 96回5 177 .401 

3459 制片 YLM H-010 Hor 蝿中2 9.0 3.3 3.1 0.9 70.372 97.166 177 .457 

担60 街断刷片 YLM H-010 GAn 轟中2 1.0 1.2 1.7 0.4 70.335 97.226 177 .388 

3462 制片 YLM H-010 Hor 縄中2 0.7 1.2 1.9 0.2 70.926 自 523 177 .404 

3464 街断制片 YLM H-010 Ob HN凡j 摘~2 0.2 1.6 0.9 0.2 71.097 97.978 177.418 

3465 折断圃片 YLM H-010 Ob 不可 蝿中2 く0.1 0.8 0.5 0.1 70.984 田 281 177.361 

3467 睡軒町制片 YLM H-010 Ob HNHJ 蝿~2 0.3 1.3 0.6 0.6 70.683 捕 358 177.315 

3473 折断制片 YLM H-010 Ob KZOB 畠中2 0.2 1.7 0.8 0.3 71.151 95.383 177.325 

担75 軒断樹片 YLM H-010 Tu 蝿中2 2.8 2.4 1.8 0.6 70.275 94.264 177.253 

3479 折断刷片 YLM H-010 Ob HNHJ 蝿~2 0.8 1.5 1.6 0.4 71.819 95.119 177.312 

3480 折町制片 YLM H-010 Ob KZOB 蝿~2 1.6 0.8 2.3 0.8 72.0∞ 95.369 177.3田

3482 析断制片 YLM H 010 Ob HNHJ 蝿中2 1.9 2.3 1.9 0.6 72.334 94.974 177.334 

3483 融制片 YLM H-010 Ob 不可 摘~2 0.2 1.0 0.9 0.3 72.829 94.617 177 .292 

3484 折断刷片 YLM H-010 Ob 量化 蝿~2 0.1 1.0 0.5 0.3 73.397 94.765 177.317 

3485 制片 YLM H-010 Ob KZOB 舗中2 く0.1 1.1 0.9 0.2 72.969 田祐3 177.352 

3486 折断輔片 YLM H-010 Ob KZOB 集中2 く0.1 0.7 0.6 0.2 72.950 95.774 177 .384 

3490 折町制片 YLM H-010 Ob HN凡J 蝿~2 0.2 1.3 0.7 0.3 71.9剖 95.724 177.3制

3491 制片 YLM H-010 Ob KZOB 舗中2 く0.1 0.8 0.1 0.2 72.021 田 024 177 .447 

3492 折断制片 YLM H-010 口b KZOB 蝿~2 0.5 0.7 1.5 0.6 71.945 田目。 177 .436 

3497 制片 YLM H-010 Hor 蝿中2 2.6 1.6 2.8 0.6 72.183 96.3師 177.447 

3498 折断制片 YLM H-010 Ob KZOB 縄中2 0.1 1.2 1.0 0.1 72.3凪 括判6 177.451 

3500 徹折画制片 YLM H-010 Ob KZO日 量中2 2.9 2.7 2.1 1.2 72臼4 国 391 177 .424 

3501 折断刷片 YLM H-010 Ob KZOB .中2 0.2 1.3 1.0 0.3 72.7珂 甜.甜2 177.469 

3502 折断剥片 YLM H-010 Hor 舗中2 13.0 1.8 3.4 2.8 72.683 田 103 177.433 

3504 街画制片 YLM H-010 Ob 不可 蝿中2 く0.1 0.6 0.5 0.1 72.763 96.099 177.464 
3田5 折町制片 YLM H-010 Ob KZO日 ，眠中2 く0.1 1.1 0.7 0.2 72.898 96.052 177.457 
拓国 徹刷片 YLM H-010 Ob 不可 縄中2 0.3 1.6 0.9 0.3 72.929 95.978 177.458 

3508 街画制片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 線中2 0.2 0.7 1.2 0.2 73.2曲 95酪O 177.372 

3509 折断制片 YLM H-010 Ob HNHJ 蝿中2 く0.1 1.3 0.8 0.2 73.0臼 96.191 177拘8

3510 極自府町制片 YLM H-010 FSS 縄中2 4.9 2.3 2.2 0.9 73.432 96.163 177.430 

3512 折断制片 YLM H-010 Hor .~2 2.4 1.7 1.5 0.7 73.800 描 729 177.486 

3513 制片 YLM H-010 Hor 集中2 2.5 3.0 1.7 0.5 73.471 蝿 577 177.4凹

3514 折断制片 YLM H-010 Ob KZOB 量~2 0.7 1.7 1.1 0.4 73.303 拓国1 177.485 

3519 制片 YLM H-010 Hor 舞中2 12.2 2.8 5.0 1.4 71.733 時 694 177.455 

3522 曲。折断刷片 YLL H-010 Ob HNHJ a・中2 2.4 2.4 1.6 1.1 71.399 96.849 177.493 

3523 折断制片 YLM H-010 FSS 蝿中2 21.8 4.4 2.8 1.6 71.417 97.019 177.501 

3525 折断刺片 YLM H-010 Ob 且イヒ 録中2 0.3 0.8 1.2 0.3 71.776 97.017 177.429 

3526 街断制片 YLM H-010 Ob 不可 擁中2 く0.1 0.3 0.6 0.1 71.930 97.200 177.489 

3528 軒町制片 YLM H-010 Ob KZOB 線中2 0.3 0.9 1.1 0.3 71.426 97.402 177.480 

3529 析断制片 YLM H-010 Ob KZOB 蝿中2 0.2 1.2 1.1 0.3 71.575 97.337 177.484 

3531 軒断鞘片 YLM H-010 Ob 血化 摘~2 0.2 0.9 0.9 0.6 71.607 97.287 177.491 

3532 街断制片 YLM H-010 Ob KZOB .~2 <0.1 1.1 0.4 0.3 71.594 97.498 177.456 
3日4 制片 YLM H-010 Hor 蝿中2 0.6 1.7 0.5 0.5 71田8 97.343 177.488 
3認8 街断刷片 YLM H-010 Ob KZOB 集中2 0.3 1.9 0.4 0.4 71.847 97.455 177.4制

3537 制片 YLM H-QlO Ob KZOB 蝿~2 0.1 0.7 1.2 0.3 72曲5 97.577 177.489 

お42 折断刷片 YLM H-010 Ob 不可 車中2 く0.1 0.7 0.4 0.1 72.175 97剖 1 177.478 
3臼4 続断刷片 YLM H-010 Hor 集中2 54.1 5.3 6.1 1.8 72.022 97.7白 177.452 

3546 折画制片 YLM H-010 Ob KZOB 集中2 0.6 1.2 0.8 0.4 71.124 98.088 177，417 

3547 折画制片 YLM H-010 Ob 血化 .~2 く0.1 0.8 0.5 0.1 71.246 98.452 177. 422 

3548 折断刷片 YLM H-010 Ob HNトiJ 集中2 0.1 1.3 0.7 0.2 71.128 98.584 177.464 

3虫泌 制片 YLM H-010 Ob KZOB 集中2 1.1 2.2 1.0 0.7 71.7剖 98.699 177.467 

3556 折町制片 YLM H-010 Ob WDTY 車中2 0.3 1.1 1.3 0.3 73.014 98.3回 177.517 
諸国 折断軒片 YLM H-010 Hor 集中2 5.7 2.9 2.4 0.6 73.403 98.795 177.526 

3559 折断制片 YLM H-010 Ob KZOB 蝿中2 0.3 1.2 0.7 0.3 73.276 開 807 177.539 
3届4 街断胸片 YLM H-010 Hor 盤中2 0.2 1.1 0.8 0.4 72.820 98.6田 177.532 

3田5 融街厨制片 YLM H-010 FSS 轟~2 6.5 3.6 2.6 1.2 73.558 却 1拍 177.541 

3日6 析断刷片 YLM H-OlO Ob HNHJ 蝿中2 0.9 1.8 1.6 0.3 74.1曲 99.183 177.514 

3568 軒町制片 YLM H-010 Ob 不可 軍中2 0.1 1.1 0.6 0.2 74.016 99制。 177.552 

3国9 制片 YLU H-010 Hor 舗中2 32.2 5.4 4.5 1.7 72.6∞ 拍 2羽 177.5臼

3570 制片 YLU H-010 Hor '眠中2 9.1 3.3 3.4 0.9 72お4 99.332 177図。

3573 制片 YLM H-010 Hor 車中2 28.0 5.7 4.6 1.5 72.079 98弼6 177.472 8-55 

3574 針画制片 YLM H-010 Hor 鎖中2 2.0 1.2 2.0 0.9 72曲2 98.891 177.471 

3574 折画制片 YLM H-010 Hor 蝿~2 0.4 1.0 1.2 0.4 72曲2 98.891 177 .471 

3575 置・刷片 YLM H-010 Hor 蝿中2 5.1 2.5 2.5 0.6 72.3砧 99.144 177剖5
3国 1 軒断剥片 YLM H-010 Ob KZOB 織中2 0.2 1.2 0.9 0.2 74.345 95.320 177 .377 

35制 制片 YLM H-010 Hor .~2 10.2 5.1 3.0 0.9 75.457 95.537 177.379 

3回5 制片 YLM H-010 Hor 畠中2 3.4 1.9 4.2 0.4 76.714 95.824 177 .418 

3588 刷片 YLM H-010 Hor 14.4 4.8 2.2 1.2 75.669 同 632 177.166 

3589 恒析断制片 YLM H-011 Ob WDTY 1.3 2.4 1.4 0.7 77 .895 101ωs 177.488 

35田 折町制片 YLU H-Ol1 RJa 蝿中2 8.1 3.5 0.9 0.8 75.912 101.231 177.449 

3591 制片 YLU H-Ol1 Hor 練中2 1.7 2.6 2.3 0.3 74.591 101.407 177.449 

3592 置折町制片 YLU H-011 Hor 揖ゆ2 47.8 6.4 5.1 1.5 74.666 102.160 177.482 

3593 折断割片 YLU H-011 Hor 車中2 2.4 2.0 1.6 0.9 74.544 102.369 177.486 

35描 制片 YLU H-Ol1 Hor 血中2 12.5 3.3 5.5 1.0 75.485 103.187 177.557 

3597 折断剥片 YLU H-011 同町 4.1 2.6 2.0 0.7 76.678 1位 220 177邸お

35拍 制片 YLU H-011 Hor 量中2 133.8 7.8 8.5 2.8 74.427 102.157 177.497 

お00 折厨制片 YLU H-011 Hor 銀医科2 101.9 7.6 5.2 1.6 74.537 103.348 177.570 

お01 刷片 YLM H-011 Hor 車中2 19.4 5.6 3.3 1.0 74.102 103.148 177 .498 
話。2 胸片 YLU H-011 Hor 蝿~2 9.5 2.5 5.2 0.7 74.508 103.647 177. 555 

3603 折画制片 YLU H-011 Hor 集中2 2.7 2.3 1.5 0.8 75.052 103.779 177 .558 
お04 制片 YLU H-011 Hor 11.6 3.6 2.6 1.4 75羽2 104.825 177苗2

3605 析断制片 YLU H-O'1 Hor 2.1 1.8 1.5 0.7 76.352 104.711 177 .545 

3605 折町制片 YLU H-Q'1 Hor 0.2 1.1 0.8 0.2 76.352 104.711 177 .545 

3608 制片 YLM H-011 Hor 4.1 1.8 2.1 0.9 77.455 104.369 177.525 

3印8 制片 YLM H-011 Hor 3.3 1.5 0.2 0.9 77.455 104.369 177.525 

3608 制片 YLM H-Oll Hor 0.6 1.5 2.0 6.9 77.455 1加 369 177.525 

3609 折断剥片 YLM H-011 Ob WDKB 2.7 2.4 1.6 0.6 77.515 103.1剖 177.489 

3610 制片 YLM H-011 Hor 12.4 2.9 2.9 1.0 78.277 103.7田 177.491 

3611 制片 YLU H-011 Hor 9.4 2.4 3.8 0.9 78.449 102.190 177糾3

3613 折断刷片 YL H-Ol' Ob HNHJ 蝿中2 1.9 1.9 2.3 0.5 72.871 100.573 177.444 
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3618 折町制片 YLU H.Oll Ob 血化 車中2 2.0 1.7 2.2 0.7 71.206 101曲3 177.423 

3619 告野断制片 YLU H-O'1 Hor 蝿中2 0.6 1.2 0.7 0.5 70.720 102.560 177 .487 

3620 折断牢l片 YLU H-011 Hor 車中2 5.5 3.5 2.0 1.0 70.401 103.353 177.5崎

3621 折断制片 YLU G-011 Hor '眠中2 0.4 1.5 0.6 0.2 日叩9 101.647 177.472 

3622 由時画制片 YLU G 011 Hor 踊<1>2 0.9 1.7 1.5 0.5 69.779 101.922 177.4羽

3623 制片 YLU G-Oll Hor .<1>2 17.7 5.8 2.4 1.2 69.784 102.122 177.443 

3625 '量 制片 YLM G-Oll Ob TSTY 車中2 2.6 1.7 2.2 0.9 69.6田 103.347 177.4曲

3626 析断輔片 YLM G-011 Hor 11.6 3.4 3.7 0.9 69.401 102.159 177 .436 

3627 制片 YLM G-011 Hor 24.7 5.8 4.3 1.5 68制6 102.217 177 .404 

3628 鞘片 YLM G-011 Hor 集中2 15.5 3.8 2.4 2.5 68.673 102.739 177 .435 

3629 制片 YLM G-011 Hor 議中2 41.2 5.3 6.1 2.0 68.684 102.844 177.403 

3630 折断胴片 YLM G-Oll Ob HNHJ 集中2 0.2 0.9 0.9 0.1 曲射2 103.045 177.402 

3631 街断"1片 YLM 0-011 Hor 量中2 2.7 1.8 1.8 0.7 68.671 103凹5 177 .471 

3632 徹 制片 YLM G-011 Hor 蝿中2 13.8 3.6 3.1 1.7 68.210 101.703 177 .334 

3633 折断刷片 YLL G 011 GAn '院中2 11.3 2.6 4.5 1.0 68.351 101.733 177.270 

3634 制片 YLし G 011 Hor 集中2 1.9 2.5 1.7 0.6 67.815 101.679 177.304 

3635 制片 YLL G-OI1 Hor 蝿中2 4.3 2.7 2.1 0.9 67.483 102.538 177.269 

3636 制片 YLし G 011 Hor 蝿中2 5.5 3.0 1.9 1.0 67.042 102.649 177.3担 S-72 

3637 自作断刷片 YLL G-Oll Ob 且化 摘回目 1.4 1.7 2.6 0.5 66描1 111'1.5四 177.276 

3638 街断揖片 YLM G-Oll Hor 車中2 3.6 3.0 2.2 0.6 66.325 1σ2.468 177.355 
話相 軒断剥片 YLM G 011 Ob 且化 鏡 <1>2 0.5 1.3 1.1 0.5 69.226 1同 618 177.353 

3制1 融折画制片 YLM G-OI1 Ob WDTY 集中2 0.6 1.5 1.1 0.4 68.801 1叩 .523 177.291 

3642 砕片 YLM G-Oll Ob HN凡j 2民中2 く0.1 0.6 0.7 0.2 69.413 1叩 318 177 .399 

3643 t好町制片 YLM G-Oll Ob 且化 植中2 0.1 1.4 0.7 0.2 日 981 1冊 989 177.3出

3644 世・街断制片 YLM G-011 Da 蝿闘争2 5.0 3.2 2.7 1.3 前 7羽 1凹 859 177.241 

3646 折断制片 YLM G-Oll Ob TSTY 蝿中2 0.4 1.5 1.0 0.3 66.549 101.086 177.297 

3647 続町制片 YLL G-0'1 Hor 繍中2 0.4 1.0 1.4 0.5 66.471 1国 7羽 177.2曲

3647 軒厨刷片 YLL G-011 Hor 蝿中2 0.2 0.9 0.9 0.4 同 471 1叩 730 177.2曲

3647 軒断制片 YLL G-Oll Hor 車中2 0.1 0.9 0.9 0.4 66.471 1凹 730 177.2曲

3649 .険軒断剥片 YLM G-Oll 00 SWHD 蝿中2 0.4 0.8 1.4 0.6 65.307 101.925 177 .221 

3651 軒町制片 YLM G-OI1 00 TSTY 蝿中2 0.3 1.0 1.2 0.3 65.395 1加 .235 177.227 

3652 剥片 YLM G-011 トior 車中2 0.8 1.4 1.0 0.5 64.180 1曲 282 177.1臼

3653 折断制片 YLM G 011 00 TSTY 縄中2 0.6 1.6 1.2 0.5 64.011 1曲 640 177.139 

3654 折断刷片 YしM G-OI1 Ob HN同j 儀中2 1.1 2.1 2.3 0.3 66.371 1田 7凹 177.3伺

3655 折断制片 YLL G-011 Hor 蝿中2 1.3 1.9 1.3 0.7 65.181 103.230 177.1田

3656 折断輔片 YLし G-011 Ob HNHJ 0.2 1.4 1.3 0.2 64.2曲 103邸9 177.1制

3659 析断刷片 YLL G-011 Hor 2.9 1.7 2.3 0.7 臼 832 103.120 177 .155 

3660 街断刺片 YLし 白 011 Hor 27.8 2.8 6.3 1.8 63.539 103.560 177.163 
3届 1 制片 YLL G-Oll Hor 197.8 9.1 7.7 2.4 63.335 103.563 177.1田
3届 2 制片 Yしし G-Oll Hor 25.4 3.8 5.6 1.2 63.282 103.673 177 .224 S 40 

3663 制片 YLM G-Oll Hor 1.9 2.8 1.0 0.9 63.0描 103.682 177.278 S 4日O

3砧4 折断刷片 YLM G-Oll Ob HN凡j 0.7 1.1 1.3 0.4 62.618 103.816 177.235 

3665 骨刷片 YLM G-Oll Hor 56.1 5.0 7.7 1.4 63.132 1田 245 177.191 

3666 制片 YLM G-O" Hor 制 4 5.0 6.7 1.6 63.407 102.820 177.215 

3667 折断制片 YLM G-011 Hor 2.4 2.5 2.0 0.7 63.247 111'1.255 177.2国

3669 折断制片 YLM G-Oll Hor 3.5 3.2 2.0 0.8 62.601 101.9制 177.139 

3670 制片 YLM G-Oll Hor 16.2 4.6 3.4 1.2 62.0田 101.934 177.149 

3671 世・折断剥片 YLM G-Oll Hor 2.9 3.2 1.5 1.0 61.950 103.157 177 .189 

3672 融制片 YLM G-Oll Ob KZOB 0.5 0.9 1.5 0.5 61.046 103.541 177.2蝿

3673 軒町制片 YLL G-Oll 00 HN凡J 2.3 2.6 2.3 0.4 62.062 103.340 177.129 

3676 折断制片 YLM G-011 Hor 14.5 4.1 3.5 1.3 61.1田 102.253 177.071 
3678 針断制片 YLM G-Oll Hor 28.8 3.9 4.0 1.4 62.195 100.885 177.106 

3679 折町制片 YLM G-0'1 Hor 11.1 3.8 3.9 0.8 62.164 100.695 177.147 

3剖2 制片 YLM G-011 Hor 12.6 4.5 3.2 0.9 61.743 100.233 177.140 

3684 針断制片 YLM G-Ol0 Hor 22.8 4.8 3.6 1.2 61.614 99.945 177 .057 

3685 制片 YLM G-Oll Hor 38.9 5.3 4.8 1.5 62.571 1曲 140 177.113 
お剖 折断制片 YLM G-011 Hor 0.5 1.5 0.8 0.4 63.倒6 1曲 172 177.0制

3687 制片 YLM G-0'1 Hor 28.1 5.0 4.3 1.7 63.267 1∞428 177.128 

3688 制片 YLM 日←010 Hor 10.6 3.0 3.6 1.0 61.763 四 759 177.025 

3691 制片 YLM G-Ol0 Hor 10.9 2.9 3.8 1.2 61.526 99.241 177.052 

3692 制片 YLL G-Ol0 Hor 0.4 0.9 1.5 0.3 60.751 99.475 176.982 

3693 師画制片 YしL 日一010 Ch 0.1 0.7 0.6 0.3 60.003 四 295 176制。

3694 制片 YLM G-Ol0 Hor 56.6 7.0 4.9 2.7 60.045 田 028 177.026 

3695 軒町制片 YLL F-Ol0 FT 16.3 3.8 4.0 1.6 59.127 時 618 176.854 

3696 制片 YLM 白一010 Hor 2.9 2.6 2.6 0.7 62.508 99.4曲 177.119 
羽田 制片 YLM G-Ol0 Hor 9.9 4.0 2.3 1.7 64.542 98.623 177.1閣

3701 折断制片 YLL 日 010 Ob HNHJ 0.3 1.3 1.0 0.3 65.371 98.280 177 .054 
3702 制片 YLM 0・010 Hor 懐中主 19.9 4.8 2.6 1.7 65.816 98踊9 177.2四

3702 折町制片 YLM G-Ol0 Hor S植民ド2 1.6 1.9 2.2 0.5 65.816 98.869 177.2田

3702 折断制片 YLM G 010 Hor 集中2 0.2 0.8 1.0 0.5 65.816 98.869 177.2凹

3702 折断制片 YLM G-010 Hor 寝中2 0.2 0.7 0.9 0.4 65.816 98.869 177.2闇

3702 砕片 YLM G-Ol0 Hor 蝿中2 く0.1 0.5 0.5 0.2 65.816 98.869 177 .209 

3702 砕片 YLM G-Ol0 Hor 揖中2 く0.1 0.5 0.6 0.3 65.816 98.869 177.2回

3703 制片 YLM G 010 Hor 揖中2 0.1 1.3 0.6 0.3 師 α)6 岨 861 177. 175 
37国 折断制片 YLM G-Ol0 Hor a・中2 2.4 2.6 1.5 0.6 66.498 98.848 177 .281 
3710 剰片 YLM G 010 Hor 車中2 49.2 7.9 3.2 1.8 68.415 99.194 177.326 

3713 t好断制片 YLM G-Ol0 00 HN刷 官民中1 0.2 0.6 0.6 0.3 69.1国 99.481 177.3師

3716 折断制片 YしL H-Ol0 Ob KZOB 揖<1>2 0.5 0.5 1.3 0.5 70.021 98.354 177.259 

3717 折断軒片 YLし G 010 Ob HNHJ 銀中2 <0.1 1.0 0.6 0.3 68.474 97.218 177.114 

3722 軒町制片 YLM G-Ol0 Hor 3.3 1.3 2.7 1.0 66.708 95.110 177. 027 
3723 制片 YLM G-Ol0 Hor 135.1 8.9 5.5 3.7 65.713 94.429 176師9

3724 制片 YLM G-Ol0 Ob HNHJ 0.4 0.9 1.1 0.4 67.048 92.170 176お9

3729 折画制片 YLM G-010 Ob SWHD く0.1 0.7 0.6 0.1 64.614 96.190 176田7

3730 世針断刷片 YLM G-Ol0 00 TSTY 1.6 2.3 1.9 0.5 63.790 時 7田 176.962 

3731 軒画制片 YLM G-Ol0 Hor 20.5 5.1 3.0 1.2 63.909 95.525 176.924 

3732 制片 YLM G-010 Hor 20.0 6.1 2.3 1.6 64.254 94.676 176.934 

3732 折画制片 YLM G-Ol0 Hor 0.1 1.3 1.1 0.1 制 2臼 94.676 176.934 

3734 岨刷片 YLM G-Ol0 Hor 36.8 6.0 3.8 1.6 64.204 94.473 176.914 

3736 制片 YLM G-010 Hor 45.8 6.8 4.6 0.3 64.688 93.878 176.953 

3737 折画制片 YLM G-Ol0 Hor 12.1 2.9 3.7 1.3 64.4師 羽田8 176田5

3738 折断朝片 YLL G-Ol0 Hor 0.3 1.6 1.4 0.7 63.844 99.875 177冊。

3739 輯片 YLL G-Ol0 Hor 11.8 3.8 2.9 1.5 64.163 93.532 176.833 

3740 軒片 YLM G 010 Hor 6.4 4.0 2.6 0.7 64.088 93.411 176.896 

3742 折画制片 YLL G-010 Hor 9.1 2.4 3.6 1.1 63.966 92.670 176.720 

3743 折画制片 YLM G予010 Hor 0.8 2.0 1.2 0.4 63.077 91.550 176.733 
37.判 制片 YLM G 010 Hor 7.3 4.3 2.8 1.7 63.010 92.591 176.750 

3745 '険制片 YLM G-Ol0 Hor 17.4 5.2 2.9 1.1 62.659 92.395 176.763 

3747 制片 YLU G-Ol0 Hor 0.2 1.1 0.6 0.3 61.630 90.803 176.488 

3748 制片 YLM G-Ol0 Hor 50.2 5.4 5.6 1.8 62.033 92.780 176曲1 S-71 

3749 軒町制片 YLM G-010 Hor 0.3 61.614 93.206 176.702 
3750 制片 YLL G-Ol0 Hor 13.3 4.9 3.3 1.2 61羽1 93.479 176.670 S-71 

37回 折断制片 YLL G-Ol0 Hor 0.6 1.8 0.9 0.6 61.381 93.479 176.670 

3750 折断制片 YLL G-010 Hor 0.1 1.3 0.6 0.2 61.381 93.479 176.670 

3751 世・制片 YLL G-Ol0 Hor 39.5 5.3 1.6 1.7 61.030 93.670 176.624 
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図版書号遺物番号枝ー 題担 層位 グリッド 石材 Obll地 続適園名 重量(.)豊置(聞]煙笹{師) 庫 さ(cm) X座揮(m) Y塵棚(m) Z塵曹(m) 檀 合

3912 軒町制片 YLU H-Ol0 Ob 不可 蝿中2 く0.1 0.5 0.6 0.5 73.284 98.422 177.496 
3915 砕片 YLU H-Ol0 Ob 不可 集中2 く0.1 0.7 0.3 0.2 73.550 98.471 177.525 
3916 折画制片 YLU H-Ol0 Ob 不可 舗中2 く0.1 0.6 0.7 0.1 74凹5 同 382 177.524 
3917 制片 YLU H-Ol0 Ob 不可 踊中2 0.4 1.2 1.3 0.5 74.035 曲四9 177.53o 
3918 t野面制片 YLU H-Ol0 Ob HN凡j 続中2 7.2 2.6 3.9 0.9 74.194 98.403 177 .534 
3919 折断制片 YLU H-Ol0 Ho， a・中2 0.1 1.0 0.6 0.2 74甜1 97.731 177.520 
3921 折断剰片 YLU H-OlO Ob 不可 量中2 く0.1 0.7 0.8 0.1 73担3 97.918 177 .487 
3922 融 ・折衝軒片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 0.2 1.1 1.4 0.3 73.770 97.951 177 .488 
3924 折断制片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 く0.1 0.9 0.8 0.1 73.3o4 97.928 177 .496 
3927 折町制片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 集中2 <0.1 1.4 0.4 0.2 73.016 97届4 177.488 
3930 自府断剥片 YLU H-OlO Ob KZOB 蝿中2 く0.1 0.8 0.5 0.1 73.349 97お5 177 .471 
3932 折断剥片 YLU H 010 Ob KZOB 筆 中Z 0.1 0.8 0.6 0.2 73.5∞ 97.321 177.469 
3933 折断剥片 YLU H-Ol0 Ob 不可 量中Z く0.1 0.4 0.3 0.1 73.1田 97凹7 177.474 
393o 折断制片 YLU H-Ol0 Ob 不可 揖 <1'2 く0.1 0.6 0.1 0.1 73.5日 師 9臼 177.440 
3937 折断制片 YLU H-Ol0 GAn 揖中2 1.2 2.5 1.8 0.4 73.777 97.045 177.489 
3940 軒町制片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 割民中Z 0.2 0.6 1.2 0.3 73.301 蝿 4倒 177 .434 
3剖1 軒断輯片 YLU H-Ol0 Ho， '‘中2 0.2 1.3 0.8 0.2 73.164 師団4 177 .418 
3担3 折断朝片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 0.1 0.7 1.2 0.2 73.195 描 895 177 .469 
3944 折断"1片 YLU H-Ol0 Ob 不可 血中2 <0.1 0.8 0.6 0.2 73回2 96.758 177 .438 
3947 制片 YLU H-Ol0 Ob KZOB 線中2 0.2 1.4 1.0 0.2 73.514 97曲9 177 .483 
羽田 制片 YLM H一回9 Ho， 25.1 6.7 5.4 1.4 72.483 84.084 176.497 
3954 折断刷片 YLM H-∞9 Hm 10.1 3.3 3.1 0.9 72.429 制 4回 176曲。

3955 制片 YLU H-曲9 Ho， 52.1 7.3 4.5 1.4 72回7 田 4回 176.612 
羽田 制片 YLM 同一回9 Ho， 81.1 7.5 5.5 2.2 70.591 回 192 176.374 
3959 制片 YLM G-田9 Hm 8.0 2.1 4.7 1.1 69.747 84由8 176.428 
3田1 剥片 YLU G-009 Ho， 42.8 3.3 6.2 2.1 69.311 85.379 176.514 
3961 制片 YLU G-曲9 Ho， 9.3 1.4 61.0 1.4 69.311 85.379 176.51‘ 
3962 折断制片 YLM G-曲9 Ho， 4.5 3.0 2.3 0.8 同拍4 84.887 176勾2
39臼 制片 YLM G-伺9 Hm 18.0 3.3 4.1 1.1 69.024 制加S 176.4田
39臼 制片 YLM G-凹9 Hm 1.4 2.8 1.2 0.5 69.024 84.949 176.4曲
3曲3 制片 YLM G-飢均 Ho， 0.1 1.1 0.8 0.1 69.024 84制9 176.4曲
3拍4 制片 YLM G-O田 Ho， 22.6 4.8 4.1 1.5 回 752 制 917 176.411 
3蝿4 制片 YLM GOO9 Ho， く0.1 1.3 0.4 0.2 同 752 84.917 176.411 
3965 折画制片 YLL G-009 Ob HNHJ 0.3 0.8 0.9 0.4 68.7回 82.452 176.225 
拍剖 制片 YLL G-刷J9 Ho， 6.4 2.8 4.3 0.5 69.1師 81珂8 176.181 
3967 聞ー折画制片 YLM G-制J9 Ho， 0.9 1.6 1.4 0.4 面倒6 83括4 176.348 
3969 制片 YLし G-氏19 Hor 35.7 6.4 5.3 1.1 66.666 84日O 176.305 
3971 折断制片 YLし G-009 Ob HNHJ 0.2 1.4 0.6 0.4 64.517 81.659 175.998 
3972 割片 YLM G-009 Ho， 6.6 2.5 3.2 1.1 63.513 83.342 176.178 
3973 折厨剥片 YLL G-009 Ho， 19.8 4.6 2.3 1.7 63.463 81.831 176.024 
3975 折町制片 YLU E-007 GAn 練中1 0.5 1.9 1.3 0.3 46.715 60.508 173.659 
3976 折断制片 YLM E-007 GAn 蝿中1 0.1 0.7 0.5 0.1 46.137 60.518 173.598 
3977 折断剰片 YLM E-006 G如、 蝿<1'1 2.3 2.1 3.0 0.6 45.945 59田7 173.5曲
3978 酬片 YLL E-007 GAn 車中1 1.3 2.5 1.3 0.6 45.378 同 530 173.357 
3980 折町制片 YLL E-006 GAn 練中1 1.0 2.0 1.7 0.3 44.405 58.2掴 173.211 
3981 折断制片 YLM E-006 GAn 録中1 3.2 1.9 2.0 0.7 45.592 日 119 173.377 
3982 制片 YLM E-006 Hor 蝿中1 20.8 5.9 4.2 1.1 45.383 58.0印 173.325 
3蝿3 割片 YLL E-006 Hm 蝿中1 11.9 5.1 3.2 0.6 45.037 57.328 173.215 
3984 撤 e折画制片 YLL E-006 Ob HNHJ 蝿<1'1 0.6 1.8 1.2 0.4 44，338 57.379 173.125 
39甜 開片 YLL E-006 Hor 簸中1 8.5 3.4 2.7 1，0 43.189 師同7 173国2

3989 折画制片 YLL E-006 Hor 蝿中1 28.8 5.1 4.4 1.6 47.499 53.931 172，9剖
羽田 制片 YLL E-006 Ob HNHJ 練中1 0.4 0.9 1.8 0.3 47.7帥 53師1 172.907 
3田1 徹ー制片 YLL E-006 GAn 車中1 2.4 2，9 1.5 0，6 48.207 54曲4 173.007 S-88 
3992 制片 YLL E-006 Hor 園中1 41.2 4.1 6.0 1.5 49，321 55，509 173，277 
3995 街断軒片 YLL E-O冊 Ho， 車中1 1.2 1.4 2.3 0.5 40.6田 曲。田 172.953 
3995 折断刷片 YLL E-006 Ho， 蝿中1 0.5 1.9 0.8 0.4 40.699 旬。団 172.953 
3995 折画制片 YLL E-006 Hor 畠中1 0.6 1.6 0.6 0.6 40，699 58.050 172，953 
3996 折断"1片 YLL D-006 Ob SWHD 0.3 0.9 1.9 0.2 37，7田 59，928 172.841 
2相 y 折画.. 1片 YLL D-007 Ob SWHD く0.1 0.8 0.7 0，1 36.013 同 713 172.705 
3998 制片 YLL E-007 Ob SWHD 蝿中1 く0.1 0.6 1.0 0.1 41.214 62帥8 173.291 
羽明 制片 YLL 口一回8 Ho， 24，2 4.3 4.3 1.8 37，280 70.073 173.489 
4側)() 骨刷片 YLL D-∞a Hor 26，5 6.3 3.4 1.5 37田7 71.404 173.575 
4佃4 剥片 YLL D-叩8 MT 4.0 3.8 1.6 0.6 31，753 72 . ~制 173.304 
4叩5 剥片 YLL D-田8 Ho， 3.6 2.8 1，8 1.3 32，259 73.2凹 173羽2
40冊 制片 YLL D曲8 Ho， 26.0 5.7 3.9 1.1 31.3岨 73，228 173.338 
4010 折面"1片 YLL D-∞8 Hm 5，1 2.8 1.9 1.1 33.046 73.951 173.480 
4~11 折断"1片一 YLL D-曲8 Hor 0.5 1.4 1.1 0.2 35.525 75.'14 173.7国
4033 開片 YLM D-Ol0 Hm 0.7 1.1 0.8 0.4 35.452 94.132 174.234 
4037 折断"1片 YLL F-Ol0 Ho， 0，9 1.5 1.1 0.4 同 516 95.166 176.254 
4039 析断耳目l片 YLL F-011 Rhy 24.3 6，1 5，6 0.8 国 548 102.963 176田2
4048 軒片 YLL G-Ol1 Hm 35.1 6.3 3.8 17.0 60，145 1凹 613 177.0出
4049 折厨"1片 YLL G-~1 1 Ho， 1.4 1.7 1，5 0.6 回 171 100.649 177. 081 
4073 制片 YLL G-Ol0 Hm 62.1 5，9 4，5 2.2 60，629 95加7 176由。

4074 軒町制片 YLL G-~1 0 Hm 1.9 1.8 0.9 0.7 61，675 94.~58 176，7師

4075 制片 YLL G-Ol0 Hor 32，9 4，0 4.2 2，0 61開5 94.316 176，594 
40部 砕片 B副 G-012 Ob HN比J _<1'4 く0.1 0.5 0.7 0，1 66，459 115.268 176.573 
4097 折画制片 B印 G-~ 12 Ob 不可 蝿 <1'4 く0，1 0.9 0.3 0.1 66，751 114.989 176，634 
4103 11折断剥片 YLL G-Ol1 GT 1.7 1.1 0.4 0.4 66.678 104.821 177時4
4104 徹 軒町制片 YLL G-Ol1 Ob SWHD 鱒中2 0.2 1.6 1.0 0，3 67幻5 104，917 177 .073 
4112 折町制片 YLL G-Ol1 Hor 集中2 0.8 1.6 1.2 0.2 69，因。 102，550 177.181 

4116 軒片 YLL H-Oll Ho， -中2 9.8 4.4 2.5 1.1 71.367 106，178 177.1制
4119 像折断駒片 YLM H-012 Ob HNHJ 1.5 2.0 1.8 0.6 71.212 111.666 177 .032 
4121 制片 YLM H-Oll Hm 銀中2 9.8 4.1 2，9 0，8 72.822 102，815 177国1

4124 折町制片 YLM H-Ol1 Ho， 蝿中2 1.4 2.2 1.0 0.5 74.652 103，883 177.321 
4125 制片 YLL H-011 Hm 集中2 33，4 6.6 3.7 1.6 74飽9 103師1 177 ，232 
4126 制片 YLM H-Oll Hm 蝿中2 37.8 6.3 3.5 2.5 75.145 104.145 177.276 
4128 開片 YLM H-011 Hor 34.5 4.0 5.4 1.9 75，972 104.514 177お9

4129 制片 YLM H-Oll Hm 17，1 3.4 4，9 1.1 76.127 104.659 177，321 
4130 軒町制片 YLM H-Oll Hor 0.8 1.0 1.3 0.5 76，831 104，679 177 .239 
4132 制片 YLM H-Ol1 Hor 5.9 3.3 2.8 1.1 77.077 103，808 177 ，253 
4133 輔片 YLL H-Oll Ho， 15，3 4，2 3.4 1.3 77，391 104，039 177，231 
4134 刷片 YLU H-011 Ho， 10.1 3.8 3，0 1，1 77，765 104.378 177 .296 
4135 折断刷片 YLL H-Ol' Ho， 1.7 1.8 1.2 0.6 77 ，994 104，660 177 .214 
4136 刷片 YLL H-Ol1 Ho， 21.5 1，8 3.1 1.5 77，761 103.897 177.191 
4139 制片 YLL H-Ol1 Ho， 18.3 2，9 4.0 1，7 市 478 104，915 177.101 
4140 毎号断動i片 YLM H-O" Ho， 2.7 2.1 1.4 0.7 79.922 104，245 177.288 
4141 朝片 YLM H-011 Hm 8.6 5.3 2.6 0，8 79，田8 103，845 177 ，223 
4142 制片 YLM H-Oll Hm 35，7 6.5 3，9 1.8 79.275 103.738 177 .221 
4143 折断"1片 YLL H-~11 Hor 61，6 7.7 5.3 1.5 79，313 103.289 177 .222 
4145 .険制片 YLL H-Oll Hm 48.0 6.3 4，7 1.8 78，147 102.748 177，227 
4146 続町制片 YLM H-Ol1 Hm 20.1 3.7 3，8 1.7 77. 086 102.947 177 ，221 

4147 折断指l片 YLL H-Ol1 Hor 0，9 1.7 1.3 0.4 76，779 102，080 177.156 
4149 制片 YLM H-Ol1 Hm 18，9 5，2 3.8 1.4 76，989 104，720 177. 270 
415日 刷片 YLM H-Ol1 Hm 16.2 3，9 3，5 1，2 77.204 104.812 177 .263 
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第 3章旧石器時代

図版番号遺骨番号経書 密種 '位 グリンド 石材 Ob庫地 衛遺構名重量{皇〉畳置("，，)短置(cm) 厚さ(田) x座揮(m) Y座欄(m) Z座栂(m) 俊 合

4151 開片 YLM H-011 Ho， 52.1 7.3 3.6 2.1 77 .202 103日9 177.252 

4152 制片 YLM H-Oll Ho， 35.1 5.4 4.3 1.3 77.340 103.831 177.230 

4H河 制片 Yしし H-O" Ho， 21.6 4.4 3.4 1.1 77.857 103.790 177.197 

4154 制片 YLL H-011 Ho， 4.9 3.2 1.6 1.2 77.915 103.8臼 177.175 

4155 折断剥片 YLM H-Oll Ho， 15.6 4.7 2.9 1.4 75.412 105.274 177.305 

41日 1 制片 YLM H-011 Ho， 1.6 1.6 1.5 0.8 77 .223 106.0佃 177.251 

4156 2 折断軒片 YLM H-011 Ho， 0.3 1.4 1.1 0.2 77 .223 1国∞o 177.251 

41田 3 折断輔片 YLM H-O'1 Ho， 0.1 1.1 0.9 0.2 77.223 1師 αlO 177.251 

4157 1 軒断剥片 YLM H-O" Ho， 4.7 3.7 2.1 1.0 77.613 105.679 177.265 

4157 2 折断剥片 YLM H-Oll Ho， 4.0 2.8 1.6 1.1 77.613 105.679 177 .265 

4157 3 街断制片 YLM H-Ol1 Ho， 0.9 1.7 0.9 0.7 77.613 105.679 177 .265 

4157 4 折断剥片 YLM H-Oll Ho， 0.4 1.4 0.8 0.4 77.613 105.679 17i.265 
4157 5 析断剥片 YLM H-011 Ho， 0.5 1.4 0.7 0.4 77.613 105.679 177.265 

4157 6 折断刺片 YLM H"011 Ho， 0.3 1.6 1.1 0.4 77.613 105.679 177 .265 

4157 7 街断剥片 YLM H-011 Ho< 0.3 1.5 0.9 0.2 77.613 105.679 177 .265 

4157 8 折画制片 YLM H-Oll Ho' 0.3 1.3 1.1 0.3 77.613 105.679 177.2日

4157 9 折断制片 YLM H-011 Ho， 0.2 1.4 0.8 0.2 77.613 105.679 177.265 

4157 10 街断刺片 YLM H-Ol1 Ho， 0.3 1.3 0.9 0.3 77.613 105.679 177.265 

4159 融・街画制片 YLL H-011 Ob HNHJ 0.4 1.7 0.7 0.4 79.414 105.635 177.153 

4168 制片 YLL F-曲8 Ho， 23.4 3.3 4.5 1.5 59舗7 78.5侃 175.429 

4173 析断制片 YLL G似抽 Ho， 3.2 2.3 1.4. 1.0 63.632 85.030 176叩 3

4181 制片 YLL H-009 Ho< 19.1 4.2 3.1 1.8 70.840 83.647 176.112 

4201 世・制片 YLL 8-011 GAn 60.0 8.0 4.4 1.5 65.684 105田8 177.231 

4211 骨折断軒片 YLL G-Oll GAn 30.0 6.9 2.8 1.1 85回1 104.313 177.281 

4215 街断制片 YLM H-Ol0 Ob 不可 車中2 く0.1 0.7 0.3 0.1 71.236 95.0ぬ 177.281 

4216 街町制片 YLM H-Ol0 Ob HNHJ 車中2 0.4 0.9 1.4 0.3 71.678 95.2臼 177.249 

4217 析断刷片 YLM H-Ol0 Ob 不可 蝿中2 <0.1 0.3 0.5 0.1 71.751 95.486 177.331 

4218 軒断剥片 YLM H-Ol0 Ob HNHJ 蝿中2 0.4 1.0 0.7 0.2 72. 289 95.549 177.263 

4219 折町制片 YLM HOIO Ob KZOB 蝿中2 0.5 1.3 1.4 0.5 71.577 95.914 177.317 

4220 折町制片 YLM H-OIO Ob HNHJ 織中2 く0.1 1.2 0.4 0.3 71国 1 96.079 177.2臼

4221 軒断剰片 YLL H-OIO Ob HN凡j 車中2 0.4 1.3 0.9 0.5 70.888 蝿 387 177.218 

4222 軒町制片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 1.6 2.2 1.5 1.3 70.580 96.6曲 177.262 

4224 制片 YLM H-OIO Ob KZOB 蝿中2 0.3 1.7 1.2 0.3 72.897 96.383 177.364 

4225 折画制片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 0.3 1.9 0.7 0.3 72.943 時 5副 177.355 

4226 却時断剥片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 1.8 1.2 1.9 0.7 73.341 前 223 177.352 

4227 微・割片 YLM H-Ol0 Ho， 車中2 31.7 7.2 3.4 1.3 73.4a4 国 236 177.348 

4228 折断制片 YLM H-Ol0 FSS 車中2 2.4 2.4 1.6 0.3 74.782 96.045 177.393 

4231 折画制片 YLM H-Ol0 Ob HNHJ 圏中2 2.1 2.3 2.1 0.5 72. 126 96.910 177.3剖

4232 析町制片 YLM H-Ol0 MT 蝿中2 2.2 3.0 1.1 0.5 72.140 97.056 177.362 

4233 剰片 YLM H-Ol0 MT 車中2 11.5 4.3 3.3 0.6 72.087 97.018 177四9

4236 刺片 YLM H-Ol0 MT 蝿中2 3.2 2.6 1.5 0.6 71.201 97.407 177.349 

4237 折断刺片 YLL H-Ol0 Ob HNHJ 鎖中2 2.8 3.8 1.2 0.4 71.054 97.518 177.290 

4238 折画制片 YLL H-Ol0 Ob KZOB 集中2 0.1 4.6 3.7 1.8 70.981 97.535 177.291 

4239 制片 YLM H-Ol0 MT 舗中2 26.9 3.0 4.5 2.4 70.859 97.374 177.354 

4240 折断刺片 YLM H-Ol0 Ho< 蝿中2 13.8 3.3 4.2 1.1 71.143 97.688 177.343 

4241 折断駒片 YLM H-Ol0 Ob HNHJ 蝿中2 1.7 2.0 1.8 0.6 70.204 97.166 177.313 
4242 融 t行断制片 YLL H-Ol0 Ob 不可 集中2 0.4 1.5 1.1 0.5 70.257 97.935 177.278 

4243 融制片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 集中2 1.2 2.2 1.2 0.5 70.555 98.248 177 .349 
4246 折断刷片 YLM H-Ol0 口b HNHJ 蝿中2 1.1 1.8 1.9 0.5 72.102 98.014 177.369 

4247 聞・刷片 YLM H-Ol0 FAn 蝿中2 6.9 3.9 2.4 0.9 72.204 97制8 177.410 

4249 制片 YLM H-Ol0 Ho， 15.6 4.5 3.4 1.7 77.973 92.943 177.233 

4251 融制片 YLM H-Ol0 MT 織"'2 3.0 3.8 1.7 0.5 72.328 98.329 177.312 

4255 析断制片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 蝿中2 く0.1 0.6 0.6 0.1 72.874 98.650 177.470 

4256 折画制片 YLM H-Ol0 Ho< 集中2 0.4 1.3 0.8 0.2 72.915 98.297 177.407 
4お7 制片 YLM H-Ol0 Ho， 集中2 5.9 2.4 2.7 0.8 72.973 98.361 177.457 
4258 剰片 YLL H→010 Ho， 3.0 3.1 1.2 0.7 71.341 90.2剖 176.726 

4259 析町制片 YLM H-Ol0 Ho， 1.0 1.9 1.4 0.5 79.902 94.957 177.309 

4259 街町制片 YLM H-Ol0 Ho， ."'2 0.8 1.8 1.0 0.7 79.902 94.957 177.309 
4259 軒町制片 YLM H-Ol0 Ho， 蝿中2 1.0 1.7 1.0 0.4 79.902 94.957 177.309 

4259 自野町制片 YLM H←010 Ho， 績中2 0.5 2.0 1.1 0.2 79剖2 94.957 177.309 
4259 折町制片 YLM H-Ol0 Ho， .<1>2 0.5 2.2 1.1 0.2 79.902 94.957 177.309 

4259 折断刷片 YLM H-Ol0 Ho， 革命2 0.3 1.1 0.5 0.5 79開2 94.957 177.309 

4260 制片 YLM H-OIO 口b KZOB ."'2 0.5 1.5 0.9 0.4 73.242 97.958 177.376 

4262 制片 YLM H-Ol0 Ho， 銀中2 28.7 4.5 4.9 1.4 73.339 98.077 177.455 

4263 融制片 YLL H-Ol0 GAn 車中2 1.7 1.7 0.9 0.5 73.474 98.210 177.356 

4265 折聞朝片 YLM H-Ol0 Ho， 蝿中2 1.7 1.6 1.3 0.5 74.050 98.0<泌 177.461 
42届 軒断制片 YLM H-OIO Ho< '‘中1

0.5 74.358 98.018 177.4鵠
4268 街断刷片 YLL H-Ol0 Ob KZOB 車中2 0.2 1.4 0.7 0.2 74.510 98.554 177.299 

4270 折断剥片 YLM H-Ol0 Ob HN出 蝿中2 0.4 1.5 0.9 0.4 73.697 98.692 177.427 

4271 量街断刷片 YLL H-Ol0 Ob HNHJ .中2 0.6 1.8 1.5 0.5 74.326 99.138 177.361 

4272 紙面制片 YLL H-Ol0 ob HNHJ 集中2 0.7 1.3 1.4 0.4 73.746 99.152 177.377 

4276 剥片 YLM H-Ol0 Ho， 畠中2 1.9 2.3 1.4 0.8 74.3前 99.877 177.517 

4279 軒町制片 YLL H-Ol0 口b HNHJ 線中2 0.5 1.2 1.0 0.4 71.012 98.748 177.319 

4280 置。析断鞘片 YLM H-Ol0 Ob HNHJ 集中2 0.7 1.2 1.6 0.3 71.423 開 813 177.365 
4281 制片 YLM H-Ol0 Ho' 車中2 29.1 3.6 4.7 1.9 75.2羽 99凹1 177.508 

42お 析断軒片 YLM H-Ol0 Ho， 蝿中2 35.6 5.9 4.5 1.5 75.458 99.843 177.478 

42制 軒町制片 YLM H-Ol0 Hor .中2 49.8 7.3 4.2 2.0 75.437 四 753 177.484 

4286 刺片 YLL H-Ol0 Hor 畠中2 7.3 4.1 2.4 1.0 76.265 97日6 177 .303 

4287 制片 YLM ト十010 Ho， 10.3 6.1 2.6 0.7 78.840 98.399 177.435 

4289 剥片 YLM H-Ol0 Hor 41.0 4.2 5.5 1.6 77 .828 97.495 177 .447 
42叫 徹街断刺片 YLL H-Ol0 Ob WDTY 掴中2 0.7 1.2 1.6 0.5 77.313 前 4師 177.342 
4291 制片 YLM H-010 Hor 集中2 4.8 3.7 1.8 0.8 76.707 95.850 177 .397 
4292 朝片 YLL H-Ol0 Hor 掴中2 13.3 5.7 3.6 0.7 76.2師 95.228 177.273 

4293 剥片 YLL H-Ol0 Ho， 蝿"'2 2.6 3.7 1.7 0.4 75.603 田 028 177 .326 
4294 ..，.'"片 YLM H-Ol0 口b WDKB 2.7 3.0 2.2 0.6 77.094 92.915 177.305 
4295 折断制片 YLM H-Ol0 Ho， 10.3 5.2 2.8 0.7 76.5伍 91.9田 177.178 
42曲 砕片 YLM H-Ol0 Ob 不可 く0.1 0.8 0.4 0.1 74.357 90.971 177国S

42由 制片 YLM H-010 Ho， 縄中2 60.6 6.8 3.8 2.0 71.997 93.714 177.133 

4301 析断刷片 YLM H-010 口b HNHJ 蝿中2 1.0 2.3 1.3 0.5 70.279 94.265 177.244 
4303 軒町制片 YLM H-Ol0 Ob SWHD 蝿<1>2 0.2 1.4 1.1 0.2 71.234 92.717 177.118 

43刷 折断刷片 YLL H-010 Ob SWHD 血中2 0.3 1.3 1.1 0.2 71.014 92.2田 176.861 

4305 訴断割片 YLL H-Ol0 Hor 39.6 8.3 3.3 2.2 71.847 剖 642 176.868 

43師 析断剰片 YLM H-010 Ob s.it 0.6 1.2 1.8 0.3 71.834 90.082 176.872 
4322 街断制片 YLL H-009 Ob TSTY 0.7 2.3 1.1 0.5 74.4師 89.483 176制8
4323 折断制片 YLL 仲田9 Hor 0.1 0.9 0.8 0.3 76.621 曲 476 176.8剖

4323 軒断刷片 YLL 同一曲9 Hor 5.1 2.7 1.8 1.0 76.621 甜 476 176.8曲
4326 折断制片 YLM H-凹8 Ob WDTY 1.7 2.0 1.9 0.6 73.401 79.918 176.481 
4327 折町制片 YLL H-叩9 Ob WDTY 3.7 1.8 3.0 0.7 78.857 87.2日 176.8拘

4328 惜・街町制片 YLM "一曲9 Ob WDKB く0.1 1.8 0.3 0.1 78.448 86.845 177.025 
4329 世制片 YLL 仲間9 Ob WDKB 10.6 4.0 3.0 1.4 79.471 師 349 176制1

4331 析断刷片 YLL 仲間9 Ob WDTY 1.1 3.0 1.9 0.6 78.832 84.721 176師S

4332 制片 YLM H-叩8 Hor 16.8 5.6 3.8 0.9 72.501 76.639 176.2臼

4333 制片 YLU H-008 Hor 1.4 1.9 1.6 0.5 72.710 75.239 176.297 

43羽 制片 YLU H-008 Hor 6.9 3.6 3.6 0.9 74.274 74.635 176.297 
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Y直徳(m) Z塵樺(m)

85.743 176.8田
84.0お 176.962

82.051 176.819 

81.934 177.143 

83.3岨 177.208

83.456 177.120 

剖 423 177.242 

89.058 177.343 

87.055 177.3田
87.6同 177.442

田 1凹 177.319

88.8蝿 177.477
82.031 176.835 

86.622 177.6岨
88.235 177由4

90.143 177.719 

曲 825 177.062 
67.7同 176.9咽

62.423 176臼9

62.423 176同9
61.923 176.613 

61.3幻 176.5叩

61.243 176.612 

剖 713 176.581 

60.861 176.5国

60.548 176.575 

60.786 176駈1

60.8描 176.559

60.8蝿 176.559

59.738 176.465 

59.297 176.497 

日制4 176.3剖

55.814 176.311 

57.821 175.982 

57.394 175.861 

54.568 175.5岨

55.713 175.701 

80.279 177.016 

90.811 177.378 

84.082 177.287 

弼 266 177.646 

94曲8 177.349 
94.438 177.3幻

制 967 177.4四
%冊。 177.421
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103.623 177.5田
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106.530 177.291 
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117 .433 178.126 
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Ob!l地 続遺構名量量(g) 畳置{明)短径(an) .さ(tm) X僅槽(m)

55.2 6.8 4.8 1.6 89.珂7

182.2 8.2 9.2 2.7 89.469 

42.2 6.4 4.6 1.5 曲 2曲

不可 1.1 
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第 3章旧石器時代
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図版番号遺骨書骨桂書 畢種 屠位 グリッド 石材 Ob車地 駅遺構名重量(.)畳量(闇)短径(011) 庫さ{田) x座標(m) Y!I!栂(m) Z塵槽(m) 檀 合

5483 軒 片 YLL K 010 Hor 4“ 2.7 2.1 0.7 107.517 92.515 177 .832 

制86 折画制片 YLL G.加9 HQr s 3.1 2.5 1.7 69.722 88.698 176.316 

5486 制 片 YLL G.∞9 Hor 0.7 1.6 0.9 。7 69.722 88.698 176.316 

5487 軒閣制片 YLL GOO9 GAn 14.3 6.0 2.2 1.1 68.559 89.472 176.263 

54曲 制 片 YLL 仲田9 Ob WDTY 3.0 2.7 1自 0.0 79.913 86.615 176国 1

5490 析酷制片 YLL 1.011 Hor 1.4 1.7 1.6 0.5 83.673 107.458 176日1

5490 折断剥片 YLL 1-011 Hor 0.1 0.9 。7 0.3 83.673 107.458 176.581 

5491 制片 YLM J 006 Hor 7.3 4.5 3.2 0.5 96.962 58.165 176.133 

5492 折断刷片 YLL ト005 Hor 10.7 ，; 7 ワ 2 1.3 85.651 45.104 174.803 
5493 折断剥片 YLL K.OO6 Hor 1.9 3.0 1.3 0.3 103.733 57.528 i16.374 

5496 折断軒片 YLL G.Oll Ob AGKT 1.7 1.8 2.3 0.6 60.476 108.712 177 .021 

5497 相険折断刷片 YLL F-Qi1 Ob AGKT 0.9 1.9 1.6 0.4 58.517 108.735 176.874 $--77 

5498 折厨剰片 YLL F-Oil Rhy 21.7 且 2 3.2 1.8 55.843 102.539 176.641 

5500 折断割問 YLL E-OiI Ob HNHJ 0.2 1.0 1.0 0.3 49.577 1国 546 176.353 

5503 輔 片 YLL 口町9 Hor 24.3 5.6 3.2 1.6 35.490 89.573 174.514 

5505 告野町制片 YLL D 009 Hor 1.6 1.<:' 2.2 0.6 34.938 81.805 174.035 

5506 制 片 YLL D.凹8 Hor 12.8 3.5 3.4 38.246 71.021 173.548 

5507 街断制片 YLL E.叩8 HOi 0.6 O.i 0.3 0.2 41.611 73.736 174.144 

5508 制 片 YLL E-008 FT 11.5 5.3 4.1 0.8 41.914 77 .658 ii4.358 

5印9 折断胸片 YLL E-∞8 Hor 1'i .0 5.1 2.7 0.9 43.6田 78田7 174.575 

5511 世折断制片 YLlー G-010 Ob SWHD 1.3 3.6 1.9 0.5 63.183 93.115 176.597 

5515 制片 YLL H 010 Ob KZOB 蝿中Z 0.2 1.1 0.7 0.5 72.426 98.359 177.248 

5516 折衝刷片 YLL H-Ol0 Ob 不可 鏑中2 0.8 2.6 1.9 0.2 71.848 97.454 177.168 

5518 制 片 YLL G-OlO Hor 11.4 2.7 <!-.2 1.3 60.243 99.280 176.857 

5521 制 片 YLL G 011 Hor 3.5 2.8 2.1 0.7 61.040 102.518 176.878 

5522 世 ・4行断刷片 YLM F 011 Ob HN凡j 8.4 2.3 3.9 1.1 59.535 103.455 177.1国

5524 領時断割片 YLL G.Ol1 Ob TSTY 1.4 2.3 0.3 0.5 54.616 101.579 177冊。

5525 制 片 YL1 G 011 Hor '‘司T2
tL7 3.2 1.9 0.7 68.566 iOO.011 177 .155 

5526 世析断車1片 YLL G.Ol0 Ob HNHJ 集中2 0.5 0.9 0.6 0.4 69.262 97.349 177.024 

5528 折断刷片 YLM トO国 ト:or 1.9 2.3 1.8 0.4 81.548 79.756 176.957 

5530 制 片 YLL 1-009 t-:Oi 15.5 5.1 3.1 i .2 82.127 81.541 176蝿2

5531 折断剥片 γしL 1-009 H町 6.2 3.9 2.5 0.7 81.216 81.673 176.872 

5542 折断制片 YLL K-Ol0 HOI 8.1 丘 8 2.2 0.7 104.558 97.3-18 176.983 

5543 制片 ずしし ↑、 010 Hor 18.6 L~_ . Ô 3.4 1.5 104.45 97.760 177.021 

5544 折断割片 YLL J002 Rhy 30.9 5.2 &.3 '1.5 90.475 78.842 176.932 

5546 相片 8副 H 010 Db HNHJ 蝿中2 (2 3) (2.7) 1.6 0.8 76.050 97.560 177.221 S 02 

5549 折断制片 YLL 日←012 Ob ト:l¥iHJ 舗中4 0.1 0.6 1.1 0.3 67.556 113.175 176.807 

55印 街断軒j寸 YLL 0-012 GAn 鎖中4 7.8 5.9 4.8 0.7 前田6 113.037 176国2

5560 樟折断動j片 YLL G田7 Ob HNトiJ 13.9 5.2 3.5 1.0 63.777 68.951 175凹6

5568 析断制片 YLL F-002 Hor 集中1 4.0 2.4 2 . ~ 1.1 52.917 71.526 174.705 

5570 融制片 YLM ト008 FT 21.1 4.3 3.8 1.4 39.978 79.937 177.015 

5571 自作断剰片 YLL J-008 FT 1.5 2.0 1.6 0.5 回 591 79.779 176.961 
5572 制 片 YLL J-008 Rhν 0.2 1.5 1.1 0.3 同 砧a 79.772 176製)!)

5573 IIT断 制片 YLM F'006 Ob HN比J 舗中1 2.2 2.2 1.9 0.7 59.775 59，774 174.お2

5574 制 片 YLL ;=--006 Ob HN出 篇中1 0.9 1.5 1.3 0.4 59.646 59.779 174.167 

5576 折断制片 YLM E-Q08 Ob SWHO 0.4 1.7 0.9 0.3 40.056 70.151 173.817 

5577 制片 YLM C-009 H四 11.6 6.5 2.9 1.0 50.009 30咽2 175.4岨

55131 析断剥片 YLL 日 012 Ob HNHJ 畠中4 "1.6 1.7 2.3 0.7 65.681 115.174 176.6咽

5532 ヲl片 YLM F'011 HOi 93.5 o.6 5.6 3.3 59.671 100.486 177 .038 

5田3 ll'<ij片 YLM F-Oll トOi 4.3 3.6 2.2 。7 59.721 100.2佃 177.095 

5584 折断制片 YLM F-Ol1 ト'!or 0.5 1.9 0.7 0.2 59.918 100.241 177.132 

5585 制 片 YLM F-Ol1 Hor 26.1 4.0 4.2 1.6 59.795 100.2曲 li7.073 
5日6 制 片 YLM F.Oll FAn 9.7 3.3 4.2 0.3 59.856 100.126 117.072 
5臼7 制片 YLM F一日11 Hor 34.3 4.8 i.!-.9 1.7 59.918 100.202 177.113 

5田9 融 !折町制片 YLM G'OII Cれ 4.0 2.4 2.2 0.8 60.248 100.391 177.125 

5591 折断軒片 YLL G-Ql1 Hor 2.3 1.5 2.7 0.7 69.930 100.148 17i.327 

5592 折画制片 YLM H-Ol1 ト10< 集中2 0.8 1.4 0.7 0.5 70.192 100.166 177 .485 

5593 析断制片 YLL 1 010 ト-ior 2.0 2.2 1.7 0.3 80.286 99.827 177.422 

5597 折断鞘片 γLL 1-002 Hor 0.5 1.0 1.2 0.3 87国6 74.484 175.574 

5598 制片 YLL J--OOE Hor 36.S 5.8 て》理 つ』 1.5 99.385 70.025 176.671 

57判 折断剥片 YLL H..Oil Ob lくlOB 集中2 くO】 0.5 0.8 0.2 70.162 1叩 192 177.247 

5745 軒断制片 YLL H-O"l"l Ob 不司 集中2 <0.1 0.5 0.6 0.2 70.018 1回 055 177.237 

5831 骨折画制片 B80 G"012 Ob AGKT 集中4 1.0 1.4 1.0 0.8 67.017 115.165 176.239 

珂32 折断剥片 B80 G-012 Ob AGKT 蝿中4 0.3 1.4 0.8 0.4 68.968 115.988 176.182 
5833 折断剰片 B80 G-012 Ob γSTY 蝿中4 1.0 1.9 1.9 0.4 69.230 116.214 176.118 

日34 折町制片 自由 日，012 Ob TSTY '院中4 く0.1 0.7 0.9 0.1 69.581 116.161 176.046 
国35 折断剰片 BBO G"OI2 Ob AGKT 績中4 1.2 2.0 1.1 0.7 69.654 115.97r 】76.019

6190 省時断制片 YLU 1 010 Ob SWHD 0.2 1.0 1.2 0.3 89.109 90.587 177.663 

5289 ..刷片 YLL H '010 Hor 12.3 3.8 2.7 1.2 71.162 91.059 176.S判

6289 恒輔片 YLL トH10 Hor 8.3 2.1 1.1 71.162 91.059 176.844 

6289 置 。刷 片 YLL ト1-0"10 Hor 0.6 0.9 1.6 0.9 71.162 91.059 176.844 

62剖 制 片 YLL 1+010 Hor 集中2 23.9 6.5 2.6 1.5 71.144 曲目E 176.8却

6292 制 片 YしM G-O"iO MT 6.3 2.5 3. ~ 0.8 69.653 目 前5 176.917 

62掴 撒析断制片 YLL GAn 2.1 2.1 3.0 0.6 

6299 岨・折断~片 YLし GAn 5.8 2.8 3.3 0.8 
6305 析断刷片 YLU E-007 Ob HNトiJ _<1>1 く0.1 1.0 0.7 0.9 49.判2 61.183 173.983 

63国 砕 片 '1LU E叩 007 Ob HNHJ 蝿中1 く0.1 0.9 0.5 0.2 49.442 61.183 173.9お

6307 折断制片 YLM H.Ol0 口b 不可 蝿中2 0.5 12.3 1.4 0.3 71.945 曲 目 lI7.436 

6308 野町制片 YLM H-Ol0 Ob HN凡J 集中2 0.2 0.3 1.4 0.2 71.945 明。咽 '177.4甜

6309 断面輯片 YLM G-O'IO Ob HNHJ 車中2 く0.1 0.8 0.7 0.2 69.1師 99.481 177.3届

631日 街断制片 YLM H 010 Ob HNHJ 蝿中2 く0.1 1.0 0.5 0.2 72.021 前 回4 177.447 

6311 街断制片 'fLivi H.010 Ob KZOB ，眠中2 0.4 0.9 '1.2 0.4 71.966 96.911 17i.4国

6312 -量生停厨軍1片 YLM H-Ol0 Ob KZOB 2・中2 0.3 1.3 0.8 0.3 74.237 95.813 177.379 

6313 骨片 YLL ト 加7 Ob HN凡』 集中1 0.1 0.5 0.7 0.2 58.104 54.388 174.543 

7053 街断制片 YL K-OI5 Hor 15.9 5A 3.0 1.3 1国 947 143.959 177.522 

7054 制 片 YL K 015 Hor 10.0 6.3 3.0 1.4 107.374 144.479 177.4蝿

7179 刷片 YLL D.019 Hor 9.0 2.8 2.3 1.3 34.170 181.635 165.437 

7182 骨折断軒片 YLS C.019 Ob HNHJ 0.9 29凹4 185.178 1臼 416

7184 11折断骨片 YLL C 019 Hor 110伶 6.6 5.1 2.9 27.191 182.302 163.s..1 

7185 岨折断軍町片 YLL C-019 SSh 26.4 4.4 5.2 1.8 24却4 183.593 163.655 

7186 折画制片 YLL C-019 Hor 16.6 3.7 :3.1 1.3 22.095 183.753 163.3'田

7187 制 片 YLL C-019 Hor 5.2 4.2 2.2 0.7 22.209 184.884 163.351 

7189 制 片 YLM C-019 Hor 6.8 3.5 3.0 '1.0 20.544 187羽7 163.7田

7206 制 片 YLU E-O-i3 Hor 6.2 3.0 2.0 1.2 46.594 122.545 174.578 

2834 不明 YLL G-Oll 0.1 0.9 0.5 0.3 制 621 104.651 日7.154

2919 不明 YLL E.006 0.4 1.6 寸:、二 0.5 48.414 57.451 173.422 

2946 不明 YLL E-003 480.7 40.497 74.1酷 174.225 

3841 不明 YLし H.009 72.120 88.213 176.711 

4836 不明 YLL K-006 109.597 58.297 176羽1

4朗8 不明 YLL J'-007 91.407 67.8田 176.377 

4978 不明 YLM 1'"010 85.075 叩 150 177 .365 

同14 不明 YLL 1-012 83.767 116.874 i7i.895 
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第 4章縄文時代

第4章縄文時代

元野遺跡では、第11表に示したように縄文時代に相当する第4層~第10層上面(黒色土層~休場層上

位)にかけて、土坑・小穴・焼土などの遺構が検出され、土器・石器といった遺物が多数出土した。

第 1節遺構

1 .遺構の分布(第171図)

今回の調査において、縄文時代の遺構としては18基の土坑と500基以上の小穴群、 245基の焼土を検出

した。しかし、住居跡のような端的に生活の痕跡を示す遺構を検出することはできなかった。

I区では第4層・第5層において北西側から西側にかけて520基の小穴群を、第10層上面と第8層から

15基の土坑、北西側や北東側を除いた範囲において235基の焼土を検出した。 E区においては、第7層上

面より 2基の焼土を検出したが、焼土以外の遺構を検出することはできなかった。 E区では第7層を中

心として第6層から第9層にかけて 3基の土坑と、第7・8層において 8基の焼土を検出した。 I区 -

E区において検出された土坑はそれぞれ密集せず分散して存在しており、その配置に企画性などの特徴

を見出すことは困難で、あった。小穴群は I区北西側~西側にかけて密集した形で検出されている。また、

焼土は I区の北西・北東側を除いた中央部から南側にかけての広範囲に密集して分布しており、 E区 。

E区ではまばらに存在している。各区より検出されたこれらの遺構それぞれは層位を異にしており、そ

れぞれの所属時期が異なっていることを示している。

以下、遺構ごとに述べる。

第11表 縄文遺構・遺物層位別検出状況

~ 第4層 l第5層 第6層 第7層 第8層|第9層 第10層 第12層 言十

遺
土坑 。 。 。 3 13 。 18基

小穴 170 350 。 。 。 。 。 。 520基

構
焼土 245基。 。 。 238 7 。 。 。

遺 土器 。 9 148 236 182 5 。 。 580点(※1)

物 石器 。 7 104 160 216 162 。 2 651点(※2)

※1 表採などによって収集された出土位置が不明なものは除〈。

※2 剥片など全て含む。

また、表採などによって収集された出土位置不明なものを除き、第12層(休場層下位)から出土した石匙・石鎌を含む。
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土坑配置図第172図



2.土坑(第172"'-'177図、第12表)

縄文時代に属すると思われる土坑は I区で15基、 E区で3基の計18基が検出された。土坑の検出面は

主に栗色土層相当層、富士黒土層、漸位層、休場層上位の第7層~第10層にかけてである。これらの土

坑には上部が削平されているものが多く存在しており、完全な形状をとどめていないものが多い。土坑

内における遺物の検出は極めて少ないc

しかし、検出面や土坑における覆土として堆積する土層から判断すると、これらの土坑が作られた時

期は縄文時代早期に属すると思われる。土坑は、規模と底面の形態を基準として以下の4類に分類した。

第 I類小形で底面が隅丸方形を呈するもの

第E類 小形で底面が円形・楕円形を呈するもの

第E類大型で円形・楕円形を呈するもの

第N類第 I類から第E類の断片的なもの

第 I類 小形で底面が隅丸方形を呈するもの

1号土坑(第173図)

C . D-19グリッドラインの東側に位置している。第8層(富士黒土層)上面より検出され、覆土は

6層からなる。土坑の北側は削平を受けているものの、南の残存状況は良好である。遺存する形状は長

軸約1.1m、短軸約0.8mの楕円形を呈している。底面は平底で、逆茂木痕であるピットが4基存在して

いる。検出面から底部までの深さは約1.0mで断面はバケツ形である。陥し穴と思われる。

2号土坑(第173図)

1 -12グリッド北西側に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は5層からなる。

遺存する形状は長軸約1.05m、短軸約0.7mの隅丸長方形で、断面はバケツ形である。検出面から底面ま

での深さは約0.6mである。

第E類 小形で底面が円形・楕円形を呈するもの

3号土坑(第173図)

D-6グリッド東側に位置する。第8層(富士黒土層)上面より検出され、覆土は7層からなる。Jfi

存する形状は長軸約1.0m、短軸約0.8mの楕円形を呈し、断面の形状はラッパ形である。底面は平底で、

検出面から底部までの深さは約1.0mを測る。

4号土坑(第173図)

C-18グリッドほぼ中央に位置している。第9層(漸移層)より検出され、覆土は5層からなる。遺

存する形状は径約1.5mの円形を呈している。検出面から底部までの深さは約1.0mで、断面がラッパ状

となっており、底面は平らである。

5号土坑(第174図)

G-12グリッド付近に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は7届からなる。遺

存する形状は長軸約1.3m、短軸約1.1mのくずれた楕円形を呈し、断面はラッパ形である。検出面から

底面までは約1.15mを測る。

6号土坑(第174図)

D-17グリッド南側に位置している。第7層 (栗色土層相当層)上面より検出され、 覆土は6層から

なる。遺存する形状は長軸約1.2m、短軸約1.0mの楕円形を呈する。底面は平底で、逆茂木痕と思われ

るピットが4基存在しており、検出面から底部までの深さは約1.0mで断面はラッパ形で、ある。陥し穴と

思われる。

7号土坑(第174図・第177図)

1-8グリッド北東側に位置する。第10層 (休場層上位)上面より検出され、覆土は8層からなる。

-246-



第4章縄文時代

遺存する形状は長軸約1.0m、短軸約0.7mの楕円形で、断面はバケツ形である。検出面から底面までの

深さは約0.35mと浅く上部が削平されていると思われる。また、覆土より押型文土器を2点検出した。

8号土坑(第174図)

G-7グリッド北東側に位置している。第10層(休場層上位)上面より検出され、 覆土は5層からな

る。遺存する形状は長軸約1.0m、短軸約0.9mの円形を呈し、断面形はバケツ形である。底面は平底で、

検出面から底面までは約0.7mを測る。

9号土坑(第174図)

J -13グリッド中央北側に存在する。第10層(休場層上位)上面より検出され、 覆土は6層からなる。

遺存する形状は長軸約1.6m、短軸約1.45mの楕円形を呈し、断面はバケツ形である。検出面から底面ま

では約1.15mを測る。

第E類 大型で円形・楕円形を呈するもの

10号土坑(第175図)

D-7・8グリッドの境に位置する。第8層(富士黒土層)上面より検出され、 覆土は4層からなる。

遺存する形状は長軸約1.8m、短軸約1.4mの楕円形で、断面がバケツ形を呈し、底面は平底になってい

る。検出面から底部までの深さは約1.1mを測る。

11号土坑(第175図)

K-12グリッド北東側に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は6層からなる。

遺存する形状は長軸約1.4m、短軸約1.2mの楕円形を呈し、断面形はバケツ形である。底面には逆茂木

痕と思われるピットが2基存在する。検出面から底面までの深さは約1.15mを測る。陥し穴と思われる。

なお、土坑上部の崩落が激しい。

12号土坑(第175図)

L-7グリッド中央やや北西側に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は6層か

らなる。遺存する形状は長軸約1.6m、短軸約1.2mのくずれた楕円形を呈し、断面はバケツ形であるが、

一部がオパーハングしている。底面は平底であり、検出面から底面までの深さは約1.25mを測る。

13号土坑(第175図)

L-8グリッド南西端に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は7層からなる。

遺存する形状は長軸約1.7m、短軸約1.4mの楕円形を呈し、断面形はバケツ形である。底面は平底であ

り、検出面から底面までは約1.25mを測る。

第W類第 I類から第E類の断片的なもの

14号土坑(第176図)

E-7グリッドの南東側に位置している。第10層 (休場層上位)上面より検出され、覆土は5層から

なる。遺存する形状は長軸約0.9m、短軸約0.7mの隅丸長方形を呈し、断面形はバケツ形である。底面

は平底となっており、検出面から底面までは約0.5mを測る。上部が削平されていると思われる。

15号土坑(第176図・第177図)

E-6、F-6グリッドの境中央に位置している。第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は

8層からなる。遺存する形状は長軸約1.7m、短軸約1.15mのくずれた楕円形を呈し、断面形はバケツ形

で東側にテラス状の段差を有する。底面は平底で、検出面から底面までは約0.75mを測る。また、覆土

より台石と磨敵石が出土した。

16号土坑(第176図)

J -13グリッド北東端に位置する。第10層(休場層上位)上面より検出され、 覆土は6層からなる。

遺存する形状は長軸約0.9m、短軸約0.65mの楕円形で、断面はバケツ形である。底面には逆茂木痕と思
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1号土坑 2号土坑

A 

小12十

ート-Fごと』

A L 

ム i 
166. 1m 

ム
178伽

1 鳳色土層 1-3..のスコリアを含む。
2 黒色土層 1-3胴の貨褐色土を少量含む。
3 暗褐色土居 約1..の賞褐色土を多く含む。

1-3聞のスコリ7を含む。
4 暗褐色土層 休場層粒子を多く含む。

1 黒色土層 1-3酬の赤褐色スコリアをわずかに含む。
粘性あり、しまり強い.

2 暗褐色土居 1-3..の赤褐色スコリアを含む。粘性あり、しまり強い.

3 黄褐色土層 1-3..の赤褐色スコリアをわずかに含む。粘性あり、しまりややあり。

4 暗褐色土居 1-3.mの赤褐色スコリ7をわずかに含む.
1-150.の貧褐色土ローム粒子をわずかに含む。
1-3酬の炭化物粒子をごくわずかに含む。粘性あり、しまりややあり。

5 暗褐色土層 1-3..の赤褐色スコリアをわずかに含む.
1-15..の賞褐色土ローム粒子を多量に吹く含む。
1-3酬の炭化物粒子をごくわずかに含む。粘性強い、しまりややあり。

6 賞褐色主層 1-3.0の赤褐色スコリアをわずかに含む.粘性あり、しまり弱い.

ム

九ー川
北へ9m

3号土坑

A _p;_ 
173命n

A 。
4号土坑

ム 主L
166.7m 

1 暗褐色土居
黄色スコリアをやや多く、纏色スコリアを
若干含む。官事B層よりも褐色味が強い。
しまりややあり。

2 褐色土層3..以下の権色スコリアをわずかに吉む。
しまり弱い。1F.i1よりも粘性あり.

3 明褐色土層
明褐色土の粒子をやや多く含む。
粘性やや弱い。

4 明褐色土居
3屠とほぼ同じで、暗褐色粒子が多い。

5 褐色土層 粘性は2眉よ り強い。
6 褐色土脂 5廠よりしまり強い。
7 8音掲色土陪 5層より粘性強い。

_p;_ 

十川より
北へ6m
東へ7m

1 暗貨褐色土燭 1-3酬の赤褐色スコリアをわずかに、
1-3酬の炭化物粒子をごくわずかに含む.
粘性あり、 しまり強い。

2 暗黄褐色土層 1-3.0の赤褐色スコリアをわずかに含む.
粘性 ・しまりあり。

3賞褐色土居 粘性強い.しまりややあり.

4 糞掲色土階 1-3.0の赤褐色スコリアをわずかに含む.
5-10酬の黒色土ブロッヴをごくわずかに含む。
1-3..の炭化物粒子をごくわずかに含む。
粘性強い、しまりやや弱い.

5 黄禍色土居 1-40mの赤褐色スコ リアをわずかに含む。
粘性強い、しまり弱い。 。

m
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5号土坑

× 
G-12より
北へ2m
東へ1m

A 

A 

崎
山川

り

m

1
4
1d

-

‘

守

I

士
山
ア
ド

耳

t
，

-+干-一

ム

A 

9号土坑

1 黒褐色土居

2 暗褐色土居

3 暗褐色土層

4 暗褐色土居

5 暗褐色土居

6 褐色土層

7 褐色土層

i 
177. 5m 

2mm以下の纏色スコリアを若干含む。
しまり ・粘性ややあり.
3mm以下の纏色スコリアをわずかに含む.
しまり・粘性ややあり.
炭化物を若干含む.粘性やや強い.

2燭よりも褐色味が強い.パウダー状
ローム粒子を若干含む。
3層に頬似.1剛以下の纏色スコリアを
わずかに含む.しまり ・粘性ややあり.
ローム粒子をやや多く含む.
10mm以下の纏色スコリ7 ・5醐以下の
ローム粒子を若干含む.しまり ・粘性強い。

1晴褐色土層

1-3mm程の赤褐色スコリアをわずかに
含む。下半部lこ3-15mmの炭化物を
わずかに含む。 しまり強い、粘性あり。

2陪褐色土層
1-3m四種の赤縄色スコリアをわずかに
含む.下半部に1-3・m程の鳳色土層
ブロッウをわずかに含む。
しまり強い、粘性あり.

3灰賞褐色土府 しまり ・粘性あり.

4灰賞褐色士郎 しまり・粘性やゃあり。
5褐色土居 しまりややあり ・粘性あり。

6褐灰色土居 しまり弱い、粘性あり.

1 黒色土居 しまりあり、粘性ほとんどなし。

2 晴褐色土層しまりややあり、粘性ややあり.
3 鳳褐色土居 しまり・粘性あり。
4 暗褐色土層 2居に頬似するが黒色が強い.
5 晴褐色土居 パウダー状の休場層ブロックを

やや多く、鳳色土のブロッヲを
少量含み、液状を呈する。
しまりなし、粘性強い.

6 暗褐色土層 30mm以下のパウダー状休場居
ブロッヲを、わずかに含む.

7 晴褐色土居 5曙に頬似し、パウダー状の大粒
休場居粒子を多く含み、全体が
斑状を呈する。
しまりなし、粘性に強い.

8 ~:割色土陪 パウダー状の休場層ブロッヲを
多量に含む.
しまりあり、粘性やゃあり。

Aι 

A' 

177. om 

直二亙

主L

A 

ラろ

放Zγ， 

1 黒色土屠
しまり・粘性若干あり.
2m.以下の纏色スコリ7を微量含む。

2 黒褐色土居

しまり若干あり、粘性は1mよりも強い.
2廠よりも鳳色味が強い。しまりややあり、
粘性かなり強い。

3 黒褐色土層
5mm以下のローム粒子をやや書く含む。

4 暗褐色土層

褐色味がやや強い。しまりなし、粘性若干あり.
2・3層よりも鳳色味が弱い.しまりわずかにあり、
粘性ややあり。

5 黒縄色土層
4居にやや窺似するが色が暗い。
パウダー状のローム粒子をやや多〈含む。

6 暗褐色土居
しまり弱い、粘性あり。

A' 

lTI.Om 

第174図土坑2
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6号土坑

D-17より十

東へ6m ~ 

_A_ 

i 
168.5m 

』し

A 

8号土坑

十←7より
東へ2m

7ム

A x 

_A_ i 
175. 3m 

1 褐色土廟
パウダ一枚の休場周ブロックをやや多く
含む。粘性なし、しまりわずかにあり。

2 暗褐色土居
パウダー状の休場居ブロッヲを少
含む.粘性なし、しまりわずかにあり。

3 褐色土層
細かい休場庖ブロックを多量に含む。
粘性・しまりなし.

4 暗褐色土居
2局に類似するが、休場屠ブロッヴを
わずかに含む.
粘性やゃあり、しまりわずかにあり。

5 暗畑色土居
パウダー状の大粒な休場層ブロッウを
やや多量に含む.
粘性ややあり、しまりわずかにあり。

。 1m 



10号土坑

1 黒色土周
2 暗褐色土層

3 晴縄色土層

4 茶褐色土層

12号土坑

ム

ム

1 鳳褐色土層

2 鳳縄色土周

3 暗褐色土層

4 暗褐色土層

5 鳳褐色土層

6 褐色土層

ム

11号土坑

←刷附山1ロ山2はよ
1北tへ7而聞

東へ8m

一!一戸ごと三

_K_ ム

ム

ム _K_ 
174. 3m 

1 鳳縄色土層
2 暗縄色土居

3 褐色土層
4 鳳色土層

5 茶褐色土m
E 褐色土層

しまりやゃあり、粘性なし。
3mm以下の赤色スコリアを若干、貧灰色スコリアを微量に含む。
しまりやゃあり、粘性わずかにあり。
しまりあまりなし、粘性やゃあり。
パウダー状の休場周フロックを含み、全体が111状に見える。
スコリア I層のスコリア粒子をやや多〈含み、全体が111状を
量する.しまり・粘性なし。

パウダー状になった休場膚をやや多〈含み、全体力頃状を量する。
しまりなし、粘性あり。

鳳色土と休場周の混土。

休場周(1-3咽粒子)、休場周下旬旗色帯(1-3回粒子)を
多〈含む。

体調'膚(1-3圃粒子)、休場周下旬鳳色帯α-5mm粒子)を

多く含み、スコ リア膚Iを少量含む。

13号土坑
L-7より

ムぐ北へ伽
東へ4m

~〆

主一

』し

_K_ 
177. 3m 

主ー

3咽以下の檀色スコリア、貨褐色粒子を微量含む.
しまりやゃあり。
3mm以下の貧縄色粒子を若干含む.1層に比べて、しまり ・
粘性ともに若干強い。

檀色コ リア、貧縄色粒子を微量含む。

しまりかなり強い。 1 鳳色土膚

3間以下の貧褐色粒子を若干含む。 しまりほとんどなし、
粘性やゃあり。 2 暗褐色土層

しまりやゃあり、粘性やゃあり。 3 褐色土層

パウダー状の休場周粒子を多〈含む.

しまりなし、粘性やゃあり。

第175図土坑3

nU
 

Fh
d
 

円

L

r-、

.K 

.K 
179初

1十 り東へ1m

.K 

K 
177目白n



A I f I I A' 

、ヰj
A 

A 五←
173.7明

A 

1 暗褐色土庖 2圃以下の糧色スコリアを若干含むロ
粘性なし、しまりややあり。

2 .褐色土居粘性なし、しまりややあり。

3 黒褐色土'粘性ややあり、しまり弱い。

4 褐色土層 I ~ウダー状の休場層粒子を多〈含む。
粘性わずかにあり、しまり弱い。

5 褐色土居 I~ウダー状の休場屠粒子をやや多く含むc
粘性わずかにあり、しまり弱い.

I 黒褐色土層 20固m以下の黄色粒子をわずかに含む。粘性が
わずかにあり、しまりややあり。

2 褐色土層 大粒の休場層ブロッヲを含む.層全体が休場層フロッヴか勺

3 黒褐色土層 部分的にパウダー状の休場膚ブロックを含む。

粘性 ・しまりわずかにあり.

A 黒褐色土膚 20mm以下の黄色粒子をかなり多量に含み、膚全体が縄色味を
帯びている.粘性ややあり、しまりわずかにあり。

5 暗褐色土層 粘性かなり強い、しまりわずかにあり。

14号土坑

16号土坑

A 

ーム

ーム

第 4重量 縄文時代

15号土坑

A' 

主J
173.5m 

j.， 
K-13より
東へ伽

i 緒褐色土層

2 暗褐色土居

3 黄褐色土層

4 貧褐色土層
5 黒褐色土層
8 賞褐色土層

7 暗褐色土居

E 暗褐色土膚

1-2聞の黒色土・ 休場層の粒子を非常に多く含む.
しまりが弱い。
1-2mmの黒色土・ スコリアを含む.

5-8m.の黒色土を少量含む.1mのスコリアを含む。

10-4伽1mの黒色土を含む。 1-5・mのスコリアを含む。
1-2酬の鳳色土 ・賞褐色粒子を含む.
3-8.mのスコリア、 5-40醐の黒色土を多〈含む.

1-5..のスコリアを含む.5-40聞の黒色土を含む。

11置に類似するが、休場膚下部黒色帯を多量に含む。

五二
18号土坑

1 黒褐色土層
JL 1-拘置の赤褐色スコリアを含む。
178.5. 2 黒色土層

約1聞の赤褐色粒子を少量含む。
3 稽縄色土層

約1mmのスコリア、.褐色粒子を含む。
4 暗褐色土層

5m聞の赤褐色スコリアを多く含む。
5 第 1'-色帯

6 暗貧縄色土膚

1-10moの賞縄色土を多く含む。

寸 H-8より
~tへ加
東へ3m

一←チミミ==-

ム 4ι 

A Aι 
176.4. 

};_. 

T: 
177伽

1 暗縄色土層 パウラfー状のかなり大粒な休場層ブロッウを
やや書く含む。しまりややあり、粘性かなり強い。

2 暗褐色土膚 1胴以下の赤色スコリアをわずかに含む。

しまりややあり、粘性わずかにあり.

3 暗褐色土居 しまりがある部分とない部分が存在。

粘性かなり強い。

4 暗褐色土漕 しまりなし、粘性強い。

5 褐色土層 しまりなし、粘性強い。

6 黒褐色土居 しまりわずかにあり、粘性かなり強い.

7 黒縄色土居 しまり強い、粘性弱い.

8 黒褐色土層 しまりほとんどなし、粘性ややあり。
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われるピットが1基存在する。陥し穴と思われるが、検出面から底面までの深さは約0.7mとなっており、

土坑上部が削平されている可能性が高い。

17号土坑(第176図)

H-10グリッ ド東側に位置している。 第10層(休場層上位)上面より検出され、覆土は5層からなる。

遺存する形状は長軸約1.15m、短軸約0.8mの楕円形を呈し、断面形はバケツ形である。底面は平底で、

検出面から底面までは約0.7mを測る。

18号土坑(第176図)

H-8グリッ ド南西側に位置している。 第10層 (休場層上位)上面より検出され、覆土は8層からな

る。遺存する形状は長軸約1.4m、短軸約1.0mの楕円形で、断面形はバケツ形で、ある。検出面から底面

までの深さは約0.6mと浅い。

第12表土坑一貫

土坑名称 検出面
検出区域 | 規 模(cm) 形 状

備 考(グリ ッド) 幅(長径×短径) 深さ 検出面 断面

1号土坑 富士黒土層 c' 0-19 110X80 100 楕円形 バケツ形 逆茂木痕4

2号土坑 休場層上位 1-12 105X70 60 隅丸長方形 バケツ形

3号土坑 富士黒土層 0-6 100X80 100 楕円形 フツパ形

4号土坑 漸移層 C-18 150X150 100 円形 フツパ形

5号土坑 休場層上位 G-12 130X110 115 構円形 フツパ形

6号土坑 栗色土層相当層 0-17 120X100 100 楕円形 フツパ形 逆茂木痕4

7号土坑 休場層上位 1-8 100X70 35 楕円形 バケツ形 覆土より押型文2点

8号土坑 休場層よ位 G-7 100X90 70 円形 |バケツ形

9号土坑 休場層上位 J-13 160X 145 115 楕円形 バケツ形

10号土坑 富士黒土層 0-7・8 180X140 110 楕円形 バケツ形

11号土坑 休場層よ位 K-12 140X120 115 楕円形 |バケツ形 逆茂木痕2

12号土坑 休場層上位 L-7 160X120 125 楕円形 バケツ形

13号土坑 休場層上位 し-8 170X140 125 楕円形 バケツ形

14号土坑 休場層上位 E-7 90X70 50 隅丸長方形 バケツ形

15号土坑 休場層上位 E. F-6 170X115 75 楕円形 バケツ形 覆土よ り台石 ・磨敵石

16号土坑 休場層よ位 J-13 90X65 70 楕円形 バケツ形|逆茂木痕1

17号土坑 休場層上位 H-10 115X80 70 構円形 バケツ形

18号土坑 休場層上位 H-8 140X100 60 楕円形 バケツ形

マυ
F

J
U
小
説

!

-

災
認
ら
J

F

-

5
ぷ訴

o-

15号土坑 7220
An (Py) 

Ocm 1Ocm 。 5cm 

第177図土坑出土遺物

っ“
に
lu

内
ノ
ハ】



第 4章縄文時代

3.小穴群(第178図)

第I区の北西部から西側にかけて、第4層(黒色土層)上面より170基、第5層(黒色土層)より350基、

計520基に及ぶ小穴状遺構を検出した。

第4層上面より検出した小穴状遺構は口径が約0.2m'"'"'約0.7m、深さが0.08m'"'"'0.9mであり、第 I区

北西側のみに分布する。一方、第5層より検出した小穴状遺構は口径が約0.2m'"'"'約0.75m、深さは0.08m'"'"'

1.08mであり、 4層上面の小穴群と同様に I区北西側に密に分布するものの南西側や北側にも広がって

いる。

これらは大きさ・深さにばらつきがある。また、これらの小穴に伴う住居跡プランの存在はなく、第

4層(黒色土層)上面と第5層(黒色土層)のいずれの層位においても小穴の対応関係は確認、で、きなか

った。小穴の用途は不明で、あり、人為的な遺構で、あるかどうかの判断は困難である。小穴内からの遺物

の検出はなかった。
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4.焼土(第179"'-'182図・第13"'-'14表)

焼土を I区で235基、 E区で2基、 E区で8基の計245基を検出した。大半の焼土が第7層の栗色土層

相当層と第8層の富士黒土層より検出されており、縄文時代早期に属するものと思われる。

検出された焼土は土壌に対して焼土の混じりが全体的に希薄なものが多かった。また、焼土が密集し

ている箇所も希薄で、、焼土中央部に集まる傾向があり、掘り込み面が焼けていない状態となっている。

検出面での平均規模は長径0.96m、短径0.68m、深さ0.13mを測る。長幅比を用いて形状分類を行った。

長幅比0.8以上を円形、 0.79以下を楕円形、円形または楕円形でないものを不定形、残存が半分以下のも

のを不明とし、焼土集中の有無とともに集計してグラフに表した(第13表)。これら焼土が炉などの役割

をなす人為的な遺構であるかどうかの判断は困難で、あった。主な形状と出土遺物があった焼土を一覧に

した(第14表)。

第13表 焼土形状及び焼土集中

無(34) 無(46)

焼土集中
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第 4:f，l: 縄文時代

I区の北西側と北東側を除いたほぼ全域にあたるC"'K-6"'1lグリッ ドにかけて、 計235基に及ぶ焼

土が存在しており、南側に密集している。検出面は第7層 (栗色土層相当層)上面であり、これらの焼

土には暗褐色土が被るように層をなして堆積していた。焼土の規模は直径約O.3mの円形を呈したものか

ら、長軸約3.4m・短軸約1.2mのくずれた楕円形を呈したものまで大小様々な形態が存在しており、統

一性がない。深さに関しては、最も深いもので約O.4mを測るが、大半はO.1"'O.2m程度である。これら

の焼土のうち 9基から、撚糸文土器・押型文土器・粕畑式の土器片、石鎌などの石製品が出土している。

E区では、 J-3グリッドにおいて深さ約O.lm・長軸約O.6m'短軸約O.3mのくずれた楕円形を呈す

る焼土と J- 4グリッドにおいて深さ約O.lm'軸約O.6mの平行四辺形状を呈した焼土の計2基を第7

層 (栗色土層相当層)上面よ り検出した。

E区では、C-17グリッド、 C-18グリッド、 D-18グリ ッドより計7基、 K-17グリッドより 1基

の総計8基の焼土坑を検出した。 7基が第8層(富士黒土層)より検出された。焼土の規模は、長軸約

O.8m'短軸約O.6mの楕円形を呈するものから、長軸約1.4mのくずれた楕円形を呈するものまで様々で

あり、統一性はない。深さはいずれもO.1"'O.2m程度で、ある。

第14表焼土一貫

遺情番号 検出面
検出区域 規 模(m) 形状

焼土集中 備 考
(グリッド) 幅(長径×短径) 深さ 長幅比(%) 分類

78号焼土 栗色土層相当層 E-6・7 O. 62xO. 54 0.11 87 無

94号焼土 栗色土層相当層 F . G-10 1.22XO.98 0.20 80 有 撚糸文

99号焼土 栗色土層相当層 G-9 o .49X0.44 0.08 90 無 粕畑式

109号焼土 栗色土層相当層 F-9 1.21 X1.01 0.39 83 有 粕畑式4点

162号焼土 栗色土層相当層 C-9 O. 99XO. 96 0.15 97 無

308号焼土 栗色土層相当層 G-9 1.1 OX 1.00 0.21 91 有

3号焼土 栗色土層相当層 E-10 0.80XO.41 0.11 51 E 有

92号焼土 栗色土層相当層 F-10 1.19XO.92 0.16 77 E 有 石鍬

126号焼土 栗色土層相当層 F-8 1.58XO.96 0.15 61 E 有

158号焼土 栗色土層相当層 0-9 1.21 XO. 79 0.15 65 E 有

175号焼土 |栗色土層相当層 F-8 1.03XO.83 0.11 79 E 無

207号焼土 栗色土層相当層 E-7 1 .06XO. 73 0.09 69 E 無

214号焼土 栗色土層相当層 F-7 o .80X0.42 0.08 53 E 無

232号焼土 栗色土層相当層 0-8 1.04XO.71 0.13 68 E 無

280号焼土 栗色土層相当層 G-7 O. 76XO .54 0.08 71 E 無

311号焼土 栗色土層相当層 H-9 O. 94XO. 64 68 E 有 押型文

318号焼土 栗色土層相当層 G-8 1.22XO.96 。ー18 78 E 有

20号焼土 栗色土層相当層 0-8 2.46X1.49 0.25 61 E 有

198号焼土 栗色土層相当層 J-13 3.45X1.98 0.22 57 皿 有

285号焼土 栗色土層相当層 G-8 1 .56XO .93 0.16 60 E 有

228号焼土 |栗色土層相当層 0-8 1.12XO.74 0.14 66 N 有

I 円形 E 楕円形 E 不定形 N 不明

緩52U ι=二コ 92号焼土 268
CSc 

。
109号焼土 247 

5cm 

109号燐土 248 

311号娩土 118 。 3cm 

第182図焼土周辺出土遺物
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第2節遺物

元野遺跡から出土した縄文時代の遺物は土器601点・石器679点の計1，280点に及ぶ。以下、土器・石器

の順に述べる。

1 .土器

元野遺跡からは早期中葉における押型文土器や早期後葉における条痕文土器を中心として、早期前半

から中期後半までの土器が出土している。土器の大半が遺構外からの出土であり、遺構からは土坑覆土

より 2点、焼土覆土より 6点が出土しているにすぎない。

出土した609点のうち260点を図示した。土器の特徴から以下の通りに分類を行い、必要に応じてさら

に細分した。

第 I群撚糸文土器(第184図)

1類斜位に密接した撚糸を施文するもの

2類密接した細かい撚糸を施文するもの

3類格子白状の撚糸文を施文するもの

4類撚糸を縦位や横位に施文するもの

5類複節の撚糸を施文するもの

第E群縄文土器(第185""""186図)

1類胎土に白色砂粒や繊維を含むもの

2類細かい縄文を施文するもの

第E群押型文土器(第187""""190図)

1類胎土に砂粒を多量に合むもの

2類胎土に雲母を多量に含むもの

3類胎土に繊維を多量に含むもの

4類その他

第N群条痕文土器(第191........201図)

1類茅山下層式

2類条痕文のみが施文されるもの

3類元 野 式

4類粕畑式

第V群その他(第202図)

1類諸 磯 式

2類前期後半の関西系土器

3類曽手11II式

4類不 明
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第 I群(第184図1'"" 11) 

撚糸文を施文する土器を第 I群とした。撚糸の特徴から 5類に分類した。

1類(第184図1)

Rの撚糸を反巻にして、破片の上部から縦位に回転することで節が大きくなる撚糸文を斜位に施文し

たものである。胴部破片 1点のみが検出された。内面に撚糸は施文していない。器面はにぶい褐色の色

調を呈しており、胎土に褐色や白色の砂粒、繊維を含む。早期前半に位置するものと思われる。

2類(第184図2'"" 7) 

細かい撚糸を施文するものであり、いずれも胴部破片である。糧色の色調を呈しており、器壁は約9. 0'"" 

12.0mmと厚い。胎土に多量の繊維を含む。早期前半に属すると思われる。 3は94号焼土の覆土より出土

した。

3類(第184図8・9)

無節 lの撚糸を格子白状に施文している。胎土に多量の繊維を合み、色調はにぶい樟色を呈している0

4類(第184図10)

斜位や横位に2段の撚糸を施文している。胎土にスコ リアや繊維を含み、色調は灰褐色や褐灰色を呈

している。

5類(第184図11)

3段の撚糸を縦位に回転することで、左上から右下に向かつて斜位の撚糸文を施文しているもの。胎

土に多量の繊維を合む。全体の磨滅が著しい。 糧色や褐灰色の色調を呈する。

it:!Jj川る /， 占議お下噌品 パ
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第 4章縄文時代

第E群(第185図12"-'第186図48)

縄文を施文した土器を第E群とし、胎土や色調、文様の特徴から 2類に分類した。

1類(第185図12"-'第186図45)

縄文が施文され、胎土には多量の砂粒と微量の繊維を含み、赤褐色や樺色、褐色などの色調を呈する

ものである。いずれも I区より検出された。

12"-' 17は端部がやや外反する口縁部である。口層部はナデつけられており、丸みを帯びて立ち上がり

平坦となる。いずれも同じ原体を縦位や横位に縄文を施すことで羽状に施文している。 17には両側から

穿たれた補修孔が残る。 18・19は縦位や横位に縄文を施すことで羽状に施文している胴部破片である。

20"-'22は縦位や横位と斜位の縄文を組み合わせて施文している胴部破片である。 23"-'42は12"-'22とは異

なり、斜位の一方向のみに縄文が施文されており、器面の磨滅も少なく状態が良好で、縄文がはっきりと

残る。これらにはRLやLRの破片が存在していることから、羽状に施文された縄文の一部である可能

性がある。 20"-'22・29・30・33は胎土に微細な白色粒子を多量に合んでいる。 24は器面の磨滅が著しい

ものの縄文を施文している。にぶい赤褐色を呈し、器壁が最大で14.0阻と厚く、 1類の中では異質であ

る。 34・35は胎土にスコリア等を含み、色調は外面がにぶい赤褐色や黒褐色、内面が褐灰色を呈してい

る。いずれも LRに施文された縄文の節が明瞭に残っている。 44は底部の破片で尖底である。 43・45は

底部に近い部分の破片であり、底部の形状は尖底になると推測される。

いずれも明確な時期は不明であるが、第 I群の駿豆撚糸文系土器に伴う縄文施文の土器である可能性

がある。

2類(第186図46"-'48)

節の細かいRLの縄文を斜位に施文するものである。胎土は多量の繊維とわずかな白色粒子を含んで

おり、器面は内外面とも明赤褐色を呈している。いずれもE区南東側のB-19・C-19グリッドより出

土しており、縄文の特徴や胎土とともに 1類とは明らかに異なる。時期は不明である。

。
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第4章縄文時代

第E群(第187図49"-'第190図152)

押型文を施文する土器を第E群とした。押型文の種類や胎土から以下の4類に分類した。

1類(第187図的"-'72)

胎土に砂粒を多量に含み、横位密接を基本とした楕円押型文を施文するものである。

49"-'51、53"-'67は同一個体の破片と思われるが接合は不可能で‘あった。粒の大きさが横6.0"-'7.Omm X 

縦4.0"-'5.0mm程の楕円押型文を施文し、白色粒子や砂粒を多量に合んでいる。 49"-'51は口縁部の破片で

あり、口縁形は平坦に整えられている。 52はD-18グリッド (ill区)で検出されており、粒の大きさが

横5.0"-'6.Omm X縦3.0mm程の楕円押型文を施文する。にぶい赤褐色を呈し、砂粒の胎土にふくまれる量が

少ない。 68"-'72は横5. 0"-'6 . Omm X縦3.0mm程の楕円押型を施文している。大きな白色粒子が多量に含まれ

ており、色調が褐色を帯びている。 72は底部付近の破片である。 51・58は7号土坑の覆土より検出した。

2類(第188図73"-'102) 

胎土に雲母を多量に合むものである。文様構成からさらに細分が可能である。

a種(第188図73"-'90)

横位密接を基本と した楕円押型文を施文し、胎土に微細な雲母と砂粒を多量に含むものである。 73" 

74は口縁部である。 73の口縁端部は平坦になっており、 74は丸みを帯びている。大半の器壁の厚さが8.0mm

ほどであるが、 78・88"-'90は10.0mm以上と厚く、胎土に含まれる雲母が極めて多い。

b種(第188図91"-'102) 

胎土に多量の雲母を合み、口唇部から横位密接楕円文→横位密接山形文→横位密接楕円文と順に文様

を施文しているものである。器面は褐色や赤褐色の色調を呈している。 91で復原した口径は24.5cmを測

り、器壁の厚さは6.0mm程度と薄い。口縁は直線的に立ち上がり、口縁端部は平坦に整えられている。ま

た、補修孔が3箇所見られる。 92"-'102は接合できなかった破片である。

3類(第189図103"-'第190図141)

胎土に繊維を多量に合み、横位密接の楕円押型文を施文する。器壁は7.0"'-'9.0mm程で、にぶい褐色や樺

色、赤褐色の色調を呈しているものである。

103"-' 112は口縁部である。形状は直線的に立ち上がるもの (104"'-'106・108"-'112)と外反するもの (103・

107)があり、口縁端部は平坦に整えるものと丸みを帯びて尖っているものがある。 104・105・108には

補修孔が見られる。 113"-'138は胴部の破片である。 135"-'138は胴部破片でも底部に近い部分と思われる。

139は底部付近、 140・141は尖底の底部である。 118は311号焼土の覆土より出土した。

4類(第190図142"-'152) 

胎土に繊維を多量に合み、口縁端部に押し引き状の三角刺突列を施文し、口縁部や胴部には斜位の細

かい密接楕円押型文を施文するものである。器面はにぶい黄樺色の色調を呈しており、器壁が5.0"-'8.0mm

と薄い。

142"'-'144は口縁部であり、口縁形は直線的に立ち上がっており、端部は尖っている。 143には作りかけ

の補修孔がある。 144は器面の外面が剥離しており、口縁端部に施文された刺突列のみが残る。 145"-'152 

は胴部の破片である。
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第W群 (第191図153"-'第201図248)

早期後葉の条痕文系の土器を第N群とした。以下の4類に分類した。

1類(第191図153"-'第192図175)

茅山下層式に相当する土器であり、 3種に細分した。

a種(第191図153"-'157) 

大半が口縁部である。棒状工具による沈線によって区画を作り、その中に丸い刺突文を充填している。

口縁端部の外面側には刻みを加えている。器面の内外ともに貝殻条痕で調整を行っている。胎土には繊

維や砂粒、雲母などを多量に合む。

b種(第191図158"-'162) 

大半が外反する屈曲部分の破片であり、内外面ともに貝殻条痕による調整を行っている。棒状工具を

用いて、列点(刺突列)によって方形の区画状の文様を施文している。胎土はa種と類似しており、繊

維や砂粒、雲母などを多量に含む。

c種(第191図163"-'第193図176)

沈線・凹線と刺突列を幾何学的に組み合わせることで文様を施文しているものである。器面の内外に

は貝殻条痕によって調整を行っている。文様の特徴や胎土からさらに細分が可能であった。

①(第191図163"-'166) 何条もの直線の沈線が幾何学状に描き、沈線聞に爪形状の刺突列を加え、屈

曲部には刻みを加えた隆帯を貼り付けることによって段部を形成しているものである。 163は文様帯から

屈曲部にかけての破片である。色調は外面が明赤褐色、内面はにぶい褐色を呈している。 164・166は段

部である。 164は全体が磨滅している。 165は屈曲部より下位に位置する胴部の破片である。 166は段部よ

り下位の破片である。 163・166の残存している屈曲部分には隆帯が貼り付けられ刺突列が加えられてい

る。

②(第192図167"-'170) 167は復原実測図である。縄文を地文として、第 1文様帯・第2文様帯内の

上下に、 2条の並行する太めの沈線を半円状に描き、沈線の聞に伴ってできる隆起部分に半載竹管状工

具によって爪形状の刺突列を押引いて施文しているものである。口縁は、大部分が欠損しているものの、

酒杯状もしくは皿状の突起が装飾するものと思われる。 1段目の屈曲は強いが2段目は緩やかである。

内面全体には貝殻条痕による調整を行っており、胎土には多量の繊維を合む。色調はにぶい黄褐色を呈

しており、器壁は14.0mmと厚い。 168は口縁端部の破片である。 169は第2文様帯、 170は胴部の破片であ

る。

③(第192図171・172) 縄文を地文として、 軟質の工具によって回線を渦巻き状に描き、それによっ

てできる隆起部分に刺突を加えているものである。内面には貝殻条痕が施され、糧色の色調を呈する。

器壁は10.0""'11. Ommで、 焼成も良好である。 172は胴部の破片と思われる。

d種(第192図173"-'175) 

茅山下層式に属すると思われるもので、その他のものを一括した。

173は口縁部文様帯より下位に位置する胴部破片である。横位の爪形刺突列を施文している。刺突列よ

り上の部分は指でナデ付けることで磨いており、下の部分では員殻条痕文を施している。器壁が8.0mmと

薄い。 174・175はE区において表採された破片で、出土地点は不明である。 174は貝殻条痕を施し、その

上から斜位の縄文を施文している。外面はにぶい褐色、内面はにぶい黄樺色を呈している。 175は員殻条

痕を施した胴部破片である。色調は174とほぼ同じである。これらの器壁の厚さは8.0"-'9. Ommで、ある。
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第4章縄文時代

2類(第193図176"-'第197図218)

条痕のみが施文され、胎土に繊維やスコリアを多量に合んでいるものである。

176"-'184は口縁部の破片である。直線的に立ち上がり口縁端部でわずかに外反するものが多い。口縁

端部には176"-'181のような棒状工具による押圧状の刻みを加えるものと、 182"-'184のような刻みを加え

ず先端を内削状に尖らせるものがある。 176・177・179・180・184は内外面ともに員殻条痕が施されてお

り、 184を除いて横位方向に施している。178・181は内面に横位方向で施文するが、外面は指などによっ

てナデ付けており員殻条痕は見えない。 182・183は条痕がほとんど見られない。

185"-'208は胴部の破片である。 185....._，195は内外面に明瞭な員殻条痕を施しており、施文方法は横位方

向だけでなく斜方向や交差するものなど様々である。 196"-'199は条痕が内面のみに施文されており 、外

面はナデによる調整が行われている。 200"-'202は外面に貝殻条痕が顕著に残っている ものの、内面は一

部で施文されているにすぎない。 203"-'208は外面にのみ条痕が施文されている。 208は底部近くの胴部下

半と思われ、ゆるやかに丸まっており、底部の形状は不明である。

209"-'214は段部の破片である。 214は段部の残存状況が悪い。大半の屈曲部には刻みが加えられており、

段部上半には条痕文が施されているものもあるが大半は無文である。

215"-'218は、器壁が12.0"-' 13. Omrnと厚手で、 176"-'214とは特徴が異なる胴部の破片である。 1類 c種

②の胴部破片である可能性もあるが不明である。216・218は貝殻条痕による調整が行われている。
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第4章縄文時代

4類(第200図229.-......第201図248)

口縁に4単位の装飾突起を付け緩やかな波状の形状となっており、器面には貝殻腹縁による刺突列を

施文しているもので、胎土に多量の繊維を含み、器壁は約4.0.-......5.0mmと薄く、器面の内外には貝殻条痕

による調整を行っている。にぶい褐色や棒色の色調を呈しているが、全体は磨滅が著しい。これらは粕

畑式に相当する。

229は復原実測図である。双状突起 (229-A) と酒杯状突起 (229-B)を対に組み合わせることで口縁

を形成しており、突起の聞はゆるやかな波状になる。器面には員殻腹縁による横位の刺突列を 2.-......3条

施文する。底部は小平底(乳頭状)の底部となる。 230.-......234は口縁部の破片であり、先端は尖っている。

230・231は双状突起の一部である。 232のように口縁端部にも器面と同様の刺突列(刻み)が加えられる。

235.-......248は胴部の破片である。 245.-......248は109号焼土の覆土より出土しているが、接合はできなかった。
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第V群(第202図249"-'260)

第 I群~第N群以外の土器を本群に一括した。それぞれの特徴から 4類に分類した。

1類(第202図249)

249は器面が磨かれており、色調は灰褐色を呈する。器壁は5. 0"-'6 . Ommと薄く、胎土に砂粒を多く合み、

浅鉢状の形状を呈している。前期後半の諸磯b式に相当する。

2類(第202図250"-'254)

器面に縄文を施文し、屈曲部を有する土器である。胎土には白色砂粒を少量合んでおり、器壁は4.0"-'

6.0聞と極めて薄い。 250は段部の破片である。屈曲する部分には隆帯を貼り付けることによって段を形

成しており、隆帯上には刺突列を加えるように縄文を斜位に施文する。 251"-'254は胴部の破片である。

器壁の厚さや胎土などから前期に属するものと思われる。

3類(第202図255)

器面上部に孔のあいた小円状の突帯が3点貼付されている。器面下部には刻み目が加えられた細い隆

帯が貼付されており、これらの聞に櫛状工具による集合沈線が施文されている。器壁は7.0mmと薄く、色

調は明赤褐色を呈する。中期後半の曽幸11II式に相当する。

4類 (第202図256"-'260) 

器形や時期、型式の判断が困難な土器を本類に一括した。 256は、浅鉢の口縁部から胴部にかけての屈

曲部と推測されるが形状は不明である。灰黄褐色の色調を呈し、破片下部には縦位の集合沈線が描かれ

ている。時期・型式は不明である。 257・258はにぶい褐色ゃにぶい赤褐色を呈し、器面に縄文の痕跡が

残る。 259・260はにぶい黄褐色を呈する小片である。器壁はともに薄い。

249 

D253 欝~;.D 254 
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第 4章縄文器時代

第15表 縄文土器観察表

図吋軒|分領時期特 徴
出土位冒

層位 胎 土 焼成 色 踊 部位 備考(型式など〕
グリッ ド

第184図
早世期型糸前文半

1-3 6 畠色粒子をわずかに吉む 良 〔(外内))にぶい褐色 Hue 7. 5YR5/ 4 胴部 駿豆銀糸文系
褐色 Hue7.5YR4/5 

I第184図 I 2 I 早総期糸前文半 不明 |不明 |繊維を多量に む やや良 ((外内))擾色ぷ H撞u色e7.5YR3ハ I 揖部 験豆慾糸文系にい Hue7.5YR6/4 

1 31 

G-10 
(L外内))檀盤色色 HHuuee77 55YYRR66//6 6 94笹 土 デ 自陣維を事量に含屯、 胴部 駿豆懲糸文系篇184図 3 早f期t糸前文半

早燃期1糸前2文半
t外)にぷい褐質種色Hu色e7 Hue75YR5/4 

第184図 4 :--11 8 繊維を杏置に含む やや良 灰褐色 5YR4/2 胴部 厳豆控糸文系
(内)にぷい Hue7.5YR5/6 

第184図 5 早終期I糸-前2文半 J-13 9 線維を多量に含む やや良 ((外内))笹に色ぷい賛Hu褐e7色5YRH6u/e610YR5/4 綱部 lt亘書糸文系

[ -2 
第184図 民

早総期糸前文半 ，...1-13 。" 織維を多量にきむ やや良 ((外内))檀色 H貧u褐e7色5YR6/6 胸部 駿豆懲糸文系
I二，~い Hue10YR5it:.

[ -2 
((外内))笹色 Hue7.5YR6/6 鄭184図 早銭期糸前文半 1-11 機維を書置に吉む やや良

にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 胴部 殴豆I!糸文系

((外内))にぷい笹赤色褐 Hue5YR}Y6R/4 5/ 
第184図 8 格子早自期状間態半糸文 K-8 7 t草維を多量に含む やや良

にぷい 色 Hue5YR5/3 胴部 殴豆担E糸文系

9 I絡子早園期I枝-前3緯半糸文
((外内))にぷい笹赤色褐 Hue5YR6/4 第184図 K-7 。、J '血縁を多量に含む やや良

にぷい 色 Hue5YR5/3 胴部 敏亘書糸文系

[-4 
繊維を含むを 「(外内))灰褐褐灰色色 Hue7 5YR5// 2 10 早期怠前糸半 G-9 e 
スコリア含む

良
Hue7.5YR4/1 胸部 厳豆慾糸文系

[ -5 
F"̂8 ((外内〉)檀褐色灰 Hue5YR6/6 第184図 11 I 早期懲前糸半 、J-;1 8 偉維を事量に含む やや良

色 Hue10YR4/1
胸部 験豆懲糸文系

ト一一一一

第185図 12 早期縄E前-文1 半つ H-9 
3 2.(圃以下の砂粒を事畳に吉む 良 ((外内))にぷい褐褐色色 Hυe75YR5//4 4 口調陸部1-9 !こ.. ~い Hue7.5YR5

第185図 13 早期縄E前-文1 半つ H罰 9 7 2.54IIn以下の砂粒圭多量に含む 良 ((外内))雀色 Hue5YR6/6 白紙部にぷい復色 Hue7.5YR6/4 

早期縄E前文1 半つ
(外)明貧褐灰色色 Hue7.5YR5/8 

第185図 マ4 H-iO 7.8 2.0閣以下の砂粒を多量に含む 良 Hue2.5Y4/1 口縁部
「内)にぷい笹色 Hue7.5YR6/4 

l rr -1 
第185図 1--11 マ， 2.0mm以下の砂粒を多量に含む 直 ((外内))にぷい褐賞色褐 HuHeu7e.510YYRR5/54 / 口綾部15 早期縄前文半つ にぷい 色 ue10YR5/4 

rr -1 
((外内))にぷい貧賛褐褐色色 Hue10YR5/4 第185図 16 早期縄前文半? H-9 3 11 5帽以下の砂粒を多量に含む 良 に，.~い Hue1 0YR5/4

口縁部

一 rr -1 

卜-
第185図 17 早期縄前文半つ G-10 。u 2.0mm以τの砂粒を多量に含む 良 I ~外内))褐色 H出陥U凶e山附 口園陸視

にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 

第185図 13 世ド引a
1.5冊以下の砂粒を多量に含む 良 t(外内))笹色 Hue7.5YR6/6 属部

にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 

第186図 19 早期縄E前-文半1..'1 1.9 I 8 1微h細mな以雲下母のを砂含粒むを多量に吉む 良 ((外内)褐鳳色褐 Hue 7. 5YR4/3 胴部
)色 Hue10YR3/2

rr -1 
((外内))明褐褐色色 Hue5YR5/8 第186図 20 早期縄前文半? H-9 7 白色砂粒を含む 良 Hue10YR4/4 

胴部

rr -1 
(外内))明褐褐色色 Hue5YR5合/64 館186図 21 早期縄前文半つ J-9 f 白色砂粧を含む 良
(iI'l)lIe Hue7.5YR 

胸部

第186図 22 早期縄E前-文1 半つ H-10 6 2.50圃以下の砂粒を事量に含む 良 t(外内))にぷい赤Hu褐e7色5Hue5YR5/S 胴部
褐色 YR4/3 

rr -1 G-9 ((外内i笹樫色色 Hue5YR6//6 6 筒186図 23 早期縄前文半つ H-9 J 3咽以下の砂粒を多量に含む 良 Hue5YR6 
胴部

第186図 24 早期縄E前-文1半? I 8 2間以下の白色砂粒を多量に吉む 良 ((外内))明赤褐色貧 Hue5YR5/6 胴部
にぷい褐色 Hue10YR5/3

t(外内〉明赤褐色赤 Hue2.5YR5/6 第186図 25 早期縄前文半つ H-9 長
)にぷい褐色 Hue5YR5/4 r.胃銅

ト一一一一一ー

|E1 l ((外内))明赤ぷ褐色赤 Hue5YR5/6 情186図 26 早期縄前文半つ H-9 良 に い褐色 Hue5YR5/4 属部

D-1 
((外内))明明赤赤褐褐色色 HHuuees5YYRR55//6 6 第186図 27 早期縄前文半? H-12 。 白色粒子をわずかに含む El 腕部

D -1 
((外内))にぷい褐褐色色 Hue75YRRE5//4 4 第186図 28 皐期縄前文半つ H-8 a 1臼田以下の砂粒を多量に吉む 良 に，~い Hue7 . 5Y 胴部

第186図 29 H-S 8 白色砂粒を含む 良 |官i綿一 胴部
( 色 Hue5YR3/1

早期縄E前-文半1つ 明赤禍 Hue5YR5/6 
篇186図 30 1-.I1 7 白色砂粒を含む 良 ((外肉))にぷい色赤褐色 Hue5YR4/4 調部

D-1 
((外内l明赤ぷ褐い色赤 Hue5YR5/6 第186図 31 阜期縄前文半? 1-10 良 に 褐色 Hue5YR4/4 廟部

D-1 
((外内))赤褐褐色色 Hue5YR4/6 第186図 32 早期縄前文半つ 刊守g 8 白色粒子を吉む 良 Hue 7. 5YR4/6 鋼部

第186図 33 早期縄E前-文半1つ H-9 / 白色砂粒を吉む 良 1 ~外内)〉明明赤赤褐褐色色…Hue7.5Y防R5/6 崩部

川

t
i

nδ 
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図版番号番号 分類時期ー特徴
出土位置

層位 飴 土 色 銅 部位 備考(型式など)
ゲリッ ド

rr -1 
良|(内)蟻186図 34 早期縄前文半? F-D 8 砂粒を含む

褐灰色 Hue7.5YR612 
胸部

筒186図 35 早期縄E前-文1 半ワ ーとー/ s 砂粒を含む 良 ((外内))鳳褐褐灰色色 HHuuee1100YYRR43//1 1 胴部

rr -1 

I 7 I由一…含 む
{外内)にぷ褐い赤褐色 Hue5YR4/3 | | 第186図 36 早期縄前文半つ :-9 
(I"l)黒色 Hue10YR3ハ 胸部

rr -1 pl以吋粒雲…吋 (外内)にぷい褐褐色 Hue7.5YR5i4 痛186図 37 早期縄前文半? [-9 良
(JIq)にぷい色 Hue7.5YR5/4 廟部

rr -1 
((外内)〉明赤ぷ褐色褐 Hue 7. 5YR5/6 箪186図 38 早期鱈前文半? [-9 8 白色粒子を含む 良

にい色 Hue7.5YR5/'!
胴部

rr -1 
((外内))褐色 Hue7.5YR4/4 踊186図 39 早期縄前文半つ ト[..Q 白色粒子を含む 良 にぷい賛褐色 Hue10YR4/3 絹部

早期縄E前文1 半つ G-9 7 白色粒予をわずかに含t; 良 |一(内) 褐色色…/8 胴部
灰 Hue5YR4/2

ト一一一一

第186図 41 89 8 微細な雲母片を含む 良 ((外内〕)にぷい褐褐色色 Hue7.5YR5/4 胴部
lニぷい Hue7.5YR5/4 

一第186図 42 早期縄E前-文1 半つ H-9 8 白色粒子を含む 良 ((外内))明褐赤色褐色Hue7Hu5eY5RY4R/53/6 鋼部

rr -1 
((外内))にぷい笹賞笹色 Hue75YR6/74 /4 第186図 43 早期縄前文半つ 白色砂犯を含む 良

にぷい 色 Hue10YR 底部付近

第186図 44 早期縄E前-文半1つ [-13 7 3.5咽以下の砂粒スコリアを含 良
(外)にぷい檀色 Hue7.5YR5!4 底部

む (内)灰褐色 Hue7.5YR512 (尖底)

第186図 45 早期縄E前-文1 半つ G-9 7 2.0mri以下の砂粒を含む 良 ((外内))にぷい褐褐色色 Hue75YR66//4 A 底(部尖付底近) 
lこ~~い Hue7.5YR

rr -2 
((外内))赤赤褐褐色色 Hue5YR4/6 

竺i第1846図 |4467 

早縄期文つ C-19 8 白色粒子をわずかに含む 良 Hue5YR4/6 胴部

早縄E期文2 つ C-19 良 (t外円))明明赤赤褐褐色色 HHuuee55YYRR55//8 6 胴部

rr -2 
((外内))明赤赤掲縄色色 Hue5YR5/8 第186図 48 早縄期文つ 8-i9 8 白色粒子をわずかに含む 良 Hue5YR4/巳

鋼部

第187図 I49 阜搾期田型ー中1文葉 [-9 7 白色砂粒を含む 良 ((外内))赤縄色 H色ue5YR4/6 口縁部 細久保式
にぷい褐 Hue7.5YR5i4 

第187図 50 早押期E型-中1文葉 1-:，9 7 2.0mm以下の砂殺を多量に含む 良 I ~外内))山褐笹色色川町6/4丘 ロ縁部 縄久保式
に~~い Hue7.5YR

篇187図 51 早押期E型-中1文葉 7号置l土土G 坑 8 2量0に冊含以む下のスコリアや砂粒を多 良 ((外内))にぷい賓褐種色色 トiue10YR6/4 口録音事 編久保式
lこ~~い 円ue7 . 5YR5/4

鄭187図 52 早押期E型中1文叢 lH8 7 白色粒子を含む 良 ((外内))にぷい赤赤褐褐色色 Hue2. 5YR4! 4 口綾部 錨久保式
!こぶい Hue2. 5YR4/4 

第187図 53 早押期E型-中1文葉 ri-9 自 1.5聞以下の砂粒を害震に含む 良 ((外内))灰糞褐賛色 Hue10YR4O/Y2 R5/3 胸部 細久保式
にぷい褐色 Hue1

ID-1 ト[-9 (外内)赤暗褐赤色褐 Hue5YR4/6 第187図 54 早押期型中文葉 {日
8 白色粒子を含む 良

(I"l)色 Hue5YR3/4
閣部 繍久保式

血-1
((外内))にぷい褐褐色色 Hue710，5YYRR5 5/4 第187図 55 早押期型中文葉

ト[-9，10 一守

白色粒子を含む 良
!こ~~い Huel0YR5/4

属部 繍'̂ 保式

早押期皿型中1文葉
(外)燈色種Hu色e5HYuRe67/6 

H-9 8 2.0回以下の砂粒を多量に含む やや良 l二ぷい 5YR6/4 胴都 編久保式
(内)にぷい褐色 Hue7.5YR5/'， 

鄭187図 57 早押期E型-中1文葉 H-9 8 白色粒子を吉む 良 ((外内))赤明褐褐色色 Hue5YR4/6 偶部 繍久保式
Hue7.5YR5/6 

ID-l 
((外内))にぷい檀褐色色 Hue5Y5RY6R/A 5 第187図 58 早押期型中文葉 |邑王坑 作。 2. 01i1fr.以下の砂粒を害費に含~' 良

によ主い Hue7.5YR5!4 餌都 細孔保式

ID-l 
(f外内)〉赤明褐褐色色 Hue5YR4!6 

早押期型中文葉 H-9 7 白色粒子を含む 良 Hue7.5YR5!6 
開部 組久保式

第187図 早押期E型-中1文譲 H-9 7・8 2. oton以下の砂粒を害畳に吉む 良 ((外内))笹色 H賞u纏e5色YR6!6 慣部 細久保式
lこぷい Huel0YR7/4 

皿ー1
((外内)〕笹纏色色 HU.5YR6!6 第187図 61 早押期型中文藁

←[-9 7 白色粒子を吉む 良
Hue7.5YR6/6 

廟部 細久保式

ト一一一一一

I ~…内)い赤欄縄褐色色…5 5U/μ 4 第187図 62 早押期型中文葉 H-9 8 白色粒子をきむ 良
l二~~い Hue7. 5YR

閣部 緬久保式

第187図 63 早押期E型-中1文葉 G..9 良 ((外内))笹色 賛Hu笹e7色5YR6/6 調部 鋪久保式
にぷい Huel0YR7/4 

篇187図 64 早押期皿型ー中1文業 H-9 8 白色粒子を含む 良 ((外内5赤褐褐色色HuHeu7e55YYRR44//Eヰ 胴部 相久保式

第187図 65 早押期E型-中1文葉 トト9 8 白色粒子を含む 良 ((外内))笹褐色色 Hue 7. 5YR6/6 胴部 組久保式
Hue 7. 5YR4/3 

ID-l 
((外内))にぷい赤赤褐褐色色 Hue5YR4/3 | | 

早押期型中文葉 H-9 良
にぷい Hue5YR4/3 胴部 細久保式
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第4章縄文器時代

出土位置
焼成 1 桝 (型式など)図版番号 番号 分類時期特徴 層位 胎 土 色 調 部位

ゲリッド

回目1
((外内))にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/4 第187図 67 早押期型中文薫 1-10 7・8 白色粒子を含む 良

褐色 5YR4/3 
胴部 絹久保式

第187図 伺 早押期E型-中1文葉 H-9 8 白色粒子を含む 良 {(外内))赤褐褐色色 Hue5YR4/6 胸部 細久保式Hue10YR4/6 

ill-1 
縁含組むな砂粧やスコリアを事量に ((外内))纏笹色色 Hue7.5YR6/6 第187図 69 早押期型中文葉 F-10 8 且 Hue7.5YR6/6 胴部 織久保式

第187図 70 早押期皿型ー中1文葉 G-9 7 微含細むな砂粒やスコリアを多量に 良 ((外内)〉明明褐褐色色 Hue7.5YR5/6 胴部 細久保式
Hue7.5YR5/6 

第187図 71 早押期E型-中1文葉 G-9 8 3粒.0を冊多以量下にの吉スむコリアや微細な砂 やや良 ({外内))にぷい貧賛樋笹色色 Hue10YR6/4 胴部 繍久保式l二ぷい Hue10YR6/4 

算187園 72 早押期E型-中1文葉 1-11 8 4を0含個む以下のスコリアや白色粒子 良 ((外内〉)笹色 H賛u褐e7色5YR6/6 底部付近 細久保式!こぷい Hue10YR5/4 

早押田期型2中文a 葉第188図 73 G-5 6 1.0圃以下の雲母を事量に含む 良 ((外内))褐明赤色 Hue7.5YR4/3 口綾部 組久保式
褐色 Hue5YR4/6 

ffi-2-a 
(外内)〉褐色 H貧u褐e715YR4/3 第188図 74 皐押期型中文葉 G-5 8 1.0，.，以下の雲母を多量に宮む 良
( にぷい 色 Hue5YR5/4

ロ縁部 細久保式

ffi-2-a 
微子細をわな雲ず母がをに含多量むに吉む.白色純 ((外内))褐色 Hue 7. 5YR4/3 第188図 75 早押期型中文葉 G-5 8 良

にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 
関部 細久保式

ill-2-a 
微子細をわな雲ず母かにを含多量むに含む.白色粒 ((外内))自明月赤赤褐褐色色 Hue5YR5/6 第188図 76 早押期型中文葉 H-9 7 良

Hue5YR5/6 
胴部 細久保式

第188図 77 早押皿期型2中文a 葉 G-5 B 12量00に冊""'含以以む下下のの雲砂母粒を赤書色量粒に子含をむ事. やや良 ((外内))にぷい赤褐褐色色 Hue5YR5/4 騎部 細久保式
!こぷい Hue7.5YR5/4 

傭188図 78 早押E期型2中文a 葉 G-5 8 2.0冊以下のの砂雲粒母をを吉多も量lこ含む。 やや不良 I~外内))にぶい賛赤軍褐色色 Hue5YR4/3 腕部 細久保式1.0醐以下 t にぷい Hue10YR4/3 

第188図 79 阜押E期-型2中-文a 葉 G-5 8 微子細をわな雲ず母かをに吉多量むに含む.自色胞 良 ((外内))褐褐色色 Hue 7. 5YR4/3 瞬郵 細久保式Hue7.5YR4/4 

ill-2-a 
微子細をわな雲ず母かにを吉多量むに吉む.白色粒 ((外内))赤褐褐色色HuHeu7e55YYRR44//63 11188図 80 早押期型中文葉 G-5 6 良 胴部 組久保式

皿-2-a
徹子緬をわな雲ず母かにを含多量むに含む.白色粒 ((外内))褐瞬赤色褐色 Hue5YR5/o 第188図 81 早押期型中文葉 D-6 6 良

Hue7.5YR4/4 
胴部 細久保式

第188図 82 早押皿期宇型2中-文a 葉 G-5 6 2砂0粒冊を以多下量のに雲含母むや2.0mm以下の 良 ((外内lにぷい褐褐色色 Hue75YR5//4 4 胴部 繍久保式
に~~い Hue7 . 5YR5

ill-2-a 
微子細をわ主雲ず母かにを含多量むに含む.白色粒 ((外内l灰褐褐色色HuHeu7e75Y5RY4R/44/2 第188図 83 早押期型中文葉 G-4 6 良 間部 絹久保式

第188図 84 早押田期型2中文a 議 G-5 8 微子細をわな雲ず母かをに吉多量む量に含む.白色粒 良 ((外内))褐褐色色 Hue7.5YR4!6 胴部 組久保式
Hue10YR4/6 

期188図 85 早押国期一型2中-文a 葉 1-1-7 8 1.5/1111以の下砂の粒霊を母吉をむ事量に含む。| 皿自 ((外内))にぷい赤褐褐色色 Hue5YR5//4 4 胸部 細久保式1.0以下 !こぷい Hue7.5YR5 

11188図 86 皐押E期-型2中-文a 葉 G-5 6 微多細量なに雲吉母むや1.5冊以下の砂教を 良 ((外内))明褐ぷ色褐H色ue7.5YR5/6 胴部 緬久保式
lこい Hue 7. 5YR5/3 

皿ー2-a
微多細量なに雲含母むや2.0圃以下の砂粒を ((外内))にぷい褐賛色禍 Hue7.5YR6/4 11188図 87 早押期型中文葉 G-5 7 良

にぷい 色 Hue10YR5/4
損部 組A保式

ffi-2-a 
((外内))暗褐ぷ色 Hue7.5YR3/3 11188図 88 早押期型中文葉 G-5 8 2.0""以下の雲母を多量に含む 良

にい褐色 Hue7.5YR5/4
属部 細久保式

情188図 89 早押E期型2中-文a 葉 G-5 8 l.5mlr以下のの砂雲粒母をを含多む量.に吉む。 やや良 ((外内))褐色 H得u色e7.5YR4/3 属部 細久保式4.0mm以下 にぷい Hue7.5YR5/4 

11188図 90 早押皿期-型2中-文a 葉 1-1-7 6 微子細をわな雲ず母かにを含多量むに含む.白色粒 良 ((外内))暗暗褐褐色色 Hue7.5YR3/3 胸部 綿久保式
Hue7.5YR3/3 

11188図 91 早押E期型2中文b 葉 J-11・12 7.8 2白.0色咽砂以粒下をの吉雲む母.を事量に含む。 良 ((外内))褐赤色褐 Hue7 5YR4// 4 口縁部 細久保式
色 Hue5YR4/6

ffi-2-b 
12白0帽圃の以砂下粒のを雲多母量をに多含量むに含む. ((外内))にぷい褐褐色色 Hue75YR55//4 4 第188図 92 早押期型中文業 J-12 7 やや良

l二~)~い Hue7 . 5YR
胴都 細久保式

早押皿期-型2中-文b 葉第188図 93 H-12 6 21 0白聞聞の以砂下粒のを雲多母量をに多含量むに含む. 良 ~外内))にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 腕部 細久保式
暗縄色 Hue5YR3/3 

皿-2-b
21 05冊m以の砂下粒のを雲多母量をに害i含Eむに含む. 〈(外内))明褐褐色色 Hue7.5YR5/6 第188図 94 早押期型中文葉 J-12 8 やや良

Hue7.5YR4/3 
胴部 組久保式

第188図 95 早押耳期型2中文b 葉 J-12 7 2200圃f酬の以砂下粒のを雲多母量をに多含量むに含む. 良 ((外内})にぶい赤赤褐褐色色 Hue5YR5/4 胴部 細久保式!こぶい Hue5YR5/4 

第188図 96 早押E期型2中-文b 葉 J-12 7 2下缶の四砂以粒下をの多雲量母にを吉含むむ.1.0""，以 良 ((外内lにぷい褐色 Hue7.5YR5/4 胴部 組久保式
褐色 Hue7.5YR4/3 

箪188図 97 早押国期一型2中-文b 葉 J-12 7 1.0，咽以下下のの砂雲粒母・赤を砂色書粒粒量子をに曾を含む多む量. 良 ((外内)〕明灰赤賞褐褐色色 Hue5YR5/6 周部 細久保式
2lこ0吉冊む以.1.0・闘以下の Hue10YR4/2 

第188図 98 早押E期-型2中-文b 葉 J-12 7 2200冊m以の砂下粒のを雲書母置をに多i含置むに含む。 良 ((外内)にぷい褐色 Hue7.5YR5/4 胴都 細久保式
)暗褐色 Hue 7. 5YR3/4 

ffi -2-b 
ZずE母かをに含多量む.に吉む.白色粒子をわ ((外内))明褐ぷ色 Hue5YR5/6 第188図 99 早紳期型中文葉 1-12 6 良

にい褐色 Hue7.5YR5/4 腕都 細久保式
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図版番号
出土位置

凪位 胎 土 焼成 色 • 部位 備考(型式など〕
グリッド

ffi-2-b 
雲ず母かにを含書量む.に含む.白色粒子をわ ((外内〕明赤褐色赤 Hue5YR5/6 箪188図 100 早押期型中文葉 i-11 ，、，、 良

)にぷい 褐色 Hue5YR4/3 胸部 細久保式

第188図 1101
ffi-2-b 

雲ず母かにを含多量む.に含む.白色粒子をわ ((外内j明赤褐色褐 Hue5YR4/6 
早押期型中文葉 ト1-12 自 良 にぷい色 Hue7. 5 YR5/3 開部 縞久保式

嫡188図 102 早押田期型2中文b 業 6 雲ず母かをに含多量む.に含む.白色粒子をわ 良 ({外内))明赤ぷ褐色罪 Hue5YR5/6 属部 細久保式にい 褐色 Hue5YR4!3

I H+9 I 
S含E維むを含む.白色粒子をわずかに (持内))撞笹色色 HU.5YR6/8 早押期型中文葉 H-7・9 I 6・7・8 やや良

(1"l)Iis Hue7. 5YR6!6 ロ縁部 細久保式

| 第189図 I~ 早押期E型-中3文薫 6・7 織維を含む.白色粒子を含む. 良 ((外内))にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/4 ロ曇古車 織久保式
笹色 5YR6/6 

ffi-3 
繊含維むを吉む。白色粒子をわずかに ((外内)〕灰褐色 H色u7.55YR412 昨|早押期型中文葉 J-iO 7 良 にぷい縄 Hue7.5YR3j4 口縁部 細久保式

ffi-3 
鎗ア維を含をむ含.む.1.0閣以下町スコリ ((外内))にぷい赤Hu褐e5色y Hue5YR5/4 

106 早押期型中文葉 1-13 I やや良 笹色 R6/6 口縁部 錨久保式
にぷい賞梗色Huel0YR6/4

ffi-3 
繊ア維を含をむ含む.2.0冊以下のスコリ

(外)にぷい賞褐色撞 Hue7.5YR6/3 | | 
第189図 107 早押期型中文葉 H-l1 8 やや良 にぷい 色 Huel0YR7/4 ロ縁部 細久保式

{内)褐灰色 Hue7.5YR4/1 

fi]-3 
繊ア維を吉をむ含.む.1.0，冒1以下のスコリ ((外内))にぷい褐縄色色 Hue7.5YR5/4 第189図 108 阜押期型中文葉 表採 良

にぷい Hue7.5YR5/4 ローE部 組久保式

第189図 109 早押期E型-中3文葉 J寸1 7 繊ア維を含をむ含。む.1.011lll以下町スコリ 良 ((外内))にぷい笹褐恒色 Hue7.5YR6i4 口縁部 組久保式lニぷい Hυe7.5YR5i4 

第189図 110 早押期E型中3文葉 H-9 8 鎗維を含をむ含む.1.0咽以下のス コリ1やや良 11外内))にぷい褐笹色色 Hue75YR5//3 A 口綾部 纏久保式
ア iこ ;5~ 1.、 Hue7.5YR6

ffi-3 
織ア維を多を量含にむ含.1む白圃以下のスコ リ ((外内))笹色 Hue7.5YR6/6 第189図 lii 早押期型中文葉 J'11 。、 良 にぶい褐色 Hue7.5YR5/4 口縁部 組久保式

ffi-3 
((外内))笹色 Hue75HYuRe67 /6 第189図 112 早押期型中文葉 J-13 7 

にぷい褐色 5YR5/4 1 口縁部 縄久保式

ffi-3 
漕189図 113 早押期型中文葉

H-g 自 俊雄を含む.白色粒子を含む。 良 ((外内)積色 H縄u色e5YR6/8 胴部 緬久保式
)1ニぷい Hue7.5YR5/3 

第189図 114 早押期E型中3文華 リ 11 8 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内l明明赤赤褐縄色色 HHuuee55YYRR55//5 B 属部 細久保式

早抑期E型中3文重量 繊7維を吉をむ含む.4.0・5以下のスコ り (外)笹灰貧色 檀H色u色g7H 5YRVE 
第189図 115 H司 9'10 7.8 良 褐 uel0YR5/2 損部 組久保式

(内)にぷい Hue7.5YR6/4 

第189図 116 早押期E型-中3文藁 J-i1 8 車含種維むを含む.1.0圃以下の砂粒を
良 ((外内))笹褐色色 Hue5YR6/6 胴部 緬久保式

Hue7.5YR4/3 

第189図 i1i 早押期E型中3文葉 H-9 8 織ア維を含をむ含む;.2.白間以下のスコリ | 良 ((外内))にぷい賛賞撞纏色色 Hue10YRR67//4 3 鋼部 細久保式
Iこ .~し、 Huel0Y

第1咽 1118
皿-3 H-9 

寸 雌を吉む・ ((外内))檀lこ色ぶいH褐u色e5YRH8u/e67 5YR5/3 早押期型中文葉 刊ap土 且 偶部 範久保式

第189図 119 早押期国型-中3文葉 G-S 7 .維を含む.白色粒子を少量吉む 良 ((外円))担色 H彼u色e7.5YR6/6 胴部 縄久保式
l二ぷい Hue 7. 5YR6/4 

湾189図 120 早押期E型-中3文葉 7 餓維を含む.白色粒子を少量含む 良 ((外内))笹雀色色 Hue7.5YR6/6 胴部 繍久保式
Hue 7. 5YR6/6 

第189図 121 早押期E型中3文葉 .)-11 8 1繊維を含む
| 叩〈内) …6 胴部 細久保式やや良 にぷい褐色 Hue7.5YR5/4

二189両 I~ 皿-3
繊含維むを含む.1.0・m以下の砂粒を ((外内)〕櫨色 H褐u色e7.5YR6/6 

早押期型中文譲
J.l1 6 良 にぷい Hue7.5YR5/4 胴吉事 細久保式

第189図 123 皐押期E型-中3文藁 υ!-n. 、♂ 7 {草維を含をむ含Jむ.5圃以下の砂粒・ス やや不良 ((外内))笹明賛色褐H色ue7.5YR6/6 網部 細久保式
コリア Huel0YR7/6 

回一3
((外肉)明赤褐色禍 Hue5YR5/6 第189図 早押期型中文葉 J-13 8 得維を含む。白色粒子を含む。 良 i (fI])!=ぷい色 Hue7.5YR5/4

関部

皿-3
i 餓含維むを含む.白色粒子をわずかに ((外内〉)明鳳赤褐褐色色 Hue5YR5/6 第189図 125 早押期型中文葉 J-l1 良 Hue5YR211 

属部 繍久保式

事189図 126 早押期E型-中3文葉 F-9 8 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに
良 ((外内))明赤褐色赤 Hue5YR5/6 鋼部 錨久保式

にぷい褐色 Hue5YR5/3

第189図 127 早押期E型-中3文葉 ;-12 8 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内))明明赤赤褐褐色色 Hue5YR5/6 胸部 繍久保式
Hue5YR5i6 

回一3
3 1:含維むを含む.白色粒子をわずかに {(外内))明褐色 H褐u色e15YR5/6 l | 第189図 128 早押期型中文葉 F-l0 良 にぷい賞 Huel0YR5/3 胴部 組久保ヌ

第190図 129 尋搾期iι型中3文議 J--，Q 9 繊吉維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内))褐檀色色 Hue7.5YR4/3 胴部 組久保式
Hue 7. 5YR6/6 

第190図 130 早押期E型-中3文葉 ヨ堅操 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内))明赤赤褐褐色色 Hue5YR5/6 胴都 組久保式
Hue5YR4/6 

ffi-3 
繊含維むを含む.白色粒子をわずかに ((外内))明明赤褐褐色色 Hue5YR5/6 第190図 131 I 早押期型中文葉 8-8 6 良 Hue 7. 5YR5/6 胸部 相久保式

皿3
((外内)にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/A l 1 第190図 早押期型中文葉 1-11 7 血 )檀色 5YR5/8 胴部 細久保式
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第4章縄文器時代

出土位置
届位 部位 備考(型式など)図版番号 番号 分銅時期特徴 胎 土 色 踊

ゲリツ F

第190図 133 早押期E型-中3文葉 1-11 i 館含維むを吉む.1.0冊以下の砂粒を やや良 ((外内))健色 H貧u褐e7色5YR6/8 胴部 細久保式にぷい Hue10YR4/3 

第190図 134 早押期E型-中3文譲 H-10 7 繊ア維を吉をむ吉む.3.0剛以下のスコリ やや良 ((外内))にぷい賛褐色 Hue10YR7/4 胴都 繍久保式
禍灰色 Hue10YR4/1 

ill-3 
繊ア維を含をむ吉む.2.0"，以下のスコリ 〈(外内〉)笹色 H褐u色e5YR7/6 第190図 135 早押期型中文譲 H-9 7 やや良

にぷい Hue7.5YR6/4 
岡部 細久保式

m-3 H-9 ((外内))複色 質Hu種e5色YR6/6 鱒190図 136 早押期型中文議 1-9 7 繊維を含む 良
にぷい Hue10YR6/3 

情部 細久保式

筒190図 137 早押期E型-中3文葉 1-1-9 8 繊維を吉む.白色粒子を含む. 良 (外内))纏色ぷ Hue5YR6/8 胸部 細久保式( にい褐色 Hue7.5YR5/4

揖190図 138 早押期E型-中3文葉 1-1-9 8 繊7維を含をむ含む.30冊以下のスコリ やや良 ((外内))明黄褐権色 Hue10YR7/6 胴部 細'̂ 保式にぷい色 Hue7.5YR6/4

第1ω図 139 早抑期E型-中3文葉 1-11 7ι 繊維を含む.白色粒子を少量吉む 良 ((外内))僅控色色 Hue5YR6// 6 底部付近 細久保式d-10 Hue5YR6/6 

ill-3 
繊含維むを含む.1.0冊以下の砂粒を ((外内))浅黄ぷ褐色質種H色ue10YR6/2 (摩尖郡底)第190図 140 早押期型中文濃 口-9 費保 良

!こい Hue10YR6/3 細久保式

第190図 141 早押期E型-中3文葉 }十10 G 信ア維を含をむ含む.2.0冊以下のスコ リ やや良 ((外内)にぷい貧Hu纏e7色5Hu/e610YR7/4 (底尖部底) 緬A保式)笹色 YR6 

142 | 早期押E中型4薫文つ l 
繊含維むを吉む.5.0咽以下の砂磁を t外)1こぷ色撞い賛色笹色 Hue10YR7/3 

(細型久式保不式明つ)~1鈎図 1-1-9 7・8 良 褐浅灰黄 Hue10YR5ハ 口調E部
(内)~.~jl; Hue10YR8/4 

第190図 143 早期押E型中4葉文つ H-9 f 線含維むを含む。2.0""以下町砂粒を 良 ((外内)}灰黄褐賞色 l;!ue19Y~o/，?~" ，. 口縁部 不銀作明途(細中久の保補式修つ孔) 
にぷ い 慢 色 Hue10YR7/4

m-4 
((外内))褐灰色褐H色ue10YR4/1 不明外面(細一久部保欠式損つ)嫡190図 144 早期押中型豪文つ H-9 8 繊維・砂粒を含む 良 lこぷい Hue7.5YR6/3 

口綾部

m-4 
線含維むを含む.3.01圃以下の砂粒を ((外内))浅2皇黄賞撞後色色 Hue10YRB// 3 (繍型久式保不式明?) 第1叩図 145 早期押型中葉文つ H-9 7 良 Hue10YR8/3 胴部

第190図 146 早期押E型中-4葉文つ H-9 7 緩事量維にを吉含むむ.4.0圃以下の砂粒を 良 ({外内))浅浅積黄極笹色色 Hue10YR8/4 胴部 (細型久式保不式明つ)Hue10YR8/3 

m-4 
繊多量維にを含吉むむ.3.0個以下の砂粒圭 〔(外内))!こぷい貧賛笹糧色色 Hue1WRRE7n / (細型久式保不式明?) 第190図 147 早期押型中藁文つ |イ 9 7 良 lこぷい Hue10YR7!3 網部

田-4
繊多量維にを含含むむ。4.0mm以下の砂粒を ((外内))浅浅賀貧笹俊色色 HHuuee1100YYRR8B//4 4 (細型久式保不式明つ)第190図 148 I 早押期型中篇文つ H-9 7 良 開部

繊含維むを含む.3.0咽以下の砂粒を ({外内))浅浅黄賀櫨笹色色 Hue10YR8// 4 (細型久式保不式明つ)第190図 149 早期押中型葉文つ 1-10 7 良 Hue10YR8/2 胸部

購190図 150 I 阜期押E型中-4葉文つ 1-10 。、 繊害型維にを含含むむ。3.0mm以下の砂粒を 良 ((外内))にぷい積積極極色色 Hue10YRR67//3 3 胴部 (細型久式保不式明つ)!こ~~い Hue10Y

皿-4
繊多量維にを含含むむ.3.0咽以下の砂粒在 ((外内))浅浅賞黄授纏色色 Hue10YR8/2 (綱型久式保不式明つ)期190図 151 早期押中型葉文つ 1-10 7 良 Hue10YR8/4 

慣部

第190図 152 早期押E型中-4葉文つ H-9 7 繊多量維にを吉含むむ。4.0mm以下の砂粒を 良 ((外内))に費ぷ纏い質色種色 Hue10YR7/3 胴部 (細型血式保不式明?) 浅 Hue10YR8/4

鄭191図 153 早N条期痕1後文a 藁 1¥-7 7 繊粒母維を白含を色む多粒量子に赤含色む粒.3子棚、以微下量の的砂雲 やや良 ((外内lにぷい被Hu色e5Hue75YRE/4 ロ縁部 茅山下町式
笹色 YR6/6 

第191図 154 阜N象期-痩1後-文a 藁 1¥-7 6 a砂雲粒維母をを白含多色む量粒に子吉赤む色.5粒0子閣、以微下量のの やや良 ((外内))にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/4 ロ縁部 茅山下層式
笹色 e7.5YR6/6 

lV -1-a 
織粒母維・を白吉を色む多粒量子に赤含色む粒.5子冊、以微下量のの砂雲 ((外内))灰褐褐色色 Hue7.5YR5/2 第191図 155 早条期痕後文葉 やや良

灰 Hue5YR5/2
口縁部 茅山下層式

第191図 156 早W象期-痩1後1文葉 K-7 6 繊母粒維・を白含を色む多粒量干に赤含色む粒.3干m、以微下量のの砂雲 やや良 ((外内))灰褐ぷ色 H褐u色e7.5YR5/2 口縁部 茅山下層式
にい赤 Hue5YR4/3 

第191図 157 早N条期-痕1後1文葉 K-7 8 繊教母維・を白吉を色む多粒量子に。赤含色む粒.5干回、以微下震のの砂雲 やや良 ((外内)〉にぷい褐褐色色 Hue75YR5//4 3 ロ慢部 茅山下層式lこぶし、 Hue7，5YR5 

早N条期-痕1後-文b 葉 繊む白。維色を・赤多色量砂に粒吉やむ粒.2.。圃以下をの第191図 158 K-7 B 子、雲母吉 やや良 ((外内))にぷい褐赤色褐 Hue7.5YR5/3 腕部 茅山下層式
にぷい 色 Hue7.5YR5/6

第191図 159 早W象期痕1後文b 葉 K-7 7 .白む.維色を・赤多色量砂に粒含やむ粒.子20.圃雲以母下をの含 やや良 ((外内))にぷい褐赤色褐 Hue75YR5//3 4 胸部 茅山下層式
にぷい 色 Hue5YR5

早W条期-痩1後-文b 葉 K..7 7 S砂含E粒維むtを白書色量粒に子含赤む色.5粒0子咽、以雲下母のを やや良 (外内))犠明色褐 Hue5YR6/6 胸部 茅山下層式
(色 Hue7. 5YR5/6 

早W条期痩1後文b 葉 繊白む.維色を赤多色量砂に粒含やむ粒.8.0醐以下をの (外内))にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/4 第191図 161 K-7 7 子、雲母音 やや良
( 笹色 5YR6/6 

胴部 茅山下層式

lV-1-b 
繊砂雲粒母維をを白含事色む量滑に子含赤む色.4粒h子m、以微下量のの ((外内〉)赤明褐赤色縄 Hue5YR4/6 第191図 162 阜条期痕後文葉 K-6 7 やや良

色 Hue5YR5/6
段部 茅山下層式

第191図 163 N早条期1痕-後c文べ獲D L-7 8 織砂粒維をを多多量量にに含含むむ.1.5酬以下の 良 ((外内〉)明に赤ぷ褐い色褐色HuHeu5eY7R55/Y6R5/4 (文陵律部帯) 茅山下層式

N早条-期1痕-後C文4議J 繊維を7多や量白に色含粒む子.4・.赤0圃色以粒下子の L外内))明明赤赤褐褐色色 Hue2 5YR55// B 〈段上部部)第191図 154 H-9 褒標 スコリ を 良 茅山下層式
含む (J'j)PJlffl'!1Ie Hue2.5YR5/6 

第191図 165 N早条-期1痕-後c文ー葉① J-6 表採
繊赤含維色むスをコ多量リアにや含白む色.5ー赤0，園色以粒下子のを 良 ((外内))樺に色ぷいH赤u褐e5色YR6H/8ue5YR5/4 段部 茅山下層式
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図版番号
出土位置

グリッド
層位 胎 土 焼成 色 銅 部位 | 僧考(型式など)

第191図 166 :阜v条4期痩m後c文-葉J) K-7 
E a砂粒維を多量に7含をむ含.む4伽m以下の 良 ((外内))笹色 H褐u色e5YR6/8 (段下部部) 茅山下層式J-6 -スコリ にぷい Hue7.5YR5/4 

W早条-期1痩-後c文-葉② 
1-4 

繊赤維色砂を教事や量白に色含粒む子.3在0含皿む以下の ({外内))にぷ褐い賛H色u褐e7色Hu5eY1HR0u7Y/eR6 10YR6/4 第192図 167 K-7 6.7.8 良 寝室 1/4残存 茅山下層式
J-.7 

第192図 168 W早条寸期痕一後c文-② 葉 ，J--i 7 I関空に含む白色闘をわl良 ((外内))にぷい貧賞褐褐色色 Hue10YR5// 3 
!こ，~い Huel0YR5/3

ロ縁部 茅山下層式

|第1咽 169 町早条一期1痕-後c文-葉② ト4 7 望号語表戸む.白色砂粒粒 良 ((外内))にぷい賀貧補褐色色 Hue10YR5/3 1| 文段槍部帯
iこぷい Huel0YR5/3 I (;ctf*) 茅山下層式

第192図 170 W早条-期1複-後c文-α葉) K-7 6 繊子維を微を量多含量むに.含む.白色砂粒粒 良 ((外内))にぷい貧質褐褐色色 Huel0YR6/4 
!こl;.い Huel0YR5/3 冒閥 g山下層式

擁192図 171 N皐条-期1痩-後c文べ涜J) D-9 
7 a砂E粒維ををわ多ず量にに含含むむ;.2.0個以下の 良 ({外内))にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/A 司縁部 茅山下層式E-9 笹色 5YR6/8 

窮192図 172 N皐条-期1痕-後c文ベ葉J) 一 |釈をこ含む白…ゎ 良 ((外内))極檀色色 Hue7.5YR7/6 
Hue 7. 5YR6/6 

銅部 事山下層式

早N条期痩1後文d 葉 量繊維に含を多む.量に含む.白色粒子を多 (外)樫色 H赤Huυ褐ee51色Y5RY6HR /6 第192図 173 G-IO 6 良 l二ぷい ue5YR5!4 毘曲部 茅山下層式
(内)笹色 6/6 

第192図 174 早条N期-痩1後-文d 葉 表探 a砂粒維を白事色量粒に子含をむ搬'.量2吉抽む以下の 良 ((外内))にぷい貧褐色控 Hue75YR5/7 3 
にぷい 色 Huel0YR7/3 鋼部 事縄山文下施層文式

阜W条期痕1後文d 藁 海維を7に書含をiI:検むに量含にむ含.5む伽.白血以下粒の ((外内))にぷい褐色 Hue 7. 5YR5i 4 旗192図 褒鐸 スコ型リ 色子 良 廟部 茅山下層式
を害 橿色 Hue5YR6/6

IV-2 1--1- 段ア維や白を含色粒む.子10を.白含回む以.下のスコリ I 〈〈タ向千〉〉舗檀明に量e色脅ぶt褐いH県H色uu褐Heeus5色eyY2RR468H//Y4u6S ReS2/8 5YR5/8 事193図 176 早条期痕後文葉 J--; 6-8 良 口綾部 茅山下層式

第193図 177 阜条期N痕後2文葉 J-7 8 繊維を含むや.砂砂粒粒をや多10量伽に・吉以む下の
スコリア

良 | ((外内))明明赤赤縄褐色色 HHuuee22 55YYRR55//6 6 ロ縁部 茅山下層式

IV-2 
繊ア維や砂を粒含をむ害.6量.0に閣含以む下。のスコリ ((外内)}灰明褐赤褐色 Hue5YR412 買193図 i73 早条期痕後文葉 J-7 8 良

色 Hue2.5YR5/6
口縁部 茅山下層式

IV-2 
繊ア維や砂を粒含をむ含.7む5mm以下のスコ リ ({外内))にぶい赤色褐色 Hue2.5YR4/4 

早条期痕後文葉 1-"1 / 良
暗赤褐 Hue2.5YR3/3 

口縁部 茅山下層式

鄭194図 180 早条N期痕後2文葉 J-7 8 繊ア維や砂を粒含をむ含.3む0閣以 Fのスコ リ 良 ((外内})明褐褐色色 Hue7 5YR5//6 2 
灰 Hue7.5YR4

司縁部 茅山下届式

第194図 181 早条期N痕後2文議 J-7 B .維を英含‘む微.細5な0冊砂以粒下をのスコリ
アや石 含む 良 ((外内))明種褐色色 Hue5YR5/6 

Hue5YR6/6 ロ縁部 茅山下層式

第194図 182 早条期E痩1-後2文援 1-4 繊ア維や砂を粒含をむ多.4量0に咽含以む下のスコリ 良 ((外内))明赤褐色赤 Hue25YRS/6 | 口線部 茅山下層式，)-8 にぷい褐色 Hue5YR4/4

IV-2 
緩ア維や砂を粧含をむ含.6む0。回以下のスコリ ((外内))にぷい赤赤褐褐色色 Hue25YR44//44 | 第194図 IÎ~3 早条期痩後文葉 J-7 一r守 良

iこ.:;~l.、 Hue2.5YR
口縁部 華山下層式

IV-2 J-8 7.3 自ア量維や砂を粒含をむ多.3量白に回含以む下のス コリ (1外内))褐色 H褐u色e7.5YR4/3 第194図 184 皐条期痩後文葉 lく-7 良 に，~い Hue5YR4/4
口縁部 茅山下層式

海194図 繊含維む。を含む.6.0圃以下の砂粒を 良 (〈外内))赤暗褐褐色色 HHuuee27 55YYRR43//8 4 j潤部 茅山下層式

第194図 186 早条期痕後文葉 .ア維や砂を粒含をむ含.5む0冊以下回スコ リ 皇 (外内))黒褐ぷ色 H褐u色e7.5YR3/2 
( にい赤 Hue5YR4/4 胸部 茅山下層式

第194図 187 早条期N痕後2文葉 L-8 7 繊含維むを含む.7.0園以下の砂粒を
良 (外内))緒明褐褐色色 Hue7.5YR5/8 

(1'I)lIf!lIe Hue7.5YR3/3 
間部 茅山下層式

第194図 188 早条W期痕後2文葉 J-6 7 繊ア維や砂を粒含をむ害.8fE0に醐含以む下のスコリ 良 ((外内))にぷい赤赤褐褐色色 Hue5YR4/3 
lこぶし、 Hue2.5YR4/4 胴部 茅山下層式

購194図 189 早条W期痕-後2文議 K-7 H I?ア維や砂を粒含査む書.6置0に個含以む下のス コ!) 良 ((外内))明赤ぷ褐色赤 Hue5YR5/6 鯛部 茅山下層式L-7 にい褐色 Hue5YR4/L，
IV-2 H-9 

ヲ， O。 1|i7草維や砂を粒含をむ含.8む0酬以下のスコリ ((外内))明赤褐褐色色 Hue7.5YR5/6 第195図 早条期痕後文葉 J-7 良 Hue2.5YR4/8 胴錦 茅山下層式
K-7 

IV-2 H-9 SアE維や石を含英む、砂.粒10を日間含以む下のスコリ ((外内)〉明赤赤色褐色 Hue2.5YR5/6 第195図 191 早条期疲後文葉 J-6.7 7.8 良
Huel0R5/6 

網部 茅山下E式

IV-2 
織ア維を含をむ含む.6.0園以下のλコリ ((外内)〉赤明褐褐色色 Hue7 5YR54// 6 箪196図 192 早条期痕後文葉 J-7 8 良 Hue2.5YR4!8 

胸部 茅山下層式

IV-2 
銀ア維や砂を粒含をむ事.6畳0に間吉以む下のスコリ {(外内))明檀赤色褐色 Hue5YR5/8 第196図 193 早条期痕後文葉 K-7 日 良 Hue5YR6/6 

胸部 事山下層式

第196図 194 早条期W痕後2文葉
J-7 6.8 SアE維や微を細含むな.砂12粒白を冊含以む下G のスコリ 良 |一(内〕赤色…Hue剖10RM4/8 胴部 芽山下層式H--4 

IV-2 
繊ア維や砂を粒含をむ含.5むO.割以下のスコリ ({外内))暗積赤赤褐褐色色 HHuuee22 55YYRR44//8 8 第196図 195 早条期痩後文'At: ，)-7 良 属部 茅山下層式

窮196図 196 阜条F矧J痕-後文2業臨 繊維を含む.白色粒子を少量含む 良 ((外内〉赤赤褐褐色色 Hue2.5YR4/8 
);，l;lIe Hue2.5YR4/6 

胸部 茅山下層式

IV-2 
線含維むを含む。白色粒子をわず刀、!こ ((外内))赤赤褐掲色色 HHuuee22 55YYRR44//B 6 第196図 197 早条期痕後文葉 1<-7 5 良 胴部 事山下層式

第196図 198 早条期W理後聖2女葉 1-1-3 7 鎗含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 {(外内))赤赤褐褐色色 Hue2.5YR4/8 
Hue2.5YR4/6 胴部 草山下層式
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第4主主 縄文器時代

図版番号 番骨 分類・時期・特徴
出土位置

焼成 色 調 部位 備考(型式など)屠位 飴 土
グリッド

第196図 199 早条期W復-後2文議 J-7 8 織微維細なを含砂粒む.を10多0量剛に以吉下むの石英や 民 ((外内))明明赤赤褐褐色色 Hue5YR5/6 胴部 茅山下層式
Hue2.5YR5/6 

[1[-2 
繊吉維む。を含む.5.0冊以下の砂粒を ((外内))明赤縄褐色色 Hue 7. 5YR5/6 第196図 200 早条期復後文葉 L -7 B 良 Hue2.5YR4/8 

胴部 茅山下層式

第196図 201 早条期W痕-後2文葉 K-6 7 緯ア維や砂を粒吉、む赤.色3.0褐冊色以粒下子のをス含コむリ 良 ((外内))明笹赤色褐色 Hue2.5YR5/6 胴部 茅山下層式
Hue5R6/6 

早象期N複-後2文葉 繊7維・砂を粒含をむ含.む6.0l1li1以下のスコリ
(外)纏禁色書 Hue2.5YR6/8 

第196図 202 L-8 6・7 良 Hυe5YR2/1 網部 茅山下層式
( 内) 色色 Hue10YR4/4 

早条期N蜜-後2文薫第196悶 203 K-7 7 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内))赤明赤褐褐色色HuHeu2e25Y5RY4R/58/8 胸部 茅山下層式

[1[-2 
繊吉維むを含む.白色砂粧をわずかに ((外内))赤暗得褐色色 Hue2.5YR4/8 第196図 204 早条期~後文葉 1-4 7 良 Hue7.5YR3/4 胴部 事山下膚式

[1[-2 
繊吉維むを含む.7.0個以下の砂粒を ((外内))明明赤赤縄褐色色 HHuLtee22 55YYRR55//8 8 第196図 205 早条期痕後文藁 J-7 8 良 胴部 茅山下層式

第196図 206 早条期N痕-後2文葉 L -8 7 繊含維むを含む.白色粒子をわずかに 良 ((外内))赤赤褐褐色色 HHuuee22 55YYRR44//8 6 胴部 茅山下層式

第196図 207 早条N期痕-後2文葉 K-7 8 織ア維砂を粒含をむ含。む5.0個以下のスコリ 良 ((外内))赤灰褐褐色色 Hue2.5YR4/8 瞬都 茅山下層式Hue7.5YR4/2 

早条W期痕-後2文葉
1-4 

繊維.む砂を粒含をむ含.む4.0白冊色以下赤の色スコリ ((外内))暗明赤褐褐色色 Hue5YR53// 6 111197図 208 J-7 7・8 7 粒子を 良 底部付近 茅山下層式
K-] 吉

Hue7.5YR3/3 

第197図 209 早条N期痕後2文葉 J-7 8 繊以維を含む.1，圃以を下吉の砂粒や8mmI |…(内) 赤赤褐褐色色 Hue5YR4//4 4 段都 茅山下層式
下のスコリ 7 む 良 にぷい Hue5YR5 

[1[-2 a粒E健や在多量にを吉含むむ.2冊以下の砂 良 ((外内))に赤ぷい赤色褐色 Hue5YR5/4 第197図 210 早条期復後文葉 1-4 6 スコリア 明褐 Hue5YR5/6 
段部 茅山下層式

[1[-2 
線維を多量、砂に粒含をむ含.2む0-5伽mの ((外内))明明赤赤褐褐色色 Hue5YR5/6 前197図 211 早条期痕後文薫 J-7 8 スコ リア

良 Hue7.5YR5/6 
綾部 茅山下層式

[1[-2 
繊下維の砂を粒含をむ吉.スむコリアや1.0mm以 | ((外内)にぷい褐赤色褐 Hue75YR5//4 4 第197図 212 早条期痩後文諸 J-7 8 良 )にぷい 色 Hue5YR5 段部 茅山下層式

[1[-2 
a以E維上のを含砂粒む。を赤多色量スにコ含リむア、1伽m ((外内))鐙笹色色 Hue7.5YR6/6 第197図 213 早条期複後文薫 K-7 8 良

Hue5YR6/6 
段部 茅山下層式

第197図 214 早条N期痕-後2文議 J-7 8 繊ア維と砂を粒吉をむ少.5量.0含圃む以下のスコリ 良 〈(外内))暗明赤褐褐色色 Hue5YR53// 6 段部 茅山下層式Hue7.5YR3/3 

情197図 215 早条N期痕-後2文業 C-g 7 aずE維かにを含書置むに含む.白色砂粒をわ 良 ((外内))橿笹色色 Hue7 5YR66//8 6 鋼部 茅山下層式
Hue7.5YR 

第197図 216 早条N期痕-後2文議 E--S 7 繊む維を含む.砂粒や白色粒子を含 良 ((外内))笹撞色色 Hue5Y6/8 胸部 茅山下層式
Hue 7. 5YR3/4 

[1[-2 
繊ず維かをに吉多量むに含む.白色粒子をわ ((外内))笹色 H笹u色e7.5YR6/8 第197図 217 早条期痕後文葉 K-7 7 良 lこぶい Hue7.5YR7/4 胴部 茅山下層式

lV-2 
8 I繊粒維を含をむ含む.3.0冊以下の白色砂 ((外内))明褐赤色褐色 Hue2.5YR5/8 第197図 218 早条期痕後文葉 K-7 良 Hue7.5YR4/4 

開部 茅山下層式

[1[-3 D-9 7 縫砂粒維をを含多む量に含む.2.0剛以下の ((舛内))種明赤色褐色 Hue5YR5/6 窮198図 219 早条期痕後文藁 C-9 (5-8) 良 Hue5YR6/5 1/3残存 元野式
G-9 

第199図 220 早条N期痕-後3文葉 C-9 
6 豊む富維を多量に含む.白色粒子在含 良 ((外内))纏笹色色 Hue 7. 5YR7/6 耳目属l突部列 元野式D-9 Hue5YR6/6 

第199図 221 阜条W期痕後3文葉 表探 線む維を書量に含む.白色粒子を含 良 ((外内))灰寅ぷ褐種色 Hue10YR5/2 胴部 元野式
にい色 Hue7.5YR7/4

第199図 222 早条期N痕-後3文葉 G-10 6 繊む維を多量に含む.白色粒子を含 良 ((外内))にぷい賛賞笹後色色 Hue10YR6/4 胸部 元野式にぷい Hue10YR5/3 

第199図 223 早条W期複-後3文lIii C-9 8 峨砂粒維をを含多む量.に含む.1.0冊以下の 良 ((外内))笹色 Hue 7. 5YR7/6 綱部 元野式にぷい笹色 Hue7.5YR6/4 

鄭199図 224 早条期W痕後3文葉 ヨ堅操 繊砂粒維をを含多む量に吉む。2.0酬以下の 良 ((外内))笹色 H貧u檀e715YR7/6 属部 元野式
にぷい 色 Hue10YR7/3

lV-3 
線色維粒子を書を量吉むに含む.白色粒子や赤 ((外内))lこぷい質褐権色色 Hue10YR6/4 第199図 225 早条期痩後文素 C-9 8 良 lこぷい Hue7.5YR5/4 瞬部 元野式

lV-3 
繊砂粒維ををわ事ず量かにに含含むむ.1.0冊以下の ((外内))褐灰灰賛縄色 Hue10YR5/1 

(事l突文口列縁様+部帯回線)鄭199図 226 早条期復後文葉 J-17 7 良
色 Hue10YR612

元野式

lV-3 
繊む維を事量に含む.白色粒子を含 ((外内))浅に黄ぷ笹い貧色極色 Hue10YR7/4 箪199図 227 早条期癌後文葉 J-17 7 良

Hue10YR8/3 
胸部 元野式

[1[-3 
繊砂粒維をを多多量量にに含含むむ。1.0酬以下の ((外内〉)浅に貧ぷ鐙い質色種色 Hue7.5YR7/4 第199図 228 早条期痩後文葉 J-18 6 良

Hue10YR8/3 
胸部 元野式

第200図 229 早条期lV痩-後4文葉 G-9 6-8 BむE健在多量に含む.白色粒子を含 やや良 ((外内)〉にぷい笹色 Hue7.5YR6/4 1ハ日現存 拘号機土よ給り畑出式土瞳片品りF-9 機色 Hue7. 5YR6/6 

111201図 230 阜条W期痕-後4文. G-9 6 繊む維を多量に含む.白色粒子を吉 やや良 ((外内))笹色 H質u種e7色5YR7/6 突起部分 粕畑式
1=ぷい Hue10YR7/4 

事201図 231 早条期W痕後4文葉 G-9 7 鎗む維を多量に含む。白色粒子を含 やや良 ((外内))明赤褐黄色 Hue7.5YR4/6 突起部分 粕畑式
にぶい褐色 Hue10YR5/4
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分類・時期・特徴
出土位置

図版番号 番号 層位
ゲリツド

胎 土 焼成 色 鋼 部位 備考(型式など)

1V-4 
繊コ維リアを吉圭む吉.む2伽m以下の砂粒ス ((外内))褐灰色賛H燈u色e7.5YR4/1 111201図 232 早条期痩後文葉 G-9 5 やや良

にぷい Huel0YR7/4 ロ陵部 粕畑式

1V-4 
.維を吉、白む色04粒0子咽を以含下むの.砂枚、ス ((外内)にぷい褐Hu色e7Hue75YR5/4 第201図 233 早条期痕後文葉 F-9 6 コリア

やや良
)櫨色 5YR7/6 口縁部 給畑式

1V-4 F-9 智粒雄ををわ書ず量かにに含含むむ・2伽以下の ((外内))にぷい賞賛鐙褐色色 Hue10YRR64//4 3 第201図 234 早条期痕後文葉 G-9 6 やや良
にぷい Huel0Y 

口縁部つ 粕畑式

1V-4 
繊む維を多量に含む.白色粒子を吉 ~外内))櫨色 Hue7.5YR7/6 

刺突胴列部あり|第201図 235 早条期痕後文葉 G-l0 6 やや良
にぷい復色 Hue7.5YR7/4 粕畑式

第201図 236 皐条N期痕4後文業 F-9 5・6 繊む維を事量に含む.白色粒子を吉 やや良 ((外内))褐慢灰色色 Hue7.5YR5/2 
Hue7.5YR6/6 周部 粕畑式

1V-4 
繊砂粒維をを含書む量に含む02.0..，以下の ((外内))明褐ぷ色 H褐u色e7.5YR5/6 第201図 237 早条期痕後文策 G-l0 6 やや良

にい貧 HuelOYR5/4 贋部 結畑式

1V-4 
繊砂粒維をを含杏む畳に含む02.0四以下の ((外内l灰褐ぷ色 Hue75YR55/Y2 R 第201図 238 早条期痕後文葉 やや良

にい褐色 Hue7.5YR5/4 岡部 粕畑式

第201図 239 早条期N痕-後4文葉 E-8 6 織砂粒維ををわ多ず量かにに含含むむ01 日間以下の やや良 ((外内))笹色 Hue5YR6/6 
にぷい褐色 Hue 7. 5YR5/4 間部 粕畑式

第201図 240 
早条
N
期痕
4
後文薫

F-9 6 繊む維を多量に含む.白色粒子を含 やや良 ((外内))にぷい褐貧褐色 Hue75OYYRR5/54 /4 にぷい 色 Huel 胴鶴 粕畑式

第201図 241 
早条期
W
復後
4
文
葉

G-9 6 .砂維粒をを含多む量.に含む01伽m以下の やや良 ((外内))櫨色 H
賞
u
樫e715YR6/6 

にぷい 色 Huel0YR6/4 底部付近 給畑式

1V-4 
繊砂粒維ををわ多ず量かにに含含むむ02.。咽以下の ((外内)〉明褐褐色色 Hue7Y5RY4R/ 5/6 篇201図 242 

早条期痕後文葉
G-l0 6 やや良 Hue 7. 5YR4/3 鋼部 粕畑式

1V-4 

繊砂粒維をを含多む量.に吉む01.0咽以下の (外内))担纏色色 Hue5YR6/6 第201図 243 
早条期鍍後文葉

G-9 6・7 やや良 (f'l HlI~ Hue 7. 5YR6/6 胸部 粕畑式

1V-4 
織吉維むを含む。1.0mm以下の砂粒を ((外内))笹色ぷ H

褐
u
色
e5YR6/6 第201図 244 

早象期痩後文葉
F-8 6 やや良

にい Hue7.5YR6/6 胴部 粕姻式

1V-4 F-9 
繊砂粒維をを含多む量に含む。1.0mm以下の ((外内))にぷい褐褐色色 Hue 7. 5YR5/4 第201図 245 

早条期復後文葉 109置号土焼土
7 やや良 lニ.. 5tい Hue7.5YR5/4 胴部 給畑式

第201図 246 
早条
W
期痕後

4
文
葉 10官F土

6 繊砂粒維をを含事む量に含む03.0剛以下の やや良 ((外内))にぷい褐褐色色 Hue 7. 5YR5/4 1=ぷい Hue7.5YR5/4 網部 粕畑式

1V-4 

109覆骨土焼土 S
砂
E粒維をを吉多む量に含む。1.0，間以下の ((外内))燈笹色色 HHuuee57Y5RY6R/6 6/6 

第201図 247 
早条期痕後文. 

6 やや良 調部 粕焔式

1V-4 F-9 
繊砂維粒をを含多む量に吉む01.0咽以下の ((外内))纏色 H

褐u色e5YR6/6 第201図 248 
早条期痕後文葉 09詑土

6 やや良 1ニぷい Hue7.5YR5/4 胴部 粕畑式

V-l 
3.0

含白町色む以粒。下子のを白多色量石に英宮、
1.01llll以下

少 ((外内))灰褐褐色色HuHeu7e75Y.5RY4R/54/2 第202図 249 
前期

J-9 7 の む。輝石 良 口縁部 緒破式
量

篇202図 250 
前縄
V
期
文
2 1-3 5 白色砂粒を含む 良 ((外内))にぷい褐賓色撞 Hue7.5YR5/4 にぷい 色 Huel0YR6/3 屈曲部 大歳山式?

V-2 
((外内))にぷい褐褐色色 Hue75YR5//4 4 

期202図 251 
前縄期文

6 白色砂粒を含む 良 Iこ->，い Hue7.5YR5 胴部 大歳山式つ

V-2 
((外内))灰褐褐色色 Hue7 5YRR55// 2 第202図 252 

前縄期文
1-3 5 白色砂粧を含む 良

灰 Hue7. 5YR512 瞬部 大歳山式?

第202図 253 
前縄
V
期
文
2 1-3 6 白色砂粒を含む 良 ((外内))にぷい褐褐色色 Hue7.5YR55//4 d lこ~~l..、 Hue7.5YR 銅部 大蔵山式つ

V-2 
((外内))灰灰褐褐色色 HHuuee77.55YYRR55//2 2 

郷202図 254 
前縄期文

1-3 5 白色砂粒を含む 良 胸部 大銀山式?

鄭202図 255 V-3 F-4 5 微む細な白色赤色粒子を多量に含 良 〔〔外内l明赤褐色貧 Hue5YR5/O6 Y 
胴部 .利E式

中期後半 にぶい 褐色 Huel0YR5/4

第202図 256 V-4 0-9 褒採 2.0冊以下の砂粒在多量に含む 良 ((外内))灰灰貧賛褐褐色色 Huel0YR612 屈曲部 不明不明 Huel0YR512 

第202図 257 V-4 J-9 6 白色粒子を多量に含む 良 ((外内))にぷい褐色 Hue5YR5/4 胸部 不明
不明 鳳褐色 Hue7.5YR4/3 

簿202図 258 V-4 J-9 7 1
量
.0に冊含以む下の砂粒や白色粒子を多 良 ((外内))にぷい褐赤色禍 Hue75YR54//4 4 胸縄部文

不明
不明 にぷい 色 Hue5YR

第202図 259 V-4 G-9 8 白色粒子を多震に含む 良 ((外内))にぷい貧褐Hu色e1Hue10YR6/4 胴都 不明不明 黒褐色 OYR3/1 

第202図 260 V-4 G←9 8 微細な白色粒子を書置に含む 良 ((外内))にぷい貸褐色 YHRu4e/ 10YR5/4 胴部 不明
不明 褐灰色 Huel0YR4/1 
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第 4章縄文器時代

2.石器(第203図 ~ 第211図、第16表)

石器は、石器一覧の551点に、搬入石材 3点 、器種不明125点を加えた総数679点が出土した。 679点の

うち66点を図示した。

第16表縄文石器一 覧

有 石 石 石 ス グ 石 主主 磨 石 機 模 剥 磨 石 4ロ2、

製 石

舌
品 ク

レ( 

磨 £ロ益、
異 状 製 形 高支
形 レ

石
尖 部 イ

分磨製
イ

耳 石 石 蔽

頭
/て

/‘f 石 言十

石
凹

器 鉱
器

匙 核 飾 斧 鍾 器 器 片 石 皿 石、-"

箱根畑宿 (HNHJ) 8 ロ「
箱根黒岩橋 (HNKI) ト計 3 3 

天城柏峠 (AGKT) 4 2 6 14 

黒 神津島恩馳島群(KZOB)
1トJ 6 36 51 

曜
和田鷹山 (WDTY) 13 13 

石
(Ob) 和田小深沢 (WDKB) 」 2 

諏訪星ヶ台 (8WHD) 5 3 11 

夢科冷山 (T8TY) 2 4 

「片
分析不可等 2 2 

1寸4ホルンフエルス (Hor) 2 5 15 208 

ガフス質黒色安山岩(GAn) 一J___1 23 

凝灰岩 (Tu) 2 

緑色凝灰岩 (GT) ~___- 3 

凝灰岩(中粒) (MT) 4 4 

凝灰岩(細粒〉 (内|

シル卜岩 (8i8) J 珪質頁岩 (88h) 2 5 7 

チャー ト (Ch) 2 

チャー卜(灰黒色)(Ch(GB)) 

円結品片岩 (C8c) 

ベ
粘板岩 (81) 2 2 

珪質粘版岩 (881) 

流紋岩 (Rhy) j__J 6 7 

赤玉石(碧玉) (RJa) 2 2 5 

玉髄 (Cha) 「 一寸
滑石 (Ta) 

砂岩 (88) 

砂岩(粗粒) (C88) 3 3 

砂岩(中粒〉 (M88) 
，1 】も

3 6 

閃緑岩 (Di) 

デイサイト (Da) 

ドド機樹岩 (Pe) 

細粒班レイ岩 (FG) 

出4j
3 

玄武岩
「 一「一

15 

ひん岩 (Po) 

4 I 4 輝石安山岩 (An(Py)) 24 

安山岩(多孔質) (VAn) 2 

角閃石安山岩 (An(Ho))I 2 3 

石材不明 「寸 3 3 

iE』3 計 2 2 33 3 25 3 7 314021 321 4 
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第4章縄文器時代

(1)有舌尖頭器(第204図1)

有舌尖頭器は1点出土している。長三角形の器体に発達した逆刺しがあり、尖頭部と茎部を欠損する。

(2 )石鯨(第204図2'"'-'13) 

石鍛は26点出土している。2'"'-'13は部分的に欠損はあるが形態分類の可能な石鍛である。これらは、

平面形態及び基部形態により細分が可能である。

2 '"'-'12は三角形鎌を中心とする無茎鍛である。 2'"'-'4は押圧剥離が器体全体を覆う。 2が先端部、 3

が左側縁をそれぞれ欠損する。 5'"'-'9は基部がV字状あるいはU字状に凹基となる。 10'"'-'12は基部がU

字状に凹基となる大形の長身嫉である。 10はホルンフエノレス製、 11は珪質粘板岩製、 12は結晶片岩製で

ある。 13は粘板岩製の小形石鍛で基部が折損している。

(3 )石製品(異形部分磨製石器)(第204図14・15)

14'"'-'15はいわゆる異形部分磨製石器であり、 2点出土している。 14は素材剥片の周辺部に二次加工を

施し、大形の凹基式に整形している。剥離面の稜は平坦になっている。頭部と脚部を欠損する。 15は小

形で14に類似する。

(4 )石匙(第204図16)

石匙は2点出土している。16は厚手の素材剥片を横位に用い、押圧剥離でつまみ部と刃部を整えてい

る。

(5)スクレイパー(第205図17'"'-'22)

スクレイパーは33点出土している。 17、18は肉厚の剥片を縦位あるいは横位に用い、端部に急斜な二

次加工を施して、強靭な刃部を作出している。 19は、肉厚の剥片を縦位あるいは横位に用い、側縁部に

刃部を作出しており、折損品である。 22は残存する打面から推定すると石核段階で打面調整が行われて

いたことが推定され、素材の主要剥離面と剥離面の方向が90度異なることから打面転移を繰り返してい

る。 20は素材の主要剥離面と剥離面の方向が180度異なることから、両設打面石核の存在を推定すること

ができる。 21は、素材の主要剥離面と剥離面の方向が同一方向であることから単設打面の存在が推定で

きる。素材剥片に対する二次加工は主要剥離面倒から行うもの (20、21、22)。加工部位は素材の側縁お

よび端部に二次加工を施すもの (22)、周辺部に施すもの (21)がある。欠損は左側縁を欠損するもの (22)

と端部や側面を折損するもの (20、22)がある。

(6 )石核(第206図23'"'-'26)

石核は25点出土している。自然面を打面とするもの (23、24、25、26)が多く、原礁の形状は円礁 (23)

と角礁 (24、25、26)がある。円磯 (23)は河川あるいは海浜の礁を利用しており、打面が自然面を利

用する単設打面で、剥離作業面を正面に限定している。角牒 (24、25、26)は90度打面転移しながら剥

片剥離作業を行う。

(7 )訣状耳飾(第206図27)

決状耳飾はl点出土している。 27は比重が2.75を測り、色調は黒色を呈する滑石製。横断面はD字状

を呈する。穿孔は凸面倒から行われ、迎える平面側からの穿孔に貫通した痕が残る。研磨が施された後

に破損している。上半部の穿孔は再利用であることが推定できる。

(8 )磨製石斧(第206図28)

磨製石斧は l点出土している。 28は板状の素材を整形加工して、全面を研磨している。基部と表面と

裏面には整形加工痕が残る。平面形は搬形で刃部が円刃の蛤刃。側面は柄に合わせて微調整している。

欠損は刃部の一部が裏面側からの衝撃で欠けている。

(9 )石錘(第206図29・30)

石錘は3点出土している。 29・30は肩平な円礁を素材として両端を表面と裏面側から打ち欠き、紐に
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第210図 縄文時代石器(7 )磨石類3 石皿・台石 1
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5cm 

62 7224 
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63 10 
An(Py) 

第211図縄文時代石器(8)台石2

固定できる ように加工をしている。

(10)礁器(第207図31"-'36) 

65 7013 
An (Py) 

。

第4章縄文器時代

66 4110 
An(Ho) 

20cm 

機器は7点出土している。 31は板状の円離を半載し、先端部と側面に表面側から二次加工を行うこと

で機器と している。打面側とー側縁を欠損する。 32・33・35・36は残核を転用して陳器としている。 こ

れらの石核は円膿 (32・33・35)や亜角磯 (36) を素材としており、自然面を打面として剥片剥離作業

を行い、剥離作業面を正面に限定した単設打面石核である。欠損は32と33が剥片剥離作業中の衝撃で折

損している。 34は石皿を転用した機器である。

(11 )磨石類(嬉右・鼓石 ・磨融石・ 凹石) (第208図37"-'第210図59)

磨石類は磨石3点、敵石9点、磨敵石19点、凹石l点の32点が出土している。 37、40はいわゆる特殊

磨石で、細身で横断面が三角形を呈する1擦を素材 とする。長軸の端部にも凹凸が認められる。 39は平面

形と横断面が楕円形を呈する円礁を素材とするハンマーである。この円礁の側面と端部に打痕が残る。

素材の平面形・断面形によって細分が可能である。

第 l群 素材は細身で横断面が楕円形を呈する磯 (38、41)で端部に凹凸が認められる。使用痕とし

ては長軸の端部に凹凸が認められる (38、41)。

第 2群 平面形と横断面が楕円形を呈する円楳 (43、44、46、48) を素材とする磨石である。平坦面

に磨面があり、側面や端部に凹凸が認められるもの (43)、器体のほぼ全面に磨痕と凹凸があるもの (44)、

器体のほぼ全面に磨痕と表裏面と側面に敵打痕が認められるもの (48) など使用痕のあり方は一様では

ない。

第3群 肩平な亜角磯 (42)の一面を磨面とする磨石で、折損している。

第 4群 45は亜角1擦を素材として端部に凹凸が認められる。右側縁の磨面が窪んで、いる。

第 5群 円礁 (47、49、51、54、55、57) を素材とする磨石である。 47は全体的に凹凸が認められる。

49は器体のほぼ全面に磨痕と僅かに凹凸が認められる。 54は磨面は表裏面に、側面に打痕が観察できる。

55は表裏面に磨痕と打痕が観察できる。 57は表裏面に磨痕と凹凸が観察できる。

第6群 肩平な円磯素材の磨石・敵石である (52、53、58、59)。表裏面に磨痕と表裏面および側面に

打痕が観察できる。 58は表裏面に磨面と凹凸が観察できる。この他、表面に2カ所の窪み (53)、表裏面
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で、 60は表面に窪んだ磨面、 61は表面に磨面が観察

に磨痕、側面に打痕が観察できるものもある。

第 7群 亜円様素材の磨石である。 56は表裏面に磨痕と凹凸が観察できる。

(12)右皿・台石(第210図60"'-'第211図66)

石皿は4点、台石は6点出土した。

第 1群 肩平な円礁を素材と した石皿 (60、61)

できる。表面に凹凸が観察できる。

第2群 63は扇平な1擦を素材と した台石の一部である。表面に凹凸が観察できる。

第3群 65、66は板状の亜角礁を利用した作業台で、表面に凹凸が観察できる。
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第17表 縄文時代石器観察表 (剥片・器種不明を徐く)
悶阪番号遺物番号 置 種 眉位 グリッド 石材 Ob童地 遺構名

2倒-1 112 有舌先圃.. KU担当 K∞4 G削

204・2 131 石齢 暗褐色土眉 J-Ol0 Ob 

2倒ー3 1259 石雌 KU相当 日一回9 Ob 

2加-4 1658 石雌 KU相当 J-Oll Ob 

2帥 -5 320 石雌 KU相当 H∞5 Ob 

204-6 657 石侮 KU相当 し∞8 Ob 

204-7 674 石厳 KU担当 ト010 Ob 

204-8 462 石盤 FB J-012 Hor 

204-9 291 石値 崎縄准土層 G-009 Ob 

204-10 104 石厳 KU相当 作曲3 Hor 

204-11 2回 石鎗 輔褐色土圃 F-∞9 SSI 

2倒ー12 268 石蝕 暗褐色土居 0-∞7 CSC 

2帥ー13 926 右雌 KU相当 ト∞9 SI 

2加ー14 100 島都卸舟'担石器 崎褐色土層 K-∞5 Ch 

204-15 876 凪帯都骨m・石' 暗褐色土II! G-012 Ob 

204-16 500 石匙 FB H-009 RJa 

205-17 1臼9 スク レイパー FB J-012 HOl 

205-18 1飽2 スクレイパ FB F-∞8 Ob 

205-19 677 スク レイパ KU相当 卜010 Hor 

205-20 138o スクレイパ KU相当 G一回9 Ob 

205-21 1024 スクレイパ FB E-007 Ob 

205-22 2 スクレイパ- I!!操 Ob 

2国 23 1301 石被 KU相当 ト日09 Hor 

206-24 267 石核 暗褐色土111 F-007 Ob 

2田ー25 7 石骸 KU担当 G-Oll Ob 

2回一26 1762 石被 FB F-Ol1 Ob 

206-27 297 つ状耳箇 崎褐色土壇 Ta 

206-28 ;061 ・E石斧 FB F-Q06 Pe 

206匂 29 835 '6鍾 崎褐色土壇 J-Ol1 MSS 

2ω-30 916 石錘 暗褐色土層 寸011 Hor 

207-31 邸8 副笹 崎褐色土壇 H-012 Hor 

207-32 1852 ... FB C-009 Hor 

207-33 873 聞包 暗褐色土圃 Hー012 H町

207-34 1597 ... KU相当 J..009 An(Pv} 

207-35 421 ・罷 暗褐色土壇 G-O曲 Tu 

207-36 1701 磁器 KU担当 J-Ol1 Ba 

2伺-37 1370 侍密集庖石 KU担当 ト011 PO 

2ω-38 272 敵右 暗褐色土11 F-Oll CSS 

2国 39 匝8 献石 崎褐色土壇 H-012 MSS 

208-40 9 椅韓'石 ‘褐色土壇 K-004 CSS 

2凶 -41 1311 厳石 KU相当 1-田9 Rhy 

208-42 7039 舷石 KU担当 0-017 加(Py)

208-43 1144 .蔽石 FB F-Ol0 FG 

2田-44 151 11厳右 FB J-003 An(Py} 

208-45 7220 ・蔽石 土筑覆土 An(Py} 

208-46 2030 ・厳右 KU栂当 L-007 An(Ho} 

209-47 53 ・蔽石 暗褐色土層 白 011 日

2回一48 26 ・敵石 暗褐色土層 K-ω3 An(P'I) 

2伺-49 1ね7 11蔽石 FB K-007 FG 

2ω-50 17 敵石 鳳色土層 ト∞3 向、(Py)

2凹-51 43 11厳石 風色土壇 L-∞5 如、(Py)

2ω-52 臼9 膚厳石 KU相当 F-008 削 (Py)

209 53 616 凹石 村U相当 H-Ol0 CSS 

210-54 339 ・II石 暗褐色土層 白 曲7 Ba 

210-55 279 ・敵石 崎褐色土居 口一∞7 An(f'-j) 

210-56 1088 圃厳石 FB G-Ol1 An(Py) 

210-57 1029 11蔽石 FB F凹7 Ba 

210-58 1062 .敵石 FB F-帥6 Ba 

210-59 62 蔽石 KU担当 L一回4 An(Py) 

210-60 印刷 石皿 F8 L-∞8 An(Py) 

210-61 1026 石皿 FB F-007 An(Py) 

210-62 7224 台石 土坑国土 VAn 

引ト63 10 台石 KU担当 C-OI9 削(Py)

2川-64 1999 台石 FB L-007 加 (Py)

引1-65 7013 台石 KU担当 K-016 加(Py)

211-66 4110 台石 ZN G-Oll An(Ho) 

65 スクレイパ KU相当 H-Oll Ob 

1 5~土坑
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KZOB 
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第 4主主 縄文器時代

鍾品
刀E

-

1

9

 

s
一-
M

U

時
一

-
w
川

町
一

回

目

園
-

1

2

劃
一
一

J

J

X

一
“町駅

軍
一

(

室内
H

情

2

0

畳
一
2

コ
3

2

豊
一

量
一
1
引

7

2

E

一t
L

名
-

構
一

週
一

副
一粕

伺

ω

側
一
M

U

叫
は

間
一
白

仙

伯

ω

J

山
一
山

醐

附

町

内
一
E

G

3

3

一層

曙

位
一位

位

制

制

帽
一褐

禍

t

t

一暗

暗

種
一パ

パ

唇
一ク

ク

ク

ク

一ス

ス

ス
ス

号
一

番
一円

旧

日

旧

駒
一主

担

割

制

遺
一

号
一

番
一

販
一

図
一

J

B

T

U

D

B

D

T

U

 

H

O

K

H

H

o

t

r

u

n

 

Z

G

N

A

Z

W

G

刷

H

K

A

H

E

k

q

u

A

4

 

b

x

b

b

b

め

b

b

b

T

b

b

o
出

口

口

口

氏

。

O

O

G

O

D

川

町

川町

加

山

山

町

側

側

叩

側

側

H
仲

汁

u
甘

い
」
仲
件
以

Hr
卜

l
J
L
U

什

当

事

室

当

場

当

当

当

当

相

宅

福

相

相

色

屯

相

相

指

相

削

川
u

，E
U

U

H

U

H

u

-
-

a

，H
U
H
U
H
U

H
u

i
i

k

k

k

k

即
断

K

K

K

K

一

一

一

↑

一

一

一

一

一

一

一

一

t
ぐ

て

く

ぐ

て

ぐ

て

q

t
〈

て

J

J

J

J

J

J

/

J

J

J

J

 

イ

イ

イ

イ

イ

ィ

イ

イ

ノ

イ

イ

イ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ
レ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

λ

ス
ス
ス

ス

ス

ス

ス

ヌ

ス

ス

ス

i
i
h
'
l
!
i
4
7
2
3
3
9
 

仰
山
M

M

M
似

班

山

山

川

団

剛

山

m
m
捌

m
m
揃

酬

拙

問

m
m一
4

制

御

一

泊

制

如

何

m
m
m
澗

糊

畑

附

加

別
加
一
捌
一

m
m
間

一

同

制

抑

制

蹴

瑚

醐

叩

閣

制

湘

制

問

崎

別

問

問

捌

閉

山

m一
明
一
日
刀
印
刷
川
崎
潤
附
川
一
般
一
問
問
一
川

スクレイバ

スクレイパー

スク レイパー

スク レイ ノぐ

スケ レイパー

スクレイ パー

スクレイノマー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパ

'1レイバ-

!Jレイパー

グレイi¥

石僅

石盤

石自陣

石厳

石磁

石雌

石厳

石臨来蟹晶

石自陣来贋晶

石盤来観品

石雌

石厳

石盤

石.来思品

石匙

榎酷石器

横形石蜂

慣酔石器

石核

石按

石犠

石被

石被

石懐

石被

右犠

E椴

右綾

石核

石被

石核

石被

石懐

石積

石積

君鞍

石檀

右犠

石被

右錘

.蔽石

.蔽石

特需.右

車舷石

厳石.蔽E

蔽石

厳石

'舷E
・器

石皿

石血

台石

ZN J-曲7 SSh 

ZN J"008 Ob TSTY 

ZN G-008 Ob HNHJ 

ZN D-Oi1 Ob SWHD 

ZN E-007 Hor 

FB E'007 Ob HNト-IJ

FB H-010 Ob KZOB 

ZN H引o Hor 

KU相当 G-010 Ob KZ08 

ZN C-019 Ob 

書提 G向、

I-<U相当 G-凹7 Ob 不可

ZN H-009 Ob HN凡j
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第5章その他の時代

第N期本調査においてE区の上部土層の重機による除去作業中に、所属時期や用途不明の4条の溝状

遺構(第212図・第213図)を検出した。遺物は出土しなかったc

1号溝状遺構(第213図)

C-20・B-20グリットに位置する。南東端付近から北東方向へ向かつて曲がりながら延び、やがて

収束する溝状の遺構であり、溝の幅はほぼ一定を保っている。表土直下の第2層(黒色土層)において

検出された。規模は最大で幅約1.5m・深さ約0.2mを測る。覆土は2層からなる。

2号溝状遺構(第213図)

C-19・B-19グリットに位置する。 B-19グリット南端中央付近から北に向かつて2条に分かれて

延び、分岐したそれぞれの溝がやがて収束する。第4層(黒色土層)から掘り込まれている。規模は最

大で111高1.6m・深さ約0.5mを測り、検出されたものの中で最も深い。覆土は2層からなる。

3号溝状遺構(第213図)

B-20グリットに位置する。南東端付近から北に向かつて延び、やがて収束する。第10層(休場層上

位)において検出された。規模は最大で幅約2.0m、深さ約0.2mを測り、覆土は4層からなる。

4号溝状遺構(第213図)

J -18グリットに位置する。 北東端付近から北西方向に向かつて延び、やがて収束する。溝内部にお

いて 3箇所のくぼみが存在している。また、北西方向に溝が続く可能性もある。第7層(栗色土層相当

層)から検出された。規模は最大で幅1.6m・深さ約0.3mを測り、覆土は4層からなる。
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その他の時代第5章
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2号溝状遺構
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165.7m A 

あ フ初

165.4m旦1. Jl. 

勿初
1-初m程度の赤掲色スコリアをわずかに
含む.しまり強い、粘性弱い.

2 黒色土居 1-2rrm程度の砂沢ラピリらしきもの、 力ワゴ平
パミスをわずかに含む。 1-蜘m程度の貧褐色土粒子
含む.しまり強い。粘性やゃあり。

1 鳳色土

黒色土居 1-お劃曜度の赤褐色スコリアをわずかに
含む。しまりややあり‘粘性あり.

2 黒色土層 1-2"，濃度の砂沢ラピリらしきもの、
力ワゴ平パミスをわずかに含む。
しまり強い、粘性あり.
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黒色土居 1-初田程度の赤褐色スコリアを含む。
しまりあり、粘性やゃあり。

2 黒色土層 1-2rrm程度の砂沢ラピリらしきものを書く
含む。しまり強い、粘性やゃあり.

3 黒色土居 1-3冊程度の赤褐色スコリアをわずかに
含む。しまりあり、粘性ややあり.

4 黒色土層 1-2mm程度の赤褐色スコリアをわずかに含む。
1-4冊R程度の貧褐色粒子を含む。
しまり、粘性やゃあり。 。
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黒色土居 1-3mm程度の赤褐色スコリアを含む.
しまりあり、 粘性ややあり.

2 黒色土肥 1-2間程度の砂沢ラピリらしきものを
多く含む.しまりあり、粘性やゃあり.

3 黒色土層 1-割問程度の赤褐色スコリアをわずかに含む.
しまりあり、粘性ややあり.

4 黒色土層 1-2mm程度の赤褐色スコ リアをわずかに含む。
1-4mm程度の黄褐色粒子を含む。
しまりあり、粘性ややあり.
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第6章調査の成果

第 1節旧石器時代

旧石器時代の遺物、遺構は休場層、休場層直下黒色帯、第 Iスコリア層、第 I黒色帯、ニセローム層、

第E黒色帯、第E黒色帯、第四黒色帯、第Nスコリア層から、それぞれ検出された。また、第Nスコ リ

ア層より下層の中部ローム層からは、複数の礁が検出されている。これらの礁に敵打痕等は見当たらず、

被熱も確認できなかった。本来ならば自然遺物と判断するところだが、この中からホルンフエノレス(変

成岩)が2点、それに加えて河床礁と考えられる円礁が 1点確認された。この3点の礁を遺物と判断す

ることは難しいが、変成岩や河床l擦が河川流域から離れた地点から確認された原因については、現状で

は不明である。今後、愛鷹山麓、あるいは他地域での類例の有無や自然科学からの視点も踏まえて、検

討していく必要が考えられる。

1 .遺物

第Nスコリア層は不定形な剥片を主体とした石器群である。しかし、定型的な石器は確認できず出土

量も少ないために、愛鷹箱根編年との比較は困難で、あった。ただし、意図的な加工を施したと考えられ

る微・剥片が確認されている。石材はホルンフェルス 2点、黒曜石 1点である。黒曜石は縦長剥片で、

和田土屋橋北群の資料である。長泉町の向田A遺跡では中部ローム直上(放射性炭素年代測定の結果か

ら第四黒色帯に含まれる文化層と同じ時期と判断)から夢科冷山産の黒曜石が出土している。そのため

第四黒色帯~中部ローム層直上にかけて、規模は不明だが信州系の黒曜石の愛鷹山麓への搬入が存在し

たと考えられる。

第四黒色帯は第Nスコリア層と同様にホルンフエノレス製の不定形な剥片を主体とした石器群である。

遺物の出土地点が外れていることから両層を区分して報告したが、同一の文化層と捉えられる可能性も

考えられる。第四黒色帯でも意図的な加工を施したと考えられる微・剥片が確認されているが、いわゆ

る台形様石器などに比ベて素材剥片の形状をそのまま残しており、定型的な石器とは捉えられない。特

徴的な遺物として、ホルンフェルス製の小型の円礁を剥離した接合資料が出土している。剥片剥離は節

理面を打面にして行われているが、得られた剥片に斉一性は確認できず、大きさも差異がある。石材は

ホルンフェルスを主体として流紋岩が1点出土している。また、 4，000gを超える被熱した礁が検出され

ているが、用途は不明である。第Nスコリア層、第四黒色帯は共に遺物量が少なく、愛鷹箱根編年との

比較は困難であった。一時的なキャンプサイトのような地点であり、長い定住はなかったと考えられる。

第E黒色帯・第E黒色帯は小型のナイフ形石器と大型で、不定形な剥片を主体とした石器群であり、 愛

鷹箱根編年第2期に位置づけられる可能性を指摘できる。本層は笹原芳郎氏が提示している「石刃系石

器群」と「非石刃系石器群」が遺跡を違えて存在するという指摘(笹原 1995、2005)にのっとれば、「非

石刃系石器群」である。また、各石器ブロックで器種、石材が異なっているため、小型のナイフ形石器

を主体とした石器群と大型で不定形な剥片を主体とした石器群の分布が明確に区分できる。このような

分布の原因はベースキャンプのような形で何度か利用された可能性が考えられる。石材はホルンフェル

スとガラス質黒色安山岩を主体としており、黒曜石、粘板岩が少量出土している。 黒曜石は箱根畑宿産

と天城柏峠産であり、ホルンフェルス、ガラス質黒色安山岩と併せて、伊豆箱根周辺の石材を用いてい

たことが確認できる。また、磯群、石器ブロックと重複して炭化物が検出されている。そのうち2点に

ついて放射性炭素年代測定を行い、それぞれ暦年較正年代が26180'"'-'25780B C、26320'"'-'25970B Cとな

っている。
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中から検出された磯石器は多少砂岩系が増えるが、石材組成において大きな相違点は確認できなかった。

また、礁の形状についても同様である。

本遺跡は下層では礁群の検出量が少なく、層位別の比較を行うのは困難である。しかし、傾向として

時期が新しくなるにつれて、遺物数の増加に比例して、磯群の数も増加している。休場層に入ると急激

に増加する点も同様である。これは、人間の滞在が頻繁に行われていた結果の一つであると考えられる。

また、分布が重複した礁群を見る限り、 2枚の生活面が存在していたことがうかがえる。

第18表 旧石器時代礁群一貫

温情 眉位 総(重g量) 
平賃( g畳均) (総個数体)

出土周位 磁の赤化状態
磁石盤 材

回咽回目白1IBBOI YL A 日 C D E 州内IIVAnlFAnlBa IVBallb(匂11Da IRhyl Tu IFSSICSS 

1号醸群 BBvn 4旬。。2340.0 2(2) 2 。。。。。。。。つ 。 2 。。。。。。。。。。
2号棟群 B呂田 1492.5 186.6 8(8) 8 。。。。。o i 2 6 。。 4 。。3 。。。。。。
3号磁群 BBI 1341.4 149.1 9(5) 。。9 。。。。。9 。。 2 。。6 。。。。。。
4号E腰群 881 9815.0 297.4 33(31) 。o 1 33 。。。。o 1 33 。。25 。。8 。。。。。。。
5号棟群 881 3438.2 429.8 8(8) 。。8 。。。1 2 5 。。 2 。。3 3 。。。。。。
6骨様群 BBI 8327.6 119.0 70(65) 。o I 70 。。。8 o 1 62 。。23 2 o 1 21 21 。。。。。。
7号棟群 BBI 3496.3 81.3 43(43) 。o I 43 。。。 o 1 41 。28 。10 12 2 。。。。。。
8号礁群 BBI 1340.0 223.3 6(6) 。D 6 。。。。。6 。。 4 。。2 。。。。。。。
9号線群 BBI 1438.0 239.7 6(5) 。。6 。。。 。5 。。 3 。2 。。。。。。。
10号様群 BBI 632.0 126.4 5(5) 。。5 。。。。。5 。。 4 。。 。。。。。。。
11号砲群 YL 5177 .3 178.5 29(29) 。。o 1 20 9 。4 2 I 22 1 1 16 4 。6 3 。。。o i 0 。
12号線群 YL 6750.0 210.9 32(31) 。。o 1 15 17 。o I 13 17 2 2 24 4 。4 。。。。。。。
13号様群 YL 1860.0 186.0 10(10) 。。。4 6 。1 6 つ、， 。。 7 。。 2 。。。。。。
14号棟群 YL 1993.0 221.4 9(6) D 。。。9 。2 1 6 。。 2 。。5 2 。。。。。。
15号棟群 YL 10933.0 455.5 23(19) 。。。o 1 23 。D 8 I 15 。。 。。8 1 13 。。。。。。
16号疎群 YL 6232.0 222.6 28(25) 。。。o 1 28 。。4 1 24 。。 4 o 1 20 2 。。。。。
17号直撃群 YL 3225.0 537.5 6(6) 。。。。6 。。。6 。。 4 。。2 。。D 。。。。
18号聾群 YL 1150.0 383.3 3(3) 。。。。3 。。。3 。。 2 。。 。。。。。。。
19号.群 YL 2770.0 923.3 3(3) 。。。。3 。。。3 。。 3 。。。。。。。。。。
20号砲群 YL 625.0 104.2 6(6) 。。。。6 。。 5 。。 6 。。。。。。。。。。
21骨困層群 YL 3695.5 369.6 10(10) 。。。o 1 10 。。6 4 。。 5 2 。1 1 。 。。。。
22号機群 YL 2967.0 296.7 10(10) 。。。o 1 10 。o 1 10 。。 2 。2 5 。。。。。D 

23号機群 YL 1880.0 376.0 5(5) 。。。。5 。5 。。。。 4 。。 。。。。。。。
24骨様群 YL 5176.8 272.5 19(19) I 0 。。o 19 2 2 I 11 4 。3 5 7 。3 。3 。。。。
25号楳群 YL 8037.2 803.7 10(10) 。。。o I 10 。。5 5 。1 2 。2 5 。。日 。。。
26号棟群 YL 1575.0 131.3 12(11) 。。。o I 12 。。1 111 。。 8 。。4 。。。。。。。
27号棟群 YL 1820.0 165.5 11 (9) 。。。o 1 11 。1 o 10 。。 5 1 。 。 。。。。
28号際群 YL 979.0 244.8 4(4) 。。。。4 。。。4 。。 3 。。1 。。。。。。。
29号雌群 'IL 1210.0 242.0 5(5) 。。5 。。 4 。。 5 。。。。。。。。。。
30号糠群 YL 1飽0.0 144.6 13(10) 。。。o I 13 。。o I 13 。。 8 。。5 。。。。。。。
31号磯群 YL 1370.0 195.7 7(5) 。。 。7 。。。7 。。 1 。4 。。。。。。
32尋磁群 YL 6051.0 232.7 26(26) 。。。o I 26 。。o I 26 。。22 。。2 2 。o 。。。。
33号礎群 YL 13169.8 774.7 17(16) 。。。o I 17 。3 I 13 。。 7 。7 2 。。。。。。
34寺磯群 YL 14540.1 246.4 59(58) 。。。o ! 59 9 I 48 。。37 4 o I 14 3 。。。1 。。
35号磁群 YL 2970.0 185.6 16(16) 。。。o I 16 。。8 自 。。 8 2 。3 3 。。。。。。
36号棟欝 YL 720.0 102.0 7(7) 。。。。7 。。2 5 。。 7 。。。。。。。。。。
37号.群 YL 1236.2 176.6 7(7) 。D 。。7 。。2 5 。。 1 3 。2 。。。。。。
38号園陸群 YL 5693.0 196.3 29(24) 。。。o 1 29 1 。1 I 27 。 16 。o 1 11 。。。。。。
39号樽群 YL 1908.0 136.3 14(14) I 0 。。o I 14 。o I 10 4 。 日 。5 。。。。。。
40号機群 YL 26323.6 877.5 31(30) 。。。o I 31 。1 2 1 28 。4 17 。5 A 。3 。。1 。
41尋様群 YL 7481.0 534.3 14(12) 1 0 。。o 1 14 。。4 1 10 。。 9 。。5 。。。。。。。
42号機群 YL 3309.5 331.0 10(10) 。。。。10 。1 6 2 。 3 フ 。2 3 。。。。。。
43号碩群 YL 7898.0 202.5 39(33) 。。。o 1 39 。o 38 。。29 3 。6 。。。1 。。D 

44号醸群 YL 747.0 106.7 8(4) 。。。。8 。。 7 。。 2 1 。5 。。。。。。。
45号棟群 'IL 6397.0 290.8 22(22) 。。。o 1 22 o I 10 11 。。 。。2 。。 。。。
46骨疎群 'IL 740.0 370.0 2(2) 。。。。2 。。。2 。 。。。 。。。。。「υ} 

47骨日曜群 'IL 13997.0 482.7 29(28) 。。。o 1 29 。。o 1 29 。。14 2 o 1 11 。 。。。。
48骨軍事群 'IL 3ω4.0 318.5 11(10) 。。。o 1 11 。。o 1 11 。。 5 。。b 。。。。。。
49骨磁群 YL 13840.0 276.8 50(45) 。。。o 1 50 。 o 1 49 。1 31 向。。8 8 。。。。。。
50骨磯群 YL 8025.0 297.2 27(25) I 0 。。o 1 27 D 。6 I 21 。 20 。1 1 2 。3 。。。。
51骨圏構群 YL 3176.2 264.7 12(12) 。。。o 1 12 。。o 1 12 。。 B 。。1 3 。。。。。。
52時様群 YL 3判5.0 132.5 26(25) 。。。o 1 26 。。。7 。。21 2 。3 。。。。。D 。
53号磁群 YL 2295.0 327.9 7(7) I 0 。。。7 。。。6 。。 6 。。。 。。。。。。
54号機群 YL 545.0 90.8 6(6) 。。。。6 。。5 。。。 。4 。。。。。。
55号線群 YL 4523.3 1507.8 3(2) 。。。。3 。 。2 。。。。。3 。。。。。。。
56号磁群 YL 4870.0 2435.0 2(2) I _o_l。 。w 。。o I 2 I 0 。 2 。 。。。。。。。
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第2節縄文時代

1 .遺構について

本調査において土坑を18基、小穴を520基、焼土245基を検出した。これらの遺構はそれぞれが異なっ

た層位から検出されており、時期が異なっている。

検出された土坑では、断面がラッパ状やバケツ状のものの他に土坑の上部が削平されているため深さ

があまりにも浅く全体の形状が分からないものも多数あり、これらの土坑の中で用途を明確に示してい

るものは少ない。逆茂木を設置した跡と思われる小穴を備えたものが検出されており、これらは狩猟用

の陥し穴と考えられるもののその数は4基にとどまっている。また、形状もラッパ状やノくケツ状などが

あり、陥し穴としての統一性はなかった。そして、これらの土坑は不規則に配置されており、検出面も

異なっている。しかし、覆土として堆積していた暗褐色土や黒色土や黒褐色土は、基本層序における第

7層(栗色土層相当層)や第8層(富士黒土層)と極めて類似している。また、愛鷹山麓には多数の縄

文早期の遺跡が存在しており多数の陥し穴状の遺構が検出されている。また、東京都や神奈川県などの

関東地方における該期の遺跡でも多数の陥し穴が報告されている。早期後半の遺跡において住居跡が検

出されることがほとんど無く、一方で、土坑が多数検出されることは該期における遺跡の特徴のーっとい

え、本遺跡もこれらの事例に該当する。土坑では遺物の検出はほとんど無かったものの、遺構外から多

数の早期後半の遺物が出土していることからこれらの土坑の大半が早期後半に属するものと判断してよ

いと思われる。なお、昭和50年に沼津市教育委員会によって行われた調査においては、平面形が楕円形

を呈し断面が漏斗状である 1基の遺構の底から800'"'-'1，000粒に及ぶ炭化したクリと 1片の茅山下層式土

器が検出されており、これは早期後半に属する貯蔵を目的としたものと考えられている。今回の調査で

は植物遺体の検出は無く、貯蔵を目的とした遺構の存在を確認することはできなかった。ただし、植物

遺体が検出されたとされる遺構はいわゆる貯蔵穴に相当するものであり、平面形が楕円形を呈し断面が

漏斗状に類似した形状を呈する土坑が今回の調査においても検出されていることから、貯蔵を目的とし

たものが存在していた可能性があると思われる。

小穴は第4層より170基、第5層より350基の計520基に及ぶ。第4層では I区北西側に集中しているが、

第5層では西側などにも広がっている。これらの小穴は深さや大きさに違いがあり、配置が一定でなく

住居跡のプラン等の検出もできていない。柱穴といった人為的な遺構であるとは断言できず、木の根の

痕跡かもしれない。

焼土は計245基にのぼり I区中央から南側にかけて濃密に分布しており、また1I. m区でもわずかなが

らに存在する。大半が愛鷹基本層序の栗色土層に相当する第7層より検出されており、これらの焼土は

早期に属するものと思われるが、土坑との関連は不明である。 これらの焼土は第4章で述べたように土

壌に対して焼土の混じりが希薄なものが大半を占める。また、焼土が密集している箇所も希薄で、あり焼

土上層の中央部に集まる傾向が強い。掘り込み面が焼けていない状態となっており、平面形も不定形な

ものが多く、規模にもばらつきが存在している。そして、焼土覆土から検出した土器片には火を受けた

痕跡を見る ことはできなかった。沼津市教委による調査においても40基以上の焼土の検出が報告されて

いるが、やはり規模などにばらつきが存在していたようであり、報告者の一人である瀬川裕市郎氏はこ

れらの焼土の一部がピットなどの遺構を特別設けなかった炉としての機能を果たしていた可能性を指摘

しつつ、あくまでも焼土面であるとして明確な炉とは区別して考えている。同様に今回の調査において

も検出された焼土を炉跡(焼土坑:ファイアーピット)であると断定することはやはり困難である。た

だし、瀬川氏が述べているような遺構を特別設けなかった炉としての機能を果たしていた焼土の痕跡で
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第 6章調査の成果

ある可能性も決して否定できない。なお、焼土の分布は I区北側では少なく南側にその数が多いことか

ら、人為的な遺構ならばこのような分布を示すことはあり得ないと思われ、自然火災もしくは何らかの

目的のために人為的に放たれた火によって火が燃え広がり、窪みに焼土が入り込んだ様相を示している

可能性もある。

2.出土した縄文土器について

元野遺跡において出土した縄文土器は、早期から中期にかけてのものである。特に早期中葉の押型文

土器(第E群:細久保式期)や後葉の条痕文系土器(第N群)が大半を占めている。これらは第5層~

第9層にかけて、特に第6層~第8層から大半が出土している。しかし、層位ごとに土器型式のまとま

りを見ることはできなかった。

以下、分類した土器ごとに簡単な考察を行いたい。

a)第 I群(撚糸文土器)について

第I群は撚糸文土器で、斜位に施文されたものや格子目状や複節の撚糸文が施文されている。特に第

I群5類は複節の撚糸を施文するものであり、広合遺跡b'c'd区より類似したものが検出されてい

る。 1. II区より出土しているが分布などにまとまりがなかった(第214図)。これらは早期前半の駿豆

撚糸文系土器に相当するものと考えられる。

駿豆撚糸文系土器は早期前半における古い段階の押型文土器に伴う在地系の土器群で、池谷信之氏に

よって提唱され、かつては広合型土器と呼ばれていた(池谷 1991)。現在では池谷氏によって広合段階

→西洞段階→イラウネ段階→大平A段階の4段階の変遷が提唱されている(池谷 2003)。

今回出土した駿豆撚糸文系土器は文様の特徴が異なっており、最大の特徴を有する口縁部分は出土し

ていない。また、古い段階の押型文も出土していないためこれらの段階に当てはめることは困難である

が、撚糸・胎土・色調などの特徴から判断すると広合~イラウネ段階にかけてのものと推測される。

b)第E群(縄文土器)について

第E群 1類とした羽状縄文が施文される土器は、 H-9グリッドを中心として I区中央部を中心とし

て北東 南西方向に分布する(第215図)。羽状縄文を施文する土器は駿豆撚糸文系土器に伴うことが池

谷氏によって指摘されており、この土器も第 I群に伴うものである可能性がある。しかし、第E群の出

土様相は撚糸文土器の出土様相とは異なっており、第E群(押型文土器)の出土分布域と重複している

ことから押型文土器に伴う縄文施文土器である可能性も残る。また、 E区南東側より検出された第E群

2類は節の細かい縄文が施文されており、特徴が 1類とは異なるため時期の判断は難しい。付近で押型

文が 1点検出されていることから 2類も細久保式期に属する可能性もある。

c)第E群〈押型文土器)について

押型文土器は第6""8層にかけてH-9グリッドを中心として I区を東西方向に分布する形で出土し

ており174点に及ぶ(第216図)01975年の沼津市による調査では茅山下層式類似土器とした条痕丈土器が

その出土の大半を占め、 G類とされた押型文土器はわずか2点が出土したにすぎなかったが、今回の調

査において出土した押型文土器は図示していないものも含めて174点に及び、胎土などの特徴から 4類に

細分が可能であった。大半が密接した楕円文を基本としており、 2類b種のような楕円文と山形文を組

み合わせたものも出土している。これらは胎土に違いがあるものの、押型文の大半が楕円文で帯状施文

などを行わず密接施文を基本とするなどの特徴を有することから、中部高地における細久保式期に相当

するものと考えられる。ただし、 4類は胴部に斜位の密接した楕円押形文を施文するだけでなく、口縁

端部に爪形刺突列を施文しており、押型文の形状や胎土、色調とともに 1""3類とは異質な感を受ける。

沼津市内には押型文土器がまとまって出土している遺跡として、長井崎遺跡、大谷津遺跡、西洞遺跡

が存在する。沼津市南部の内浦湾に面した丘陵上に位置する長井崎遺跡では1978・1979年に発掘調査が
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行われており、調査区のB地点・ C地点において押型文土器がまとまって出土している。報告書による

とB地点においては山形文が総破片数の約85%を占めており、そのうち山形文を一方向に施文するもの

が84.8%を占め、多方向に施文するのは0.8%弱である。また楕円文は約0.8%に過ぎない。この他、格

子目文がわずかながら存在している。 C地点では楕円文が最も多いものの、総破片数の約36%を占めて

いるに過ぎない。この他、山形文が約23%、格子目文が約15%、綾杉文が約10%となっており様々なバ

リエーションが存在していることから、本遺跡の特徴とは異なっている。西洞遺跡 (a区)は愛鷹運動

公園内遺跡群に位置しており、多量の縄文土器や石器が検出されている。報告書では出土した縄文土器

は11群に分けられており、押型文土器は3群'""-'5群が相当するが、 3群は早期前半に属する押型文土器

で2群の繊維を合んだ在地の撚糸文(駿豆撚糸文系)と同時期のものであり、 5群は細久保式期に後続

する高山寺式である。細久保式期に相当するのは4群で、横位密接山形文 (1類)、格子目文 (2類)、

横位密接施文された楕円文 (3類)、不規則な密接楕円文 (4類)、細長い楕円文 (5類)、異種の楕円文

を施文 (6類)、押型文以外の文様と重複して施文するものや特殊な原体の押型文を施文するもの (7類)

の1'""-'7類に細分されている。これらの中で比較的多く出土しているのが3・4類の密接楕円文であり、

本遺跡と似る。愛鷹東南麓に位置する大谷津遺跡では3回に及ぶ調査が行われており、いずれの調査に

おいても山形文、格子目文、楕円文といった押型文が出土している。それぞれの報告書において分類記

号などが異なっており詳述は避けるが、その構成は元野遺跡と類似しており、大谷津遺跡でも西洞遺跡

と同様に密接楕円文の出土量が多い。

これらの遺跡と元野遺跡の押型文土器の出土を比べると類似点と相違点が存在している。類似点は、

長井崎遺跡を除いて楕円密接押型文が出土している中で最も比率が高く、第E群2類b種のような楕円

文と山形文を横位の帯状に施文するものがこれらの遺跡からも同様に出土していることである。相違点

は山形文や格子目文の存在である。特に格子目文は今回の調査においては 1点も出土しておらず、 3遺

跡とは明瞭に異なっている。このことは格子目文そのものが元野遺跡における押型文土器の構成要素に

含まれていないことを示しており、前述の諸遺跡よりも時期的に新しいものと思われる。大谷津遺跡や

西洞遺跡では細久保式の次型式である高山寺式が出土しているのに対し、元野遺跡でその出土はないこ

とからこのように考えるのは早計かもしれないが、格子目文の有無が細久保式期の変遺を考える上での

一つの指標となることを示しているといえる。

d)第W群 1類・ 2類(茅山下層式について)

早期後半に属する茅山下層式(1類)、茅山系の土器で貝殻条痕のみを器面に施文する土器 (2類)、

元野式 (3類)、粕畑式 (4類)が出土している。この中で 1・2類は計158点と最も多く出土しており、

有文土器である 1類と条痕文のみが施文される 2類はともに I区北西側よりその大半が出土している(第

217図L

1類は大きく分けて3種に分類が可能であった。 a種は沈線を用いて区画を形成し、その中に刺突を

充填している。これは沈線区画を作り、その中に縄文・押引き文・刺突文などを充填する鵜ヶ島台式の

文様を施文する手法に類似した特徴を有しており、時期的に茅山下層式の中でも古い要素を持つものと

考えられる。 b種は角形の工具による列点文を施文することで方形区画状の文様を施文しているもので、

茅山下層式の標識遺跡である神奈川県茅山員塚において多数出土している資料に類似する。また、県内

では伊東市東大室クズレ遺跡においても類似したものが出土している。なお、 a種と b種は色調や胎土

の特徴や出土地点がほぼ同じであり、同一個体である可能性もあるが、接合ができなかった。また文様

要素や文様意匠が明確に異なっており、同一個体とするには疑問が残るため別種として扱った。 c種は、

沈線ないし凹線を幾何学状に組み合わせその聞にできる間隔もしくは隆起部に円形刺突列や爪形刺突列

を加えるもので、さらに①~③の細分類が可能で、あった。これらの中で特に c種②(第192図167'""-'170)
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この土器は沼津市による元野遺跡発掘調査報告番の報告者である関野哲夫氏によってB類2種として

分類され、「茅山下庸式の新しい段階もしくは茅山上溜式の古い段階に位置づけることができる土器J と

された。しかし‘報告以後も静岡県東部においては基本的にこれらの土器に対して、東梅地方東部に分

布する芽山下履式が在地化した舗似土器もしく並特土器として教われてきたに過智なかった。その後、

関野氏 (1985)や金子車行氏 (1989)は茅山下踊式~茅山上騨式にかけての型式学的な検討を行い、元

野遺跡出土資料(報告書における茅山下羅式類似土器)在東海西部を中心とし元東海地方に分布する茅

山下車霊式並持の八ッ崎I式(増子 1981)託先行する段階に位龍づけた。だが、その後は更なる検討が

ほとんど行われることはなかったため、地域的・時間的な位置付けには変化がなく型式設定など行われ

なかった。しかし1990年代以陣、愛知県清水ノ上民塚や蚊阜県小の原遺跡、三葉県上ノ埴外遺跡、議事費
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県安土弁天島遺跡などの遺跡で出土が確認されるようになる。特に上ノ垣外遺跡では包合層ながら出土

様相が元野遺跡と極めて類似しており、茅山下層式と元野式が主体的に出土している。このような遺跡

の存在からこの土器は東海東部~近畿東部(琵琶湖周辺)という広範な地域に分布し、粕畑式以降のい

わゆる縄文早期東海系土器が主体的に分布する地域と完全に合致することが明らかになった。 1996年、

愛知県クダリヤマ遺跡の発掘調査において数点出土し、報告者である増子康民氏によって元野式の名称

が初めて用いられたが型式設定の根拠は示されなかった。 1999年に山下勝年氏が『縄文時代~ 10号にお

いて東海地方の早期後葉の縄文土器をまとめる上で、元野遺跡出土土器を標識とする元野資料という名

称を用い、早期後葉における東海系土器の初めとした。しかし、型式設定には至らなかった。その後、

小崎晋は茅山下層式・八ッ崎 I式との関係を考察し、これらの土器は在地化した茅山下層式の変選途中

から派生して成立したもので、早期後半における東海系土器の祖形であるとして、元野式の設定を提唱

している (2001)。

元野式は茅山下層式の特徴を残しつつも、口縁部文様帯のみに文様を施文するという東海系土器の一

つのパターンを形成した過渡期の土器型式として重要であり、口縁部文様帯下部における 1段の段部の

存在と凹線を除いた鋸歯状刺突列の様相は次型式である八ッjt宥I式との連続的な関係を如実に示してい

る。今回の調査で出土した元野式は典型的な文様要素を有する一つの標識資料となるものである。

f)第W群4類(粕畑式)について

第N群4類は I区中央付近より大半が検出されている(第218図)。器面には員殻腹縁による刺突列を

施文し、酒杯状突起と 2本の角状突起をそれぞれ対に位置しており、口縁形態はゆるやかな波状となっ

ている。色調はにぶい褐色や樺色を呈し、器壁の厚さが5""'-'6皿程と極めて薄いことから、関東系土器

である茅山上層式に併行する東海系土器の粕畑式に相当するものである。器面・口縁端部には貝殻腹縁

による鋭い刺突列が施文されており、従来の粕畑式の刺突列におけるへラ状工具や員殻腹縁を用いて強

くて大きい刻みを連続して付けたものとは明瞭に異なっている。

刺突の種類に加えて口縁の形状が平口縁に近いゆるやかな波状であることや口唇部が異なる突起を組

み合わせたものであることから、この土器は粕畑式の新しい段階に位置づけられる。

g)その他の土器(第V群)について

前期以降の土器が数点ながら出土位置を異なって出土していた。第V群と して一括し、 4類に細分し

た。 1類は I区北側より検出され、胎土に砂粒を多量に合み浅鉢状の器形を呈する無文土器である。前

期後葉の諸磯b式に相当すると思われる。 2類は器壁が4.0mm前後と薄く にぶい褐色の色調を呈しており、

屈曲部の形状などから前期後葉~末葉に属する関西系の土器である北白川下層E式~大歳山式にかけて

のものと推測される。 E区南端部より検出された。諸磯b式と北白川下層系統の土器は当地域でも伴出

する事例は多く存在する。本遺跡では出土地点が離れておりこれらの土器が同時期のものであるかど う

かは不明であるが、 l類・ 2類はともに前期後葉~末葉に属するものであると思われる。

3類は、張った胴部に条線を施文し、 ドーナッツ状の小さな円形突起を複数貼付しているもので曽利

E式に相当する。このような円形の突起を貼り付けている曽利II式は三島市の押出シ遺跡 (1999)でも

出土している。 4類の256は器形が不明であり、胴部と思われる場所に条線が施文されていることから中

期後半の土器である可能性もある。また、 257・258は器面に縄文が施文されている。出土地点が第V群

1類と極めて近い地点から検出されており同一個体である可能性がある。

3.石器について

縄文時代の石器は高橋川を臨む崖線に沿って出土した。平面的には東西110m、南北100mの範囲に散

在し、層位的には第5層黒色土層から第9層漸移層におよぶ。また、共伴する縄文土器も特定できない

分布を示している。
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第 6主主 調査の成果

出土した679点のうち551点の分類を行った。石器類は、石鎌を主体として、尖頭器、異形部分磨製石

器、石匙、スクレイパ一、 グレイパー、石核、映状耳飾、磨製石斧、石錘、磯器、模形石器、敵石・磨

石・磨敵石・凹石、石皿、台石等の各器種が伴う断片的な組成である。そして、組成中に有舌尖頭器が

合まれることから、縄文時代草創期の石器類を包合していると推定できる。石材の構成は、ホルンフェ

ルス235点を主体として、黒曜石183点、ガラス質黒色安山岩31点との組み合わせであり、愛鷹山麓の一

般的な石材構成に類似する c

第3節その他の時代

本遺跡から検出された旧石器時代・縄文時代以外のものとして、 E区より検出された4条の溝が存在

する。いずれの溝も調査区外の方向に流れておりその全体像をつかむことはできなかった。また、遺物

の検出もなく時期の特定は極めて困難である。

このような正体不明の溝状遺構は、愛鷹山麓に位置する遺跡や第二東名建設工事に伴うその他の地点

の調査において多数検出されており、いずれの場合も時期などの詳細は不明である。

第4節 沼津市教育委員会による調査との比較・関連について

沼津市教育委員会による調査は本調査区の南側に隣接した地点において行われた。その際、旧石器時

代の層位までの調査が行われなかったため、旧石器時代の報告は一切行われておらず、今回の調査にお

ける旧石器時代の遺構・遺物との比較は困難であり、関連性についても不明である。

縄文時代に関しては土坑や焼土といった遺構が検出されたと報告されている。これらの遺構は特徴や

形状などは今回の調査区より検出したものと類似している。特に焼土は I区南側に多く分布しており、

さらに南に隣接した沼津市による調査区においても多数が存在していたと考えられる。ただし、沼津市

の報告書には大半の遺構図や遺跡の分布図などが掲載されていないため、比較検討などを行うことはで

きなかった。また、炭化したクリを検出したいわゆる貯蔵穴が検出されているものの、今回の調査にお

いて検出された土坑で、は植物遺体の検出はなかった。

沼津市の調査において出土した土器に関しては、早期後半の条痕文土器、特に茅山下層式類似土器(元

野式)が報告の大半を占めている。今回の調査で検出した第N群 1・2類といった典型的といってもよ

い茅山下層式は報告されていない。そして茅山下層式の出土位置がI区北西端に集中していることから、

茅山下層式期の居住域ないし行動領域が、元野式期とは異なっていたことを示している。また、今回の

調査において出土した元野式が I区南端側に集中していることは、南側に隣接していた沼津市による調

査区において出土した土器の大半が元野式であったことを考慮に入れるならば、元野式期の人々は富士

通のグラウンド付近に生活空間を形成していたものと考えてよいと思われる。

石器に関しては、沼津市の調査では、栗色土層より石鍛23点、打製石斧3点、磯器5点、凹石5点、

磨石12点、石皿4点、スクレイパー3点、安山岩の剥片129点の出土が報告されている。今回の調査では、

第5層黒色土層から第9層漸移層より石鍛を主体と して551点の石器が断片的に出土しているが、共伴す

る縄文土器は特定できなかった。
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第5節地割れについて

I区からE区にかけて、第7層より下の層位において地割れを検出した。このような地割れは、かつ

ての沼津市教委による調査においても検出されたようである。報告書では図示されていないものの、報

告者の瀬川裕市郎氏は「層序区分と直接関連しないが、元野遺跡の一帯がかつて落盤にみまわれたこと

をこの調査で知ることができた。第町層上面に巾 3"-'4醐位の亀裂が縦横に走っており、その亀裂がニ

セローム(深さ2.5m)あたりでは30"-'40cm

にひろがっている。そして 1箇所、かなり

急激な落盤があったようだ。東に向かって、

40"-'50cm一度に落ちている。こうした運動

がいつおこったのかはっきりしないが、そ

のうち一度は、明らかに元野に人が住まな

くなった直後であると考えられる。焼土の

一部にも10cm程の落差を残している」と述

べている。

これらの地割れは検出された第7層の時 H 

期に相当する縄文時代早期後半において地

震が発生したことを示しており、特に I区

北東側における地割れの規模は大きい。 I

区北壁のニセローム層で、は落差が約30cmに

及ぶ(図221)。本調査区よりさらに南側の

沼津市による調査区においても検出されて

いたことからも、当時に発生した地震が大

規模であったことを示している。
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第 6章調査の成果
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1987 W広合遺跡発掘調査報告書(足高尾上NO.3遺跡H 沼津市文化財調査報告書第41集

1989 W豆生田遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第44集

1989 W中見代 I遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第45集

1989 W雄鹿塚遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第46集

1990 W清水柳北遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第47集

1990 W清水柳北遺跡発掘調査報告書その 2~ 沼津市文化財調査報告書第48集

1990 W広合遺跡 (b. c . d区)・広合南遺跡』沼津市文化財調査報告書第49集

1990 W大谷津遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第50集

1990 W雌鹿塚遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第51集

1992 W尾上イラウネ遺跡発掘調査報告書IU沼津市文化財調査報告書第53集

1994 W大谷津遺跡・井出丸山古墳 発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第55集

1994 i 3 東原5号墳J i 5 尾上E橋西遺跡J W埋蔵文化財調査報告書』沼津市文化財調査報告書第58集

1995 W下道遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第57集

1996 W西洞遺跡(a区)・葛原沢遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第59集

1996 W三枚橋城社外堀跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第60集

1996 W柏葉尾遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第61集
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第 6主主 調査の成果

1998 ~御幸町遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第67集

1999 ~長塚古墳・清水遺跡 発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第68集

1999 ~西洞遺跡 ( b - 1 区)発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第69集

2000 ~尾崎遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第73集

2000 ~下右田原田遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第74集

2000 ~鳥谷アラク遺跡発掘調査報告書』沼津市文化財調査報告書第75集

2001 ~葛原沢遺跡第N遺跡 (a . b区u沼津市文化財調査報告第77集

三島市教育委員会

1995 ~山中城跡三ノ丸第 1 地点』

1997 ~小平C遺跡・小平B遺跡』

飯田市教育委員会 2000 ~半の木山遺跡』

岐阜県教育委員会 1991 ~小の原遺跡・戸入障子暮遺跡』

滋賀県教育委員会 2003 ~安土弁天島遺跡』

知多市教育委員会 1991 ~二股員塚J

千葉市土気南土地区画整理組合 1992 ~土気南遺跡群n Jj

新潟県安田町教育委員会 2004 ~上野林 J 遺跡・上野林E遺跡』

大和市教育委員会 1999 ~埋蔵文化財の保管と活用のための基礎整理報告書 2 一上和田城山遺跡篇一』

大和市文化財調査報告書第68集

横須賀市教育委員会 1999 ~吉井城山』 横須賀市文化財調査報告書第34集

横須賀市博物館 1957 I茅山貝塚J ~横須賀市博物館研究報告(人文科学)Jj第 1号

「横須賀市吉井城山第一貝塚の土器 (一) 茅山上層式土器とその周辺一」

『横須賀市博物館研究報告(人文科学)Jj第6号

度会町教育委員会 1991 ~上ノ垣外遺跡調査概報』
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附編分析

分析1

元野遺跡(第二東名NO.19地点) 黒曜石産地分析

沼津工業高等専門学校 望月 明彦

産地推定法

得られた蛍光X線スペクトノレ強度を元素記号で、表すとする。

二つの方法とも以下の指標を用いる。

f旨標 Sum=Rb+Sr十Y+Zrとする。

Rb分率=Rb/Sum 

Sr分率 =Sr/Sum

Zr分率 =Zr/Sum

Mn持100/Fe

log(Fe/K) 

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。

測定結果から上記の指標を算出する。

以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行う。

① 判別図法(判別図のシート参照)

用いる指標 :図1 横軸:Rb分率、縦軸 :Mn/Fe 

図2 横軸:Sr分率、縦軸 :log (Fe/K) 

特 長 :簡単な計算であり、誰にでも作成可能

視覚的に確認でき、分かりやすい。

指定方法 .遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

指標を図にプロットする。

重なった原石産地を推定結果とする。

② 判別分析(推定結果表参照)

用いる指標:算出された指標全て

各産地との類似度を距離で算出

特 長 :既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法である。

+ 未知の産地の判別はできない。

指定方法 :判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

この産地は試料と 2次元的に最も距離が近い。

判別分析ではこの距離を数学的にn次元で計算する。

試料と最も距離(マハラノピス距離)が近い産地を推定結果とする。

この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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明司艶

ww希

佐々木繁喜氏提供試料(まだ地図には入れていない)

都道府県 エリア 申l別群 配号 原石鐸取地(分析敷)

青 森 小泊 折腰内群 KDOK 小;由市折腰内(8)

~tよ折居1群 KK01 水沢市折居(36)、花巻固形尉ノ沢(36)、雫石小赤沢(22)

岩 手 北上川 北上折居2群 KK02 水沢市折居(23)、花巻目形田ノ沢(8).雫石小赤沢(2)

北上折居3群 KK03 水沢市折居(5)

宮崎 渇ノ書群 MZYK 宮崎町湯ノ倉(54)

色麻 線庫群 SMNG 色麻町恨岸(48)

富 械 秋保1群 SDA1 仙台市秋保土蔵(17)
仙台

秋保2群 SDA2 仙台市秋保土蔵(35)

塩竃 塩竃群 ゴGSG 型 事竺塩竃漁港(22)

. ，1;眠1四石産地
F、レ

.-'9 '" "¥) 
10・6-

1内Aイ

12 . 

。惜・

6/ 

16 
!...，s 
17 

産地原石判別群(SEIKOSEA-2001・SEIKOSEA-2110L蛍光X線分析装置による)

都道府県 地図地 エリア 新判gll群 旧判別群 新配骨| 旧te骨 原石探取地(分析数)

1 自溝
八骨沢群 STHG 

赤09石)、山黒山曜頂の{1{96))‘八加号林沢道露(頭 (31)、八骨沢
鳳曜の沢群 STKY 沢、幌 4)

2 上士慢 一般群 KSMM +ーノ沢(16)

3 置F 安住鮮 ODAZ 安住(25)、清水ノ沢(9)

北海道 4 旭川
高砂台群 AKTS 

高砂台(6)、南紛台(5)、春光台(5)
春光台群 AKSK 

5 6 世ZI布川群 NYHK 布川(10)

須田群 STSD I 須田(6)

7 赤井川 曲川群 AIMK 曲川(25)、土木川1(15)

8 豊浦 量畢群 TUTI 豊泉(16)

青森
g 木造 出来島群 KDDK 出来島海岸(34)

10 潔浦 八森山群 HUHM 八轟山公園(的、六角沢(8)、岡崎浜(40)

秋 田 11 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温県(37)、畠本海岸(98)

臨本群 OGWM 臨本海岸(16)

山形 12 羽鳳
月山群 HGGS 月山在前(30)、朝日町田代沢(18)‘櫛引町中沢(18)

今野川署章 HGIN 今野川(9)、大綱川(5)

新淘
13 斬. 金調R群 NTKT 金津(29)

14 新発田 板山群 SBIY 桓山牧場(40)

栃木 ;高原山
甘渇沢群 高原山1群 THAY TKH1 甘渇沢(50)、桜沢(20)

15 
七辱沢群 高原山2群 七辱沢(9).自然の按(9)THNH TKH2 

鷹山群 和田陣1群 WDTY WDT1 

小漂沢群 和田陣2群 WDKB WDT2 

土屋橋北緯 和田陣3群 WDTK WDT3 

鷹ト9山()8、(7土5)3、屋)古、稲小峠荷深((5沢608)()5、、4土丁)、虚字東御構餅領北屋((1(88336)))、、土美屋容橋ラ西イ16 (和W田D) 土屋橋西群 和田陣4群 WDTN WDT4 

土屋橿甫群 和国峠5群 WDTM WDT5 
(2 

芙蓉ライト群 WDHY 

古峠群 WDHT 

ブドウ沢群 男女倉1群 W06D OMG1 

(和W田0) 牧ヶ沢群 男女童2群
WOMS己10巴MGL3 

ブ ド、ウ牧沢ヶ(沢36下)、(ブド高ウ松沢沢右(岸40()18)‘牧ヶ沢上

星 野
(33).!!j( 'T iRl'(36)、

高松沢群 男女倉3群 WOTM 

KRM 星園台A(ヶ1(3矯3)6、第)星、1星鉱ヶヶ塔区台の{3B6り()1、こ1星)し、ヶ(水3稽6月)第霊2.園E区(36(3)6、水)、星月公ヶ17 際防 皇ヶ台群 草書ヶ崎系 SWHD 

TTS 冷双(2子9山)池.(3英(33)し4、)轟費草(4峠L八(36ヶ)岳、費7尊(17峠)東、八(3ヶ3岳)、9渋(1ノ8湯)、 I 冷山群 ~科系 TSTY 

18 e科

双子山群 TSHG 双子池(26)

捕鯨山群 TSSB 福鉢山(31)、亀甲池(8)

19 芦ノ渇群 芦ノ渇 HNAY ASY 'ノ渇(34)

畑宿群 畑宿 HNHJ HTJ 畑宿01) 
神奈川 20 

箱根 鳳岩橋群 箱銀系A群 HNKI 鳳岩橋(9)HKNA 

一 鍛冶慶群 鍛冶屋 HNKJ KJY 健冶屋(30)
21 

上多賀群 上多賀 HNKT KMT よ多賀(18)
静岡

22 芙煉 柏峠群 柏峠 AGKT KSW 柏蹄(80)

東京 23 神湾島
思馳島群 神港島1群 KZOB KOZ1 思馳島(100)、畢浜(43)、沢尻湾(8)

砂事車筒群 神倉島2群 KZSN KOZ2 砂轍崎(40)、畏浜(5)

久見鮮 OKHM 久見パ ライト中(30)、久見探姻現場(18)

島被 箕浦群 OKMU 箕浦海岸(30)、加茂(19)、岸浜(35)

岬群 OKMT 綱地区(16)

その他 NK群 NK 中ッ原1G、5G(遺跡旦料)、原石産地1立未発旦」
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分析番号

MTN-1 

MTN-2 
MTN-， 
MTN-4 

MTN-5 

MTN-6 

MTN 
MTN-8 

MTN-9 
MTN-l 

MTN-l 
MTN-12 
MTN-l 

MTN-14 

MTN-15 
MTN-16 

MTN-l 

MTN-18 
MTN-19 

MTN-20 

MTN-2 
MTN-2 
MTN-2 

MTN-2 
MTN-2 

MTN-2 
MγN-: 

MTN-28 

MTN-29 

MTN-30 
MTN、

MTN-32 

MTNヘ
MTN-34 
MTN-35 

TN-36 
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N-
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WC ~S 75.9 。
風化

KZSN 35.9 。

三 芸 両 監 iHtl 五H 4盟主盟主

WDTM 48.2 日
0.905 WDKB 5 。日制9

9988 HN 6 00 0011 
I<ZSN 9 

HNHJuua41S  1NNKKT l 

00 語画勤壇布皇柏石室崎ヶ事騨E台-群 AUA A 7.吉2 田 00 門HN門川KI 調

SHWNHHJD S門W川H円UD3B134 ll WkZU SI N M 

lbts R『Lt' 3 4  寸N

71U741593 十四115.ケ ESWHL 86 

1 t:lU 

KZSN 6 

HN B 

HNKI 
682， S' .9 3072 

WI ~S 。
K; ，N 30.3 ，N 42.5 

Hr 
9973 HNKI 18.0 0027 

9605 HNKI 9.9 )395 

KZSN 29.6 



w 
w 
ト4



析

1!!.2 
HJ 1 HNHJ 1 9o 1 1 I HNI<I I 27.9 

τ認7131t32tm同 議4232l;;11 2;LJ平J
MTN-364 I 2234 I箱機畑宿群 HNHJ 1 HNHJ |ーーム之_I1 HNKI 1 __n9 一旦一一
前疋蕊了-34e2l箱根畑宿群 1 HNHJ 1 HNHJ 5.0 1 0.999U___!::!出 _ LJ91 I 0∞01 

「而可-366 i3178 1箱椙畑槽騨 HNHJ 1 HNH4 1 :n_~ 1_1  _ _  1一旦旦KJ I 63.5 1 0 

官Ei712引22222 時ナ4 111U 2;: l壬三ユEJ立士二二
MTN-369 I 5151 I箱根姻宿騨 HNHJ 1 _I:INHJ I 4 .U_旦主笠主」一旦旦~____j 15 I 0.0027 
MTN-370 I 35凹|箱椙畑宿解 IHN百丁寸 HNHJ I 79 !旦主笠__j___!::!NKI 17.3 I 0.001 
雨干高ヲ了一-------m6l箱根姻宿騨 I HNHJ 1 HNHJ 1 5.0 1_1_ 1 __I:I旦!SL_j____li.4 I 0 

間:お li;;; 122222 4H f t liU;9978叩 ト二ZH去百互
苅干高弓ヲ4i 4246 I箱根畑宿騨 HNHJ 1 HNHJ 1 7.0 1 1 1 Hトく 40.9 1 0 

而〒定事了~651 I.W+I山騨 TSTY 1 TSTY ~_! WOMS 1 88U_() 
可丙-376寸 3532 I神埠島恩馳島群 I K20B l 堅金旦=L_____g_，旦 1 K2剖 31.4 1 0 

MTN-377 I 3535 I神埠島周馳島酔 I K20B I 1<ZOB I 4 .Q_1__1_一一_I_主主主主一~_Q_一一一
HJ 1 HNHJ I 2.1 1 1 HNKI 29.2 I 0 

両D I-sWHD 6.4 ! 1 1 WDKB 1 8臼1 I 0 
OB I くZOB I 4.2 I C995 I KZSN I 13.7 I 0.005 

苛 ー「不 可 「 不買J | 

HJ HNHJ I 13.2 1" 1 HNKI 1 296 旦 一一ー
両副 HNHJ I 8.9 1 1 1 HNKJ 1 41_a 1 Jl 

一 同丙Ji HNHJ 5.5 i 0.9996 1 HN附 1 17 .1 1 ~型
【.LlJ~ 1 WDTY 1 WDTY Ji主 ~坐LL笠DKB 1 16.7 O.C日19

HNHJ I 4.0 I i Hl 

kZOB 4.5 ! 1 1 KZS 

HNHJ I 4.0 11 坦f
k20B I 4.1 I i i くZ
TSTY I 5.8 1 1 I WC 
K20面 2.8 I 1 ドZ

KZOB I 6.1 I 1 I KZ 

HNHJ I 5.6 I 1 Hws.!_~I_ー
HNHJ I 16.4 1 0.9972 1 HNKI 1 23.8 1 0.0028 
百両百す 1.0 1 1 I HNKI 1 22.5 1 0 
不可 不可
HNHJ I 4.9 1 09999 I HNKI I 19.6 I 0.0001 

百可可 3 1 0.9998 1 HNKI 1 17.5 1 O.∞02 
1 一一

夜 OB I 15.6 I ~型空_I__rs2SN I 32.2 I 0.0001 
不可 i 1 不可
HNHJ 1 5.7 1 1 1 HNKI 1 30.4 1 0 
HNHJ I 16.3 I 0.9994 1 HNKI 1 27.2 I _QJ塑里里
干吉干マ 5.1 1 1 1 THAY 1 109.6 I 0 

HNHJ 1 15.1 1 1 1 HNく 46.2 I_O_ _ 
HNHJ IHNHJ  1 -3.0 i 1 1 HNI<I 1 2~ 3 ユ

「百回J I HNHJ 13.2 I 1 1 HNKI 1 29.1 I 0 

KZOB くZOB I 3o 1 1 I KZSN_ 1___lU 
| 両両己 HNHJ 1 1i.8 0.9745 1 HNKI 1 27.7 I 0.0255 

iNHJ I HNHJ l------g:g 1 0 . 99ω 1 HNKI 1 19.1 |旦』旦L
百可両副 HNHJ I 10.2 0.9976 1 HNI<I 1 18.0 1 0.0023 

百日丁「一有NH，亡一一旦ニ工 1 -T，:wKiI- 26.1 し♀一一
両両両副 HNHJ I 9 1 0.9999 1 HNKJ I 19.4 I 0.0001 

HNHJ 1 HNHJ I 1 .5 1 1 1 HNく ;ロ」
1MγN-414 I 2603 I慣防星ヶ台割 1 SWHD 1 SWHD I 7ι しょ一一」ー盟工旦_J_~~_J_Q_一一
『百干N-41す寸 おEτTli肪畢ヶ台騨 SWHD ~WHD I 3.8 1_1 __  1 WD工坐_L!00.7 1 0 
I MTN-416 I 3183 1箱積畑宿騨 IH雨丁寸 HNHJ I 7.7 1 0.9999 1 HNKI 1 21U _()回目1
「而可コ17寸~神埠島思髄島鮮 1 KZOB 1 K20ê.__1~旦_j_工__1 1<2SN I 36.4 I 0 

『有〒可~14976l和田盛山騨 1 WDTY 1 WDTY 1 2.LI_工一一←_I~DKB I 40.1 I [) 
同〒丙::;j19r-Ts;oi神糊思馳島群 | は OB 1 K20B 7.6 日 9996 1 K2SN 1 2，~ 1 0こ旦坐-

MTN-420 I 4270 1箱損畑槽騨 IHNHJ 1 HNHJ ニ旦_j l 1 HNKU~旦」一旦一一一
雨〒百三21 1 4296 1;不可 | 不可 Lー互豆一一(ー←一一」一一一一一一 不可 l し一一一一一
MTNー叫 2 1 2231 1神埠島思嶋島群 | 旦20B I_.!SZOB I 5.1 1 一五互豆比一!____128 I 0 

MTN-423 I 3778 I箱根畑宿騨 | 両両両Ji-HNHL L一三二主_Ll一一一J__!jN附 1 39!_LQ._一一
而可弓:2<11 万三了一i箱損畑宿酔 1 HNHJ 1 HNHJ-il1.o 1 1 1 __I:iI'i附 I 29~ 1 Q_一一-

m:袋 詰;122222 1叶 片 時片 判鵠ト片時片社村鷲「
間 jト|::2 122rzr騨 同課計 31出1 12 1;説明惜Htf計士鐙
MTN-429 I 4470 I箱根畑宿騨 HNHJ 1 HNHJ 1 2.6 1 0.9996 1 HNK1 1 14.3 I 0凹03

同干丙=43OT一一五224l神埠島恩馳島騨 ! KZO~ K20旦 i 二互_j_ーー
高〒日ヨ百了-1- -4225 I神埠島恩馳島酔 KZOB 1i<Z否亘 7.3 1 

高TN-432 I~不可 l 不可 [ 不可 1 1 1 不可

分

惜補2
HNIく1

川

町
旧

制
一
剖
一
世
剖
一
剖
一
川

H
一

W

砲車2
0 

判 別
雇事IT百事1

9.0 I 1 

6丘 !1 

0.9998 円、

候補1
HNHJ 

分析番骨 |遺物番号

HNHJ 

K20B 
HNHJ 

K20B 
TSTY 

K20B 

K20B 

山一山
一平

品

川
市
一明
日

HNHJ 

L.:!:呈工工
HNHJ 

判即1)，司
判 g，)輔

H' 

帥
一
剖
一
昭
一
平
一
帥
一

J
I

一一昨
一世耕一
一語
一一一
一耕一

間一耕
一A
4
4
4
4
4
4
4
器一

一…E
…一世
帯
一一…E

睡，.騨
群

笠
騨

騨

騨

群

推定車地

MTN-386 

MTN 387 
MTN-388 
MTN-389 
MTN-390 

MTN-391 

言
語

…一…一…一一一一…一…一…

4856 
4375 

2258 
4260 
3646 

3538 

分析番骨 遺物番号 推定産地 判判別別群図
時') g') 斬

1慣くZ補OB1 距1E95 砲車1
実補2 医院2 碑車:

MTN-289 3924 KZOB KZSN 25.4 

MTN-290 3917 1 主 不可
! K平Z( 

ミ司

MTN-291 394 K20B 8.0 
HKZNSKN T 

! q 。
MTN-292 19引実 度柏峠群 AGI< AGK 9 

MTN-293 2394 

量霊
不可 ミ可 =可

MTN-294 3897 HNHJ NH‘ 2.8 997: INK 13.9 0.0028 

TN-295 S-155 HNH、 INKI 。
TN-296 1806 HNHJ HNH‘ 。

oD ωコ01
TN..297 2388 F 世辞 SWHC s、'VHC 0.9999 ¥、N TM 49.5 

TN- 騨 SWH VHC Q 0.9998 i wHDNTKM l 
57.6 1 0口口02

TN 2668 1 HNH HNHJ 13.3 0.9999 20.9 0.0001 

MTN- 39~ WC WDKB 0.9998 W TK 25 日000

MTN- 50( 群 SW  SWHC 6 W rM 6 口

MTN- 521 

l 司|m箱麿根肪蓮星畑主町ケ! 

酔 SW  SWHC 8.9 W 戸M 45.0 。
MTN- 12~ 群 SW  VHC 。ぜ W M 61 

O D 
MTN- 19E HN HNH 9 2E 

MTN- 23~ lケ f酔 SW SHWNトHlEL 
WI ーM 4C 。

MTN- 190 HNHL 51 。
MTN- 497 「騨 SWH[ 

SHHVNNVHHHu E U 

2.8 1 TM 。
MTN 442 HNHJ A 0.9999 

HHNNKK、l 
16.4 日0001

MTN- HNHJ 6 28.8 。
MTN- HNHJ HNH 4.8 

HHHNNNKKK1 、l 
35.5 。

MTN- AGK守 A( 。.0 63 

MTN- INH、 HNH 9.4 0.9998 25 1 0.0001 

MTN- NHJ HNHJ 14.0 o. 9998 
kHZNSKN l 

26.5 0.0002 

MTN- l島勝 <ZOB コB B 4‘ 1 0 

MTN-: S- l騨 :;WH[ S' VHC 1， WDKB 110.4 。
MTN-: HNHJ H ~ H. 3.0 HNKI 28.5 。
MTN- 41 AGK A 4 HNK 4 。
MTN-: 260 HNH‘ H 4.9 0.997 NKI a 0.002 

MTN- 2616 1 HNHJ H JH‘ 8.8 HHNNKK、l 
。

MTN- !66 HNHJ HI JHJ 5.8 B 。
MTN- 165 AGK. AGK 4.6 

MMT T 
296 lくd コ巴 KZOB 5.6 KZSN 

23 1 HNHJ HNH、 4 HNK. 4 

M 

量:
HNHJ I HI 州、 9 ゆK. 。

MM TT トト
*HNH.J HNKI 12.2 0.6834 ~HJ 0.3166 

AGK A( 19 崎K. に》 。
M司 ~、

|SWHE 

6. HNKI 4 。
TN- 1 SWHC 13. TM 3 。
TNへ E掴干 HNHJ 0.9999 

wHDNKKB l 
0.0001 

TN-， WDTY 
VHVNDHT、、

5 0.9934 0.0066 

TNへ K20B K 2 o 9999 ，N 0.0001 

TN- KZOB KZI 10.0 0.9156 Kι ;N 0.0844 

TN- l K20B | 
K， 8 0.9998 1くZ;N Q.0002 

N- K 3 0.9563 K不Z E司N 9 0.0437 

MTN- t57~ 不司
| κ N-336 1946 t血

園豊旦馳跡皇皇島直笠笠騨圃

2C 5.9 1 0.9997 K2 ;N I_()∞04 

N- 1945 院島 κ OB 5 K 

N-338 S-1 111> 2C rs; コB 10 KZ! ;N 
0 0 

fN-339 2C K コB .9 K ;N 。、， 。
TN-340 

I曜l主和撞主槽田璽畳庖岨惜星山皇鉾孟騨皇旦

WKZDOTB Y 
8 K， SN .4 。

TN-341 41 WDTY 6 W[ くB 5 。
MTN- ~ HNH‘ HN 8 Hト1<1 3 

111 す
MTN- K20B KZO日 K: SN 8 

MTN 51 HNト 2.3 0.9999 1 9 0.000 

MMTTNN--
WC 、制 τ、唱 o. 9436 wc くB 16 0.0564 

..l' K2C KZO日 K， SN 4 。
MTN- 3: KZOB 6A 0.9999 I<Z SN 24.0 0.000 

MTNー I<Z08 4.9 I<ZSN 37.9 。
MTN- HNHJ 6 HNKI s 。
MTN K2 SN 4 。
MTN- r山t TSγy 2.9 WC  MS .6 内 。
MTN- ー山4 TSl 6.4 、村巳MS 87.6 。
MTN- 胃

Ml N-354 Z首T 不 | 不

M N-355 215 R司 不

M N-356 4370 t百T 方ミ

M 35 3526 て可 不

M N-358 3469 KZO日 8 0.9999 1く ヨN i9:9l 0.000 

MMTTNN--33659 0 
261 WDKI WDI<B 3.5 0.9982 1 W TI< 4 0.0018 

4.106 血化 思

巳'-'w 
hコ
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誼
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分析番号 1遺物番骨 機建産地 判判別別図騨
司自l _M 析

構補 距厩1 砲車1 幅補; 医健; 砲車:

MTN-505 354~ 風化 風化 ait 。MTN-506 5023 }端山群 fS司 fSTY 6 WOM 68 
MTN-50 3548 1畑1E群 HNH可 HNHJ 6 INK 
MTN-! 253 l岨1冒鮮 HNH， HNHJ 5 0.989， HNK 23 0103 
MTN-! 50!> l岨4冒群 HNH‘ HNHJ 3 HNK 45 

MTN-! 240 l畑1町群 HNH‘ HNH、 9 HNK 
MTN 546 l畑マ'醇 HNHJ HNHJ 5 HNK 30 
MTNー!;12 42‘ 

盆宣室天笠笠笠岨皇盟柏塑室宣重崎皇笠笠酔

HNH、 HNHJ B 9999 HNKI 18 0001 

MTN-! 24~ HNH， HNHJ 2 HNKI 18.8 。
MTN ;14 248! HNH、 HNHJ 2.3 HNKJ 26.5 
MTN-! 15 1970 AGK AGKl 3.3 HNKl 71.9 

MTN-f 16 箱割自畑宿酔 HNH‘ HNH‘ HNKI 20.6 
MTN-~ 156 隅 l 情 情 l 棉

MTN-518 5052 

EI盗E柏塁陣扇塁面群瓦塁笠事
AGK AGK 0.9 HNK 53.8 。

fN-519 55 ，くコB KZO日 。<ZSN 35.9 。
MTN-520 明 K コB I<Z08 13.9 KZSN 42.0 。
MTN-521 06 平 不 可 不可

MTN-5~ 58 E畑宿酔 HN HNHJ 5. HNKI 24 。
MTN-523 67 KZI コB KZ08 9 KZSN 35.5 。
MTN-524 261 l畑宿群 HI HNH‘ HNKI 6 。
MTN-525 5086 l岨宿酔 HN HNHJ 5 O. 996~ HNKI 8 
MTN-526 4706 巧て盲T 不1 不3雪
MTN-527 4264 1宿寧 HNH" HNH 0.9999 HNK 
MTN-528 4285 l司容 HNHJ HNH 5.9 0.9999 HNKI 。1
MTN-529 4980 lヶ 騨 SWHC SWH 4.8 WDTM 

MTN-530 日 rY WC 8 0.991 WDK8 ⑪89 

MTN-531 288 l宿守 INHJ HNHJ 8 0.9999 HNK 。01
MTN-532 3730 lJ!II rY 2 rHAY 

M N-5: 16 

撃
08 K; 6 9999 KZSN 

M N-534 ，083 NHJ H HNK 

M N-535 350 KZ08 K 3 KZSN 4 
M N-536 ，30 KZ08 K; 4 9999 KZSN 9 0001 
M-N-5 ;522 HNHJ HNHJ 4 HNKI 30.2 。
M-N-538 179 HNH HNH‘ ! HNKI 22 
M N-539 784 rs rSl WOMS 73.6 
MTN-540 4294 t騨 WDK WDKB 997 WD  23.6 0029 
MTN-& 350 包島群 K KZ08 KZSN 
MTN-5. 341 t島 群 K I<ZO日 KZSN 
MTNーら 347 KZI KZ08 KZSN 

MTN-& 34 W[ W WDK8 
MTN-5' 358 W[ WDTY WOK8 
MTN-541 428 KZ08 KZI 0.9999 KZSN 0.000司

TN-54 4282 不可 不1 不可

TN-548 2967 1畢ケ「酔 SWHC SWH 4.6 WDTM 9， 。
TN-549 5010 1荷車 HNHJ HNHJ 6 0.9789 HNKI 9.3 0.021 
TN-550 355: KZ08 KZ08 6 KZSN 53.4 
TN-551 546， Lヶ句界 SWHC SWHC WDTM 39.9 

MTN-552 5093 芙 AGK AGK HNK 96 
MTN-553 484 HNH、 HNH、 0.9955 HNK 4 

MTN-554 425: KZOB KZ08 KZSN 50.9 
MTN-555 482 HNHJ HNHJ 9981 HNKJ 5 0016 
M i56 490 l騨 WDKB WDKB 9004 WC了K 16 0996 
州 N- B島 群 KZ08 KZOB 2 KZSN 35.7 

N- 不可 平司 不可

N- 目馳晶騨 KZOB KZOB 5 KZSN 35.3 。
N- HNHJ HNHJ 4.9 HNKI 25.7 。
N- 1群 WDK8 WDK8 900， 山 4 0997 
N- 26: TSTY rSTY 。 iA' 85 。

MTN-' 231 WDT WD  0.9999 W 。く日 19.5 0.0001 

M N-! 54! 1群 WDK WDKB 4 0.992 W 15 0079 

M N-' 2446 lヶ r群 SWH SWHD 15.4 W rM 33.2 

M N-! !78 圃宿1 HNH HNH， O. HNKI 25.5 
M N-! 2309 lヶ 河野 SWH SWHC 14 WI くB 89.4 

MTN-5' 凶43 KZC KZ08 2.8 K， ，N 35 

M 

2箱神，神監根科薄埠星畑舟島島宿之恩山思』J 目

2島 群 KZC KZOB K ，N 

M fSTY TSTY 4 WC MS 
M ?群 SWHC SWHC 4 WC  TM 

M 1島郡 KZ08 KZ08 κ ，N 

M HNHJ HNHJ 2 9984 HN 16 
MTN-574 2420 E担畑宿 HNHJ HNHJ 5.5 9998 HNK 20 1001 
MTN-575 2602 KZ08 KZOB 5.9 KZSN 43.2 。
MTN-576 259~ H4用U rs fSl 4 THAY 91.9 

分析番号 遺物醤骨 推定摩地 調留軍
期l ~IJ 骨 析

情 楠 震 砲事1 慎柵: E腫; 砲事;

MTN-4 4231 

3週lr宿宿山竪酔鮮群

HNHJ HNHJ 9 HNKI 42.6 。
MTN-4 4274 HNHJ HNHJ 3 HNKI 23.8 。。
MTN-4 4280 HNH、 HNH、 6 HNK 6 

MTN-4 4420 fSTY fSTY B WOMS 90 。
MTN-4 503・ ー台群 SWHC SWHC 5 WDTN 52.9 

MTN-4 3556 J群 WDTY WDTY 6 WOK8 8 
MTN-4 424< KZOB K;コB 8 KZSN 4， 
MTN-440 3664 1.横十 回相 HNHJ HNHJ 8 HNKI 39.2 
MTN-441 4120 WDK8 WDK8 5 9982 WDTY 19.6 18 
MTN-44~ ~28~ tヶ SWHD SWHD 5 WDTM 60.3 

MTN-44: 3536 

h哩hEm恩山里

、鴨 KZ08 KZ08 2.4 KZSN 22.9 
MTN-444 3581 E墜 KZOB KZOB 0.6 K; SN 26.0 。
MTN-445 454] も曹 KZOB KZOB 6.6 K; SN 46 

MTN-446 3868 fY rSTγ 4.9 、Y 80.4 。
MTN-44， 5470 E山零 WDTY WD 。 9999 W( )K8 19.4 0.0001 

MTN-44 国槽覇 HNH‘ HNHJ 18 HNKI 44 。
MTN-44 不 t 不可 不可

MTN-4 

l!F皇畑E室宿百笠E群1 

HNト HNH、 2.0 HNK. 24 。
M 1-4 HNト HNHJ 20 HNKI 42.6 。
M 1-4 KZC KZ08 5 KZSN 32.3 。
M 不 不可 不可

M 35 皿 風化 且化

M 2246 E畑宿酔 HNHJ HNHJ 5 HNKI 31.5 。
M N-~ 3498 08 KZ08 8 KZSN 25.4 

M N-' 35: 風化 風化 風

M TN-~ 3529 E島恩馳島騨 KZ08 KZ08 3.5 0.9992 KZSN 16.6 1008 

MTN-4 5076 1膚山群 wo WDTY 6 994 WC くB 5 106 

MTN-4 348: 有之 不可 平

MTN-4 231 

R彊lB盟柏島重重思陣笠重馳群亙-島-豆群

AGK AGKl 7 HNド 85.8 

MTN-41 4219 K K K; 56 

MTN-41 4301 HNH HNH、 3 HNK 24.3 

MTN-41 3486 KZ' K; 。 KZSN 。
MTN-4' 4倒 6 里岨宿1 HNH HNH‘ HNKI 8 

MTN-4' 4220 重由市1 HNH HNHJ 。 HNKI 6 。
MTN-46i 3449 里岨宿1 HNH. HNH" 8.4 9964 HNKI 0036 

MTN-46 4303 7墨ケ ?群 SWHI SWHC 9.8 WDTN 。
MTN-46 4734 置姻宿1 HNHJ HNHJ 3.5 0.9998 HNKI 4 0.0002 

MTN-47 2553 

国咽1 4 

主璽 不可 不可

MTN-4 HNH、 HNHJ 13.0 1 HNKI 43.4 。
MTN-41 3454 HNHJ HNHJ 15.0 HNKI 32 。
MTN-473 227 HNHJ INH、 HNKI 6 。
MTN-474 2288 KZOB ZOB 6.5 KZSN 26 。
MTN-475 2609 fSTY rY 4.8 WOMS 87.3 。
MTN-476 2409 HNト NHJ 3.6 HNK 19.9 

MTN-4 1851 HI NH、 4 HNK‘ 

MTN-478 ド可 不可

MTN-479 344: ド可 不可

MTN-4 1731 HI HNH、 18.4 HNKI 41.6 

MTN-481 。5: HI HNHJ 9 HNKI 25.5 

MTN-482 3439 HNHJ HNHJ 5 9担4 HNK 1056 

MTN-483 3769 HNH‘ HNH. HNK 34.2 

MTN-484 2460 HNH】 HNHJ HNKI 

MTN-485 3430 K KZOB 9999 KZSN 27.4 

MTN-486 486 HNH HNI HNK 20.0 

MTN-48i 350 KZ' K 4 KZSN 

MTN-4B8 34 11'I'j u昼J K 1く .4 rSl 65.9 

fN-4 4i 神 4 B島Ill.島群 K K 5 KZSN 53.4 。
MTN-4 44 不 有之官T 不可

MTN-4 24 箱羽l畑宿酔 HNHJ H O.999Y HNKI 16.4 0.0001 

M N-4 36 ，本ト用山酔 fSTY TSTY 4 WOMS 70 。
M N-4 3484 風化 風化 皿化

M N-4 2230 不可 弓之百I 不可

M N-4 3490 E姐宿 HNHJ HNHJ 5 0.984 HNKI 9.6 0.0159 

M N-496 317C 哩型J H IH、 H刈H、 4.6 HNI<I 25.6 。
M N-49J 4861 l姐宿 H IHJ H、IHJ 2.4 HNKJ 23.8 。
M N-498 25国

霊豊童重量
fY TY 5 WOMS 94.4 

MTN-499 505， H IH" H、IHJ 5 HNKI 33.5 

MTN-500 245< H IH、 HNHJ HNKI 23 

MTN-501 29‘ HNHJ HNHJ 5 98~ HNK 8.9 

MTN-502 3630 HNHJ HNH、 9.0 HNK 49.9 

MTN-503 724 HNHJ HNHJ 21.7 HNKI 37.7 

MγN-5倒 3541 有":::CiJ 不司 不司

む3
w 
w 
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rN-

rN-)78 

rN-;79 

rN-)80 

rN-

rN-;82 

MTN-! i83 

MTN-! ，84 
MTN-! ;85 

MTN-586 

MTN-5B: 
MTN-588 

MTN-5B9 

MTN-590 

MTN-591 

MTN-592 

仇~TN-59

MTN-594 

MTN-595 

M N-51 

M N-5! 

M N-~ 

M N-~ 

MTN-E 

MTN-E 

MTN-E 

MTN-f 

MTN 604 

MTN-605 

MTN-606 

MTN-607 

MTN抽 60B

MTN-609 
MTN-610 

MTN-6 

MTN-6 

MTN-6 

MTN-614 

MTN-615 

MTN-616 

N-' 
N-618 

N-619 

N-620 
N-I 

MTN-622 

MTN-' 
MTN-624 
M角 N-625 

M N-

M N-

M N-

M N-

M N-E 

M N-6: 

M N-6 

M N-6、
MTN-6、
MTN-63 

MTN-63 

MTN-63 

MTN-6 

MTN-6 

MTN-& 
MTN-6. 

MTN-& 

MTN-& 
MTN-644 

MTN-645 

MTN-646 

MTN-64"'i 
MTN-648 

遺物書ー

l島醇

:霊'島酔

‘騨

248: 
442!う
3， 
4468 B島群

5299 

2761 

t島酔

114 ケき群

11冒1

!lt 甘星ケ -騨

55436594 笠事，慣事笠科肪落盟星用宣田山ヶ十 軍空

50 
5048 

2626 tヶ台群

5024 Eヶ台醇

4970 群

516， E群

3489 

5091 

判 54 神 目島郡

3552 I神;島J 白島解

3542 

99 

05 

61 

↓58 
35，8 

3493 

3428 

4255 
429， 
3456 
渇46
42， 
499 

694 l星ヶ台群，6 h恩馳島醇

t島周酷晶醇

4453 I 'f'可

4685 

348' 

霊童
35 

34 

44 

42 

46 
18 叫崎山車

朝判E別'11図孝 信欄

思 it

K 

H HN 

K: KZI 

H 

H 
本 i KZ08 

SWH[ SWHC 

HNHJ HNHJ 

HNHJ HNHJ 

HNHJ HNH、

*HNH HNK 

HNHJ HNHJ 

KZ08 KZ08 

AGK AGK 

HNHJ HNHJ 

HNH叫 HNH、

KZ08 KZ08 

HNH、 HNH、

08 I<Z08 

HNHJ HNHJ 

SWHC SWHC 

HNHJ HNHJ 

KZ08 KZ' 

*HNH ... 
不可

KZ08 

SWHC S' 

Sl 

iNHJ HNHJ 

SWHC SWHI 

rSTY 

rY rSTY 

rY rSTY 

SWHD SWHC 

SWHD SWHC 

WDTY WDTY 

ネ WD WDI~8 

HNHJ HNHJ 

HNH‘ HNH. 

KZ08 KZ08 

KZ08 KZ08 

不可 不可

KZ08 KZ08 

KZ08 I<Z08 

KZ08 KZ08 

KZ08 I~ZOB 

KZOB KZOB 

くZOB KZOB 

くZOB KZOB 

;ZOB I~ZOB 

コ8 K:コB
くZOB KZOB 

KZOB K コ日
I~: コB K: OB 

KZOB K: OB  

KZOB K: コ日
不可

KZOB KZOB 

SWHD SWHC 

KZOB 比 OB

KZOB KZOB 

不可 不司

KZQB KZOB 

K KZOB 

K KZOB 

KZ' KZOB 
K KZOB 

KZ' KZOB 

KZOB I<ZOB 

不1 不可

了STY TSTY 

場白l "'1 分 斬

巨峰1 砲車‘ 慢補2 距雌2

風化

20.4 KZSN 57.8 

3.2 HNK. 24.2 

13.5 KZSN 63.5 

5 0.9999 HNK. 20.8 

3.2 0.992 HNKJ 10.9 

32.3 0.9999 KZSN 50.2 

WDTM 59 

3 0.9956 HNKI 24.6 

4.9 0.989， HNK‘ 9 

5.6 9676 HNKJ 

6 6485 HNKJ 8 

3 HNK 9 

9996 KZSN 2 

15.0 HN 2 

5.5 999: HN 6 

4.2 9956 Hれ

6.9 KZSN 4 

5 995 HN 9 

5 KZSN 48.9 

6 0.9422 HNKI B 

WDTM 8 

2 0.9999 HNKI 16.5 

5 KZSN 41.4 

O. B539 HNHJ 8 

平可

4 0.998 KZSN 16.4 

5 WDTM 102.8 

8.9 WOMS 98.3 

2 0.9976 HNKI 15.5 

4.5 WDTM 66 

W口MS

rHAY 89.9 
rHAY 8‘6 

4 WDTM 4 

4 WDTM 59 

999B WDK8 

6662 WDTY 10 

HNK 36 

9995 HNK 15.0 

2) 9996 KZSN 42.3 

12 9995 lSN 26 

不可

4.5 0.9998 KZSN 20 

2.6 KZSN 26.6 

22 KZSN 51 

37.8 KZSN 64.0 

6.6 KZSN 41 

8 0.9939 KZSN 2' .0 

'3.9 0.9976 K ;N 

8 K ;N 

4 K， ;N 

4.9 K ;N 

0.9946 K ;N 

3 
009999997 9 

K iN 

23 K: iN 

6.5 K: iN 

不可

6 KZSN 29 

8 WDTM 9' 

15 9999 KZS 33.6 

2， 9986 9 

5 974， 9 

30.8 ，3.9 KZSN 45 

21.9 69.0 

'4 KZSN 55.4 

4.0 KZSN 35.5 

26.5 62 
:可

1.5 1 W コMS 93.7 

沼'1 析
遺骨番号 推定直地 判刺例l別草'1群図 hii1l言語T 砲事1

W 1M 35s 3e65 0 0 -冒淘‘どSWHD 1 14.3 ?群

5 

910  

r.A干N-649 4144 ，W 

SAWGK H 23.日3 WDTM 4 。0.0073監
40よSb t陣 1

AGK 

4 

5326890 7 
曹

K 6 

7HHNAKY l 

00104 12 

191 3 8 科
H15NHI Y J 

N卜 0.986 

WOMS 28 

179 

群騨島群
くZI

WI 量聾 SSWWHHD D SbVvvVfH 寸
3 wc l仇凋

0006002319 3 1 
9ut9d8r3 1 

HHHNNNKKKJ l l HHHNNNHHHJ J J H サHJ 9 
13 ~了TTTTNNNNN -----666666666523 9 0 1 9Jb9 

ι ヨ3Eo。EE苦。二言四E 二す

門kZNSANd 
37.0 

KH2 f 
K 

8.6 

包島群

9 岨E
!刈μい川語補楢軍事・確槙担槙肪姻畑聞星畑j槽槽南宿ヶ群騨群軒台辞 HN 1.2 '.U 999~ 

HN 

「「NN--

4 

HHff、、
~ .6 HNH~ 1.3 

9998 。HNH‘ 3C 

砲事2

。。
日

0.0001 

0.0072 

0.000 。
0.003 

)304 

220 

。4
。B
04， 

005 

0.056 
6 AG 

39.6 
K1 ZHOAB Y 

21402 1 
0.9999 WOM  

5C 

W 
s平W官H 

有ミ=可|不可

0.0001 。
0.1446 

1:不雪 不可 不

一→
不一

U 000 00UU13υ~I 
SAHィWGN、KH肉HJT J D 

1.9999 
不可 "、ロ

HN~ 69 

譲
AGK 

4 3 
WC 'M 59.2 蝉

HHNNHHJ J 
HNKI 8.9 自白』‘.. 4 '.9859 
wc くB uuu 牒32 WC 4、

0.00 。
。
0.0口18

t則υl
HrwNwrHtd J 

9999 HNKI 
.sU/o 

HNHJ 45 
υvu 

υ0υ1U2之2 

HHNNHHJ J 

675 7 
ゆ8 HNKI 

12 
HNHJ 

NK 98 333B 
6 INK 28.4 

HHNNKKT l 
17.8 uuu HNHJ 叫H‘ .5 9999 

66 
5 '005 

0004 

9978 INK 13.8 

日DDD00101025 12 1 l ZミKHHHコVHNNNVNHHHHHJ J J L HHNNHKJ l l !g 7 
INHJ 9.0 

自畑間鴨

9 U."旬日 INK 

19.2 
lit歪根掴豊畑畑重宿宿E騨酔E 

1.4 NK 19 

'05 

0.0002 。。
。

'M '" 
;豊亙墨i 

*SWHNH卜[ SHWNトKI 
0.7424 NH‘ 9 盟g鳳E重岩ヲ'壁崎苦言一群署手一 一一

111731 0 3 2 

92 
4 

0.9977 HNKI HNHJ 
HHNNHH、t 

5.5 

瞳
4 。

HNKI 20.5 

3314 

HNK 48 HN IH、 28.6 
不可不意

8 4 7 HNK 21 

上:5 壬王亙三

四割

HNHJ 
HHNNHHJ J 

寵
824 

車
HNHJ 

HHNNHHJ J 
5lu O 6 1.9219 

HHNNKKJ t 158 
HNト

8091 I W不D可TY 15.6 I 0.1909 

3H1457 5 

ド可

4 WI WDK 4329 

。
0.006 

0.0024 。。
1054 

0003 

1045 

'4 

H旬N、KaJT 
88.0 3KT 6 

5535016 2 司三IE柏崎圃
A' 

)25， 
0025 

6 
u O0u 0uυ05 b 

HJ 
「HH旬NN、-rHHtJJ J 0.9995 HN 7 

WHDNTKM l 
16.6 

l畑宿 HNH、
5 0.9995 

50.5 

4: 
HNト

19 

不可

.. 
3明

HNKI 5C 。藤
4 04 

H不N可HJ 
、ロj

27.9 
18 63 I巧ミ3

19 ~79 

。。
日

。 2盟三~斗 旦6 1 "'， 、々OJ 不可 斗 斗」ユ ム 」



毒
書簡

め
事

MTN-793 I 3223 判判別別群図 L一 別

M I N-794 HNH、 明斬
MTN-795 方之官T ，干 O z.盟k

MTN-796 I 4デミ9ヲ7940 dK1 47 R M 斗靖UJ割 FS- 0998B 可

-MTNト瑚 E化 E3a瓦巴z一 9 一E位 mno on 側

31宣著書事情措 4 附 手E

重量誓彊童三 E1 0 議 調4684 5 09989HNK1 4 

自室 0.9914 I HNKI 

ll l l anTTTNNNw----6 B 8 B W F揖 SWHE HNHJ 9 0. 不可ケ合軍草 RIMHf? SWHD 145 。nnnつ
44 W1 60  

問u盟γ.，主_0唱主勺 3998 RKWZOHB 口 KZ コE 6 WHDNTKMl 79 0 υ O 

監日捕者す t同ドは盆箱事菖~梱根檀調回・蝿畑畑せ小旬目宿宿H潔宿E・沢酔曹騨. 騨 WE WHHNNOHHKE J J 14 6 9998 WKZじSTfN 5264 0 0 nnnフHJ 894:WE  TK212  0 

HNHJ 14 26 3ET-1 
99制 HNKI I 24.9 0.0而百一|

H風N化HJ 風化 9999 i1NNKK‘I I 25 言語言-

N- 44370783 神 HNH 1 8  E4ヤ--;

M1N-822 31 量量語掴孟生審量量亙二 H75Nl 10 NK 5181 69 0 0 
432K KHNH、 H1 1 50  THHNAKYl 9230  

ヨ
4ー615498 80 0 18600012 7009998 H1JHd 801119 

A HNK1 19n  nnnフ

KZOB I KZOB I 19 

斗;~~~n! ~白K6 KZSN g  
334 rM 18 HN1589 

トdD- WOJHKBL139 818BWl Y 177 0口n00114803012611 1 E 1 

~監肪E方皇星星之ケケ 騨 SHWNHHJD SWHl 5 9999 NK O 
騨 宍U 9 W 5 

目E 醇 ~;;:;~~ I ~;;:;~~ r--ーヱニ主 fM I 77.5 
HNHJ HNH1 1E20  

町E山 EM至岨醐亙 玉石 22 IT H JHJ 20  HNK 0 0 0 0 0 

3551680 6 HNHJ Hト刷、 刷 3 

331:靖e 86HNK1 

rN-842 I 436; 平 寸J 29  HNKl 9 一一→

MaiaT7NM--8a4d43A 321; 弓ミ 9 
M問了l川N-8甘45 46 不可 。

瞳事需同;票 旦
i'i0294768 15 HHNNHHJ J HHNNHH121 1 MTKM l 

H 0 吋KI 21.2 

MTN寸 HNHJ 0004 

旦M主自 主ZU 2H至M正出包 旦M旦旦山土 43 帥M 4 54 1 

MM NN-485556WwHNDnHTTJ  Y V WHNDHT、Y23491 009999298 9HHNNKKl! 5000001 2 

明書532 鳴く日
晴補者 *HHNNHHJ J WE  3 86 ~宣宿T盟N高主石胡坐亙 叫 0 ー0附 刷 古 問河。写す

AHHRNNKHHT J J 36 1500112 
HNKI I 30.2 I 0 

石開すN同臨扇 市側諸苛 5一石川雨 16 百南
不可 不可 9996 HNF1 65 000日00DC0411  1 l 

l遺物番号 権定車地 判判別~q群図 司自J >>，) 骨 折

構楠1 距櫨1 砲事 慎補2 距植2 砲車2

MTN- 2875 箱 HNHJ HNHJ 8 9985 HNKI 16.4 15 

MTN-; 4268 神 B島醇 KZOB KZOB 9 KZSN 36 

MTN-72 5233 天 AGK AGK 6.0 HNK 81.5 

M N-724 4459 KZOB KZOB 6.4 KZSN 42.9 

M N-725 

警轟喜警三

HNH、 HNHも 6 HNKI 24.6 

M N-726 4456 KZOB KZOB 14.4 0.809 KZSN 16 191 

Ml N-72i 5744 KZOB KZOB 2.5 KZSN 29 。
Ml N-728 5049 HN~ HNH HNKI 21 

M N-729 31 HNト HNHJ HNKI 24.8 。
MTN-730 4460 有之1 不可 不可

MTN-j 44 HNト HNH、 4 0.9997 HNKI 14.5 0.0003 

MTN-732 29 HNHJ HNHJ 4 0.999: HNKI 8 0.00国

MTN-733 2802 HNHJ HNHJ 10 HNK 26.2 。
MTN-1 29 f星ケ S群 SWHC SWHC WC  59 。
MTN-7、 4; 11罵U WI WC WI 29.9 。
MTN-73 48 

重直謹溜亙量震Z重重主E二-二主二-二

HNHJ HN 0.9949 HN 6 0.0051 

MTN-1 HNH" HN HN 4 

MTN司 HNHJ HN HN 

MTN-73 NHJ HN HN 8 

MTN-740 HNH‘ HN 14 9746 HN 6 )25， 
MTN-741 AGK AGド 12.2 HNK 79 

MTN-742 HNHJ HNHJ 5 HNK 5( 

MTN-74 HNHJ HNH、 2 HNKJ 20.9 

MTN-744 2852 HNHJ HNH匂 3 HNKI 2， 
MTN-745 3760 4市 l TSTY rs 4 WOMS 91.0 

M rN-746 2898 要虫IB! HNHJ HNHJ 0.3 HNKI 22.4 。
M fN-74i 3200 

国晒4 1 

HNHJ HNHJ 3 0.9986 HNKI 日 0.0014 

M N-748 281 HNH、 HNH、 40.9 HNKI 。
M N-749 2900 HNHJ HNHJ 3.5 0.9972 HNKI 12 0.0016 

M N-i 3199 HNHJ HNHJ 3 HNKI 29.3 。
M N-7 1234 HNH、 HNH、 4 HNKI B 。
M N-J 5524 TSl rs 2 WOMS 90 。
M N-7 3168 瞳畑f HNHJ HNHJ 4.2 0.9999 19.4 0.00 

M rN- 124， 不可 不可

M rN-1 週四宿群 HNHJ HNHJ 6.3 28.4 。
MTN-7 4473 不可 平可 不可

MTN 4643 箱積畑宿酔 HNH‘ H 

MTN- 536~ 天揖相師事 AGK AI HNK1 82.3 

MTN-7 4545 箱穣姻宿群 HNHJ H →J HNK 

MTN-

議
HNH‘ H 998i HNK 4 108 

MTN- HNHJ HNHJ HNKI 21.6 

MTN- HNHJ HNHJ 2 HNI< 36.9 

MTN- HNH、 HNH‘ 8 9998 HNKI 20.9 。2
MTN- HNH、 HNHJ 12 HNKI 43.6 

MTN- HNHJ トiNHJ 6 HNKI 24 

M HNH、 寸NH‘ 4 HNKI 29.5 

M' HNHJ HNH， 7.0 HNKJ 31.9 

Ml 3192 H 吋NHJ 3.4 HNKI 26 。
Ml 31・ H 寸NHJ 4 HNKI 9 。
Ml 45< H HNHJ 2.0 HNKI 18.5 。
MTN-771 27 A' A( 4.9 HNK 80 。
MTN- 54! A' AGK HNK 75 。
MTN 30 HN凡J HNHJ 4.0 HNI<I 25.9 。
MTN-714 4452 111' HNH、 HI 9 HNKJ 。
MTN-75 3965 HNHJ HN 4 HNKJ 23 。
MTN-776 3129 HN 12 HNK 8 。
MTN-7 2910 HN HNKI 。
MTN-778 316， HN 8 0.9505 HNKI 9.4 0.0495 

MTN-779 16 K KZC WOMS 45 

MTN-780 3705 fSl 9 WOMS 。
MTN-78 4: 山 WDTY 9753 WDKB 13 024i 

MTN-782 3245 

書重器重器量窒

rY fSTY B WI 86 

MTN-78: 18i HNH、 HNHJ H~ 19 

MTN-784 5469 HNHJ HNHJ 6 9S52 15 

MTN-785 2105 HNH‘ HNH、 999i 15 

786 19 HNHJ HNHJ 26 53.0 

454， HNHJ HNHJ 28 5 

7SB 321 l畑1 HNH‘ HNH‘ 8 

789 5300 J拍 1 AGI< AGK iNK 64.3 。
790 447 畑t HNHJ HNHJ HNK 24 。

fN-j 5051 畑t HNH、 HNH、 HNK 8 。
MTN-79~ 3328 !I費削 HNHJ HNHJ HNKI 22.0 。

w 
w 
(.)1 
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分析番号

MTN-865 

MTN 866 
MTN-86J 
MTN-868 

MTN 869 
MTN-370 

MTN 
MTN-872 

MTN-8: 
MTN-874 

MTN-875 
MTN-876 
MTN-8ι 

MTN-878 
MTN-i :79 

MTN-' 
MTN 
M 

M 83 
M 同

85 

86 
N-

N-8 

N-8 

MTN-890 
N-891 

M N-89: 
制 N-89 

M N-894 
M N-895 

MTN-896 
MTN-89; 
MTN-898 
MTN-899 

MTN-9口
MTN-9日
MTN-902 

N-90 

N-904 

N-905 
刈-906

N-90J 

rN-908 

M TN-909 
M TN-910 

MTN-91 

MTN-91: 

MTN-913 
MTN-914 

MTN-915 

MTN-916 
MTN-9 

MTN-918 

MTN-919 
MTN-920 
MTN-9~ 

MTN-9， 
MTN-923 

M N-924 

M N-925 

M N-926 

M N-9~ 
MTN-928 
MTN-l 

MTN-! 

MTN-! 
MTN 
MTN-
MTN 

MTN 
MTN-

遺骨番号 抱 定 産 地 判判別別解図

4012 

事羽重竃宝椙根田盟剣小畑量宿宿潔豊群沢酔軍一尊

HNHJ 

464 WDKB 

4858 HNHJ 
3218 HNHJ 

527 里 1堕 AGK1 

5: 檀4 骨11 AGK 
322; HNHJ 
183i 111 HNH 

335 HNH 

225 HNH 

289 =司

374 l坦宿酔 HNH 
'94") l畑宿酔 HNH 

.699 !小諸国沢群 WDK 

5176 
21旦田里小山沼里沢-群

WD  
5259 WDKB 
;529 

議f
wc 

174 AC 
515 KZC 

290 wc 
HNl 

640 AGK 
824 HN卜

HNト

HNHJ 

5078 官群 HNH. 
3786 E群 HNHJ 

3788 

皇笠箱箱室笠視根盟盟畑畑主宣宿宿笠笠群騨

HNHJ 
，899 HNH‘ 

385 HNHJ 
HNHJ 

358 KZOB 

226 箱報 HNHJ 
輔事 HNHJ 

4131 李白E 1群 WDKB 

緬 HNHJ 
90， 

|川H輔箱事事担槙根担畑畑畑畑禰宿宿宿群" 騨騨

HNH叫

646 HNH、
198 HNHJ 

310 HNHJ 

2897 HNH、
541 WC 

52: AGK 

278 AGK 

319 HNHJ 
319 箱 HNHJ 

523 天 AGK 

緬 HNHJ 

町11 HNHJ 

1'11 HNHJ 

HNHJ 

111 HNHJ 

~II AGK 
HNH、
AGK 
KZOB 

ヰ HNHJ
箱根l HNH、

28 AGK 

和田 WDKB 

2770 寸NH、
48 寸NHJ

54 3WHC 

37 ;WHC 

55 "iNHJ 

31 HNH、
37 HNHJ 
4 WDTY 

3196 HNH、
3704 HNHJ 

3066 HNH、
4900 不可

学j SIJ 分 析

幌欄1 臣圃 調1.1 慎帽2 距障:

HNHJ 8.6 HNKl 27.2 

WDKB 13.3 0.9204 WDTK 14.5 
HNHJ HNKJ 
HNHJ 6 HNKl 39 
AGlく 6 HNK 86.8 

AGK 9 HNK 9‘呂

HNHJ 3 0.9999 HNKl 22 
HN 6 HNK、 26.9 

HN 4 996~ HNK 

HN 4， HNKI 78.3 
不 不可

HN 9 9991 HNK 15 

HNHJ 3.2 HNKJ 

WDKB 9994 WDTK 

wc 21 WDKB 
WDKB 。 8841 WDTY 

wc W くB
AG HI 

KZI K SN 

WC 0.9992 WD  く日 8 

Hl 0.9996 HNKl 28.9 

AG1¥ 5.5 HNK 87 
HNH、 5 HNK1 20 

HNHJ 9.8 HNK1 29.2 

HNHJ 。 HNKI 39.2 

HNH， 0.9999 HNK1 26.9 
HNHJ 6 0.9946 HNKI 

HNHJ HNK 
HNH、 4 9999 HNK 

HNHJ 9999 HNK 
HNHJ .9 9995 H 

OB 4 K: 

HNHJ 4 
HNHJ H 1KJ 5 
WDKB 9998 W 了K 23.3 

HNHJ 9999 HNK 25.6 

HNHJ 5 .9873 HNKI 9.4 

HNH‘ 9 HNKI 25 

HNHJ 5 HNKI 26.2 

HNH‘ HNK， 24.5 

HNH、 4 0.9998 HNKI 
WDT 0.9721 WDKB 9 

AGK HNK 101 

AGK HNK 65 

HNHJ 6 0.997 HNKI 15 
HNHJ HNKI 25 

AGK 6 HNK 46.0 

HNHJ 2 0.9999 HNKJ 18.6 

HNHJ 6 HNK. 8 

HNH、 HNKJ 24 

HNHJ B 0.9943 HNKI 

HNHJ 6 Hト 5 

AGK HN 4 

HNHJ 3 

AGKl 5 9 

KZOB 官、， 9999 8 

HNK 10.7 8385 

HNH、 14.9 35.6 

AGK HNK1 55.5 

WDKB 8.5 9982 WDTY 4 

HNH‘ 18.5 HNKI 34.6 

HNHJ 5 HN 37.5 

SWHD 6 WC  fM 43.6 

SWHC 。 9999 WI rM 29 
HNHJ 999B HN 29 

HNH‘ HNK1 29 

HNHJ 1 9998 HNK1 15.3 

WDTY 2 WDKB 46.8 

HNH‘ 15 HNK1 34.5 

HNHJ 0.3 HNKJ 21.8 

HNH、 34 HNK1 54 
ミ可 ヨヲ豆

分析番骨 遺物番号 推定量地 判判EBUlll 群図
単l 見。 分 折

構補1 JIlO. 砲車1 慎 補2 距腫: 砲 車 :砲車;。 MTN-93i 5527 I不可 平可 平可 不可

0.0796 MTN-938 43叩 KZOB KZOB 25.4 KZSN 51.6 。。 MTN-939 437: KZOB K コB 4 KZSN 41.4 。
MTN-940 3718 不可 不可 不 可

rN-941 3487 神員 KZOB KZOB 2 KZSN 。

璽望書量聖書

rN-942 3190 HNH、 HNHJ 5 Hト

rN-943 3067 KZC KZOB 2 1 K: 。
N-9'" wc WDKB 8 0.93; wc 5 。凶29

~-945 4! K: KZOB K 
リ-946 4462 KZC KZOB 3 0.9998 K 19.6 。2

0001 

可 94 4646 KZOB 0.9979 KZ 20.4 ぺJ21
、j-948 4448 不1 不可 有之

MTN-949 5286 聞置ー皐ヶ台醇 SWHD SWHC 15.8 9991 WDTM 25.9 0003 

M rN-950 361 

口正l川市i施実実事百咽櫨檀担柏亙柏畑畑亨崎宿槽崎否群群酔騨吾

AGK AGK 8 HNf 8， 
M 'N-951 。1 AGK AGK 4.8 HNf 89 
M "N-952 HNHJ HNHJ 7.8 HNf 40.3 。
MTN-95: 85~ HNH、 HNH‘ 9 .9999 HNf 18.8 0001 
MTN-954 920 SWHC SWHD 9 WDTM 80.3 。

00 

159 

MTN-955 465 KZOB KZOB 6.9 0.9999 KZSN 25 0.0001 
0.0008 MTN-956 116 101<1<<11 AGK AGK 4.0 HNK 78.9 。
。∞04 MTN-95i 4238 KZOB KZOB 6.4 。くZSN 25.4 。。 MTN-958 5082 HNH‘ HNH， 。 HNKI 。
0.00 MTN-959 5363 HNHJ HNHJ 3.2 HNKI 6 日。 MTN-960 3214 HNHJ HNHJ 2.3 HNKI 。。 MTN-961 3261 HN HNH、 9 INK 。。 MTN-962 4979 A( AGK 4.4 HNK 5 。
0.0054 MγN-963 5296 鹿山寧 W[ fV WDTV 3.6 WDK 5 。。 TN-964 298 キ 不可

TN-965 278 雪畢ケ台醇 主N、HC SWHC 4.9 W 61 

0.0001 TN-966 5618 実 E柏崎騨 AGKl AGK 2 HN 60.9 。5 TN-96: 5620 実 R柏崎群 AGK AGK B HN 90 
TN-968 3296 曙 E咽1冒騨 HNH、 HNH 14.5 9999 HN 29 。1

MTN-969 175 不言 不司 不司 不 可

MTN-970 754 実S史柏崎醇 AGK AGK HN 39.6 

M N-9; 763 天羽R柏崎騨 AGK AGK1 6 HNK勾 67.7 

M N-972 芙 民柏崎群 AGK AGド 12.4 HNK 38.6 

0126 M N-9i 595 不官 不可 弓ミ 不可

M N-974 ヰミ官 不可 不 有之。 M N-' 実 f柏崎群 AGK AGド 4 HN十 70.8 

M N- 不 不 可 不 弓ミ

0002 M N-' 平 不 可 不可 本

0.0279 M N-! 不 不可 不可 不。 M N-! 芳三j!柏崎醇 AGK AGK 8 HNKI 70.0 。。 MTN-980 5629 不1 不可 三モ:-r
0.0018 MTN-981 5644 平 t 不可 不可。 MTN-982 5778 田・ Am  AGK 9 HNK 50.8 。
。 MTN-983 174 HNf HNHJ 15 0.9996 HNKi 26 0.0004 。 MTN- Am  AGK HNK 45 

MTN- AGド AGK 8 HNK- 81.9 。 MTN- AGK AGK. 3 HNK 5 

0.0056 MTN- AGK AGK 20 HNK 9 

MTN AGK~ AGK 2 HNK 59.9 
MTN- HNH、 HNH、 6 HNK 9 

MTN- HNHJ HNHJ 4.0 HNK 24.6 

MTN 面相l姻 1 HNHJ HNHJ 3.0 HNKI 23.3 

01 MTN- 首相i畑マ HNHJ HNH、 。 9992 HNK 。s
16 M N- illUIII! HNHJ HNHJ 。 9991 HNK 16 

M N-994 3288 画祖l畑宿' HNH HNHJ 2.0 HNf 26.0 

M N-~ 32~動 不可 平可 不

18 M N-~ ~281 i畑宿酔 HNH HNHJ 7.0 HNf 45.8 。
MTN-~ 568 柏崎群 AGK AGKl 4.0 HNド 56 。。 MTN-C ~26! ヰミ百1 不可 有之

MTN-! 5i l柏崎群 AGK AGK 3.0 HNK 47 。
0.0001 MTN-1 l姻宿酔 Hr Hr 24.0 4: 。
0.0002 MTN-1 109 2千 'f 

MTN-1oo2 ;761 

盤柏畑坐宿崎笠騨輔

A( A( 9 8 。
rN-1003 Hr Hr 0.9997 14.8 。
rN-1004 )692 AG AG 52.5 

。
0.000 。。 rN-1005 5666 天 岡・ AGK AGK 16 HNK 91 。 TN-1006 5652 芙 回・ AGK AGK HNK 79.4 

TN-1007 5359 実事 同・ AGKi AGK- 2 HNK 63.8 
MTN-1008 ns 箱本 咽相 HNHJ HNH. 6 HNK 



三塁
誼

冷
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制 llJJ 分

祈三豆館a鉱幽亙魁王ヨ. 1」τ亙6 L 砲二事了

分析番号 |遺物番号 権定湿地 判判別sIJ図群
慣楠1

6.0 HNK AG AGK. 

際ぞ轟
114.0 0 

HHNNK K AC AGK 。
GK 10.0 

-INK GK 5.0 
寸NK

144 0 0 0 
AGKT AGK 23.0 

HNK !日

AGK 
1.9 GK AGK 1900  0 

HNK 

M M 

，，674288 天実S亀 抽
AGK 

fN-

，GK AGK 
HNド

fN-

556694 63 芙箱天実
AHGNK H 

2 
fN-l 

AHGNKH1 L 

N TN-

AGK A白K n 、J
HNI 。

fN-l 

Am  
TN-

AGK 
9 

D O  O 

fN-l 5645 
、GK

2 HN 
ト fN-lυ~ 55674039 天頁 AGK. AGI 

HN 

Hト 。
AGK AC 6 

HHNNK K-
5; 

NNN --

76 
AGK 

A 
860 0 

HHNNKKT l 
16.0 0.0025 

AGK 
HNHJ 0.9973 

64.0 
HNH、

79810 0 佳 二

rN- 329 

AAGGK K 
AC 。

HHHHNNNNKKKK1 1 1 l 
時 ..0 

26300 0 ト十一一-1

563 
AGK 

1.0 
564 

AGK 
:.0 

4 

I MTN !!:!!!..! 
HNH、 HNHJ 

同
14 日0022~γTTTNNNN----1 1 1 1 

3274 
s 

75 AHGNKHT J 
HNK 

制

AGK 

73 -INK 、GK 3 
寸NK 6・

TN-l . 
AA〈〈

KKT T 
、GK 。

監 AAUGKK 戸
HNK 

旦嗣
AAGGKKT T 

2 
1 HNK 

5飽 7
AGK 5659 

3tlf帥山曹
WAGDKTT Y 

AC 
0.99 W 

5689 

VHVNDHTJ Y OB52 羽田

WDKB 。

二J二百0互oe E回E10亙二二笠14亙二二~ 
MMTTNN--1 1 

ーヨ'.R孟

HNI< 一。
WD丁、

9 ，992 
i.O 

HNH‘ 

HNK 
12 

AGK 
HNK .0 

1.0 

N 
AGK 

5 HNK 。AGK AGK 

， .0 
曜日51

129 57C 

HHNNKKT T 
99.0 

130 

AGKT AGK 13 
N- 56 

1 7 

lti!:l ヌ

H.、
ト トー

MMTTNN--1 1 

11 
!>o!:>H 

ttll盤柏柏畑坐宿崎崎笠鮮群群
KT 

MMMMMTTTTTNNNNN----1 1 1 1 1 

5。。6283429 

HHNNKKT J 
1.0002 HNHω O.999B 5567083 6 

A白KT A( :5 

HHHNNNKKK1 1 1 
9 

BB 。
570 

AAE C 
B 

BO 。MMMTTTNNN---1 1 1 
562 

自6帯電 くT AG 

。
5638 

AC 
1 HHNNKK-『 。AAG G 

AC 10 
BB くT AC 1 

NK 9 

NN--1 143 

61 
N-l 

AI A( 
R圃l石!石

NK 66 

N-l 

llNNKKT T 
64 

N-1146 1 4 

薄E薄同櫨地商弱滑柏・L AAGGKKT T 
A 

91 

rN-1147 I 5日

AGK 16 
HA 105 帯主言 5b666f50 9 

)，0002 HNH、 iNHJ 
司ミ時計量 弓ミ買I ミロJ57 ド司

場開l l 析 倒置岬"l

分析番号 I遺骨書骨 指定庫地 判判HN別BlHl留群J 1 H慎N補H1J HHNNKKT l 

MTN-l盟 は 理扇面器通 岬 豆墨江E O ど匹 L

臨書量諜
扇一 E主陣ケ騨台酔 A〈 AGK 95 0 0 ! 4 

A4 不可 46.3 0 0 

M 『 5 092 A = 可 4V 00 H4 NN K K 1 ; 4 9 二互。E O 。。M
MMTTTNNN---1 1 1 556726U 4 A  JH、 O HNK4t12 

Hl A〈 10 THA町

AGK At HNK I ~~~=~~;~632 I ;<;I<<la..." I AI訊 A〈 HNK6  

凶LMとよTニii=ヨ二三旦と2と呈 AGke AGK 3 

AGK HNK 000 τM 万IN可:;凶E 叩 AHmNk凡 5 4 す0 

MTN SWト 14 WE「M 49 

M lケ S AG14 '6 0 

TN- h日K HNKT4 0 

|旦工出 66 AGK A白P HA 9 0 
1 MTN-:_1 買 H~ 
MTN-1 573E 天 HJ H NS  

UTN-1 AGK AC 2 HNKI 3410 5 

MUTTNU-1れ15628 A O HNKU 80 

mMTHNr-1E11546069E8 回lIlI.幽 AGK AElH、 O O H1653  18 

曙 5674 自a AE l O H 49 

5681 AGK 0 608 

5759 3・ AGK AGK 0 90 

届 53 AGK A〈3K O l 5 
5654 AGK 。
576 AGK AGK 864 3 

M AGk hGK 5 

MMTT.aa55772  6AAnGKu守T AGK 0 1 746 5 

A山白K町 T H 54 0 

盤 臨 ん茎2阿ZAASGKK 2 4 NK37S2EE  3aJo u 二二二

AGK50  9 J9 0 0 G O E 
A K T6  HNK-o  

517 3K AGK 10 1 HNK 8 
158 I 5615 予E AGK1 | AC U HNK 

159 実夫 AG K1 AAE 〈 4 0 H N K 8 0 ハ

防口 実 支A配(;，、 I~訊 HNK }35 v 0 

832 A13K 90  O Uど>49
MMTTNN-H 1 d AUGMKU T AGk 1 5 0 HUNMHνJ ， 180  

'25 1占 H円 N川 K、J I ~6:~ I 0.0022 

I"N芹FZZJ6 HNHM 6 HuN，、，KVJf 00001 

冒

E曹置理Z ' 司 寸J HNHh 2 H円 N刊K、J， o D 

328 AHHGNNKHHγ J J HNH‘ 9 I 0 
261 5 0 

~TNーはts 3 HトKT 6 0 

~TN-l071 I 502 久G AA〈t H『 62 0

S UK246 暦霊 童霊童 TE 乞

I打WM、A1TTNN・---1100u778o 7 5 ー岨南田 AHGMK H ACJHh 1083-0 0O0 01 9998 HHNNK K 16 )0002 

l 1 TTNN--1100875E 3287 

むこ〉
むこ〉
--.l 



心。
ι心。。

遺物書骨

MTN-1l5， 56 天 問H酔

MTN-1，54 58 ，手 U群
MTN-1155 5; 天匁 抽帥群

MTN-'156 58句 実1 由時騨

MTN-115; 291 ヌミ1 閏・P醇

MTN-' 158 I 561 実相
回鳳帥柑騨割冒騨

MTN-1 159 I 55: 箱割

MTN-1160 57 有て1

MTN-116， 571 不可

MTN-116: 57! 不可

MTN-1163 57 不可

MTN-'164 不可

MTN-，，65 不可

MTN-ll66 不可

MTN-l16 不可

M N-l168 不可

M N-1'69 不可

M N-1170 不官

M N-' 
M N-' l44 畑槽'

MTN-' ?騨

MTN-' 掴f
MTN-1 139 田・
MTN-1 l36 拍・

MTN-' 国'
MTN-1 )34 田・
MTN-1 6070 陥・
M N-1 6120 同・

N-1 6069 由a
N-1 5816 

N-' 6 
N-1 606: 

MTN- 6039 
MTN 186 I 607 
MTN-ll8 59 咽羽

MTN-1188 6078! 置しケ 群

MTN-ll89 自陣{

MTN-1190 間."

MTN-1l9 噛峠 j

MTN-119: 

車
MTN-119， 

MTN-l194 

MTN-1195 

MTN-1196 '22 
MTN-119i 79 
MTN-1198 19 E揖 相 陣制

MTN-1199 5784 I箱 l姻宿鯛

MTN-12口 6074 天 湘 崎群

M 20 786 1箱 畑晴騨

M 202 5740 開 墨 ヶ世群

M 1203 S184 箱 岨f冒騨

M S120 不

M 6118 実

MTN- 603 突

MTN-l 6126 天

MTN-l 6067 
MTN-1 607 

MTN-1 5802 

MTN-12 5785 
MTN-121: 王、
MTN-
MTN- 58 

MTN-
MTN- ，84 l畑判

MTN- 584 

MTN-

MTN-1 Eケ雪軍軍

MTN-l 125 Eケ雪酔

MTN-l 6123 開E lヶ台騨

rN-l 5826 I Olt lヶ台騨

MTN-1 5804 暗省E畑宿酔

rN-l 579，箱 E畑宿酔

出il属 棋補1
AGK AGK 
TSTY rSTY 

AGK AGK 
AGK AGIく

AGK AGI< 
AGK AGi¥ 
*HNH" HNKI 
ヰミ盲I 不可

不ま 不可
有ミ1 不可

不言 不可
弓之官 不可

不 不可
弓三百] 不可
有て 不可
巧ミ 弓て百7

不 不可
弓ミ 不可

平 不可

HNHJ HNHJ 
SWH[ SWHC 
HNHJ HNHJ 
AGK AGK 

AGK AGKl 

HNH. HNH、l

AGK AGK 

AGK AGK 

AGK AGI( 

AGK AGK 
HNHJ HNH、

AC AGK 

AGK AGK 
AI AGK 
AI AGI< 
HNHJ HNHJ 

SWHC SW判l

AGK AGI< 
AGK AGI< 
AGK AGK 

SWHD SWHI 

AGK AGI< 
HNH、 HNH， 

AGI< AGK 

AGK AGK 
AGK AGl<l 
AGK AGK 

HNHJ HNH. 

AGK AGK 

HNH. HNH. 

SWH S¥' 

HNH H~ 
コ干

AGK AC 

AGK AGI 
AGK AGK 

AGK AGI< 
AGK AGK 

rSTY TSTY 

HNH、 HI ，H、

AGK AGK 
AGK1 AGK-

HNH、 Hr ，HJ 

rS1 rY 

HNHJ HI ，H、

AGK AGK 

HNHJ HNHJ 

SWHD SWHC 
SWHC SWHじ

SWHC SWHD 

SWHC SWH[ 

HNHJ HNH‘ 
HNHJ HNHJ 

?1 '" 暗中L...有明ど推定量地 判判別別騨図 r雪-量E耐7 盟 U 

骨折制|遺物制 ・明 暗躍 HNHJ I HNH‘ 1 す.9966 I H京I 22 t茄百

4TNJ bU l UMl HNHJ 15 す~亙Fア翌冒予 寸茄12

時 著書轟遁立 ; 器市

壁一重叫ん端J

期l 即j 骨 斬

距腫1 砲車 慣補2 距・ 砲車2。 HNK 
2.0 WOMS 
3.0 HNI<1 。 HNK 

6.0 HNK 76 。
5.0 HNK 43 

8.0 0.7798 HNH. 9 2045 

不可

不可

不可

l
lll|MM MMMTTTTNNNNN-----1172 2 z 2 2 JZmE ー F こ旦1 王は一守 豆則IY 互。

J3 0E 句7U 9 l1 ケ』ーl群群 1 SS WW HH D D S W H E td WWD U 

I9 〉U6 4NKT 

I AAASGGGWKKKHT T T i AGK 
百宙宮 山 室ニ旦 込盟主瞳星雲 1J'H‘SKN2WtH、HJ1 D VVE 160 1345JZ MM1 240 ，Y9 3U I U U 

明uTTNN-11224445 〉-Jiー36一 H 90 UM 1060u  

咽宿 A 16U  0 VVL bg u 

直型ユ Eケ 、ロJ 町 '旬、ロjLM士型ヨ ィ、ロj 小町

I一刊NNNN----1百1 1 1 十円回J 旦不可 -ィ士、旦何 )，0013 

平司 有之' "々、、ロJ ZL5 0 HNK1 20 J 、u、u、unu，、

b" HNH、 HN円、 9 υU ヨヨ夢。 HNI<I 2b J 白、UUUL 

謄 量著書量著書 2 1
主旦 圭4旦叩霊聖旦童書止旦旦旦盟型 主互 主主盟告詰 -2 

時器霊 三山亙EJ 玉o 4主笠E 三 -E亙 」JL主一一旦..司.・...・;;;:、d• HNH U 

MIN叩 3WF e  k u u i 

I<ZOB I K~日 55.0 I 0 
置出

陸 ，、Tι、冒Jロ 1 I W不u可 ニ旦 4盟 LI

tth 己 主主ゴ
5307 I '1之官 U 

N-'274 I 63C 可NH.

重重量 孟 A E 

正霊旦白E目L霊ご1笠E 音童笠告竺 宣盟室主主1二 3-時f塁皇旺出王 室盛巴E宣E 2-t 0 誌」H 器悶 で

不可
耳ミ買I

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

2.0 9999 HNKI 18.0 

8.0 WDTM 6 
6.0 9999 HNKJ 。 1001 

2.0 HNK 。。 HNKl 。
10.0 HNK 。
16.0 HNK 98.0 

HNK 62.0 

HNK 84.0 

HNK 45.0 。
9997 HNKI '9. 日日日日;

HNK 104 。
5 HNK 78 。

HNK 。
4 1 HNI< 。
2 HNKI 。
4 WDTM 。
14 HNK 。

HNレ 。
HNド 。
W[ TM 39.8 。
HNド 65 

999i HNI 20 。 I~NK1 73.0 。 HNK 。
8.0 HNK 81.0 
2.0 HNK 53.0 

3.0 HNKI 。。。 HNI< 47.0 。 0.8974 HNHJ 。 1026 。 WDKB 94.0 
HNKI 44.0 。
1可

5 HNK 。
HNK 。。

13 HNI 10 。
4 HNI 。

1 HNI 。
6 WOMS 。
5 HNKI 。
5 HNK 49 。

内(.jKI I At:;ilぺ HHNNKK -O --4  
AGKT A VK 

一旦回M工T主川主二~ 三日 二EAGHET E町 E ヱNK J-王3。土一→
告正 盟 主量
僻塁走

ヒ笛邑 旦E L1旦~ 1 ~ ~円NAKTY fis U o 
M MTI NN-T 1946661119756 7b 20 

T!N N 100 実岡崎'

4 HN 。
HNKI 。

6 IAY 。
Hト

HN .0 
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元野遺跡出土黒曜石産地推定結果集計

黒曜石産地 記号 試料数 % 

和田 鷹山群 WDTY 47 3.9 

和田小深沢群 WDKB 23 1.9 

和国土屋橋北群 WDTK 2 0.2 

和国土屋橋南群 WDTM 5 0.4 

諏訪星ヶ台群 SWHD 108 8.9 

事事 科冷山群 TSTY 48 4.0 

天 城柏峠群 AGKT 239 19.7 

箱根焔宿群 HNHJ 495 40.8 

箱根黒岩橋群 HNKI 15 1.2 

神津島恩馳島群 KZOB 231 19.0 

高原山甘湯沢群 THAY O. -1 

ぷロ〉、 言十 1.214 100.0 

不可など 153 

総 百十 1.367 

骨折 帽車Z判別図 r-横楠1 I I!!瞳 慣欄2 I I!!田2
l品揺量晶 I遺骨寄号 抽定直地 判別酔 lD g WWじDTM I 53.0 I 0 

b』04 EEE之Zケ ミ語、 I SWHD I 9ニ旦 WDK 87.00  

世是 E旦叩E r欝g 三s回州 D I SWHD 両日コ ー石 二4寸二00 E 。u E0 U EE  l 1 TTNN--11 04l ー可 ミVEト買ID I 1.0 I 1 I WDTM 60.0 
l一[MMTTNN--11 一5 一不百 1ヶ WH[ 

M MMTTINNN-41132L30004566b21E tヶ 、GKT I A門G川 K「 9 一WHNDKTTM l 一l l lU O 

b之 I、にS孟K TSTY 5 VWV〈IMTM S 

弔器ヨ苦 闘6151 I Jll!1n&抽土J' 2 石H扇酬町 邸水 U 

bo 圃M 宿-_司1 HNHJ ミG 154 

tsz Z4 nE-r 10，n U HNK1 56 

0344Z AGK 3，u 0 HNK、 u D 

5 Z4 U K M以 u 。112
aaED A13K AHGNKHTJ UO 988i HNK lO 

779 SSKKHWWZZNOOHHHB B J D D 1{!U VV U 
SWH U VKVZU SHN W 

5aZ明13。1 ml Eケ K }B 4B OU 1I 4NK 45 Uυυ" 

-Sa8Z6ヨ7671 |一1布~ 引一B'2島醇 一KZC υ 1 WD  37 U33b日

s群 SWHD 、SMWnTHaUa UO 1659;svvt2J4 U u 
Zb *SWHD HAGuK， 7 61 U 

463 l k SN 37 u 一ー寸
R KZOB KZOB 6 0  

U1G0490 3 S4W、H町D SWHE 15 WKZDSTNM 36 

11bb h群 kiOB I KZOB K:SN 24 

E
EEEE歪重 ど3494215429 KHZNOH自J Y民E4UEU一仁三互主 主型半HさNKElt Z4 

群 K OB BN 21 0 

UU U EN O 
KZC U 10 B島群 KZOロ k u u u 

l MMTTNMー-113tS351 IS l 16U 切56Ju'JDMTNS lO U 
l 一M‘iIT白N・.寸 l出 本 pwm WW[EM unp 

MTNー とr， 4Nド 70.0 I 0 

「N-1 lll咽曜柏司・司 ，GKT I AGド U 
TN- '揖 イミl 。
11 N-l 不 1.0 

4TN1 21 4、ロJ HN1 2J 揖皿叫石
l N-1 HNH‘ 不可

TN可 1346! 2345 不 HNKI I 38.0 I 0 

MTINN--345 -i23iZ02 L轟LヨL 査量羊旦日盟!型辻竺三

日MM盟τ刊盟N二三Z14子号 制 HD 二S亘州附豆ED l l開田 WE :Jj 旦OO Eニ亙二竪て

ぽft E 品一議監 同聖-曜蝿_.、宿-4騨・鍾 本Al H HJ 133 

-7SO-C - E亙雇..Q，扇一一l一正ZO亘 K OB  KZSN 1b 49 

HNKI I 129.7 I 0 
、ミS U 

l MMTTNN--1116J  A門G川K円T、J 門 lHJ .4 6 1 5E J434 0 
MMTTNN-111 7f 2t 0tf5 。 1ヶ飴酔 'HL 

むコ
む3
r.o 



;r 

ア
」

、r
l__ 

1"'"，1-1ム rrTTQ~-c，瞬、""~ø-.'f v 、.J，、帰"{-J~ 7 mOJ..L.JI'.L -，--1 '-11駒込N ル...弔札制ミ10-.、'-"'，J ?‘民、_I ..... J tf'..J I "，....，.，. U v_"仏_"""3 i""l--..J勾 ν"""司、II 

や木康などの年代櫨と一致する。

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、 pMC(阿-centModem Carbon)がよく梗

われており、 tl14Cとの関係は次のようになる。

tl14C= (pMC/1∞-1) xlO∞(偽)

pMC=tl14C/班十100(%)

国際的な取り決めにより、このtl14CあるいはpMCにより、放射性炭窯年代 (ConventionalRadiocarω 

bonAge汁rBP)が次のように計算される。

T …8033 X In[ (tl14C/1000) + 1 ] 

ニー-8033x ln (pMC/100) 

340 



附 編 分 析

5) 14C年代値と誤差は， 1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。

6)較正暦年代の計算では、 IntCal04データベース (Reimeret al 2004) を用い、 OxCalv3.10較正プ

ログラム (Bro叫cR紅1Sey1995 Bronk R釘1Sey2001 Bro出 Ramsey，van der Plicht and Weninger 

2001) を使用した。

測定結果

第E黒色帯 (BB 1lI)の石器ブロック 3 ・2号機群に伴う炭化物2点の14C年代は、それぞれ27930:t190 

yrBP (遺物番号7177: IAAA -70332)、28090:t170yrBP (遺物番号7178:IAAA-70333)である。暦年較

正年代 (1a =68.2%)は、それぞれ26180'"'-'25780BC、26320'"'-'25970BCである。 2点の14C年代は誤差

範囲で一致し、化学処理および測定内容に問題が無いことから、妥当な年代と考えられる。

1AA 

φφ4Code No. 賦 料 BP年代および!tj:の同位体比

IAAA-70332 試料採取場所: 静岡県沼津市宮本字元野 Libby Age(yrBP) 27.930:t 190 

試料形態 炭化物 O 13C (0/00)、(加速器) -23.86 :t 0.53 

飲料名(番号) 7177 t:. "C (0/00) -969.1 :t 0.7 

pMC (%) 3.09 :t 0.07 

o "C ( %0) -969.0土 0.7

(参考) δ I3Cの補正無し pMC (%) 3.10土 0.07I 

#1744-1 Age (yrBP) 

IAAA-70333 試料採取場所: 静岡県沼津市字元野 Libby Age(yrBP) 28.090土 170I 

猷料形態 炭化物 O 13C (ゐ)、(加速器) -21 .27 :t 0.62 

試料名(番号) 7178 t:.1‘C(ゐ) 一969.7:t0.6 

pMC (%) 3.03 :t 0.06 

δt‘C (ゐ) -969.5土 0.6

(参考) O I3Cの補正無し pMC (%) 3.05土 0.06

#1744-2 Age (yrBP) 28，030土 170

1AA 
参考資料:暦年較正用年代

IAA CodeNo. 

lAAA-70332 

IAAA-70333 

試料番号

7177 

7178 

Llbby Age (yrBP) 

27927 :t 191 

28094 :t 172 

ここに記載するLibbyAge (年代値)と誤差は下1桁を丸めない値です。

1
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分析3

元野遺跡(第二東名NO.19地点)樹種同定測定結果報告書

(附加速器分析研究所

1.方法

元野遺跡より出土した炭化材2試料より剃万で横断面、放射断面、接線断面を割取り、プレパラート

に固定したのち反射照明(反射照明観察用対物レンズ使用)の顕微鏡で観察・同定を行った。

2.同定結果

元野遺跡の2試料の樹種同定結果を表1に示す。

遺物番号7177と7178の2試料は、いずれも l年輪に満たない微少な破片で一部に大きい管孔の存在が

確認されたのみである。広葉樹の環孔材ではあるが、複数年輪ないため樹種を同定することは出来ない。

表1 元野遺跡より出土した炭化材の樹種

No. 遺物番号 層位

1 

2 

7177 

7178 

BBill 

BBill 

試料

#1744・1環孔材

#1744・2環孔材

樹種

つ臼A宝つd
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土層堆積状況 テス トピット10深掘

北壁断面(表土~中部ローム層)

図版 1



図版 2

(1)調査区北壁地割れ土層断面

(2)ニセローム層上面地割れ状況
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図版 4
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(1)中部ローム層

磯出土状況

(テス トピット10)

(2)第四黒色帯

1号磯群検出状況

(3)第四黒色帯

遺物出土状況
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図版 6
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(2)休場層地割れ内

遺物出土状況

(3)休場層断層により

分割された35号磯群



図版 7

(1)縄文時代

焼土分布状況

(2)縄文時代

329号焼土(半裁断面〉

(3)縄文時代

4号土坑完掘



図版 8

(2)縄文時代 異形部分磨製石器出土状況
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ふりがな ふりがな コー ド

所収遺跡名 所在地 市町村
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

遺跡番号

世界測地系 199704"-' 
静しずお岡かけ県ん 199706 

ぬ沼ま津づ市し
350 1380 199708"-' 

9i 49' 199803 

み吉や本もとあ字ざ 14" 53" 199804"-' 道路建設(第

もとのいせ跡舎 199805 二東名建設に
元野遺 もと町 22203 

199807"-' 
14，527nf 

伴う埋蔵文化
元野 旧日本測地系

199808 財発掘調査)

266-18 350 1380 
199809"-' 

5' 50' 199810 
他

4" 11グ
200101 "-' 

200103 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ナイフ形石器・角錐状石器・尖
中部ローム層からホ

/レンフエノレス 2点と
石器ブロック 8 頭器・細石核・細石刃・スクレ

円l擦が出土した。ま
集落 旧石器 膿群56 イパー ・ドリル・グレイパー ・

た、第w黒色帯から
石器集中部4 模形石器・石核・ ~l片類・ 1際

石核と剥片の接合資
器・磨石類・台石

料が出土した。

有舌尖頭器・石鯨・異形部分磨
狩猟用の陥し穴と考

元野遺跡 製石器・スクレイパー ・グレイ
えられる土坑が検出

ノtー ・石核・決状耳飾・磨製石
され、草創期から中

散布地 縄文
土坑 18.小穴 斧・石錘・礁器・棋形石器・磨

期までの遺物が出土
520・焼土跡245 石類・石皿類

したが、住居跡は検
縄文土器(駿豆撚糸文系・細久保

出されなかった。地
式・茅山下層式・元野式・粕畑

割れが検出された。
式・曽利E式)

その他 溝状遺構4 なし なし

元野遺跡は愛鷹山東南麓の緩斜面上に位置する旧石器時代から縄文時代の遺跡である。旧石器時代

は、第Nスコリア層、第四黒色帯から遺物が出土し、愛鷹編年の初源期と考えられる遺物が確認されて

要約 いる。他には第E黒色帯、第 I黒色帯、休場層直下黒色帯、休場居から、それぞれ遺物、遺構が検出され

た。縄文時代は、陥し穴と考えられる土坑が検出され、押型文や条痕文を中心とする早期から中期まで

の縄文土器と石鍛を主体とする断片的な組成の石器が出土した。時期不明の溝状遺構が検出された。
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